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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　エンド・オブ・ザ・ウォー







「求む男子。苦難の旅。僅わずかな報ほう酬しゆう。極ごつ寒かん。暗黒の長い日々。絶えざる危険。生せい還かんの保証なし。されど成功の暁あかつきには名めい誉よと賞賛を得うる……」

　捜そう索さく巡じゆん航こう艦かんエンデュランスの艦首部にある狭せまいセンサーコントロールルームの中で、同どう僚りようのスーネがつぶやいた言葉を耳にしたオペレーターのアパマーは、小声で聞き返した。

「……なんだよそれ」

「ん？　ああ、今の言葉か。気にすんな、独り言だよ」

「独り言にしちゃあ変わってるな、誰だれかの名言か？」

　スーネは小さく肩かたをすくめて答えた。

「名言じゃなくて広告だよ、はるか大昔の探検隊が隊員を募ぼ集しゆうしたときの新聞広告の言葉さ」

「ひどい条件だな、応募するヤツなんかいなかったんじゃないのか？」

「いや、五千人を超こえる応募者が殺さつ到とうしたそうだ」

「へえ……世の中には物好きもいるもんだ」

　スーネは小さく笑った。

「他人ひと事ごとみたいに言うなよ、俺たちだって似たようなものじゃないか。ザナックス決戦が終わってもう一年以上過ぎたってのに、まだこうやってローデス辺境域をうろうろしてるんだからな……」

「そう言われてみればそうだな。苦難の旅。僅かな報酬。極寒。暗黒の長い日々。絶えざる危険。生還の保証なし……全部揃そろってる。たった一つ違ちがうのは成功しても名誉も賞賛も無いってことだな」

「いや、生存者を救助すれば、一応功労章は貰もらえるはずだぞ、名誉とか賞賛という派手なものじゃないけどな」

　アパマーは、自じ嘲ちようするような笑いを浮うかべると、目の前のセンサーモニターへ意識を投げた。

「生存者ねえ……お目にかかってみたいもんだねえ。救命ポッドで脱だつ出しゆつした連中は九十九・九九パーセント以上回収されてるそうだぜ。俺たちがやってるのは落おち穂ぼひろいの穂からこぼれた麦の粒つぶを捜さがしてるようなものだ。宝くじに当たるより難しいぜ。まして当たったところで俺に大金が転がり込むわけじゃないし……」

「確かに、当ての無い、目標が無い仕事ってのは、テンションが上がらないのも無理ないよな」

「まあ、最初っからテンション上がりっぱなしの、うちの艦長みたいなのもいるけどな……」

　アパマーは、そう言うと自分の斜ななめ後ろ……ブリッジと艦長室のある方角……をちらっと見ると急に無表情になって、冷たい声で言った。

「──センサー要員は、戦せん闘とう態勢警けい戒かい態勢にかかわらず、常に複数で前方の浮ふ遊ゆう物ぶつの捜索に当れ。人類統合軍の艦船の残ざん骸がいは最低限二回、できれば三回以上念入りに捜索せよ。アクティブセンサーの発信する探索波は通常の倍の出力で発射し、遠方まで確実に捜索せよ」

　それが、この捜索巡航艦エンデュランスの艦長のモノマネであることは、誰の目にも明らかだった。

　アパマーは表情を戻もどすと、小さく肩をすくめた。

「うちの艦長は身体からだの半分がサイボーグだそうだけど、脳の半分もサイボーグ化されちまってんじゃないのかな。だから人間の気持ちがわからないんだ。きっと俺たちセンサーオペレーター要員も、艦長から見たらセンサーの部品にしか見えないんだぜ」

　スーネは自分たちの目の前にあるアクティブセンサーのデータ画面に視線を移して小さくうなずいた。

「まあ、こいつを使いこなせる人間は限られているわけだし、オペレーターってのも、部品といえば部品かもな」

　二人のオペレーターの前にあるモニターに映っている映像は、この巡航艦エンデュランスの前方の空間にあるものを、様々なセンサーによって感知し、数値化したそのデータである。

　このデータは一度処理された後で感応端たん末まつによってオペレーターの意識の中に、一種の視覚と触しよつ覚かくの入り混じった感覚にしてフィードバックされている。

　それは、素す肌はだで水中に潜もぐったときの感かん触しよくに良く似ていた。

　捜索巡航艦エンデュランス号の前方の宇宙空間に広がる星間物質は水であり、その中に漂ただよう一年前のザナックス決戦で破は壊かいされたザナックスの戦せん闘とう艇ていの破は片へんや人類統合軍の戦闘艦の残骸は水中に浮かぶゴミである。

　アクティブセンサーの波動はさながら伸のばした手だろうか。水中に浮かび漂うゴミに触ふれ、その感触でそれがザナックスの破片なのか人類統合軍の船の残骸なのかそれを見分けるのが、センサーオペレーターの仕事だった。

　この視覚と触覚にダイレクトに伝わる感触の受け取り方は個人差が大きいため、センサーオペレーターになれる人間はそう多くない。敏びん感かんすぎても鈍どん感かんすぎても務まらないのである。

　一年前、この空域では膨ぼう大だいな数の船せん舶ぱくがザナックスと死し闘とうを繰くり広げそして沈しずんでいった。

　その中には生存者が一人もいない艦や、詳しよう細さいな戦闘記録が残っていない艦も数多くあった。

　その艦に乗っていた人々はすべていわゆる「戦闘中行方ゆくえ不明」と呼ばれるカテゴリーに分類され、取り扱あつかい上は戦死者と同等に扱われていた。しかし、彼らの家で帰りを待ち続けている家族にとって、それはあくまでも未み帰き還かん者しやであり、戦死者ではなかった。

　捜索巡航艦エンデュランス号の任務は、ザナックスの巣があった空域周辺における残存ザナックスの状じよう況きよう確かく認にんと、そしてこの記録なき未帰還者についてのデータ収拾及および遭そう難なん者しやの捜そう索さくだった。

　アクティブセンサーから発射された探索波が浮遊物に跳はね返ってスーネの触覚に明確な反応を与あたえていた。

　……このザラッとした感触は、ザナックスの破片だ。そしてその奥にある冷たい感触の滑なめらかな陶とう器きの破片のような感触は……間違いない、人類統合軍側の戦せん艦かんの外がい殻かくの破片だな。

　スーネの思念と感応端末を通じてリアルタイムでリンクされたデータ管理用の電子人格が、即そく座ざに答えた。

『この座標点ではＣ級巡じゆん航こう戦艦改造型防空艦が四隻せき沈んでいます……残骸の他ほかに浮遊物はありませんか？』

『えーと、今のところ視覚情報として光学センサーでは判別できない。アクティブセンサーの触覚変へん換かんデータで確認しただけだから』

『わかりました、もう少し近づいてから視覚センサーを発射して確認します』

『よろしく頼たのむ』

　スーネが思念で答えたとき、右う舷げん前方を探査していたアパマーの思念が飛び込んできた。

『うわ！　来やがった！　ザナックスだ！』

　思念と一いつ緒しよに流れ込んできたのは、粘ねん液えきを触さわっているようなぬるっとした重力波異常の触感だった。

　それは空間内に重力波の歪ゆがみが生じている、つまり、何者かがその座標に転移してこようとしていることの証明だった。そしてこの空間に転移してくるものがあるとすればそれはザナックス以外にありえなかった。

　空間重力波センサーが重力波の異常を捉とらえたことを示すのと同時に、アパマーの思念を読み取った電子人格が艦内警報を発した。

　艦内意識空間のレベルが一気にイエローアラートに引き上げられ、待機モードや作業モードに入っていた乗組員の思念が次々に意識空間の中にリンクされてくるのがわかる。

　それは当直員しかいなかった部屋に、非常召しよう集しゆうを受けた勤務員が飛び込んで来るような感覚だった。

『分ぶん析せき結果を読み上げてくれ』

　艦内意識空間の真ん中にいる艦長の落ち着いた思念がオペレーターに届いた。

　……相変わらず動じない人だな。うちの艦長は身体だけじゃなくて脳組織も半分サイボーグに違ちがいない、というジョークも半分ぐらい当たっているのかもしれないな。

　スーネが艦内全体の意識空間に届かないレベルでそんなことを考えていたとき、電子人格が重力波の数値パターンを過去のデータと照合した結果を報告した。

『ザナックスのマーク・ワンのパターンとの合がつ致ち係数八十二パーセント！　バージョンは不明ですがおそらくザナックスの戦闘艇初期タイプと見て間違いありません！』

『質量の概がい算さんから見て数はおよそ二千から三千』

　意識空間の中に、ざわっとした空気が流れた。

『……二千から三千って、ちょっと多くないか？』

『初期型だけなら何と言うことは無い数だが、マークⅡとかⅢとかが混じってると厄やつ介かいだな』

『それにしても、敵に遭そう遇ぐうする頻ひん度どが高くないか？　他の捜索艦に比べるとこのエンデュランスの遭遇数は倍以上だって話だ』

『うちの艦が出してるアクティブセンサーの探索波の強度とか頻度が倍以上だから仕方ねえよ、闇やみ夜よにサーチライト照らして鉦かねや太たい鼓こ叩たたいて歩き回ってるみたいなものだからな』

　意識空間に集まった乗組員の興味は、艦長の決断に注がれていた。

　この捜索巡航艦エンデュランス号は、ザナックスが遊ゆう弋よくするローデス銀河最深部でも単独行動を取れるように、近接防衛火器や防ぼう御ぎよスクリーンなどにゼナックス決戦の戦訓を取り入れて改造された最さい新しん鋭えいの巡航艦だが、この艦の武装の目的は戦闘行動ではない。

　捜索巡航艦は強力な敵に出会ったら、戦闘行動を取らずにそのまま逃にげ出しても構わないのである。この艦の武装はすべて逃げ延び生き延びるためのものなのだ。

　乗組員の思念が自分の決定に注がれていることを知っても、艦長の思念には揺ゆらぎは無かった。

『このまま捜索を続行する。前方のＣ型防空艦の残ざん骸がいが目視できる位置まで前進！』

　副官が、転移してくるザナックスの座標を指示して答えた。

『その位置まで前進しますと、間違いなくここに転移してくるザナックスの編隊と遭遇します！　戦せん闘とうは避さけられませんがそれでもよろしいのですか？』

『それは充じゆう分ぶんに考こう慮りよしている。敵の数及び戦闘力から勘かん案あんして問題は無いと判断する。我々の目的は捜索であり、転移してくるザナックスはその障害物である。ならばそれを排はい除じよし、本来の作戦行動を遂すい行こうするだけのことである。総員戦闘配置！』

　艦長の指示が飛ぶのと同時に艦内に警告音が響ひびき渡わたり、艦内意識空間警けい戒かいレベルがイエローアラートからレッドアラートへと切り替かわった。

　戦闘モードに切り替わったセンサーコントロールルームでは、オペレーターの数が増員されていた。

「やあ、ルルノ！　ご苦労さん、あんまり休めなかったな」

　自分の隣となりのブースに座った若い女性オペレーターにスーネが笑いかけると、ルルノと呼ばれたその女性オペレーターは仕方ないわね、と言う風に肩かたをすくめた。

「三時間半ってとこかな？　でも、端たん末まつから切り離はなされて自由になれただけ気分は楽になったわ。あんたたちの方がそのまま勤務続行だから大変だよね、ましてやアクティブセンサー要員だし」

　スーネは笑った。

「まあな、こいつは男にしか使えないからね……女性は、どうしても触しよつ感かんにフィードバックしてくるという、このシステムになじめないらしいね」

　ルルノは顔をしかめた。

「男が鈍どん感かんなだけだよ！　あんな、もぞもぞざらざらちくちくとした触感に良く耐たえられると思うよ、ほんと」

「男からすれば、よくもまあパッシブセンサーみたいなあんな暗くら闇やみに耳を澄すませてじっと座ってるようなオペレーティングの感かん触しよくに耐えられると思うぜ」

　二人の会話を聞いていたアパマーが笑いながら言った。

「まあ、なんというか男ってのは触さわるのが好きだからな、もともと……」

「あ、セクハラだ！」

　そう言ってルルノがアパマーをにらみつけたとき、意識空間に戦闘状じよう況きよう概がい略りやく図ずが投とう影えいされた。

　球形のスクリーンの中に浮うかび上がった赤い三角形が、エンデュランスの進行方向の右前から接近してくる敵の存在を表していた。

　電子人格の理路整然とした思念が、この意識空間にリンクしている全員に対し、敵との接せつ触しよく予想時間及び数をリアルタイムで教えていた。

『……接敵予想時間はおよそ七分後、敵総数は質量換かん算さんにより約三千隻せき、質量パターンファイルの分ぶん析せきの結果内部に少数のマークⅡが含ふくまれている可能性があります。本艦かんはこれより右前方に実体弾だん防御用の強化ヴェガリースクリーンを展開します』

　電子人格の思念と共に概略図の中に浮かぶエンデュランス号の右前方に黄色い板のようなものが浮かび上がった。

　スーネの感覚にフィードバックしているセンサーデータの中に何かコンクリートの壁かべに右みぎ頰ほおをつけているような感触が広がって行く。

　右前方を担当していたアパマーが、小さく首を振ふった。

「アクティブセンサーの感度が半分以下に落ちた。パッシブの方よろしく頼たのむ！」

「了りよう解かい！」

　ルルノは小さくうなずくと、意識を集中し始めた。




　戦闘が始まるのと同時に、センサーオペレーターたちの感覚にフィードバックされるデータの感度が極きよく端たんに落ちた。

　発射されるビームや光子魚ぎよ雷らいの爆ばく発はつなどから生じる各種のエネルギー波の強さは、桁けた外はずれであり、通常のセンサリングの感度のままでモニターし続ければ、あっという間にセンサーが破は壊かいされてしまうからである。

　展開されたヴェガリースクリーンの間から発射されるパルスビームが命中したザナックスが次々に粉ふん砕さいされていく中で、ルルノの感覚が何かを捉とらえた。

『来る！　実体弾！』

　意識空間にルルノの思念が飛び込むのと同時に防ぼう御ぎよスクリーンの強度が一気に上がった。

　黒い何かがスクリーンに飛び込みそこで帯電して青白く光ったまま飛来する。

　目に見えるということはその時点で減速が終しゆう了りようしたということである。

　減速した実体弾が船体の外がい殻かくに命中し、そこで砕くだける音が船内に響いた。

『ダメージリポート！』

『外殻変形裂れつ傷しよう無なし！　気密確保異常なし！』

『すべての実体弾のエネルギー減げん衰すい化に成功しました！』

　意識空間の中に歓かん声せいにも似た感情が走りぬけた。

『よし、大だい丈じよう夫ぶだ！　マークⅡの数はそう多くない！　落ち着いて迎げい撃げきシステムをコントロールしろ！』

　火器管制オペレーターに向けた砲ほう術じゆつ長の思念が飛び交かう中で、スーネは思った。

　……艦長はこのザナックスどもを、捜そう索さくの障害物だと言っていたけど。障害物があればよけて行けばいいだけのことじゃないか。

　こんな風に正面からぶつかるのは無む駄だが多いし危険だ……艦長のやり方に不満を持ってる乗組員は多いんじゃないかな？

　……今は、まだ余よ裕ゆうがあるし、損害が出ていないからいいけど、このままのやり方じゃあいつか不満が抑おさえられなくなるような気がするな。




　スーネの心に浮かんだ予感は、徐じよ々じよに現実のものとなっていった。

　この日までに捜索巡じゆん航こう艦かんエンデュランス号が捜索を完かん了りようした区域は、予定の七割程度であり、司令部から示された捜索スケジュールよりも三日も遅おくれていた。

　遅れた理由は簡単である。人類統合軍側の船せん舶ぱくの残ざん骸がいを発見したとき、マニュアルよりもさらに念を入れて残骸の周辺の捜索を行うように、という艦長の指示のためである。

　また、遠えん距きよ離り捜索のために通常の探索波よりも強力な探索波を出していることから、それを感知して転移してくる残存ザナックスの哨しよう戒かい部隊との戦闘が繰くり返されたことも、このスケジュールの遅れの原因だった。

　戦闘の繰り返しと、そして通常の倍の手間をかける捜索活動は、確実に乗組員のストレスを蓄ちく積せきさせていた。

　前方の残骸をセンサーで探さぐっていたアパマーが、いつもよりぞんざいな捜索をして切り上げたのを見たスーネは、思わず小さく舌打ちをした。

　……アパマーのヤツ、また手を抜ぬきはじめたな。この任務が始まった頃ころは俺より丁てい寧ねいにやっていたのに、最近はどんどん手を抜くようになってきやがった。

　……ちょっと良くない兆ちよう候こうだよな。

　スーネは感応端たん末まつの意識レベルスイッチをパーソナルレベルに切り替かえると、小声でアパマーに言った。

「おい、アパマー。今の残骸の裏側を調べたか？」

　アパマーは、不ふ機き嫌げんそうにスーネを見ると、投げやりに言った。

「見たって何もあるもんか、探るだけ無駄だよ」

「いや、何もないとは限らないぞ、現に三日前にも遺体を回収しているじゃないか」

「……確かに遺体の回収は何回もやってる。この宙域だけで何人死んだのかわかりゃしないからな。遺体なんかいくらでも漂ひよう流りゆうしているだろうよ。でも、遺族には悪いけど、俺は生きている人間の方が優先だと思うぜ。死人は放ほうっておいても死人のまんまでそれより悪くはならないけど、俺たちが無理すれば死んじまうんだからな」

「そりゃあそうだけど……」

「だいたいだな、人類の命運をかけたザナックス決戦は終わったんだ。俺たちが戦ってるのはザナックスの残り滓かすで、とても人類の脅きよう威いになるものじゃない。

　だとしたらだ、なんで艦長がこんなに気合を入れて仕事をやれと俺たちに命令するのか、その理由がわかるか？」

「理由？　だってそれは任務だろ？」

　アパマーは何もわかっていないなあ、という顔になった。

「マニュアルの規定の倍の密度で捜索しろ、とか探索波の出力を倍にして、わざわざザナックスを呼び集めて、それと戦うとか、そんな任務があるもんか。司令部は俺たちにそこまで要求するわけがない……これはな、全部あのサイボーグ艦長の点数稼かせぎだ」

「点数稼ぎ？」

「ああそうだ。ザナックス決戦が終わっちまったんだ。この先あんな大きな戦いはないだろう。だとすれば、指揮官はどこで実績を上げればいい？　どうやって認めてもらうんだ？　もう手て柄がらを立てる戦場は無いんだぞ？　あるとしたら……俺たちのやっているこういった任務だけだ。この任務の査定がどうなってるか知らないが、撃げき破はしたザナックスの数が多ければ多いほど戦果が上がったということで査定が良くなることは間ま違ちがいない。

　だからあいつは、探索波の出力を上げ、捜索に時間をかけてザナックスと戦うチャンスを多くしているんだ、それに違いない……」

　そして、アパマーは吐はき捨てるように付け足した。

「俺はあのサイボーグ野や郎ろうが出世するための踏ふみ台じゃない。あいつのために死ぬのはまっぴらごめんだね。戦争は終わったってのに、そんな理由で死にたくは無いね」

　スーネは、そのアパマーの言葉を信じられなかった。

　はっきりとした理由があるわけではなかった。ただ、なんとなくこの捜そう索さく巡航艦エンデュランス号の艦長が、そういった自分の出世のためだけを考えているような人間には思えなかったからだ。

「うーん……あの艦長は傭よう兵へい会社上がりの叩たたき上げだぞ。帝てい国こく軍によくいたような、出世したくて上役の顔色ばかりうかがっている、ヒラメみたいな艦長とは一味違うような気がするんだけど……」

　アパマーは首を振ふった。

「だからだよ、あの艦長は帝国の本流の出身じゃ無い。傭兵上がりでコネもつてもない、だとしたら出世するには点数稼ぐしかないだろう？　そういうことさ」

　考え込んだスーネに、ルルノが小声で言った。

「アパマーの言うことが全部当たってるわけじゃないけど……そう思われても無理ないと思わない？　実際に私たちだって休みなしに働かされているわけだし」

「……確かにしょっちゅう戦せん闘とうがあって、気が抜けないのは事実だけど一年前のザナックス決戦のときに比べたら、ずいぶん楽なペースだと思わないか？」

　ルルノは肩かたをすくめた。

「だって、あの時は本当の戦争中だったんだもの、仕方ないわよ」

　……いいや、今でも戦争は続いてる……ザナックスと停戦協定が成立したわけじゃない。

　そう言おうかどうか迷ったとき、センサーとリンクしているスーネの感覚の中に、ちくん、とした尖とがったものに突つつかれた痛みにも似た感覚が走った。

　……まさか！　この感覚は？

　スーネは自分の感覚を疑った。しかし、その痛いほどの尖った感覚は他ほかに間違いようが無いものだった。

　何度となくシミュレーションと、そして実物を使って訓練したときと同じ感覚だった。

　スーネは背筋を伸のばして、感応端末の意識レベルを上げ、艦かん内ない意識空間に思念を投げた。

『救命ポッドのリフレクター反応！　左さ舷げん前方！』

　その思念を受けたアパマーとルルノは、目を見開いて姿勢を正すと、センサーモニターに向き直った。

　半信半疑だった表情が驚おどろきのそれに変わる。

『間違いありません！　光学モニターにて存在確かく認にん！　質量から見て個人用のものです！』

『回収班は作業艇ていデッキに集合！　本艦はこれよりコード２６７９に移行する！』

　エンデュランス号の艦内が一気に騒さわがしくなった。

「完全な形の救命ポッドを発見できたのは久しぶりだな……空で無けりゃビンゴだぜ！」

　アパマーがそう言うと、じっとパッシブセンサーの感かん触しよくを感じ取っていたルルノが小さく微笑ほほえんだ。

「ビンゴかも……あのポッドは生きてるわ。小型燃料電池の作動する微び弱じやくな波動が伝わってくるの、手の中で生まれたばかりの子こ猫ねこがふるふる動いてるようなそんな感じ……」

「よくもまあ一年無事に……ザナックスの中には人類側の工作物と見れば、数十センチサイズになるまで破は壊かいしないと気がすまないバーサーカーみたいな連中も多いってのに」

「中に人がいるとは限らないし、ましてや冬とう眠みん装置が動いているとも限らない……でも、なんとなくほっとするよな」

　センサールームのオペレーター三人は、期待に満ちた目でモニターを見つめていた。

　救命ポッドは射出の際の慣性や、脱だつ出しゆつした艦の爆ばく発はつなどで慣性を与あたえられると、そのままの速度で宇宙空間を移動し続けるため、時間が経たてば経つほど広こう範はん囲いに広がっていくのだ。

　そのため、決戦から一年経った今では、一回の捜索任務で一個発見されればニュースになるほどであった。

　救命ポッドには、探索波が当たるとそれを跳はね返すリフレクターと呼ばれるパーツが取り付けられている。そしてこのリフレクターからの反射を分ぶん析せきすることにより、その救命ポッドが搭とう載さいされていた艦名などがわかるようになっていた。

　意識空間に分析を終えた電子人格の思念が流れた。

『コード番号により、搭載されていた艦名が判明しました。防衛艦隊所属Ｄ級防空巡じゆん航こう艦かんチハヤ……生存者の記録及および沈ちん没ぼつ時の状じよう況きようは不明です』

　スーネはつぶやいた。

「たった一人の生き残りってわけか……ビンゴだといいな……乗っていて欲しいよな」

　アパマーがうなずいた。

「ああ……そう思う……ちくしょう、こうやって成果があると、艦長の強ごう引いんな捜索方法に理由があるような気がしてくるぜ！」

　……理由か。

　スーネは思った。

　……人間は、何かをやるときに理由が欲しい。それは別にお金や報ほう酬しゆうでなくたっていいんだ。ボランティアだって人は動く。

　逆に、理由が無い仕事に人間は耐たえられない。

　古代の神話に出てくる刑けい罰ばつに、大きな岩を必死に山の上に持ち上げてそれを落とす。そしてまたそれを必死に持ち上げて落とす、という意味の無い労働を繰くり返させるというのがあったけど、それと同じなんだ。

　……きっと、艦長には理由があるんだ。この強引な捜索方法も、マニュアルよりも厳しい捜索手順も全部。そうしなければならない理由が。




　この日エンデュランス号が発見、回収した救命ポッドの中には一人の兵士が収容されていた。

　直ちに艦内の医い療りようカプセルに移され診しん断だんを受けた結果、身体からだについては長期の再生治療が必要であると判断されたが、彼の意識は健全であり、再び生きて故郷の土を踏ふめることが確認できた。

　彼の名前は直ちに司令部に送られ、そして家で待つ家族の元に知らされた。

　捜そう索さく艦隊司令部の司令官から、生存者発見の功労を称たたえたメッセージがエンデュランス号に届けられ、食堂の掲けい示じ板ばんに掲けい出しゆつされたのは、三日後のことだった。

　スーネが食堂で夕食を摂とっていると、向かいにトレイを持ったアパマーがやってきて、笑いながら言った。

「ここ、いいか？」

「ああ、空いているよ、別に誰だれかが予約しているわけじゃない」

「いや、もしかしたら、と思ってさ」

　アパマーはテーブルの上にトレイを置いて向かいに座ると、掲示板を指差して言った。

「読んだか？　あのメッセージ」

「ああ、読んだ……」

「殊しゆ勲くん賞しようもらえるかもな」

　スーネは目を閉じて首を振ふった。

「やめてくれよ、俺は何もしちゃいない。たまたま俺の捜索する空域に救命ポッドがあった、それだけのことだよ。あんなのはタイミングさ。たとえばあの日、俺とお前と捜索するエリアが逆だったら、お前が見つけていただろう。偶ぐう然ぜんの為なせる業わざさ。俺のスキルじゃない」

　アパマーは顔の前に人差し指を立てて振ってみせた。

「いやいや、違ちがうって。お前は俺みたいにぶーたれて手を抜ぬくようなことをしなかった。真面目まじめにやってただろう？　その結果があの発見になったんだと思うぜ……俺は今、ちょっと反省しているんだ。俺が今まで『これくらいでいいや』と手を抜いた場所や見み逃のがした場所に、もしかしたら、救命ポッドがあったかもしれない。もったいないことしたなあ……ってよ」

「仕方ないじゃないか、人間は神様じゃないんだ。完かん璧ぺきに完全に何かができるわけじゃない」

　スーネの言葉を聞いたアパマーは目を落とした。

「……うん、それはそのとおりだ。俺も今までそんな風に思ってた。でもな、それが言えるのは……人間は神様じゃない、ミスだってすることがある！　って言って認めてもらえるのは……本当に努力して義務を果たした人間だけだよ。

　怠なまけたり手を抜いたりして、そしてミスを犯おかした人間がいくら言ったって、そんな言葉に説得力なんか無いんだな……」

　スーネが何かを言おうとしたとき、スーネの手首に付いている汎はん用よう端たん末まつが呼び出し音を立てた。

「おい、呼び出しだぞ……この席に座るはずだった誰かさんからか？」

「馬ば鹿か言え、そんな相手なんかいないって……うっ！」

　笑って首を振ったスーネの顔が凍こおりついたのを見て、アパマーが怪け訝げんな顔をした。

「誰からだ？」

「……艦かん長ちようだ。艦長室に来いって」




　副官に付き添そわれて、艦長室に向かっていたスーネはエレベーターの中で大きく深呼吸した。

　それを見ていた副官は小さく笑った。

「そんなに緊きん張ちようしないでもいい、別に叱しつ責せきを受けるわけでは無い、その逆だ。艦長から即そく賞しようを受け取るだけだ。

　正式の殊勲賞と感状は手続きを踏んでからになるので時間がかかる。今日渡わたされるのはその代わりになるものをその場で渡す即賞と呼ばれるものだ。公式行事ではないのだからそう緊張するな」

「いやあ、緊張するなって言われても……艦長ってあんまり人前で話をしたりする人ではないじゃないですか、なんというか、こう近寄りがたいって雰ふん囲い気きがあるんですよね」

　副官は考え込むようにつぶやいた。

「……確かにうちの艦長は、こう、ストイックな部分が強いな。それを人に求めようとしている部分も確かにあるだろう。人に自分をわかってもらおうとか自分のことを知って欲しいとか、そういった意識が普ふ通つうの人より低い。

　人の上に立って人を使うには、もう少し打ち解けてもいいと思うのだが……今までの経歴がそうさせるのかもしれないな」

「経歴というと……傭よう兵へい上がりで、いわゆる士官学校の同期生のような繫つながりが無いって意味でしょうか？」

「うむ、それもあるが……それだけではない。艦長はかなり過か酷こくな経歴をお持ちだ……個人情報になるので詳くわしくは言えないが、我々……君や私などでは想像もつかないほどの経験をしているのだよ……」

　副官がそこまで言ったとき、エレベーターが停止して扉とびらが開いた。




　艦長室は、ごく普通の軍の規格品が並べられた質素な部屋だった。

　軍艦の中とはいえ艦長室は半分私的なスペースであり、私有の家具や調度品を持ち込むこともある程度は許されている。

　そのため帝てい国こくの貴族出身の艦長の中には、豪ごう華かな家具を運び込み、どこぞの邸てい宅たくかと思わせるような飾かざり付けをする者もいた。

　目の前に立つ艦長の顔を見てスーネは思った。

　……この人の本当の年ねん齢れいは、いくつなんだろう？

　身体からだは若いのに、そこに宿っている精神は老人のようにも思える。

　どこか遠くを見ているような視線で世界を見ている。まるで、この世の楽しいことや嬉うれしいことは自分とは無む縁えんのもののように。

　だから……何も語ろうとしないんだ。

　艦長は、そんなスーネの心など知らぬようにゆっくりと言った。

「一級センサーオペレーター、スーネ・Ｐ・ホワイト兵へい曹そう、このたびの救命ポッド発見の功労について、君に艦隊司令と私から功労賞が出ている。公式の手続きが終わり、感状が出るまでの間、即賞として記念品を渡す、前に！」

　スーネは一歩前に出ると敬礼した。

　そして艦長から即賞の入っている小さな箱を受け取ると、そのまま一歩下がって、もう一度敬礼した。

　顔を上げたとき、スーネは意外な物を見たような気がした。

　艦長が笑っていた。

　その笑え顔がおを見たとき、スーネは気がついた。

　顔は笑っているけど、目は笑っていない。でも、こんな表情ができる人だとは思ってもみなかった。俺はこの人が笑う顔を今まで想像すらできなかったんだ。

　スーネの表情に気がついたのだろう、艦長が笑顔のまま聞いた。

「どうしたね？　私の顔に気になる部分でもあるのかね？　顔は手足と違ちがってバイオ化されていないからそのままだ。直すわけにはいかないがね」

　スーネは艦長の笑顔を見たときの驚おどろきを、何と伝えればいいのか、頭の中で言葉を探したが、いい言葉がみつからなかった。

　……こういうときは、素す直なおに思ったことを伝えた方がいい。

　スーネは小さくうなずいて答えた。

「いえ、艦長もお笑いになるときがあるのだと知って、少し驚きましたので……」

「私でも笑うときぐらいはあるよ。身体の半分はサイボーグだが、脳や意識は生身の人間とかわらないのだからな」

　スーネの答えが面おも白しろかったのだろう、艦長は楽しそうに答えた。

　その、表情を見たとき、スーネは思った。

　……この表情を、この人間味を、もっと我々に見せてくれればいいのに。

　艦かん内ないの空気がぎすぎすしているのは、仕事が忙いそがしいとか休みが無いとかそういった理由だけじゃない。

　艦長の命令の意味が理解されていなかったから……艦長が理解を求めようとしなかったからだ。

　自分たちのやっている仕事の意味、理由、それが伝われば、乗組員はもっと喜んで動く。生存者を発見した後、艦の中の空気が違うのは、それにみんなが気づいたからだ。

　スーネは思い切って言った。

「……艦長にお話ししたいことがございます……よろしいでしょうか？」

「どのようなことかね？」

「艦長は……もっとお笑いになるべきです！　乗組員の前で、自分は同じ人間であり、この船に乗り込んでいる仲間であり家族なのだとアピールした方がよろしいと思います！

　今、この艦の中の空気はお世辞にもいいものじゃありません。みんな不平不満の塊かたまりです。

　中には、艦長の身体は半分以上サイボーグだ、それも戦せん闘とう用の物で、血も涙なみだもないんだと言う者もおります。最初はみんな笑っていました。よくあるジョークだと思っていたからです。でもいつの間にかそれを笑わなくなりました。笑えなくなったのです……」

　艦長に向かって話しながら、スーネは自分の中にこんなことを面と向かって言うことができる自分がいることを知って驚いていた。

「艦長がそのサイボーグの身体になられたきっかけは、私などが想像もできぬほど過酷な体験があったからだ、とお聞きしたことがあります……そういった体験や、傭兵として戦っていらした頃ころの経験談や、そういったお話をされるつもりは無いのですか？」

　艦長の顔から微笑ほほえみが消えた。

「それは……あくまで個人的な理由だ。一種のプライバシーに関かかわることではないかね？」

「……お言葉ですが艦長。確かに他人の身の上や情報を詮せん索さくして色々言うということは誉ほめられたものではありません。しかし、何かを一いつ緒しよにやろうとしている仲間が、どんな人なのか、どんな考えを持ち、どんな価値観を持っているのか、それを知りたいと思うのは当然のことだと思います……私はこのエンデュランス号の一員です。この船に乗り込んでいる人間は仲間だと思っています。信しん頼らいというのは、理解しあうところから生まれるのではないかと思います」

　艦長は黙だまったままスーネを見ていたが、やがて下を向くと小さく首を振ふった。

「……そうか、そうかもしれんな。今の君の言葉を聞いて、私は昔、同じようなことを言われたことを思い出した。気がついたつもりだったのだが、人間というのはそう簡単に変われるものではないのだな……」

　一呼吸ほどの沈ちん黙もくの後、艦長はゆっくりと顔を上げ、話し始めた。

「君たちは、なぜ、私が友軍の残ざん骸がいの捜そう索さくを繰くり返して行うように指示するのか、そしてアクティブセンサーの探索波の強度を通常の倍にして遠えん距きよ離りまで捜索させているのか、疑問に思っているのだろう……そのことによってスケジュールは遅おくれ、ザナックスを呼び寄せて、この艦を危険に晒さらしている、即そつ刻こく中止して欲しいという匿とく名めいの意見具申が何通も寄せられているからな……だが、私はこのやり方を変えるつもりは無い。

　この艦一隻せきで対応できないほどのザナックスと遭そう遇ぐうしない限り、捜索を打ち切り、逃にげるつもりはない。私はできる限りのことをして、やれる限りのことをするつもりだからだ」

　スーネは、さっき食堂でアパマーが言っていた言葉を思い出していた。

「……それは義務を果たすということなのですね」

「そうだ……簡単に言ってしまえばそういうことだ。あのザナックス決戦で射出された救命ポッドの九十九・九九パーセントは回収された。しかし残りの〇・〇一パーセントは未回収のままだ。そしてその救命ポッドは、我々捜索巡じゆん航こう艦かんが捜さがさなければ、他ほかの誰だれも捜し出すことはできない。

　冬とう眠みん装置が稼か動どうしていても救命ポッドの中にいる人間の生存率は時間が過ぎれば過ぎるほど下がっていく。ザナックス決戦が終わって一年が経過し、世間には、もう戦争は終わったのだという意識が満ちている。だが、救命ポッドに乗っている兵士と、そしてその帰りを待ちわびている肉親や親族にとって、戦争はまだ終わってはいないのだ」

　そして、艦長は自分の執しつ務む机から一枚のメッセージパッドを取り出してスーネに差し出した。

「たった今、司令部から転送されてきたものだ。君が発見した兵士の家族からの手紙だよ……君に渡わたすつもりだった……読んでみたまえ。

　救出された兵士の両親と、そして婚こん約やく者しやからのメッセージだ」

　スーネは、メッセージボードに目を落とした。

　そこには、兵士の両親なのだろう、中年の夫婦と、そして二十代の女性が映っていた。

　泣きながらスーネに向かって感謝の言葉を述べ始めたその映像を見たとき、スーネは、自分がやってのけたことの意味を知った。

　……俺たちは、半分ゲームのような、宝探しのような気分で捜索をしていた。

　俺たちは、自分たちが捜しているものが人間だということを、本当に理解していたんだろうか？

　俺たちは、もう戦争は終わったと思っていた。でも、違ちがうんだ。

　戦争は終わっちゃいない。あのポッドに入っていた兵士にとって、そしてその帰りを待っていた家族にとって、戦争はずっと続いていたんだ。

　消息がわからない者の家族にとって、戦争は、まだ終わっていないんだ。

　スーネの表情を見ていた艦長は、静かに言った。

「君の見ているメッセージパッドに映る人たちにとって、君は、幸運の神の使いなのだ。君はあの兵士だけを救ったのではない、彼の家族、肉親、親友、そういった人々の想おもいも共に救ったのだ。胸を張りたまえ」

「……はい……ありがとうございます！」

　頭を下げたスーネを見て、同じように小さくうなずいた後で、艦長はちょっと真面目まじめな表情を浮うかべて言った。

「実を言うと……私が、この身体からだになった理由も、救命ポッドにあるのだよ」

「救命ポッドに、と言いますと？」

　艦長は、執務机の向こう側から机の脇わきを回り、執務室に置かれているソファにスーネを誘いざなった。

「立ち話もなんだ、座りたまえ……」

「あ、はい、ありがとうございます！」

　……艦長室の応接セットに、俺みたいな下っ端ぱが座らせてもらえるなんて思ってもみなかった。

　スーネは少しどきどきする胸を抑おさえながら、艦長の向かいにあるソファに座った。

　艦長はどこか遠くを見るような目で、自分の過去を話し始めた。

「すべては私が十四歳のとき起こったのだ。私は処女航海で海かい賊ぞくに襲おそわれ沈しずんだ悲劇の豪ごう華か客船ロイヤル・ハウスホールド号に乗っていたのだ」

　スーネは目を見開いた。

「その船の名前は聞き覚えがありますが……確か生存者はいなかったと……」

　艦長は、自じ嘲ちようするように微笑ほほえんだ。

「そう、そういうことになっている……公式にはね。私の本当の名前も人生も、そのときに終わっているのだ。私は家族ともども海賊に殺され、遺体は未回収ということになっている。

　だが、海賊に襲われたとき、私は未射出の救命ポッドの中にもぐりこんでいたのだ。

　しかし、艦内捜索責任者の怠たい慢まんで私は発見されなかった。海賊の襲しゆう撃げきをうけ、船体が回収され、ドックに入れられて、改修工事が始まるまで、私は半年近く救命ポッドの中で放置されていたのだ。

　当時の冷れい凍とう冬眠技術は今ほど進んではいなかった。発見されたとき、私は両手足を喪うしなっていた。そして私を発見した当局は、その責任を負わされることを恐おそれて、それを公表することなく闇やみから闇へと葬ほうむったのだ。

　死者として公式記録も何もかも葬り去られた私の頭の中には、復ふく讐しゆう心しんしか残されてはいなかった。私は喪った四し肢しの代わりにサイボーグ化した四肢をつけるという契けい約やくで傭よう兵へい団に入り、海賊に殺された家族の仇かたきを討うつことだけを考えて生きてきたのだ……」

　淡たん々たんと話す艦長の顔を見ながらスーネは思った。

　……副長が言っていたことは、このことなんだ。

　この人は、過去に、すべてをあきらめたことがあるんだ。人生も楽しみも夢も将来の希望もすべてあきらめたことがあるんだ。

　……この人にとって、周りのすべてが、自分とは関かかわりが無い物に見えるに違いない。他人の想いとか、意志とか、そういったものは自分とは関係がないと思っている。だから、他人に感情を見せようとは思わないんだ。

　……この人の中にも人間味はある。どこか不器用なそして朴ぼく訥とつとした人間味が感じられる人だ。だけど、それを知ることができるのは、こうやって話ができるほんの少しの人間だけなんだ。

　艦かん長ちようの話は続いた。

「私が自分自身の手足と共にすべてを奪うばわれたのが救命ポッドだったように、私に人間としての温かさと、そしてかけがえの無い家族を与あたえてくれたのも救命ポッドだったのだよ。

　私の所属していた傭兵団は、アウトニア戦せん役えきでマイド閣下率いるアウトニア軍に負け、それ以降私はアウトニア軍の一員として戦ってきた。

　そして、ネオ・アウトニア戦役で帝てい国こく第三軍を迎むかえ撃うったとき、乗っていた砲ほう艦かん……撃てるンです、と言ったほうがわかりやすいだろう。これが爆ばく発はつし、技術職の軍属だった少女と一いつ緒しよに救命ポッドで脱だつ出しゆつするハメになった。

　私は、そこで、その少女から、他人のために泣く心というものを教えられた……そして酸素容量の減少を知った私は組織閉へい鎖さし自分を仮死状態に移行させた。生存率は四割以下であることを覚かく悟ごの上で彼女を生き延びさせるために。

　そして、私は生き延びた……彼女は私の指を咥くわえ、ずっと大脳に刺し激げきを与え続けていてくれたのだ……それを知ったとき、私は自分が生きている意味を知った。

　私は一人では無いということを。自分を必要としてくれる人がいる限りその人のために生きようと……そのとき、私の戦争は終わったのだ。

　十四歳のあの日から、十六年続いた戦争だった。海賊を退治し復讐を遂とげても終わらなかった戦争だった。その戦争を終わらせてくれたのは、救命ポッドの中にいた今の妻だったのだよ……」

　そして艦長は照れたように静かに微笑んだ。

「戦争が終わり、私にもう一度家族ができたとき、私は初めて生きている自分に感謝した。私を生かしてくれた運命に、そしてこの世界に感謝した。

　だから……私は今もこの宇宙のどこかを漂ただよっている兵士を捜さがし出し、彼の、そして彼の家族の戦争を終わらせてやりたいのだ……もう一度生きる意味を、生きる喜びを取り戻もどしてやりたいのだ……私は間ま違ちがっているのだろうか？」

　スーネは首を振ふった。

「いいえ、間違ってなどいません！　しかし……艦長、そのお気持ちは黙だまっていたのでは伝わりません！　そのお言葉を、そのお気持ちを、ぜひこの艦の乗組員に伝えて下さい！　私たちは仲間です！」

「……わかった。いずれ機会を見て話そう」

　艦長……人類統合軍中ちゆう佐さユー・トワイニングは静かにうなずいた。




　捜そう索さく巡じゆん航こう艦かんエンデュランス号が発見した救命ポッドに収容されていた、防衛艦隊所属Ｄ級防空巡航艦チハヤの乗組員、アラン・ムーンイーターは、その後軍の医い療りよう施し設せつに収容され、さらに一年半の再生治療の後、家族と婚こん約やく者しやの元に帰った。




　その日、アランの故郷の空は抜ぬけるような青空だった。

　リニアウェイの駅を降り立ったアランは、駅前に掲かかげられた一枚の黄色い布に目を止めて微笑ほほえんだ。その布は白く日に焼け、埃ほこりにまみれ、灰色に変色していたが、日に当たっていない部分にはまだ黄色い色が残っていた。

　アランは自じ嘲ちようするように笑ってつぶやいた。

「帰き還かん者を迎える幸せの黄色いリボンくん……君も忘れ去られているんだな、完全に変色しちまってるじゃないか……俺も同じだよ。戦争が終わって三年も過ぎているんだからな……」

　アランは駅前を見回した。

　……変わってないな。もっとも、こんな田舎いなか町が三年くらいで変わるはずもないか。

　アランは、小さくため息をつくと、荷物を持って駅前のオートタクシープールに向かった。

　旧式の黄色いオートタクシーに乗って自分の家の住所を告げ、後部座席のシートに身を沈しずめると、オートタクシーは懐なつかしく見覚えのある街並みの中を家に向かって走り始めた。

　商店街を抜けると、道は並木道に変わる。

　道の両側に並ぶ街路樹の向こうに小学校、中学校、そしてハイスクールが見えた。

　兵士として旅立ったとき、生きて再び見ることは無いだろうと心に刻んだ光景がそこにあった。

　校庭で遊ぶ子供たちの中に自分の友達の顔を捜そうとして、アランは思わず自分を笑った。

　……卒業して何年経たつと思ってるんだ？　友達がまだ小学生のわけがないじゃないか。

　オートタクシーは市街地を抜け、住宅街を抜けた。

　道の両側には広い畑や牧場が広がり始めた。

　そして、広い県道を外れ、牧場の中を抜けて自分の家に向かう細い一本道にオートタクシーが差し掛かかったとき。

　アランの目に、黄色い帯が飛び込んできた。

　それは、その細い一本道の両側にある牧場の柵さくにしばりつけられたいくつもの黄色い布だった。

　何の変へん哲てつも無い田舎の一本道。その道路の両側に、無数の黄色い小さな布が結ばれ、風に揺ゆれているのだ。

　アランを乗せたオートタクシーはゆっくりと丘おかを登り、彼の家へと向かった。

　丘の上に見えてきたのは、黄色い布で覆おおわれた自分の家と、そして家の前に立つ三人の姿だった。

　髪かみに白いものが増えた父は泣いている母を抱だき、そしてその横に立っている若い女性は、アランの乗るオートタクシーに向かって思い切り手を振っていた。




　……この日。

　彼と、彼の家族の戦争は終わった。
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「やりなおし！」

　オノチの容よう赦しやない声が狭せまい部屋に響ひびいた。

　人差し指をジャマーに突つきつけてオノチが言った。

「見な！　ベッドの下に、こんなに埃ほこりが残ってる！　これじゃあ掃そう除じしたなんて言えないよ！」

　ブルーの軍服の上からピンクのエプロンを纏まとい、ちょっとクセのある髪の上からスカーフを巻いた、どこかちょっと品の良いい雰ふん囲い気きを持つ青年が、首を小さく振ふって小声で答えた。

「……いや、ちゃんとリビングとかは全部掃除したんだけど、君の部屋を掃除しようと思ってベッドの下を見たら……その……アレが落ちてたから」

　全身からなんとなく、品の良さというかお坊ぼつちゃん風のオーラが出ている、この気弱そうな青年の名前はジャマー・ココーネ少しよう尉い。オノチと同じ機動戦せん闘とう艇てい部隊に所属するパイロットである。

　そして、彼に向かって鬼おに姑しゆうとの嫁よめイビリのようなことをやっている、茶ちや髪ぱつのショートカットの快活そうな少女の名前はオノチ・アビス。

　人類統合軍機動戦闘艇のパイロットとして名高いメス猫ねこカルテットの三番員にしてこの部屋の主である。

　オノチは、ジャマーの煮にえ切らない態度にイライラしたように、気の強そうな眉まゆ毛げを逆立てて言った。

「何よ、はっきり言いなさいよ！　そういう態度だからいつまで経たっても私に勝てないんだよ？　男だったら、びしっと、はっきり！」

　オノチの言葉を聞いたジャマーは、観念したように言った。

「……ベッドの下に、下着が落ちてるから、手が出せなかったんだ。まさか持って歩くわけにもいかないし……」

「え？」

　オノチは目を見開くと、がばっと床ゆかに伏ふせてベッドの下を覗のぞき込んだ。そしてそこにあった白地にイエローの細いストライプの布をくしゃっと丸めたような布地の塊かたまりを見て目を見開いた。

　……うわ！　ホントだ！　何でこんなところにショーツが落ちてたんだろう？

　オノチの脳のう裏りに、三日前、シャワーを浴びた後で着き換がえを用意してないことに気がついて、裸はだかで部屋の中をバタバタ走り回ったときのことが甦よみがえった。

　……あのときチェストから落ちて、そのまま知らないうちにベッドの下に蹴けり込んじゃったのかもしれない。

　オノチはその布の塊を引っつかんで見えないように手の中に握にぎりこんでから顔を上げた。

　ジャマーは少し赤い顔になって視線をそらした。

「……見たわね！」

　その理り不ふ尽じんな言葉に、ジャマーは口を尖とがらせて答えた。

「だって……仕方ないだろう！　この部屋を掃除しろって言ったのは君だろ？　君に戦闘シミュレーションで連敗し続けている限り、僕は君の命令を聞かなくちゃならないって約束なんだから。そんなところに下着を落っことしておく方が悪いんだ！」

　ジャマーの言葉は間ま違ちがってはいない。だが、オノチは、それを認めたくなかった。

「うるさいわね！　人の下着を見たってことに代わりは無いでしょう！」

　オノチの言葉も間違ってはいない。ジャマーが、床に落ちていたオノチのしましまのショーツを見たというのは事実である。オノチは畳たたみ掛かけるように言った。

「まったくもう……男の子ってどうしてこうイヤらしいんだろう！　部屋の掃除なんか頼たのむんじゃなかった！」

　自分の言っていることがむちゃくちゃな言いがかりだということはわかっていた。でもわかっているがゆえに、オノチは強い態度に出るしかなかった。

「イヤらしい、ってどういう意味だよ！　僕は別に下着が欲しくて君の部屋に入ったわけじゃない！　掃除をしろって命令を受けたからこうやってここにいるんだぞ、見られて恥はずかしいならちゃんと仕し舞まっておけばいいじゃないか！　それに僕は別に君の下着になんか興味は無い！」

　……本当は下着を見つけたときに、どきっとしたのだが、ジャマーとしてもそんなことを認めるわけにはいかなかった。

　君の下着に興味は無い、と言うジャマーの言葉は、オノチの耳に、君には興味が無い、と聞こえた。

　自分の下着が否定されたからといって全人格が否定されたわけではないのだが、そんな冷静な判断ができるほどオノチは大人でもないし、かといって下着が意味するものに無関心でいられるほど子供でもなかった。

「出て行って！　もういい！　この宿舎から出て行け！」

　オノチはジャマーを玄げん関かんから廊ろう下かに押し出すと、その目の前で宿舎の部屋のドアをばたん！　と閉めた。

　ジャマーはしばらくあっけに取られたように廊下に立ち尽つくしていたが、やがて、頭に巻いていた埃よけのスカーフをむしり取って廊下にたたきつけて叫さけんだ。

「……ったくもう！　なんで女ってやつはこうわがままなんだ！　理り屈くつも何もありゃしない！」

　ちょうどそのとき、そこに一人の青年士官が通りかかった。

　背が高く肩かた幅はばの広い、見るからに軍人という体格に、短めの髪がよく似合う彼の名はリッパー・ザイケン大たい尉い。

　ジャマーの直属の上司である。

　オノチたちの宿舎の前に立つジャマーを見て、ザイケンは怪け訝げんそうな顔をした。

　視線を自分の胸に落としたジャマーは、自分がオノチの部屋を掃そう除じするときに制服の上から着けたエプロン姿のままだったことに気がついた。

　胸のところに二羽のひよこのアップリケのついたそのエプロンは、オノチがジャマーのために買って用意しておいたものである。

「あ、うわ、いけね！　脱ぬぐの忘れてた！」

　ジャマーはあわてて、ばたばたとエプロンを脱ぐと、くるくると丸めて脇わきに抱かかえ込みあわてて敬礼した。

　ザイケンはぎこちない答礼を返すと、怪訝そうな顔のまま言った。

「……プライベートなことには、あまり立ち入るつもりは無いが……なにやってんだ？　お前」

「あ、いえ、オノチ・アビス中尉殿どのにシミュレーションで負けた罰ばつとして私室の掃除を命令されておりまして……」

「……またか」

　ザイケンがため息をつくと、ジャマーは情け無さそうにうなずいた。

「ええ、またです。どうしても勝てません」

「いや、勝てないのはしょうがないとして、その罰ゲームだけはなんとかならんのか？　使いっ走りだけならまあなんとか笑って済ませることもできるが、だんだんエスカレートしてるような気がするな。

　そもそもお前もお前だ！　そんな風にオノチの尻しりに敷しかれて、いそいそと部屋の掃除なんかやってるのがいけないんだぞ。ただでさえ、あちこちでうわさになってるってのに。故郷の両親が聞いたら、どう思う？」

「いや……負けてばかりいる僕が悪いんですよ……オノチ中尉にも、ふがいない！　とか、男だったら一度くらい私に勝ってみろ！　とか言われてばかりいますし。仕方ありませんよ、僕が悪いんです。でも、あきらめたわけじゃありません！　いつか絶対に勝ってみせます！

　……今はどうしようもないですけど」

　そう言って、しょんぼり肩を落として去っていくジャマーを見送って、ザイケンは小さくため息をついた。

　……こりゃあ、なんとかしてやるべきかな。先せん輩ぱいとして。




　セント・エルモス星系。

　この恒こう星せい系には、射しや撃げき及および雷らい撃げき訓練を行う帝てい国こく軍の訓練施し設せつがあり、星系のほぼ半分がセント・エルモス射しや爆ばく場と呼ばれる広大な訓練エリアとなっている。

　今、この星域では、再編制された人類統合軍機動戦せん闘とう艇てい部隊パイロットの全員が集められて、対ザナックス用に開発された新型機に習熟するために訓練が行われていた。

　人類統合軍は既き存そんの帝国軍とザナックスの侵しん略りやくのために国土をうしなったローデス軍の残存兵力を統合して再編制された軍隊である。

　残存ローデス軍の艦かん隊たいはそのまま人類統合軍第七軍としてドーダイ提てい督とく以下の指揮官ごと、ほぼまとまって編入された。しかしローデス軍の小型機動戦闘艇パイロットたちは、残存する母艦がほとんどなかったことから、帝国軍と共に再編制されることとなった。

　このセント・エルモスで行われている訓練は、その元ローデス軍のパイロットたちが、乗りなれたローデス製の機動戦闘艇から帝国製のそれに乗り換かえるための訓練と、帝国側の戦闘ルールを覚えるための訓練も兼かねたものだった。

　訓練エリアの入り口に当たる宇宙空間には、民間の中ちゆう継けいステーションの十倍はありそうな巨きよ大だいな人工天体が浮うかんでいる。

　その中には、ここで訓練しているパイロットたちの宿舎兼けん訓練大隊司令部といった軍の施設と、それに付ふ随ずいする整備施設や補給施設、そしてそこに勤務する者の家族の宿舎、ショッピングセンター、映画館、学校といった、いわば一つの街が作られていた。

　ジーンズに白いブルゾンという私服姿のザイケンが人待ち顔で座っている、そのファミリーレストランも、実は軍の施設の中である。

　少なくなったアイスコーヒーの中にグラスの水を注ぎいれて、紅茶のような色になったものをストローで飲んで、顔をしかめたとき、ザイケンの前に、一人の女の子が立った。

「ごめんなさい！　ちょっと戦技競技会の打ち合わせが長引いちゃって……」

　そう言って頭を下げたのは、メス猫ねこカルテットのネカンだった。

　ずいぶん急いで家を出てきたのだろう、上から黄色いカーディガンを羽織っているものの、その下の白いブラウスとブルーのタイトスカートは制服のままだ。

　ザイケンはあわてて首を振ふった。

「あ、いや、こちらこそ呼び出して悪かった。そうか、君は戦技競技会の準備委員だったんだよな。非番日だからって、俺みたいに遊んでる人間と一いつ緒しよにしちゃいけないな。ごめん」

「いえいえ、時間内に会議を終わらせられないほうが無能なの……でも、急いで走ってきたから喉のどが渇かわいちゃった……なに頼たのもうかな？」

　ネカンはそう言って笑うと、テーブルの端はしにある端たん末まつのオーダー画面を開いた。そして、その画面の右下にある表示がすべて支し払はらい済みになっているのを見て目を見開いた。

「あら？　これって……」

　ザイケンがにやっと笑った。

「お呼びだてして、さらに相談に乗ってもらうんだ、このテーブルの支払いは俺が持つ」

「だって、そんな！　悪いですよ！」

「いやそれくらいの給料はもらってるしね……それに、訓練シミュレーションでもなかなか君たちに勝てない俺としては、こんなところじゃないと、男の甲か斐い性しようが見せられないのさ」

　そう言って肩かたをすくめたザイケンを見て、ネカンは悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべた。

「そんな気前のいいところ見せると、フルコース頼んじゃいますよ」

　ザイケンは笑った。

「いいよ、覚かく悟ごの上だ……その代わりにこのあと映画とかに付き合ってもらうかもしれないぞ」

「え？」

　目を見開いたネカンを見て、ザイケンはあわてて顔の前で手を振った。

「あ、いや、調子に乗りすぎた、冗じよう談だんだよ冗談！」

　ネカンは悪戯っぽい微笑みを浮かべたまま言った。

「なーんだ、冗談なんだ。てっきり休日にお呼び出しかかったから、デートのお誘さそいかと思ったのに……」

「え？　あ、ああ、いや、それはそれで別に俺は構わないと言うか、願ったりかなったりと言うか……」

　どぎまぎしたように言った後で、ネカンの面おも白しろそうに眺ながめる視線に気がついたザイケンは、小さく咳せき払ばらいをした。

「……ええと、ああ、まあいいや、その話は後にして、とりあえず相談事があるから、そっちを先に片付けよう。何でも頼んでいいよ」

「……そうするわ」

　話をはぐらかされたのが少し不満だったのだろう、ちょっと唇くちびるを尖とがらせて、ネカンはオーダー画面を覗のぞき込んだ。




「……だからな、罰ばつゲームは別に構わんというか、当人同士で納なつ得とくしてるんだから問題は無いんだろうけど、それはあくまで当人同士であって、周りから見たらどう見えるかってことなんだ」

　ザイケンはそう言いながら、フォークでステーキ皿の上のベイクドポテトを二つに割った。

「うーん、でも、それはやっぱりあの二人の問題じゃないのかな？　なんだかんだ言ってるけどあの子たち結局は両想おもいなんだと思うのよね、ただ不器用と言うか素す直なおじゃないと言うか……」

　ネカンはそう答えながらドリアの皿の縁ふちについたチーズとホワイトソースのカリカリになったところをスプーンの先で削そいだ。

　……ああ、あのホワイトソースとチーズが焦こげたところ、美味うまいんだよなあ。俺もドリア頼めば良かった。

　ザイケンはそう考えながら、二つに割ったベイクドポテトの片方をステーキ皿の上に溜たまったステーキの脂あぶらと肉にく汁じゆうとソースの混じった茶色い液体の中に漬つけた。

「いやね、俺が言いたいのは、当人同士が両想いとかそういうことじゃなくてさ、そういった罰ゲームをやらされている、ジャマーの体面を考えた方がいいんじゃないかと思うんだ。ああ見えてもジャマーは帝てい国こく貴族、それも結構名門のココーネ家の跡あと取とり息子むすこだからな」

　……お昼からステーキ食べる気はしないけど、あのベイクドポテトは美味おいしそうだなあ。

　ザイケンの皿の中でステーキソースを吸って茶色くなったベイクドポテトを見たネカンはそんなことを頭の片かた隅すみで考えながら答えた。

「そっか、貴族様のお坊ぼつちゃまだモンね、ジャマーくんは。アウトニア軍の中にいるとそういった感覚が全くなくなっちゃうから、困り者よね……」

「確かになあ、アウトニア軍の内部ってのは、帝国の他ほかの軍集団から見るとかなり異質だよな……というか、貴族とか平民とか関係無しの、こういうのが本来の軍隊なんだろうけど」

　ザイケンがステーキを食べ終わるのに合わせてドリアを食べ終わったネカンは、ナプキンで口を拭ふいた後で小さく頭を下げた。

「ごちそうさまでした」

「え？」

　一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔になったザイケンは、そのお礼が食事代を持った自分に対するものだと気がついた後であわてて言った。

「あ、いや、気にしないでくれ、っていうかなんというか、ちょっとびっくりした」

「え？」

　今度はネカンが怪訝な顔をする番だった。

「なんでですか？」

「いや、今まで女の子と食事をして、お礼を言われたことってあんまりないから……」

　ネカンは目を見開いた。

「マジ？　信じられない？　ザイケン大たい尉いって、モテるって話ですけど、もしかすると女の子を見る目が無いんじゃないんですか？」

「え？　あ、いや、そうか？」

　不安そうな顔をするザイケンをよそに、ネカンは小さく首をかしげて続けた。

「そうですよ、そういう高飛車な女の子が好きって言うならしょうがないですけど、私ならそういうのはイヤだなあ。だってご飯を奢おごってもらったんだもの、お礼ぐらい言うのが当たり前じゃないですか」

　ザイケンは、あらためて今まで付き合ってきた女の子たちの顔を思い浮うかべた。

　……そういわれてみれば、俺は今まで、女の子なんてのはそういうもんだ。戦せん闘とうの合間の暇ひまつぶし、適当な遊び相手、としか見てこなかった。

　……そういった、アクセサリーとして連れ歩く女の子だから、高飛車だろうが、おごられて当然だと思われようが、気にもとめてなかったのかもしれない。

　そして、目の前にいるネカンを見て思った。

　こういうタイプの子ってのは、今まで眼中になかったけど、もし、アクセサリーとしてではなく、一人の人間として女の子と付き合うとしたら、こんな子がいいな。

「あれ？　どうかしました？　私の顔に何かついてます？」

　ネカンは、きょとんとした顔で聞いた後で、あわててバッグから鏡を取り出そうとした。

「あ、いや、違ちがうよ、なんでもない。別に顔に何かついているわけじゃないから安心してくれ……」

　ザイケンはそう言うと、小さく咳払いをしてから話を続けた。

「ああ……うん。ジャマーとオノチのことに話を戻もどすぞ。要するにだ、罰ゲームの方向性をあんまり、こう、プライベートな労ろう役えきに持ってくってのはよくないと思うんだよな。曲りなりにも軍隊なんだし」

　ネカンは自分が誘さそわれた理由が、本当にジャマーとオノチのことだけだったのにちょっと落らく胆たんしたが、顔に見せないようにしてうなずいた。

「……うーん、確かにね、女王様と家来というか、ご主人様と召めし使つかいというか、一方的な上下関係、身分差みたいになっちゃうと、当人同士は許せても、傍はたから見て、あんまり気分のいいものじゃないわね」

「だからさ、それとなく君からオノチ中尉に注意しておいてくれないかな？　俺が言うとジャマーが俺に泣きついた、みたいに取られちまうかもしれないし、それはそれでジャマーのためにならないと思うんだ」

　真しん剣けんにジャマーのことを考えているザイケンの表情を見たネカンの中に、小さな悪戯いたずら心が湧わいた。

　……ちょっとイジワルしてみようかな。

　ネカンは微笑ほほえんだ。

「わかりました……それにしてもザイケン大尉はジャマー君のことを、いつも気にかけているんですね」

「そりゃあ、まああいつは俺のウィングで、後こう輩はいだし。俺が帝国軍を脱だつ走そうしてアウトニア軍に来たときに、一いつ緒しよに連れて来ちまったわけだしな。

　アウトニア軍が正式に帝国軍に編入されて、脱走者としての経歴は消えたけど、帝国軍の本流から外れちまったことに変わりはない。それなりに責任感じてるってわけさ」

「そうなんですか、じゃあ、あのウワサは噓うそなんですね？」

「あのウワサ？」

　怪訝な顔をするザイケンに向かって、ネカンは屈くつ託たくの無い微び笑しようを浮かべて言った。

「ええ、兄貴と書いて『アイジン』とルビを振ふるという関係だってウワサ……」

　ザイケンは飲んでいたアイスコーヒーにむせて咳せき込んだ。




　新型機動戦せん闘とう艇ていの訓練を受けているパイロットの宿舎は個室が与あたえられている……とはいえ完全な個室ではない、一個分隊四人でリビングやシャワールームを共有するコンドミニアム方式の宿舎である。

「ただいまー」

　宿舎に帰ってきたネカンにリビングのソファに寝ね転ころがったオノチと、床ゆかのラグの上にぺたんと座り込んだアーヤが答えた。

「おかえりー」

「おかえりなさい」

「あれ？　ヨニは？」

「今トレーニングから帰ってきてお風ふ呂ろ」

　気がつくとシャワールームから水の音がしていた。

　ソファに寝転がったまま、ネットニュースの画面を見ていたオノチが言った。

「ずいぶん遅おそかったね、戦技競技会の準備会議ってこんなに長いの？　せっかくの非番日丸つぶれじゃん」

「会議の後、ちょっと買い物に行っていたからね……おみやげあるわよ、チーズケーキ」

　ソファに寝転がっていたオノチががばっと起き上がった。

「うは！　さんきゅ！　さすがはネカン姉さん！　愛してるぅ！」

　アーヤは黙だまって、皿とフォークを取りにキッチンにてけてけと走って行った。

　二人がリビングのテーブルでチーズケーキを取り分けているところに、シャワールームから出て来たヨニが顔を出した。

「あら、おかえりですわ」

「ヨニ姉さんも食べる？　チーズケーキ。ネカン姉ちゃんのおみやげだよ」

「んーと、まず水分補給かなぁ」

　アーヤにそう答えると、ヨニは大きく胸むな元もとの開いたＴシャツにショーツ一枚という姿でリビングの中をぺたぺた歩いて台所にある冷蔵庫に向かった。

　着き瘦やせするタイプなのだろう、ヨニが歩くと胸が大きく揺ゆれるのがＴシャツの胸元から見える。

「あんた……また少し胸が大きくなったんじゃないの？」

　ネカンが聞くと、ヨニは胸を左右から押し上げて谷間を作り無む頓とん着ちやくに答えた。

「あらそぉお？　そういえば最近トレーニングルームで走ってると殿との方がたの視線が痛くって……もしかしたらぁそれが原因かしらぁ？」

「いいから、さっさと着き替がえてくれば？」

　不ふ機き嫌げんそうに言ったオノチを挑ちよう発はつするように、ヨニは胸を突つき出して言った。

「やっぱり大きい方が殿方の興味が集中するのかしらぁ？　来週のコットンさんとケルプ兄さんの結けつ婚こん式しきは、胸の開いたドレスにしようかしらねぇ……どう思う？　オノチちゃん」

「うるさい、そのデカい胸が目ざわりだって言ってんだ！　さっさとブラつけて仕し舞まってこい！」

「はいはい！」

　ヨニはそう言うと、オノチの胸にちらっと視線を投げてからぺたぺたとリビングを横切って自室へと歩いていった。

「……たくもう！　胸の大きさしか興味が無い男なんかこっちから願い下げだよ！　ねえ、アーヤ……」

　ヨニを見送ったオノチがそう言ってアーヤを見ると、アーヤは一生懸けん命めい自分の胸に手を当てて谷間を作ろうと努力していた。

「あんた、何やってるのよ？」

「え？　あ、いえ、最近コーリンの胸が大きくなったみたいだから……負けたくないなあって……」

「あんたみたいな子供は、そんなことで悩なやまなくてもいいの！」

　オノチはアーヤを怒ど鳴なりつけた後で、黙ったままのネカンを見た。

「何？　なんか私に言いたいことでもあるの？」

　ネカンは一いつ瞬しゆん迷った。

　……どうしようかな？　こういうときに話しても聞く耳持たないかもしれないな。

　でも、ザイケン大たい尉いと約束しちゃったし。

　ネカンは思い切ったように小さくうなずくと話し始めた。

「あのね、あなたとあのジャマー君のことなんだけど……」

　ジャマーの名前を聞いたとき、オノチの脳のう裏りに昼間の口げんかのときのジャマーの顔が甦よみがえった。

「……ジャマーがなによ」

　さらに不機嫌な顔になったオノチを見て、ネカンは後こう悔かいした。

　……やっぱり今言うんじゃなかった。でも、話を始めちゃったから、途と中ちゆうで打ち切るわけにはいかないわ。

「えーと、あんたとジャマー君の間で、戦せん闘とうシミュレーションで負けたら相手の言うことを聞くって罰ばつゲームやってるでしょ？」

「うん、そうでもしないと、あいつの腕うでは上達しないからね。訓練で泣いて実戦で笑ってもらおうと思ってるんだ……それがどうかしたの？」

「うーん、その罰ゲームの内容のことなの。負けた方が飲み物おごるとか、買い物をするとかそういったことならいいと思うのよ、笑って許せるから。でもさ、なんというか王様が召めし使つかいを好きにする、みたいなのはやりすぎだと思わない？　ジャマー君だって、体面ってものがあるんだからさ、その辺考えてあげた方がいいんじゃないかな？」

　オノチは、ネカンの言葉を鼻で笑った。

「何よその体面ってのは、あんなヤツに体面も何もあるもんですか！　だって、戦闘シミュレーションであいつ、私に一度も勝てないんだよ？　私の言うこと聞くのが当たり前じゃん！」

「だから、それは、機動戦せん闘とう艇ていのパイロットとしての腕前の優ゆう劣れつでしかないでしょう？　その立場を離はなれれば、ジャマー君はココーネ伯はく爵しやく家けの跡あと取とり息子むすこなのよ」

「はあ？　何言ってるのよネカン姉さん。そんな立場なんか関係ないじゃん！　だって私もジャマーも今は人類統合軍のパイロットなんだよ？　だったらパイロットとしての腕の優劣がすべてに優先するのは当然じゃない！　貴族のお坊ぼつちゃまだからザナックスが手加減してくれるわけじゃないのよ」

　ネカンは後悔した。

　……やっぱり無理だったみたいね。オノチには貴族の体面とかそういったものが理解できないんだわ。

　考えてみれば、オノチも私もヨニもアーヤも、物心ついた頃ころからケルプワイン海かい賊ぞく団だんの一員で、十歳くらいのときからずっと機動戦闘艇のパイロットだった。それしかやってないんだから、わからないのも無理は無いのかもしれないけど。

　……もしかしたら私たちが知っている世界って、あの狭せまいコックピットの中だけなのかもしれない。

　そう考えたとき、ネカンはなぜか自分が急に弱く、小さくなったような気がした。




　その頃、ザイケン大尉の宿舎のリビングでは、同じ分隊に所属するジャマーが真しん剣けんな表情で通信端たん末まつに映る初老の品のいい男性と会話をしていた。

「ですから、今は新型機の機種改変訓練中ですから、休きゆう暇かをとって帰るという訳にはいかないんです……わかって下さい、父さん！」

『そうか……確かに今はザナックスとの決戦を控ひかえて、大変な時だと言うのもわかる。だがな、母さんがお前に会いたがっておるのだ。このまま決戦が始まれば、もう帰って来れないかもしれないと言っては毎晩のように泣いているんだ……』

　ジャマーはちょっと困ったように目を伏ふせた。

「だって……帝てい国こく軍を脱だつ走そうしてアウトニア軍に行ったとき、お前のようなヤツは勘かん当どうだ、もう親子の縁えんは切った。二度とココーネ家の敷しき居いはまたがせない、と言ったのは父さんじゃないですか……それにアウトニアの田舎いなか者ものの馬ば鹿か女にたぶらかされて、不良になったと言って泣いたのは母さんでしょう？　いまさら何を言っているんですか？」

　通信端末に映る父親は弁解するように頭を下げた。

『あ、いや、だからその件については、あの内乱でマルス家が失しつ脚きやくした時点で取り消しただろう？　あれはあくまでもマルス家に向けたポーズだったんだと説明したじゃないか！』

「アウトニアの馬鹿女というのはどうなんですか？　今でも僕は彼女たちの部隊にいますけど……」

『その件についても、母さんは申し訳なかったと言っている。お前が好きになったのだ、さぞかし気立ての良いいい娘むすめさんなのだろうと思う。アウトニアについても、あれから色々な話を聞いて……そしてなによりあのマイド閣下のお話を聞いて、わしらは目が覚めたのだ。これから先の時代、もはや貴族だの平民だの関係あるまい。

　母さんも、もう身分などというものは無くなるのだとわかったようだ。その娘さんを連れて、一度帰って来んか？　その訓練が終われば休暇も取れるのだろう？』

　ジャマーは、少しためらった後で、小さくうなずいた。

「うん……休暇はもらえるという話だよ……だけど、帰るかどうかは約束できないけど……決まったら連れん絡らくするよ、じゃあね」

　ジャマーが通信端末の通話を切ったのを見計らって、ザイケンがリビングに入ってきた。

「親父おやじさんとの話は終わったのか？」

「ええ、休暇が取れるようになったら一度顔見せに帰って来いと言われました」

「そうか、長い間帰ってないから、一度くらい両親に顔を見せに帰ってもいいだろう。勘当はとっくに解けているんだろう？」

「ええ、それはそうなんですけど……」

　ジャマーの表情が優すぐれないのにザイケンは気づいた。

「どうしたんだ？　何か問題でもあるのか？」

「ええ、父が言うには、そのとき、彼女を連れて来い、ぜひ会いたいから……ということなんです」

「彼女？　なんでお前の親父さんがオノチのこと知っているんだ？」

「話したからです……帝国軍を脱走した理由は、彼女がアウトニア軍にいるからだ、って……だって、親には隠かくしごとしたくないじゃないですか」

　ザイケンは目を剝むくのと同時に心の中で大きくため息をついた。

　……こいつ、ほんとうにいいとこのお坊ちゃまだなあ。オノチの言いつけを律りち義ぎに守るところといい、親に対するこの態度といい……根っからの善人ってのはこういうヤツを言うんだろうなあ。ほっておけないって気分になるわけだ。

　ザイケンは小さく首を振ふった。

「まあ、その辺がお前の素す直なおなところなんだろうけど……で？　どうするんだ？　彼女には……オノチには話したのか？」

「とんでもない！　まだ、告白すらしてませんよ！」

　思いっきり首を振ったジャマーを見て、ザイケンはあきれたように言った。

「あれだけ長い間、二人きりでシミュレーションポッドの中に入っているくせに、まだ、好きだってことも言ってないのか！」

「ええ……シミュレーションポッドの中では戦せん闘とう訓練一筋です……もうちょっと腕うでがあれば会話ができる余よ裕ゆうもあるんでしょうけど……本当に自分が不ふ甲が斐いないです」

　肩かたを落とすジャマーを見て、ザイケンは考え込んだ。

　……こいつとオノチが恋こい仲なかだってのは、周りの誰だれもが気がついている。なのにその当人同士がそれをわかっていないのか。

　いや、違ちがうな。

　こいつらはわかっているんだ。相手の気持ちも自分の気持ちも。でも素直になれない、つまりきっかけがない。

　戦闘シミュレーションで負けたほうが、相手の言うことを聞く。というルールが、いつのまにか妙みような形で二人の関係を縛しばり上げちまったに違いない。

　こいつを打破するには、そのルールを破は棄きさせるか、もしくは……。

　ザイケンは小さくうなずいてジャマーに言った。

「よし、お前、俺のウィングマンとして一いつ緒しよに戦技競技会に出ろ。そこでオノチに勝つんだ。勝てば言える勇気も湧わいてくるだろう」

　ジャマーは目を見開いた。

「戦技競技会？　無理ですよ！　だって、あれは元ローデス軍のパイロットも帝国軍のパイロットも、この宇宙にいる機動戦せん闘とう艇ていパイロットをすべて集めて、その中の一番を選ぶために行われる空中戦トーナメントじゃないですか！　それも実機を使ったシミュレーションですよ？　僕みたいなひよっこが出たら一回戦敗退間違いなしですよ！　勝てるわけがないじゃないですか！」

　ジャマーは首を振った。

「いや、お前は自分で自分の腕を知らないだけだ。お前の腕前は、その辺の酒保で腕うで自じ慢まんやってる凡ぼん百ぴやくの自じ称しよう撃げき墜つい王おうなんかよりはるかに上なんだ。出てみればわかる」

「そうでしょうか？」

　信じられないという顔をするジャマーを見て、ザイケンは自身たっぷりにうなずいた。

「ああ、間違いない、出てみろ、きっと驚おどろくぞ、自分のカンの良さと相手の鈍どん感かんさに。毎日毎日あのメス猫ねこカルテットのお相手してるんだ、上達しないわけがない」




　スティックを倒たおすのと同時にコックピットの中から見える小惑わく星せいの位置が、ぐるぐると入れ替かわる。

　点てん滅めつするストロボのように見えるのは恒こう星せいの輝かがやきだろう。

　後方警けい戒かいレーダーの警告音はさっきから鳴り響ひびいたままだ。赤い警告灯が悪あく魔まの目のようにジャマーを見つめている。

　この機体の高機動に敵機がついてこれるかどうかそれは賭かけだ。

　マスクの空気に焦こげ臭くさい匂においが混じっているように感じるのは気のせいだろうか。

『右！　ブレイク！』

　意識の中にザイケンの声を聞くのと同時に反射的にフットバーを蹴け飛とばす。

　さっきまで自分がいた場所を低出力ビームパルスが通り抜ぬけていく。

　自分の後ろについていた敵機が、モーメントを殺しきれずに勢い余って膨ふくらんだその先にザイケンのビームが待っていた。

　灰色に塗ぬった敵機の上面に低出力ビームが命中する反射が見えたのと、判定コンピューターが撃墜を意味する電子音を立てたのは同時だった。

　感応端たん末まつインカムから、セント・エルモス訓練管制コントロール電子人格の思念が流れ込んできた。

『三四三航空隊第三分隊、リッパー・ザイケン大たい尉い、ジャマー・ココーネ少尉ペアの勝利を認めます。直ちに基地に帰き還かんして下さい』

　ジャマーは大きく息を吐はいて、パイロットスーツのバイザーを跳はね上げた。

　感応端末からザイケンの思念が伝わってきた。

『よう、また勝ったな』

『……ありがとうございます、ザイケン大尉のおかげです』

『確かに撃墜したのは俺だが、お前さんがあれだけ逃にげ回れたから、追いついて撃墜できたんだぜ。どうだ？　他ほかの連中なんかたいしたことは無いだろう？』

　ザイケンの思念を受けたジャマーは、今まで戦ってきた他の分隊のパイロットたちの腕前を思い返していた。

　……確かに、ザイケン大尉の言うとおりだ。

　今まで戦って来た他の分隊にも、強敵はいた。でも、何というのだろうかキレが違うのだ。反転機動も退たい避ひするときに使う高機動ヨーヨーと呼ばれる機体のモーメントを変える方法も、どことなく、なんとなく甘い。

　敵機が止まって見える、という言い方をする人がいるが、そこまではいかないにしろ、ジャマーには敵機が次に動くであろう軌き跡せきが見えるような気がした。

　……もしかしたら、これがザイケン大尉の言っていた空戦のカンというやつかもしれない。

『ようし、帰還するぞ！　帰って昼飯だ！』

　思念を送って来た後で、横に並んだザイケン大尉の機動戦闘艇が航法灯を点滅させながら機体をひねった。

　機体から突つき出している安定板に描えがかれたパーソナルマークの片目の虎とら猫ねこが、ウィンクしたように見えた。

　……雄猫トムキヤツトか。ほんと、ボス猫って感じの人だよなザイケン大尉って。




　訓練施し設せつの食堂で、昼食を摂とっていたザイケンとジャマーのところに上じよう機き嫌げんのオノチとヨニがやってきた。

「やっほー！　すごいじゃん、ジャマー、まだ生き残ってるなんて」

　ザイケンが苦笑いしながら答えた。

「なんか、ひでえ言い方だな、まるで一回戦敗退が当然って言い方だぞ、それは」

「だって、ジャマーだもん」

「おい、なんか言い返せよ、笑ってないで！」

　ザイケンがジャマーをにらむと、ジャマーは何かに気がついたように目を見開いた後で、小さく自分に気合を入れた。

　……ダメでもともとだ、宣言してみよう。

「えーと、あのさ、もし、このまま僕たちが勝ち進んだら、Ａブロックで勝ち進んだ君たちと当たることになるわけだけど……」

　オノチがにやっと笑った。

「ずいぶん大きな口を叩たたくようになったわねえ、それって準決勝まで進むって宣言してるのと同じことだよ？　気がついてる？」

「うん、勝ち進んでみせる！　そして、もし、君に僕が勝ったら、君に僕の言うことをきいてもらうよ」

　ジャマーの言葉を聞いたオノチは、目を見開くと、酸欠になったように二、三回口をぱくぱくと開けたり閉じたりした後で、やっと声を出した。

「……っく！　よく言うわよ！　連戦連敗のジャマーの分際で！　おもしろいじゃん！　いいよ、もし私たちに勝てたら、なんでもやってあげる、裸はだか踊おどりでもなんでも！　いいよね？　ヨニ姉ちゃん！」

　ヨニは、いつものほわんとした顔で微笑ほほえんだ。

「おもしろいですわねぇ、いいですわぁ……でも、痛いのは嫌いやよぉ」

　ザイケンはもう一度苦笑いを浮うかべて言った。

「おいおい、なんか別の話になってないか？　って言うより、それって俺たちが負けたら条件は同じってことか？」

「あら、当然じゃない！　条件は対等よ、私たちが勝ったらあんたたちは私たちの言うことを何でもきくのよ！　おじけづいたの？」

　ザイケンは大きく息を吐くとオノチを見上げてにやっと笑い返した。

「いいや、そっちに不服がないなら上等だ。その条件でいこう」

　その、いかにも自信に満ち溢あふれたザイケンの不敵さに、オノチは一いつ瞬しゆんひるんだような顔になったが、すぐに勢いを取り戻もどした。

「へ、へんだ！　こっちにはヨニ姉ちゃんがついているんだからな！　負けるモンですか！」

　ヨニは笑いながら首を振ふった。

「あらぁ、人まかせはいけませんわぁオノチちゃん、やっぱ自力でがんばらないとぉ」

「ペア組んでいて、いまさらそんなこと言うな！」

　ザイケンはコーヒーを飲み干して、笑いながら言った。

「まあ、とにかく、俺たちは勝ち残るつもりでいる。そっちは……まず負けることは無いと思うけど、お互たがい準決勝まで残ったら、しっかり戦おうぜ」

「うん、わかった……」

　オノチはうなずいた後でジャマーを見て言った。

「ジャマー、さっきの君、すごくカッコよかった。勝ち残って本物のカッコ良さを見せて！」

「あ、ああ、勝つよ、勝ってみせる」

　オノチはにっこり笑ってうなずくと、小さく手を振って、ヨニと共に食堂のカフェテリアの列に向かって歩いて行った。

「さて……と、こうなりゃ本気で勝つために作戦を練るとするか」

　ジャマーが不安そうに聞いた。

「作戦って……そんなのあるんですか？　って言うかあの二人に通用するんですか？」

「通用するかどうかわからん……オノチはなんとかなるが、問題はあのヨニって子だ。

　まったりほえほえとした外見としゃべり方、あのまんまで鬼おにのように強いからな。普ふ段だんはあの調子でも、コックピットに乗り込めば人が変わるってのは良くいるタイプだが、最初っから最後まであの調子ってのは、やっぱり天才かなにかなんだろうな」

「ザイケン大たい尉いでもヨニさんの相手は無理ですか？」

「ああオノチに対するお前みたいなものだ……でも、相手があの二人だからこそ通用する手がある……ちょっと耳を貸せ」

　ザイケンはそう言うと、ジャマーになにやら耳打ちをした。

「ええっ！　だって、それ、レギュレーション違い反はんにならないんですか？」

「声がでかい！」

「あ、すみません……でもそれは、ちょっと卑ひ怯きようと言うか何と言うか……」

　不満そうな顔をするジャマーを見てザイケンは少し怒おこったように言った。

「確かに裏技と言うか、まっとうな手段じゃないけど、機体の交こう換かんとか偽ぎ装そうとかそういった行こう為いじゃない。ルール違反にならないってことは確かく認にん済みだ。

　パイロットの感応端たん末まつは視覚を共有しないから、ギリギリになるまでわからないはずだ。

　あの二人と俺たちは何百回もシミュレーションで戦ってる。お互いに相手のクセを知り尽つくしている。そこに慣れがある。俺たちが勝てるとしたら、その慣れを逆手に取るしかないんだ。いいか、これはお前の人生が掛かかった戦いだ。

　ザナックスとの戦いなんかよりずっと大事だぞ。目先のザナックスより一生を共に生きる女だ！」

「はい！」

　そう返事をしながら、ジャマーは心の片かた隅すみで……真面目まじめな人が聞いたら怒るようなセリフだよなあ……と考えていた。




　機動戦せん闘とう艇てい戦技競技会は午後の部に入り、白熱の度合いを増していた。

　急激な機動のために機体を損傷するもの、勢い余って小惑わく星せいに接せつ触しよくするものが相次ぎ、競技運営委員会から何回も注意勧かん告こくが出されていた。

　ザナックスとの決戦を控ひかえたこの時期に機体を損傷したり、負傷するようでは本ほん末まつ転てん倒とうかもしれない。しかし、そういったパイロットを責めるものはほとんどいなかった。

　実戦は、この競技会よりもはるかに厳しくそして残ざん酷こくなものだということを誰だれもが知っていたからである。

　そして、ついにトーナメントの準決勝カードが始まろうとしていた。

『Ａブロック代表、第三四三航空隊第二分隊所属、ヨニ・ローパー中ちゆう尉い、オノチ・アビス中尉ペア』

『Ｂブロック代表、第三四三航空隊第三分隊所属、リッパー・ザイケン大尉、ジャマー・ココーネ少尉ペア』

　管制コントロール電子人格が、準決勝に進んだ二つのペアの名前を読み上げた。

　後部安定板にパーソナルマークのりんごの絵が描えがかれた愛機のコックピットの中で、オノチは大きく深呼吸をした。

　……まさかとは思ったけど、あのジャマーがちゃんと勝ち残ってくるなんてね。

　きっとペアを組んでいるザイケン大尉の腕うでのおかげなんだろうけど。ちょっと見直しちゃったかな。

　まあ、この戦いもどうせいつものシミュレーションみたいに、あいつが必死に逃にげ回って逃げ回って逃げ切れなくなって終わり……なんだろうけど、あのザイケン大尉の思わせぶりな顔が気になるな。

　……あのおっさん、意外と食わせものだからなあ、あれも心理作戦かもしれないな。気にしないでおこうっと。

　そのとき、感応端末から、ヨニの思念が流れ込んで来た。

『いよいよねオノチちゃん、心の準備はいい？』

『オッケー！　バリバリだよ！　ジャマーなんか一いち撃げきで撃げき墜ついしてやる！』

『あらぁ、元気ねぇ……もし負けちゃったらどうするのぉ？』

『負ける気がしないもん、大だい丈じよう夫ぶだよ！』

　ヨニの思念に含ふくみ笑いのような感かん触しよくが混じった。

『でも、もしもってことがあるわよぉ、負けちゃったら、オノチちゃんはジャマー君のものよ？　キスされたり、キスよりもっとすごいことされちゃったりするかもよぉ』

　オノチは全身の体温が一気に上がったような気がした。

『ば、ばか！　こんなときにそんなこと言うな！　負けたいのかよ！』

　ヨニの含み笑いのような感触は消えなかった。

『負けることを怖こわがっていると、その恐きよう怖ふに負けるわよん。負けてもいい、だけど勝とう！　って思ったほうがいいの、それくらいの余よ裕ゆうがないと勝てないのよ』

『じゃあ、ヨニ姉ちゃんは負けて、あのザイケン大尉に好きなようにされてもいいって言うの？』

『あらぁ、ザイケンさんって、イイ男よぉ、心の底で負けてもいいかなぁって思ってるかもねぇ』

　オノチは怒ったような思念を送った。

『私はまっぴらごめんだかんね！　いい！　手て抜ぬき無し！　絶対勝つよ！　ヨニ姉ちゃんだって無敗のエースのプライドがあるなら、負けたくないでしょ！』

『そうねぇ、やっぱり負けたくはないですしねぇ……がんばりましょうねぇ』

　どこまで本気なのかよくわからないヨニの思念にすこしイラつきながらオノチは思った。

　……でも、このほんわかまったりしたまんまでヨニ姉ちゃんは強い。

　大丈夫！　私たちは勝てる！




　ヨニとオノチ、そしてザイケンとジャマーの操縦する機動戦闘艇が所定の位置についたのを確認した管制用電子人格は、四人の感応端末に向かって、戦闘開始を告げる思念を放った。

『レディ！　ゴー！』

　その思念をきっかけに、機動戦闘艇戦技競技会の準決勝模も擬ぎ戦闘が始まった。

　二つのペアは一気に加速すると、そのまま激しいドッグファイトにもつれ込んだ。

　小惑星のわずかな隙すき間まをすり抜ぬけるように、四機の機動戦闘艇が、めまぐるしく位置を変えながら動き回る。

　その軌き跡せきは一いつ瞬しゆんとして直線を描かない。常にどこかの方向にモーメントが加わっている飛び方だった。

　互たがいに相手の未来位置を読み、そこに向けて短くビームパルスを送り込む。というこの戦いの中で、直線移動はそのまま撃墜されることを意味していた。

　そして戦いが始まって数分後、四機の機動戦せん闘とう艇ていは、一機が一機を追い回すペアが二つ、という一方的な展開を見せ始めていた。

　つまり、ヨニとオノチが追う側、ザイケンとジャマーが追われる側である。

　オノチは、機体の後部安定板に描いた赤いりんごのマークを恒こう星せいの光に反射させながら、目の前を逃げ回る機動戦闘艇に照準を合わせようと必死になっていた。

　それはいつもの戦闘シミュレーションの中で見ていた光景と同じものだった。

　機体の安定板に描かれたココーネ伯はく爵しやく家けの紋もん章しようである長い角を伸のばしたユニコーンの白いシルエットマーク。

　ビームパルスの射線を外すときの機体のひねり方。バーニアを小刻みに噴ふかして機体のモーメントを変える方法。

　だが、オノチはその動きにいつもと違ちがう部分を感じていた。

　反転やバーニアを噴かすタイミングが、いつもより一瞬早く、そして思い切りがいい。

　オノチはジャマーの機体の動きにプレッシャーすら感じていた。

　……あいつ、いつのまにこんなに腕うでを上げたんだろう？

　しかし、次の瞬間オノチは首を振ふってそのプレッシャーを振り払はらった。

　……そんなことない！　ヨニ姉ちゃんにからかわれたから変なこと考えただけだ！　いつものとおりだ、私が負けるわけがない！

　オノチは自信を持ってジャマーを追い詰つめにかかった。

　そのとき、ヨニの思念が飛び込んできた。

『ジャマー君たら、しばらく手合わせしないうちに腕上げたわねぇ』

『うん、最初の頃ころは一分保もたなかったけどね！』

『そうそう、逃にげるのだけは、めっちゃ上手うまいのよねぇ』

　そのヨニの思念を感じたとき、一瞬、オノチの意識の中に疑問が生じた。

　……あれ？　私が追いかけてるのがジャマーで、ヨニ姉ちゃんが追いかけているのがザイケン大たい尉いの機体だよね。

　その一瞬、意識の集中が途と切ぎれた。

　はっ！　としたときには遅おそかった。目の前にいたジャマーの機体は、くるりと機体を回転させ、白いユニコーンのシルエットの残像をオノチの網もう膜まくに残して、視界から消えた。

　感応端たん末まつを通じてリンクしたレーダーのデータが、ジャマーの機体が斜ななめ左後方七時の方向に向けて加速して逃げていることを教えていた。

　……しまったぁ！

　オノチはスティックを倒たおすのと同時にフットバーを蹴け飛とばし、機体の方向を変えてジャマーの機体を追ったが、方向変へん換かんのタイムロスの間に、すでにジャマーの機体は視界から消えていた。

　レーダーのデータは、ジャマーの機体が、ヨニに追いかけられているザイケンの機体の方角に向かっていることを示していた。

　……合流するつもり？　ザイケン大尉が助けを呼んだのかしら？　でも、ジャマーが助けに行くわけ？

　……なんか妙みようだ。はっきりわかんないけど、しっくり来ない、どこかに歪ゆがみがある、何かが違っている。

　ああもう！　イライラする！

　今までとのペースの違いに、オノチは平常心を失いつつあった。

　やがて、レーダースクリーンの中で、ジャマーの機体を示す光点がザイケンの機体を示す光点と重なった。

　そのとき、オノチの脳内に、ヨニの混乱した思念が飛び込んで来た。

『きゃ！　うわ！　あれ？　なに？　なんなの？』

　めったなことでは動じない、いつでもまったりほえほえとしたヨニの意識がこれほどまでに混乱したのは初めてだった。

　そして次の瞬間、

『きゃぁああああ！』

　悲鳴のような思念が意識空間を切り裂さいて。

　そして、ふっと消えた。

『ヨニ姉ちゃん！　どうしたの？　ねえ？　何があったの？』

　撃げき墜つい判定を受けると、管制用電子人格が強制的にリンクを切断するようになっている。

　……と、言うことは。

　オノチは、自分の身体からだを流れる血液が逆流したような気がした。

　……墜おとされた？　まさか！　そんなバカな！　あのヨニ姉ちゃんが！

　しかし、ヨニの機体の反応はレーダーの敵味方識別データから完全に消えていた。

　レーダーのデータから感じるのは、敵機を意味する赤い光点だけが自分に向かって急速に接近しつつある、ということだった。

　今まで経験したことのない何かが今、目の前で進行しつつあった。

　オノチの中に初めて、何か恐きよう怖ふのようなものが芽生えた。

　いままで何百回と撃墜してきた相手との、いつもと同じ展開……のはずだった。

　鼻歌交じりでもやれそうな、簡単なミッションのはずだった。

　でも……これは違ちがう。これは今までとは違う！

　……二対一じゃあ不利だ！　逃げなきゃ！

　オノチはスティックを倒し、そのまま機体を急反転させると、小惑わく星せい帯の中に逃げ込んだ。

　ジャマーから逃げる屈くつ辱じよくより恐怖の方が勝まさっていた。

　……なんで、あのヨニ姉ちゃんが、あんなに簡単に墜とされちゃったんだろう？　二対一で負けるような腕じゃないのに！

　きっと、なにか不意を突つかれたんだ。何か……想像すらできないことがあって、一いつ瞬しゆん混乱した、その隙すきをザイケン大尉に突かれたんだ。

　オノチの脳のう裏りに、昼休みに食堂で見せたザイケン大尉の不敵な微笑ほほえみが浮うかんだ。

　……くそ！　なんであんなおっさんにプレッシャー感じなくちゃならないんだ！　シミュレーションの測定結果で見れば、反射神経も行動レスポンスの数値も私の方が上なのに！

　オノチが感じているプレッシャーの正体。それは、経験値の違いだった。

　機動戦せん闘とう艇ていを操あやつるそのテクニックは、はるかにオノチの方が勝っている。機動戦闘艇の戦いの勝敗を決めるのは、つまるところそのテクニックの優ゆう劣れつであることは間違いない。

　しかし、戦いにおける様々なファクターを勘かん案あんしてそこから正解を導き出すという、戦闘全体を見る目は、戦闘艇を操るテクニックとは別物である。

　それは、場数。つまり戦闘をくぐり抜ぬけてきた数に左右される。

　オノチは、十二歳のときからパイロットとして機動戦闘艇に乗り込んで戦ってきた。しかし、ザイケン大尉も十八歳のときから十年以上パイロットとして戦ってきたのである。オノチがずっと感じていたプレッシャーは、この場数の違いだった。

　小惑星帯に逃にげ込んで一分しないうちに、コックピットの中にある後方警けい戒かいレーダーの警告灯が点灯し、インカムに耳みみ障ざわりな警告音が響ひびき渡わたり始めた。

「うるさい！　ぴーぴーわめくな！　わかってる！」

　オノチはそう叫さけぶと、小惑星の群れの中を縫ぬうようにジグザグに飛び始めた。

　小惑星の陰かげに入るたびに後方から追ってくる二機の敵機の反応がレーダースクリーンの中で細かく明めい滅めつする。

　やがて、その光点の一つが右にブレイクした。

　……挟はさみ撃うちにするつもりね！　そう簡単に墜とされてたまるもんですか！　二対一、三対一、四対一で戦って勝ったことだってあるんだからね！　メス猫ねこカルテットをナメんなよぉ！

　オノチは自分自身に活を入れながら、頭の中に感応端たん末まつからフィードバックされるレーダーの光点のどっちがジャマーの機体なんだろう？　と考えていた。

　後方から付いてきている一機は、一度も射しや撃げきしない。

　射程内に捉とらえるかどうか、のギリギリの距きよ離りを付かず離はなれずぴったりと追つい尾びしてくる。

　……こいつはこいつで、嫌いやなヤツだな。気になって仕方が無い。

　後方に気をとられたそのとき、右上から何かが襲おそい掛かかってくるような気がした。

　……危ない！

　オノチは反射的にカウンタバーニアを噴ふかして機体を減速させた。

　自分の未来位置を一筋の低出力ビームが貫つらぬいた。

　そして、視界の中に、そのビームを撃った機動戦闘艇が飛び込んできた。

　後方の安定板には白いユニコーンのマーク。

　……ジャマーだ！

　オノチが瞬しゆん間かん的に減速したため、右上から突っ込んできたジャマーの機体はそのままオノチの目の前へと飛び出してしまっていた。

　……いただき！

　照準を合わせて引き金を引こうとしたそのとき。

　目の前のジャマー機から何かが飛び出して左側の小惑星に命中した。

　次の瞬間、ジャマー機は想像も付かない軌き跡せきを描えがいて、くぃっと左に曲がった。

　それは、バーニアやカウンターマス移動では到とう底てい描くことのできない急角度の方向変へん換かんだった。

　……なに？　今のなに？

　驚おどろいた次の瞬間、後方にぴったりついていたもう一機が急速に接近してきた。

　……いけない！

　オノチはバーニアを噴かして右にブレイクしようとしたが、遅おそかった。

　低出力ビームが命中する熱変化が機体に生じるときの嫌な音が身体からだに伝わってきた。

　次の瞬間、インカムに撃げき墜つい判定を告げる電子音が響き渡った。

　……ああ、墜おとされた！

　オノチの心の中にあったのは怒いかりよりも脱だつ力りよく感、そして、自分を撃墜したのが誰だれなのかという興味だった。

　後方から射撃した機体が、オノチの機体の横に並んだ。

　安定板には、白いユニコーンのマークが描かれていた。

　……ええっ！　ジャマー？　なんで？　だってさっき私の前に出たのが……。

　オノチが目を見開いたとき、目の前にその一機が現われた。

　その安定板のマークを見たとき、オノチは思わず目の前にあるコンソールを叩たたいた。

　……くそ！　やられた！　そんな手を使ってくるなんて！

　目の前を飛んでいる機体の安定板に描かれていたのは……虎とら縞しまも片目もなにもかも真っ白く塗ぬり潰つぶした猫のマーク。そしてその猫は長い一本の角をつけていた。




　控ひかえ室の片かた隅すみにあるソファに陣じん取どったザイケンが、敗者復活戦を終えて帰って来たオノチとヨニに、一連のトリックの解説をしていた。

「……つまり、図形のパターンが記き憶おくの中にあると、人間はそのパターンだけで図形を認識してしまうってわけさ。

　シルエットは猫のまんまだけど、縞模様を真っ白に塗り潰しそいつに長い角をつけただけで、おまえさんたちは、俺の機体をジャマーの機体だと思い込んだ。

　だから俺たち二機が同時に視界の中に入ったときに混乱した。自分の認識を疑うってのは自信を喪うしなうってのと同じことだからな。まあ、ちょっくら卑ひ怯きようだったかもしれんが、俺たちがお前さんたちに勝つとしたら、こういう方法しかないかな、とな……」

「そのトリックに私たちはころっと引っかかったってわけね……」

　くやしそうに唇くちびるをかむオノチに向かってザイケンは頭を下げた。

「今ひとつ納なつ得とくいかないかもしれんが、まあ悪く思うな。パーソナルマークってのは、規定が無いし、どんな絵を描こうが、描かき換かえようが自由だ。戦場で出会った敵のマークが共通だからといって文句は言えないだろう？　いわゆる固定観念の枠わくに自分を入れちまうとそこを突つかれるってことさ」

　オノチは横にいたヨニに同意を求めた。

「そう言われて見れば、私たち完敗だね……ヨニ姉ちゃん、姉ちゃんも、そう思わない？」

　ヨニは上気したように頰ほおを染めて下を向いた。

「ええ、完敗……わたし、撃墜されてしまいましたわぁ……ああ……どうしましょう……」

　ヨニはオノチの言葉を聞いていなかった。

「心の準備がまだ……でも、覚かく悟ごはできておりますので……いつでも……」

　潤うるんだような目でザイケンを見つめたヨニは、そう言い残すと、ふらふらと夢を見ているような足取りで控え室を出て行った。

「……よっぽどショックだったのかな？　撃墜されちゃったのが」

　ヨニを見送って、そうつぶやいた後でオノチはザイケンに向き直った。

「あ、そうだ、それと、私の前に飛び出したとき、なんか妙みような動きやってみせたけど、あれ何だったの？」

「妙な動き？　あ、あれか。小惑わく星せいにアンカー打ち込んでその抵てい抗こうを使っただけだ」

「アンカー？　だってあんなもん高速移動中に打ち込んだらとんでもない負ふ荷かがかかるし、一歩間ま違ちがえば小惑星に引っ張られて叩きつけられちゃうよ！」

　ザイケンはあっさりと言った。

「そう、だからその寸前に切り離はなす。確かに危険だが、見切りができればなんということはない。小惑星帯で戦うときにしか使えん技だがな」

　そのザイケンの言葉を聞いたとき、オノチの中で何かがすとん、と落ちて身体の中に据すわった。

「……そうか、やっぱり負けていたんだ私」

　オノチはそう言うと大きく息を吐はいた。

　そしてザイケンの隣となりで微笑ほほえんでいるジャマーに向かってきちんと頭を下げて言った。

「完敗です！　ジャマー・ココーネ少しよう尉い！」

　ジャマーは照れたように笑った。

「あ、いや、そんなにかしこまらなくていいよ。なんか背中がくすぐったくなりそうだ」

　頭を上げたオノチは晴れ晴れとしたような顔でジャマーを見つめて、そして言った。

「心のどこかで、まだ悔くやしがってる私がいるけど、潔いさぎよく認める。

　……それに、私。同じように心のどこかで喜んでるんだ、ジャマーに撃墜されたこと。

　いままでさんざん我がまま押し付けてきたけど、もうそうはいかないよね。

　でも、これでなんとなく対等になれたような気がするな……」

　そしてちょっと不安そうな顔でオノチはジャマーに聞いた。

「……で、あの約束のことなんだけど……」

　ジャマーはにっこり笑って言った。

「うん、僕の言うことを何でも聞くってあの約束だろ？　そのために僕は必死だったんだぜ。男の意地があるからね」

　その言葉を聞いたとたん、オノチは急に息苦しくなったような気がした。

　……男の意地ってことは。やっぱり、あれなのかな。

　でも、ジャマーだったら、いい……私はジャマーが好きなんだもの。

　オノチは覚悟を決めて目をつぶった。

「うん、いいよ、なんでも言うこときくよ……約束だもんね」

　目をつぶっている自分の前にジャマーが立ったのがわかった。

　ジャマーの声がした。

「オノチ・アビス、では、約束どおりこの私、ジャマー・ココーネの言うことをきいてもらいます……いいですね」

　その声は自信に満ちた男の声に聞こえた。

　オノチがごくんと生なま唾つばを飲んだとき、ジャマーの声がした。

「僕と一いつ緒しよに実家に行って、両親に会ってくれ！」

「え？」

　目を見開いたオノチに、ジャマーはちょっと照れながら言葉を続けた。

「いきなりで、びっくりしただろうけど、僕は本気だよオノチ。ザナックスとの決戦の前に、君に言っておきたかったんだ。僕と一緒に領地に行ってそこで僕の両親に君を紹しよう介かいしたい……君を……未来の……ココーネ伯はく爵しやく夫人としてね」

「そ、それって……もしかして」

　ジャマーはうなずいた。

「秘密のお付き合いとか内緒の恋こい人びととか、そんな不安定な関係は、僕は嫌いやなんだ。どうせなら両親や友人やみんなから祝福されて、君と付き合いたい……嫌かい？」

　オノチは下を向いた。

「そんなことないけど……でも……いいの？　私なんかで。私、何にも知らないよ？　パイロットの腕うでだけしかとりえのない女の子だよ？　それでもいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶ、そういったことはこれから覚えればいいのさ。今度は僕が教える番だね」

　そう言ってジャマーは笑った。




「やりなおし！」

　宿舎のリビングにジャマーの容よう赦しやない声が響ひびいた。

「スープを飲むときは、かがみこんで背中を曲げちゃいけないんだ、もっと背筋をのばして優ゆう雅がに！」

「だってぇ～こぼしそうで恐こわいんだもん！」

「だからゆっくりスプーンを口に運ぶんだよ、がつがつ食べようとするからこぼすんだ」

　ジャマーはそう言うとにっこり笑った。

「じゃあもう一度、最初からテーブルマナーをおさらいしてみようか」

「う～」

　じたじたと足を動かすオノチを見て、ネカンが笑った。

「こらこら、じたばた暴れない、あんたが立派なレディにならないと、ジャマーが恥はじをかくんだよ」

「わかってるけどさあ、どうにも慣れないから嫌なんだよぉ」

　アーヤが励はげました。

「オノチお姉ちゃん！　ガンバ！　立派なレディになって！」

　ヨニがほわんと笑って言った。

「そうそう、レディに向かってゴー！　ですわん」

　メス猫ねこカルテットの宿舎に笑い声が響いた。




　ザナックス決戦が終わったあと、ココーネ伯はく爵しやく家けは三代続き、その後帝てい国こくの身分制度廃はい止しと農地改革により他ほかの貴族同様に平民となり、領地は領民に分け与あたえられた。

　そして、領民の選挙で旧領主がそのままその地方自治体の首長に選ばれ、長くその地方を治めたと伝えられる。
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　ザ・ロンゲスト・デイ







　それは誰だれかに背中を蹴け飛とばされたようなショックだった。

　直属の上官である大たい尉いが私室に置き忘れた低反発クッションを、士官用居住区まで取りに行かされていたドーダイ・ゲーマスタ少尉は、自分の配置場所である後方戦せん闘とう指揮所に戻もどるエレベーターの中で思わず壁かべに手をついた。

　……まさか！　敵てき襲しゆうか？　でも、そんな距きよ離りまで帝国軍が近づいているとは聞いていなかったぞ⁉

　しかし、考えてみればつい二ヶ月前まで、士官候補生だった俺みたいな若わか僧ぞうに、索さく敵てき情報みたいな重要情報が伝わって来るわけがない。

　少尉の階級をもらって、身分こそ管理職扱あつかいだけど、俺がやれるのは、まだまだこういった使い走りと雑用だけだ。

　……でも、俺のような末まつ端たんの人間がふんばらないと、この戦争には勝てないんだ。

　配置場所だ、とにかく急いで配置場所にもどろう。ドーダイはよろめきながら走りだした。

　我々神聖ローデス軍は帝てい国こくと何百年も戦い続けている。ローデス教の聖職者たちは神の敵は神の手によって滅ほろぼされると言っているがとんでもない。

　敵はどっからか偉えらい神様がやってきて滅ぼしてくれるんじゃない。俺たち兵士の手によって滅ぼさなくちゃならないんだ。

　帝国が桃もも星ぼし回かい廊ろう内の兵力増強を始めて二週間。夕べ艦かん内ない食堂で同期のヤツといつ戦闘が始まるか、こっちが仕し掛かけるか向こうが仕掛けるかで賭かけになったが……どうやらこの賭けは向こうの勝ちのようだ。

　ドーダイがそんなことを考えながらエレベーターの開いたドアから通路に一歩踏ふみ出したとき、今度は通路全体が、カクテルシェイカーのように激しく揺ゆさぶられた。

　手を壁につく暇ひまも無く通路に投げ出され、床ゆかに叩たたきつけられたドーダイは、胸と肩かたを激しく打ちつけられて、思わずそこに両りよう膝ひざをついて咳せき込んだ。

　通路の先の方から、この巡じゆん航こう艦かんの気密区画が破られたことを意味する低酸素警報の音と、遮しや蔽へい隔かく壁へきが降りる警告音が鳴り響ひびいてきた。

　……もう防ぼう御ぎよシールドが破は壊かいされたっていうのか？　一発で巡航艦のシールドを破って外がい殻かくを破壊するなんて、敵は戦列艦かなのか？

　ドーダイは、自分が背中一面に冷や汗あせをかいているのに気が付いた。

　戦列艦、要するに大型戦艦と自分が乗っている巡航艦とでは戦力と防御力に違ちがいがありすぎる。巡航艦は速度と機動力こそ勝まさるものの、ビーム砲ほうの破壊力もそれを防御するシールドのパワーもはるかに戦列艦の方が上なのだ。

　艦体中央部に主砲の直ちよく撃げきを受ければ、巡航艦など一いつ瞬しゆんにして爆ばく沈ちんしてしまうだろう。

　ドーダイは激しく揺れる通路の壁に手をついて、這はうように自分の配置場所である後方指揮所に向かった。

　巡航艦や戦艦などには、艦長以下の指揮官が乗り込んで指揮を執とる、ブリッジと呼ばれる場所があるが、そこが被ひ弾だんしたときのために、船体の後方にブリッジと同じ指揮運用機能を持たせた後方戦闘指揮所と呼ばれる場所が存在する。

　いわばスペアのブリッジとも呼ぶことのできるこの場所には、艦長以下の幹部指揮官のスペアも用意されている。

　いつ幹部が戦死したり負傷して指揮が執れなくなるかわからない。そういうときには後に残った者の中で階級が上の者が代理の指揮官となる。階級が同じ場合は先にその階級に任官した者つまり先任と呼ばれる、経験の長い者が指揮官となるのである。

　後方戦闘指揮所に向かったドーダイは、いくつもの閉へい鎖さ隔壁を迂う回かいして、やっとのことで自分の持ち場にたどり着いた。

　そして、指揮所に飛び込んだドーダイを待っていたのは、指揮所の中で通信やレーダーのオペレーティングをしている下士官や兵士たちの、驚おどろきとそして安あん堵どの入り混じった目だった。

「少尉！　ご無事だったのですか！」

「本艦は帝国の艦隊と遭そう遇ぐうし、現在砲ほう撃げき戦を展開中です！」

「敵は戦列艦を含ふくむ二十五隻せきからなる艦隊であり、わが方の損害は甚じん大だいであります！」

　オペレーターたちが自分に向かって報告する内容を聞きながら、ドーダイの視線は指揮所の中をさまよっていた。

　自分の直属の上官である大尉の姿が無かった。

　大尉だけではない。大尉の副官である中尉と、先任の少尉の姿も無い。

「ファルス大尉は？　中尉と先任はどこに行ったんだ？」

　ドーダイの言葉に答えたのは、オペレーターたちの総元もと締じめである中年のベテラン上級兵へい曹そうだった。

「大尉以下の士官の方は、全員戦死、もしくは消息不明です！　中尉と少尉殿どのは後部隔壁の破損修復のためにダメージコントロール班を率いて現場に向かったところに第二弾を食くらいました。ファルス大尉は……ブリッジとの連れん絡らくを取りに行くと自分一人でここを出たきり戻っておられません！」

　ドーダイは目を見開いた。

「ブリッジと連絡って……ブリッジはどうなってるんだ？　艦長は？　砲ほう術じゆつ長はどうなったんだ？」

　上級兵曹は眉まゆをひそめたまま首を振ふった。

「敵の主砲ビームは防御シールドを破壊し、ブリッジを直撃したのです……本艦のブリッジは消しよう滅めつしました」

「なんだって？」

　ドーダイは指揮所の壁へき面めんに表示された艦内区画図を見た。

　その艦内図の中に赤く表示された区画は、その区画の気密が保持できなくなったことを意味している。

　ブリッジをはじめとする前方区画のほとんどが赤く染まり、さらにいくつかの区画が黄色く点てん滅めつを繰くり返していた。

　それは、この巡じゆん航こう艦かんが戦せん闘とう艦かんとしての能力だけではなく、宇宙船としての機能すら失いかけていることの証明だった。

　メインモニターには、宇宙空間の中にきらめくように飛び交かう可視化粒りゆう子しを含む曳えい光こうビームと、爆ばく発はつの閃せん光こうと、そして帝国軍の集中砲ほう火かを浴びた味方の艦隊が四し分ぶ五ご裂れつになっていく光景が映っていた。

　ドーダイは自分の足に力を込こめた。しかしその自分の意志とは裏腹に膝の震ふるえを抑おさえることはできなかった。

　狭せまい戦闘指揮所の中にいる、オペレーターたちは、ドーダイに向かってダメージリポートを次々に送り始めた。

「左さ舷げんバイタルパート損傷！　動どう力りよく炉ろからのラインが主砲に送れません！」

「メインブリッジ内の生命反応無し！　艦長以下、本艦の上級士官は戦死したものと思われます！」

「艦隊司令官との連絡はいまだ回復せず！　艦隊行動についての指示も出ておりません！」

　どこか意識の一部が欠落していくような喪そう失しつ感と耳鳴りがドーダイを襲おそった。

　オペレーターたちの声をどこか遠くで聞きながらドーダイは思った。

　……こいつら、なんで俺の顔を見て報告しやがるんだ？

　俺は、使い走りのひよっ子少しよう尉いだぞ。幹部でも責任者でもなんでもないんだ。俺になんか報告しないで大尉とか先任とかに報告するのが仕事だろうが……。

　ドーダイは、なぜ、下士官以下の兵士が自分に報告を上げてくるのか、その理由に気づいてはいなかった。いや、実際には気づいていた、ただ、それを認めたくなかったのだ。

　自分が、この場所で唯ゆい一いつの士官であるということ……つまり、この艦全体の状じよう況きようを把は握あくし、指揮命令が可能な場所にいるただ一人の責任者であることに。

　戦闘指揮所の中に、艦内モニターが上げる悲鳴のような警告音と、破は壊かい音と、そして何かが焦こげる匂においが充じゆう満まんしていた。

　……やめてくれ。何を考えているんだ俺は……この俺が艦長代理をやらなきゃならないなんて、そんな馬ば鹿かなことがあるわけないじゃないか！

　俺にそんなことができるわけがない！　俺には無理だ！　だって俺は下っ端ぱだ！

　思わず首を振ったドーダイを見て、オペレーター班の班長である上級兵曹が、ゆっくりと言った。

「状況から見て、現在、本艦の指揮権は、あなたにあると思料いたします……いかがいたしますか？　ゲーマスタ少尉」

「お……俺には……」

　……無理だ、なぜなら俺は……。

　そう、言おうとしたとき、上級兵曹がぴしゃりと言った。

「まさか、無理だ！　とか、できない！　などとおっしゃるおつもりではないでしょうな？　あなたは士官なのですぞ！　確かにあなたは私よりも十も二十も若い、経験だって積んでない。しかし、あなたは士官なのです！　その責任を果たすことがあなたの義務なのです！」

　……このままでは、この艦は沈しずむ。負ける。そして、それは破は滅めつと死を意味する。

　どうすればいい？　どうすれば、その破滅から逃のがれることができる？

　戦闘指揮所にいる兵士たちの視線が自分に集中するのがわかった。

　上級兵曹は、助け舟ぶねを出すように言った。

「難しく考えることはありません、ゲーマスタ少尉。あなたは我々に何を為なすべきか指示命令すればいいのです！　ダメージコントロール班はすでに配置先で自発的保全行動を開始していますが、彼らには全体が見えません。あなたはここにいて、全体を把握し、やるべきことの優先順位を判断し、今、何を為すべきかを命令すればいいのです！　それが士官の士官たる仕事です！」

　ドーダイは、からからに干ひ上あがった喉のどの奥から声を絞しぼり出した。

「わかった……だが……俺が間ま違ちがっていたら……」

　上級兵へい曹そうは首を振った。

「間違っていたっていいんです少尉。たとえ間違っていても、それは結果論です。後からどうのこうの言いたがるヤツはどこにだっています。今はとにかく人を動かすことです……」

　ドーダイは、狭い指揮所を見回した。

　その場にいる兵士全員がドーダイを見ていた。

　期待と不安と、そして信しん頼らいの入り混じった視線。

　……逃にげられない。裏切れない。間違うことは許されない。権限と責任は常に共にある。

　人の上に立つというのはそういうことだ。偉えらくなるというのはそういうことだ。

　この信頼に応こたえることだけが俺に許された唯一の道なんだ。

　ドーダイの頭の中に、ローデス士官学校の五つの訓くん戒かいが浮うかんだ。

　一、士官は至誠であれ。

　二、士官は言行に恥はじるな。

　三、士官は気力を充じゆう実じつさせよ

　四、士官は努力を怠おこたるな。

　五、士官は不ぶ精しようするな。

　それをすべて完かん璧ぺきにやり遂とげる人間。士官とはそういう人間であり、そうならなくてはならないという意味だった。

　そんな完璧な超ちよう人じんなんかこの世にいるもんか、いやしない……。

　でも、俺はそうなろうと努力することを誓ちかって士官学校に入った！

　俺は……自分自身を否定することはできない。

　もう戻もどれない、もう戻ることはできない……。

　俺は……士官だ。

　ドーダイが大きく息を吸ったとき、意識の中に艦かん内ないモニターとは違う種類の警告音が飛び込んできた。

　……これは、何の音だ？　低酸素警報？　いや違う、光子魚ぎよ雷らいの接近警報でもない……これは、確か……




　首筋に貼はり付けた感応端たん末まつシートを通じて、ドーダイの意識の中に覚かく醒せい波が送り込まれるのと同時に、ゆっくりとリアルタイムの感かん触しよくが戻ってきた。

　……ああ、そうだ。これは夢だ。

　俺が聞いているこの音は目覚ましのアラーム音だ。

　仮か眠みん用のベッドの上に上半身を起こしたドーダイは、大きく息を吐はいた。

　……そうだ、いつもこんな風に目が覚める。

　忙いそがしいとき、俺はいつもこの夢を見る。

　もう逃げられない、どこにも逃げる場所は無い。他人の未来と運命を背負い、自分で決断するしかない士官の道を選んだときの夢だ。

　ドーダイが、もう一度大きく息を吐くと、室内の照明がゆっくりと明るくなり始めた。

　感応端末から送られた覚醒波を受けた、この宿舎の管理用電子人格が照明の輝き度ど調節を行ったのだろう。

　ドーダイは、ベッドの上に身を起こしたまま身体からだをひねって脇わきにある端末のキーを操作して、ベッドサイドにある汎はん用ようスクリーンに、この五時間の仮眠の間に届けられたメールやニュースのヘッドラインを表示させた。

　百数十件のヘッドラインの中に緊きん急きゆう事態を告げるものや、重要度がＡＡダブルエー以上のものが無いことを確かく認にんした後で、ドーダイは自じ嘲ちようするように笑った。

　……もし、そんな緊急事案があれば、とっくに叩たたき起こされているだろう。それがこの仮眠室のルールだ。

　ここでは常に仕事が優先される。ベッドがあっても、その上で横になれたとしても、私は仕事中なのだ。ここで取れるのは仮眠であって睡すい眠みんではないのだ。

　ドーダイは、両手のひらで顔をごしごしとこすった後で、仮眠室を見回した。

　狭せまいベッドと、小さな汎用端末の載のったデスクと、そして椅い子す、というどこかのビジネスホテルのシングルルームのような殺風景なこの部屋が、ドーダイが夢を見るほどに寝ねることのできる唯ゆい一いつの場所だった。

　……半年前のザナックス決戦で、我々人類統合軍はやつらの巣を叩き潰つぶした。だが、ザナックスが一匹ぴき残らず消えたわけではない。我がローデスの地はいまだにザナックスの畑だ。

　本巣を失ったザナックスどもは、いくつかの分巣を統合し本巣と同じ機能を持たせようとしているという情報もある。

　……ザナックスとの戦争が終わらぬ限り……私の仕事は続くのだ。

　ドーダイは自分に喝かつを入れるように両手のひらで自分の顔を、ぱん！　と一回軽く叩いた後でシャワールームに向かって歩き出した。

　人類統合軍第七軍総司令官、別名、黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たい提てい督とくドーダイ・ゲーマスタ中将の一日が始まろうとしていた。




　滅めつ亡ぼうした神聖ローデス連れん邦ぽうの残存艦かん艇ていを主体として編制された第七軍の司令部は、ルウン星域にある通つう称しよう「辞令の関門」と呼ばれている小惑わく星せいに置かれていた。

　惑星規模の大きさを持ちながら大気を持たないために、分類上は小惑星とされているその星は、全体の体積の三分の一ほどが、何らかの理由で削けずり取られ、立体的な三日月のような形をしている。

　この星の内部には、さまざまな施し設せつが作られ、ザナックス戦争の決戦の前に、ローデス出身者の初等軍事訓練センターとして使用されていた。

　ローデスの神話に出てくる英えい雄ゆうが最後に竜りゆうを倒たおすために旅立つとき、天使が天空に描えがいたアーチになぞらえて誰だれかが最初に呼んだ「辞令の関門」という名前は、あの決戦の後に正式名めい称しようとして登録され、ローデス出身者によって編制された人類統合軍第七軍の司令部がここに置かれることとなった。

　司令部の奥にある司令官の執しつ務む室しつは、帝てい国こくの他ほかの司令部に比べると質素を通り越こして粗そ末まつにすら見えるシロモノだった。

　床ゆかに敷しかれている規格品のカーペットに、普ふ及きゆう品ひんの壁かべ紙がみ、そして標準型をカスタマイズした汎用事務処理執務机、壁に並んでいるキャビネットと応接セットも、ギャレーに並んでいるティーポットからコーヒーカップまで、調度品のほとんどが人類統合軍の標準規格品だった。

　合理的と言えば聞こえはいいが、要するに殺風景な事務処理のための室内設備が並んでいるだけの部屋である。

　その執務室の入り口の脇に、まるで門番のように置かれた執務机がある。

　そこはこの部屋の主であるドーダイの関かかわる一いつ切さいの仕事を受付け、スケジュール一切……公私にかかわらず……それを管理する秘書官の執務机であった。

　ドーダイが執務室にやってきたのを認めた秘書官である若い士官は、即そく座ざに立ち上がって一礼すると　執務室のドアを開けて、その脇に立った。

「おはようございます閣下！　いつもどおり勤務時間の二時間前に執務開始ですね」

「うむ、私は他の将軍に比べると、どうにも仕事の段取りが悪くてな……時間ばかり食ってなかなか仕事がはかどらんのだ……上司が無能だと君にも迷めい惑わくをかけるな」

　秘書官はあわてて首を振ふった。

「とんでもございません！　閣下は、私のことよりご自分の身体をお気き遣づかい下さい！　この司令部の仮眠室に泊とまり込んで執務を続けていらっしゃる今の状態では、いつお倒れになってもおかしくありません……仕事が減らせないのはわかります。しかし、せめて、仮眠室ではなく宿舎にお帰りになり、少しでもお休みになってはいかがでしょうか？」

　ドーダイは首を振った。

「いや、家に帰っても誰もおらん。私は一人暮らしだからな。だとしたら宿舎の私の家もここの仮眠室もたいして変わらんよ。常在戦場、将軍とはそういうものだ」

　その言葉を聞いた秘書官は感かん慨がい深げに執務室を見回して言った。

「確かにここは戦場ですね……第七軍の中で発生するすべての事案……損傷した艦を修理するか廃はい棄きするかをコストと用兵の両方から見て判別するようなハードウェアの仕事から戦死者戦傷者そして生存者に対する福利厚生というソフトウェアの仕事まで、そういったすべての事案の裁決を求めて押し寄せる案件と書類の大軍勢を、閣下以下十数名の事務スタッフと電子人格で処理しなければならないわけですから」

　ドーダイはうなずいた。

「ああ、同じ戦場でもザナックスと戦っていたときの方がはるかに気が楽だったな。視界を埋うめ尽つくすほどの数のザナックスが襲おそい掛かかってきても、主しゆ砲ほうと近接防衛火器でバラバラに吹ふき飛ばしてしまえばいい。だが書類はそうはいかん。一件一件内容を吟ぎん味みして決裁する必要がある。手間を食うのも無理は無い」

　秘書官は小さくため息をついた後で、昨晩ドーダイが仮か眠みん室しつに入った後に発生した、様々な事案に関する事務処理結果の出力一覧を表示した汎はん用よう端たん末まつを差し出した。

「こちらに、閣下の執務時間外の……実際には時間外も何もないのでしょうが……取り扱あつかい事じ項こう一覧があります、専決事項はすでに処理済みです。さっと目をお通しになられて、問題がなければそのままこちらにお返し下さい」

「わかった」

　ドーダイはそう言ってうなずいた後で笑いながら言った。

「私は十七歳でローデス士官学校を卒業した後、常に最前線の実働部隊を指揮してきた。軍艦の中の狭せまい部屋でデスクワークをやることにくらべれば、この部屋は天国だ……」

　そして、今ひとつ納なつ得とくしていないような複雑な表情をする秘書官を見て、ドーダイは笑って見せた。

「君はローデス教の神官の一族出身で、小型艦勤務をやったことが無いから、この部屋のありがたさがまだよくわかっておらんのだ。フリゲート艦に乗ってみるがいい。あそこでは机という言葉は膝ひざの上に置いたブリーフケースのことを指すのだぞ」

「申し訳ありません」

　恐きよう縮しゆくしたように頭を下げた秘書官を見てドーダイは首を振った。

「あ、いや別に君を責めているわけではない。デスクワークに不慣れな私は、君にずいぶんと助けられているんだからな」

「ありがとうございます」

　小さく一礼した後で、秘書官は何かに気が付いたように目を見開いた。

「そういえば、閣下。今日からこの司令部の定員が一人増えるということ以前申し伝えたことがございましたが、覚えていらっしゃいますか？」

「あ、ああ、そういえばそんな話を聞いたな」

「これで少し事務処理も気分も楽になりそうです。私はこれから参さん謀ぼう本部のほうに参りますが、本日の取り扱い事項とスケジュールは引ひき継つぎファイルに入れて、その者に引き継ぎますので御ご安心下さい」

「そうか、君は今日これから出張だったな……それにしても、その新人とやらに仕事を任せて大だい丈じよう夫ぶなのかね？」

　不安そうな顔をするドーダイを見て、秘書官は笑った。

「御安心下さい、私などよりはるかに有能で、閣下もよく御存じの人物です。後で本人からご挨あい拶さつさせますよ」

「私がよく知っている人物だと？」

　怪け訝げんな顔をするドーダイに謎なぞめいた微笑ほほえみを浮うかべて秘書官はうなずいて見せた。

　ドーダイの執しつ務む室しつを出て、ドアの脇わきにある自分の机に戻もどった秘書官が、出張の準備を始めたとき、執務机の汎用端末が小さく発信音を立てた。

　秘書官が汎用端末を見ると、それは、第七軍司令部の当直受付から来客を告げる連れん絡らくだった。

「私だ……来客だと？　こんな朝早くからか？　通常の執務時間より一時間も早いのだぞ」

　画面に映る当直の勤務員は困こん惑わくしたような表情を浮かべて言った。

『閣下に面会を求めて来られたそうですが……執務時間外ですので他ほかの事務官もまだ出勤しておりません。面会室もまだ開いておりませんし、どうすればいいのでしょう？』

「そうか……」

　秘書官は少し考え込んだ。

　軍人であるわけがなかった。軍人なら軍事メールで事前に連絡を送ってくるはずである。

　……おそらくザナックス戦争で戦死した兵士の家族だろう。

　自分の夫や息子むすこが、どんな場所でどうやって死んでいったのか、それを聞きたいのだ。

　遺族にしてみれば、その亡なき骸がらさえ帰ってこない死というのは納得できないのだろう。ましてやそれを告げたのが無味乾かん燥そうな言葉で書かれている戦死報告という公文書では、なおさらだ。

　同じ場所で共に戦った人間から、自分の愛する人の戦いぶりそして死に様を直接その耳で聞きたいに違ちがいない。

　実を言うと、こうやって遺族が直接この司令部にやってきて、ドーダイに面会を求め、戦死者について情報を求めるということは、初めてではなかった。

　秘書官は小さくうなずくと当直勤務員に告げた。

「なるべく早いうちに時間をさいて面会するようにお伝えしておく。控ひかえ室で待つように伝えてくれ」

『わかりました』

　当直員は一礼すると通話を切った。

　何も映し出していないその通信画面を見ながら秘書官は、以前、同じような面会者をめぐってドーダイと言い争ったときのことを思い出していた。

『……閣下のお気持ちは理解しているつもりです、しかし、面会に来る遺族一人一人に会っていたのでは時間がいくらあっても足りません。ただでさえ激務ですのにこの上心労を重ねられては執務に差し障さわりが出ます……』

『わかっている、しかし、それを断ることはできん。それはこの決裁書類の山を処理するのと同じ私に課せられた義務なのだ。

　たとえ後に仕事を積み残し、一晩寝ねないで処理するハメになろうとも、私は面会者をないがしろにするわけにはいかんのだ』

　秘書官は小さくうなずくと、汎はん用よう端たん末まつのスケジュールの項こう目もくに来訪者がある旨むねの項目を入力した。

　……私はこれからすぐに連れん絡らく艇ていに乗って発たたねば。訪問者の件は新人に引き継ぐとしよう。




　執務時間に近づくにつれ司令部の事務官が次々に出勤してきて、三十分前には、すでにその日の執務が動き始めていた。

　ドーダイのところに回ってきた最初の決裁事項は、旧ローデス軍人と志願兵との軍人恩給の支し払はらい額がくの調整についての案件だった。

　若い女性のホログラフ姿の事務処理補ほ佐さ用の電子人格が、目の前のモニターに表示した数字を見て、眉まゆをひそめたドーダイは、汎用端末の端はしにあるキーを叩たたいて、次の画面を呼び出した。

　そしてその二つの画面を比ひ較かくする表を表示して、大きくため息をついた。

「……何年も前から軍人として働いている旧ローデス軍の軍人と、あのザナックスとの戦いのために徴ちよう兵へいされたり志願して軍人になった者と、戦死時に遺族に支し払はらわれる弔ちよう慰い金きんや、退たい役えき後にもらえる恩給の額がこれほど違うとはな」

　電子人格の女性がうなずいた。

『確かに閣下のような旧ローデスの軍人の方は、長い間年金原資を積み立てていらっしゃいますが、徴兵者や志願者は長くても半年分です。それを補完する国民年金や厚生年金という公的年金の原資は、ローデスという国家が消しよう滅めつしてしまったために半減してしまっているのです』

　ドーダイは考え込んだ。

　……原資の違いがあるとはいえ、遺族に支払われる弔慰金の額が半分以下というのは不満が出るに違いない。

　弔慰金とは、死んでいった兵士の生命の代わりに国家が支払う金だ。それは国家が兵士をどう見ているかという価値観の表れだ。

　戦争や内乱で死んだ者に生命保険会社は保険金を支払わない。いくら高額の生命保険に入っていても、遺族には、その保険金は一銭も支払われない。ほとんどの生命保険はそういう契けい約やくになっている。

　つまり、一家の働き手を兵士として徴兵され、そしてその者が戦死した場合。残された家族の生活基き盤ばんを支えることができるのは、この国家が支払う弔慰金と、そして遺族年金だけなのだ。

　後に残った人々を守るために戦って死んだのだから、納なつ得とくしろと言われて納得できるものではない。旧軍人も徴兵された動員兵も同じ条件の下もとで共に戦いそして死んでいったのだ。

　ドーダイの脳のう裏りに、あの、ザナックスの巣に向かって突とつ撃げきをかけた、最後の戦いの光景が甦よみがえった。




　人類統合軍第七軍の旗き艦かんである戦艦ブラック・プリンスのメインブリッジのモニターの半分はすでに機能を停止していた。

　艦内の状じよう況きようを示すモニターには、機能停止を告げる赤いマーキングがいくつも点てん滅めつしている。

　メインコンソールの前で仁に王おう立ちしているドーダイの前にあるモニターには、クリスタルのようにきらめく巨きよ大だいな球体が浮うかんでいた。

　それが、ザナックスの巣だった。

　ドーダイたち人類統合軍攻こう撃げき艦隊は、長い長い戦せん闘とうの果てに、ついにその目標を直接攻撃できる場所に到とう達たつしたのである。

　しかし、それは戦闘の終結を意味するものではなかった。目の前のザナックスの巣の周りには、雲のようにたなびくものが幾いく重えにも取り巻いていた。それは、巣を守るためにローデス銀河の隅すみ々ずみから呼び寄せられたザナックスの戦せん闘とう艇ていの群れだった。

　その数は、今このときも想像を絶する勢いで増えつつあるに違ちがいない。

　そのとき、ドーダイの思念の中に、攻撃艦隊の全員に向かって呼びかけるチャマーの意志が飛び込んできた。

『我々はここまでたどり着いた！　だが、ここは終着点ではない！　我々は今、やっと最終戦が行われるリングにたどり着いたにすぎないのだ！　ザナックスの女王は今、必死にローデスの各地から配下を呼び集めている！　ここから先は時間との戦いだ！　ザナックスが配下を集結させるその前に、あの巣を叩き潰つぶさねばならない！

　人類統合軍の総責任者として、全艦艇に最終命令を出す。

　我が大鴉コルヴイヌスはこれより最大加速を行い、巣に向かって直進する！　ザナックスの防ぼう御ぎよ行動は我が大鴉に集中するだろう。その間かん隙げきを利用し、使用できる限りの全砲ほう門もんを開き、最大限の火力をザナックスの巣に集中させよ！』

　ドーダイの見ているモニターの中で、大鴉と呼ばれる黒い二つの三さん角かく錐すい……一辺の長さが数キロという巨大な宇宙要よう塞さいが加速を開始したのが見えた。

　この戦いが始まった頃ころは端たん正せいな形をしていたその三角錐の表面は、ザナックスのマークⅢと呼ばれる新型戦闘種の撃うち出す溶よう解かい弾だんのために巨大なクレーターがいくつも開き、表面を埋うめ尽つくすように増設されていた近接防御火器の群れも、ほとんどが沈ちん黙もくしている。

　水平に並んでいた二つの三角錐は完全に接合部が歪ゆがみ、もはや原型を留とどめてはいなかった。

　二つ並んだ三角錐の右側の損傷は外がい殻かく部だけではなく内部にある反はん応のう炉ろにまで及およんでいるのだろう、漏ろう出しゆつしたエネルギーが遮しや蔽へい区画の中を焼き尽くし、その輻ふく射しやが黒い外殻に開いた穴の奥で不気味なオレンジ色の明めい滅めつを繰くり返しているのが見える。

　それは、今にも爆ばく発はつしそうなマグマを内部に抱かかえ込んだ火山のようだった。

　ドーダイは、感応端たん末まつを通じてチャマーに思念を送ろうとした。しかし、感応波を中ちゆう継けいするサイコサーバーが損傷しているのだろう、チャマーの思念は伝わってくるのだが、ドーダイの思念は伝わっていかない。

　ドーダイは、ブリッジにいる通信参さん謀ぼうを呼んだ。

「大鴉のチャマー司令官と通常通信はできるか？　繫つながるようならこっちに回してくれ」

「はい、回線はなんとか維い持じできています！　お繫ぎします！」

　通信参謀の返事から二呼吸ほど過ぎたとき、ドーダイの前にあるパーソナルモニターに、気密作業服を着たチャマーの顔が映った。

『チャマー閣下！　大鴉の反応炉が危険な状態にあることは、外見からでも判断がつきます！　大至急脱だつ出しゆつを！』

　時折激しくノイズが混じるモニターの中で、チャマーがうなずいた。

『ええ、乗組員のほとんどは脱出させました』

「乗組員だけではない！　あなたも脱出せねば！」

『大鴉の右う舷げん反応炉の遮蔽シールドが破は壊かいされた際に、コントロールプログラムのほとんどが電磁ノイズを受けて停止しました。反応炉を自動制せい御ぎよすることは、もはや不可能です。左さ舷げん部分のコントロールシステムを使って、このまま手動で動かすしかありません……それは私の仕事です』

　ドーダイは叫さけんだ。

「何を馬ば鹿かなことを！　あなたはこれからのマガザン帝てい国こくを……いや、人類を背負って立つべき人だ！　あなたがやらねばならないことは山ほどあるはずだ！　それはあまりにも無責任ではないか！」

　チャマーは静かに首を振ふった。

『いいえ、それは違います。これこそが私が負うべき責任です。私はザナックスを撃げき退たいするという名目でローデスの惑わく星せいを住民と共に破壊し、三百二十億の人命を奪うばい、そしてそれに失敗した男です……私は、その死んでいったローデスの人々に負ふ債さいを負っているのです……私はこの負債を返さねばなりません』

　ドーダイは、目の前にあるパーソナルコンソールを握にぎりこぶしで、どん！　と殴なぐりつけて叫んだ。

「カッコつけているんじゃない、この若わか僧ぞうが！　貴様一人死んでローデス三百二十億人の生命の責任を取るだと？　ふざけるな！　ローデスの人間の生命ってのはそんなに軽いもんじゃない！　貴様は生きなければならんのだ！　血ち反吐へどを吐はきながら、のた打ち回りながら、生きて生きて生き抜ぬいて、一分一秒でも長く生き抜いて、後に残ったローデスの人間のために働くのだ！　それが貴様に課せられた負債だ！　返すなら生きて返せ！　死んでチャラにできるなどと思うな！」

　チャマーは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いた後で、微笑ほほえんだ。

『お叱しかり、ありがとうございます……確かに私一人の生命と、三百二十億のローデスの人々の生命を同等に扱あつかうわけにはいきません……お言葉のとおり、私は、生きて生きて生き抜いて、死しに物もの狂ぐるいで、後に残ったローデスの人々のために働くことだけが、私が背負った負債を返す唯ゆい一いつの方法なのかもしれません……。

　しかし、今の私には、もはやそれはかなわぬことなのです……反応炉の遮蔽シールドが破壊されてから、すでに約一時間……私が浴びたガンマ線の総量は遮蔽式作業服を着ていても、とうに許容量を超こえているのです』

「なんだと⁉」

　ドーダイは絶句した。

　ガンマ線の大量被ひ曝ばくによる骨こつ髄ずい及び細さい胞ぼうの損傷を回復する手段は、存在しない。

　たとえ身体機能をバイオノイドの生体肢し体たいに取り替かえ、多臓器不全を免まぬかれたとしても、脳細胞の損傷を回復する手段は無かった。

　つまり……チャマーは確実に死ぬのだ。

　驚くドーダイを見て、チャマーは静かに言葉を継ついだ。

『……そういうわけです。しかし、安心しましたよ、ドーダイ閣下』

「安心？　何がだね？」

『私をお叱りになったということは、閣下は、この戦いで死ぬおつもりはない、ということでしょう？』

　そしてチャマーは、にやっと笑った。

『……まさか私のことをあれだけ言っておきながら、自分は生せい還かんするつもりがないのだ、などとは言わせませんよ。私を叱ったからにはあなたには生きていただきます。

　あなたは生きて帰り、国土を喪うしない、国民を喪い、そしてこの戦いでさらに多くの兵士を喪ったローデスという国家のために働いて戴いただかなくてはなりません。今のローデスにとって最も必要なのはあなたのような方なのです』

　返答に詰つまったドーダイを見み据すえてチャマーは言った。

『約束していただけますね……必ず生きて帰ると……』

　ドーダイは目をそらした。

　生きて……帰るつもりはなかった。この戦いに自分の生命を含ふくむすべての物を叩たたき込むつもりだった。部下と共に死ぬことを望んでいた。

　だから、共に戦おうと呼びかけることができた。部下を叱しつ咤たできた。死地に赴おもむけと命ずることができた。

　だが、今ここでチャマーにそれを約束すれば、そのすべてが噓うそになる。

　自分の中で言葉を探していたドーダイが顔を上げたとき、チャマーと目が合った。

　チャマーの目には怒いかりの色も悲ひ嘆たんの色も浮うかんではいなかった。その目は慈じ愛あいに満ちていた。

　生きるもの、生きようとするものを、その運命を見つめる超ちよう越えつ者しやの目だった。

　……裏切れない。

　誰だれがこの男の願いを裏切れるだろう。

　死にゆくものの最後の願いを裏切ることはできない。たとえその願いを聞き届けることで、偽ぎ善ぜん者しやの汚お名めいを着せられても、私はこの男の願いを裏切ることだけはできない。

　ドーダイは静かにうなずいた。

「……約束しよう。私は生きて帰る……生きて、ローデスの民たみのために働こう……」

　チャマーは微笑んだ。

『ありがとうございます……では、戻もどりましたらエリスに……エリス・トゥナイツ嬢じようによろしくお伝え下さい……ありがとう、と』

「わかった……その言葉を伝えるためにも、私は生きて帰らねばならんのだな」

『お手数を……か……ます……』

　画面のノイズがひどくなり、チャマーの姿と音声が乱れて消えていった。

　ドーダイの見ている前で、大鴉コルヴイヌスの右う舷げん側の内部から漏もれ出るオレンジ色の輝かがやきが増し始めた。

　大鴉は加速したまま巣の前に布ふ陣じんするザナックスの戦せん闘とう艇ていの群れの中に突つっ込んでいった。

　唇くちびるを一文字に結んだままその光景をにらみつけるように見ていたドーダイは黙だまったままだった。しかし、その燃え上がるような思念は、意識空間の中に流れていた。

『チャマー殿どの……この思念があなたに届いていないことを私は幸運に思う……なぜなら今、私はあなたを憎にくんでいるからだ！

　私は生きて帰るつもりなど無かった！　だからこそ、部下に戦えと命じることができた！　ザナックスと差し違ちがえ、後に残る人々のために死ねと命じることができたのだ！

　俺は生きて帰る、だが、お前らはここで死ね……などと、どの面つら下げて言えるのだ！

　私が生きて帰ることができるとしたら、それは、部下と共に戦って戦って戦い抜いてそして勝って部下と共に還かえるときだけだ！

　黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たい残存艦隊はこれより全兵力を以もつてザナックスの巣に向かい突とつ撃げきを開始する！　諸君！　私の後に続け！』

　ドーダイの乗る旗艦ブラック・プリンスの後方に続く残存艦を再編制した黒色僧騎兵艦隊が全砲ほう門もんを開きつつ前進を開始したとき、その前方でザナックスの戦闘艇の群れの中に突っ込んだ大鴉が、そこに浮かんでいた黒い雲のようなザナックスの大軍を巻き込んで、いくつものブロックに分解しながらまばゆい光の球となっていくのが見えた。

　感応端たん末まつを通じて、ケルプの思念が飛び込んできた。

『今だ！　もはや邪じや魔まをする戦闘艇は無い！　全砲門をザナックスの巣に向けろ！　すべての火力を直接攻こう撃げきに振ふり向けるんだ！　ありったけのビームを叩き込め！　出し惜おしみをするな！　全地ち殻かく破は壊かい弾だん発射！』

　人類統合軍の攻撃艦隊三百万隻せきの発射した遠えん距きよ離りビームが、ザナックスの巣の表面に無数の閃せん光こうを生じさせ始めた。

　ザナックスの戦闘艇の防衛行動は、もはや狂きよう気きじみたものになりつつあった。

　それはもはや、統制の取れた戦せん闘とう行動ではなかった。その空間に存在するものすべてを破壊することを望む無数の破壊神のように、前後の見境無く襲おそい掛かかり、突き刺ささり、そこで爆ばく発はつした。

　一ひと塊かたまりのザナックスの戦闘艇がドーダイの乗る旗艦に向かって突っ込んできたそのとき、すぐ後方にいた二隻の戦列艦が急加速して旗艦の前に艦体を投げ出した。

『なにをする！　気でも狂くるったか！』

　ドーダイの思念に、その二隻の戦列艦の艦長の思念が答えた。

『いいえ、これが我々のやるべきことだからです！』

　戦列艦の横腹に突き刺さったザナックスは、そのまま複合装そう甲こうを貫つらぬいてバイタルパートにまで到とう達たつしたのだろう、戦列艦の艦体が大きく震ふるえるのがわかった。

『……閣下に申し上げます……確かに、自分だけ生きて帰る、お前らは死ね、などと言う指揮官は屑くずです。残念なことに我がローデス軍にもそういった指揮官は掃はいて捨てるほどおります。しかし、そいつらと閣下は違ちがいます』

『お前らは何を言っているんだ！　いいから脱だつ出しゆつしろ！　反はん応のう炉ろから延びる動力炉が破損すれば、もはやその艦は保もたん！』

　意識空間の中に、艦長たちが首を振るような感かん触しよくが流れた。

『閣下！　あなたは生きて帰るとチャマー殿と約束したのですよ！　ローデスの士官として！ならば約束は守るべきです！』

『この期に及およんで何を言ってるんだお前らは！　私は生きて帰る気など無いと言っただろう！だからこそこうやって戦えと命じることができるのだと！』

『それは違います閣下！

　あなたが、もし、楽をするために生きて帰るつもりなら……酒を飲んで美味うまい物を食って、女をはべらせて遊んで暮らすために帰るのなら、あなたは憎まれ恨うらまれるでしょう。しかし、あなたはそういう人間ではありません。

　生きて帰ったその後、あなたは、死んでいった我々の親や子供のために死に物もの狂ぐるいになって働くでしょう。それが自分に負わされた責任だと信じて……

　あなたはそういう方です。だからこそ言えるのです！

　俺は生きて帰る！　だが、お前らは死ねと！

　だからこそ、この黒色僧騎兵艦隊の将兵はすべてあなたの命令を受け、そして戦えたのです！　ここで閣下が生き延びたとしても、誰だれ一人ひとりとして生きて帰る閣下を責めはしないでしょう。生きて帰るあなたに同情こそすれあなたを羨うらやむものすらいないでしょう。

　閣下はさきほど、自分のことを士官だとおっしゃいました。そうです、あなたは士官です！正しよう真しん正しよう銘めいの、まさしく我がローデス軍が誇ほこる本物の士官です！

　お忘れですか？　閣下。ローデス士官学校の五訓の第一章は何でしたか？

　……士官は至誠であれ。そうです、そういうことです』

　それと同時に、黒色僧騎兵艦隊の将兵たちの思念が押し寄せてきた。

『自分は軽巡じゆん航こう艦かんフォアローゼスの砲ほう術じゆつ員いんであります！　閣下には、何が何でもチャマー閣下との約束を守って戴いただきたいと願うものであります！』

『自分は戦艦ラストレイガンの通信兵へい曹そうであります！　我ら将兵は本物の士官の命令なら、たとえ間違った命令でも、喜んで従います！　たとえ死んでも、文句は言いません！　士官として我々に死ねと命じ、そして閣下は胸を張って堂々と生きてお帰り戴きたいと思います！』

『自分は駆く逐ちく艦かんミヒロの艦長であります！　これは、この艦の乗組員全員のお願いであります！　閣下！　生きてお帰り下さい！　私の娘むすめは今年七歳になります！　娘のことをよろしくお願いします！』

　無数の将兵の思念がドーダイを揺ゆさぶっていた。

　……私は帰らねばならんのか。

　生きて帰り、そして将兵のために働かねばならんのか。

　ドーダイは、生きて帰る、その先に続く果てしない道を想おもった。




　ドーダイの追つい憶おくは、執しつ務む室しつのドアが開く音によって途と切ぎれた。

　視界の中に、いつもの執務机が戻もどって来た。

　……いかんな。ぼんやりと考え事をしていたようだ。睡すい眠みん不足による集中力の欠損はケアレスミスの頻ひん発ぱつに繫つながる。

　仕事が忙いそがしいというのは言い訳にもならん。

　執務室の中に誰かが入ってきていた。

　ドーダイは二、三回首を振って意識を鮮せん明めいにした後で顔を上げた。

　ホログラフ画面で聞いたのと同じ良く通る澄すんだ声がした。

「失礼します、コーヒーをお持ちしました」

　ドーダイはびっくりしたように机についた両りよう肘ひじに預けていた上半身を起こした。

　ドアを開けて執務室に入って来たのは、さっきまでホログラフで浮うかび上がっていたのと同じ紺こん色いろの事務職員の制服を身につけ、手にコーヒーカップを載のせた銀色のトレイを持った若い女性事務員だった。

　その女性事務員はドーダイの前にやってくると小さく一礼してトレイの上のコーヒー皿とカップを執務机の上に置いた。

　そして目を丸くしているドーダイの視線を感じたのだろう、少し照れたように微笑ほほえんでからあらためて深々と一礼して言った。

「この身体からだでは初めまして、でございますね？　閣下」

「あ、ああ、いや、驚おどろいた。新人が配属されるとは聞いていたが、まさか君だとは……それにしても、もっと人形のような……あ、いや。気を悪くしないでくれ……悪意があったわけではない」

　メリーダウンはにっこり笑った。

「いえ、気になさらずにいて下さい。確かにこの身体はお人形ですわ。生体バイオノイドのような培ばい養よう細さい胞ぼうではなく、骨格や皮ひ膚ふや内臓はすべて合成素材で人間の身体機能を模も倣ほうして作られております……」

　そしてメリーダウンは右手を差し出した。

「触ふれてごらんになりますか？　カンの鋭するどい方は微び妙みような違ちがいがおわかりになるそうですわ」

「あ、いや……その……じゃあ失礼にならない程度に少しだけ触さわらせてもらおうか」

　ドーダイは好こう奇き心しんを抑おさえきれない子供のようにそっと手を伸のばしてメリーダウンの手に触れた。

　その手は温かく柔やわらかで、しっとりと吸い付くようだった。

「どうですか？　人間の女性とはどことなく違うでしょう？」

　あわてて手を引っ込めたドーダイは、あいまいな微び笑しようを浮かべて首を振ふった。

「あ、いや、私はあまり女性の手などに触れたことは無いのでね……比べようにも違いがわからないのだよ」

「あら、そうなんですか？」

　メリーダウンは目を見開いた後で小さく首をかしげて微笑んだ。

「閣下のイメージは、一ひと筋すじ縄なわでは行かない海千山千の古ふる強つわ者ものというイメージが強いんですけど、実は、どこかに少年のような部分をお持ちなんですよね」

「そう言えば聞こえはいいが、要は軍人としての能力しか持たぬ、世間知らずのつまらぬ人間だということかな？　それは」

「いいえ！　とんでもありません！　そんな！」

　ドーダイは、にやっと笑ってみせた。

「安心したまえ、冗じよう談だんだ。驚かせてくれたお返しだよ……さて、コーヒーを飲みながら残りの仕事を片付けるとするか」

「かしこまりました、では、私はこちらにあるサブデスクを使って、お手伝いいたします」

　メリーダウンはそう言うと、ドーダイの斜ななめ後ろにあるサブデスクのシートに座った。

　ドーダイは、物思いにふける前の画面を呼び出して、それをメリーダウンに示して聞いた。

　この弔ちよう慰い金きんの額に国家予算で積み増しをすることはできんのだろうか？」

『では、試算してみます』

　そして、彼女が試算して示した数字を見たドーダイは考え込んだ。

　……これだけの額を支し払はらう余よ裕ゆうはもはやこのローデスには無い。

　予算……結局はそこに行き着くのだな。

　我が軍は、もはや人類統合軍の一員だ。我々の正面装備や人件費のほとんどすべてが人類統合軍から出ている。だが、この種の年金などの管理運用はローデス時代からの引ひき継つぎ事じ項こうが多いため、人類統合軍は関かん与よしていない。それはローデス政府の仕事だった。

　しかし、ローデスという国はもう存在しない。今ここにあるのは帝てい国こくの一地方自治組織としてのローデス連れん邦ぽうという開かい拓たく惑わく星せいの連合体でしかない。

　地方自治体の予算は帝国から交付される地方交付税でまかなわれている。ようするに帝国政府におんぶに抱だっこしてもらってやっとのことで運営しているのが実情だ。

　……亡国の民たみゆえの悲ひ哀あいと言ってしまえばそれまでのことなのかもしれない。だが、我々は傍ぼう観かん者しやでも評論家でもないのだ。

　なんとかしなくてはならない。それは、あの戦いから生きて帰って来た私の義務だ。あの戦いに身を投じ死んでいった者は、よりよい世界が後に来ると言うことを信じて死んでいったのだ。

　ドーダイが考え込んでいると、汎はん用よう端たん末まつの端はしにある通信アイコンが瞬またたいた。

「メリーダウン君、どこからの通信かね？」

　メリーダウンは小さく一礼してから、電子人格特有の良く通る声で答えた。

『ローデス神聖評議会議長閣下から通信が入っております……先方は感応端末による秘ひ匿とく通話をお望みですが、いかがいたしますか？』

　……またか。

　ドーダイは大きくため息をついた。

　要件はわかっていた。

　評議会議長は、ローデス教皇エンデロの元部下である。

　エンデロを失しつ脚きやくさせ教皇派を牛ぎゆう耳じった彼にとって、国民に絶大な人気と信しん頼らいを得ているドーダイを自分たちの一派に取り込むことは死活問題であった。

　現在のローデス自治政府内部は、以前のローデスとまったく同じ体制を取っていた。

　つまり教皇派と枢すう機き卿きよう派の二大勢力に分かれて内ない紛ふんを繰くり返すという体制である。

　ローデスが強大な国家であった頃ころならば、たとえ相そう互ごに足を引っ張り合っても、それは相手の勢力の独裁体制を牽けん制せいしあうという部分もあり、それほど問題も生じなかった。

　いわばその内紛も国家の経済的余裕の中で収まっていたわけである。

　しかし、国土を喪うしなったローデスには、もはや政治的内紛や相互の足の引っ張り合いなどをやっている余裕は無かった。

　にもかかわらず、旧ローデス政府の要人であった宗教的指導者たちは、かつてのローデスの幻げん影えいにしがみつき、旧きゆう態たい依い然ぜんとした体制をそのまま続けていたのである。

　教皇エンデロは、この内紛を続ける政府の体制を厳しく批判し、新たな国家指導者を国民の投票によって選出すべきだと主張した。

　この主張は国民から多くの支持を得たが、宗教的権けん威いの失しつ墜ついと自分たちの権力が失われることを恐おそれた教皇院の幹部たちが、今までどおりの指導体制を主張し、一種のクーデターを起こしたためエンデロは教皇の座を追われ、辺境開拓惑星の教会の司教に追いやられていた。

　ドーダイは敬けい虔けんなローデス教徒であったが、いわゆる宗教的政治的権力とは無む縁えんであり、常にそういった派は閥ばつ争いなどから距きよ離りを取り、一いつ介かいの軍人に徹てつしてきた。

　しかし、権力争いに血ち眼まなこになってきた者たちにとって、救国の英えい雄ゆうとして生せい還かんしたドーダイが、広く国民から信頼と敬愛を受けながらその力を行使しようとはしないということは理解を超こえていた。

　ドーダイはもう一度大きくため息をつくと、メリーダウンのホログラフに向かって首を振ふった。

「通信は受けない。いつものように業務多た忙ぼうのためだとでも言っておいてくれ」

『はい、そのようにお伝えしましたが、先方は、国家の一大事である、と強くおっしゃっておりまして……何が何でも閣下とお話がしたいとのことでして……』

「……何が国家の一大事だ。国家にとって大事なのは国民の生活をいかに維い持じし守るかということだ、権力争いではないのだぞ」

　ドーダイは顔をしかめた後で、渋しぶ々しぶうなずくと感応端末に触ふれながら答えた。

「わかった、では取り次いでくれ」




　そこは、今までドーダイがいた簡素な執しつ務む室しつとは比べ物にならないほどの贅ぜいを凝こらした部屋だった。

　その部屋の中央に立っていた、ローデスの聖衣を着た中年の太った男が、ドーダイを見て目を輝かがやかせた。

「おお！　閣下！　お待ちしておりました！」

　もみ手をして擦すり寄らんばかりの笑えみを浮うかべる評議会議長に向かってドーダイは冷たく答えた。

「要件は手短にお願いしたいものですな。業務多忙であると何度もお断りしたではないですか」

「業務多忙とおっしゃるが、ザナックスの巣を破は壊かいしてしまったのだ、もはや君の仕事は終わったも同然ではないのかね？」

「ザナックス決戦は、確かに終わりました。しかしその後始末は終わってはいません。それにザナックスがこの世から消えてしまったわけでもないのです」

　評議会議長は鼻白んだような顔になった。

「まあいい、とにかくだ、今は、このローデスの危機的な状じよう況きようをなんとかせねばなるまい。教皇軍に所属していた君にはわかると思うが、例のアウディエンシア枢機卿の子飼いの部下どもが作った枢機卿派が、このローデス評議会の三分の一を占しめる勢いなのだ。

　それもこれもあのエンデロ様が、評議会の議員を聖職者投票ではなく国民の直接投票で選ぼうなどということを言い出したのが原因なのだが、まあそんなことはどうでもいい……我々は正二位の位を正式に君に与あたえ、評議会議員に推すい薦せんするつもりなのだ。

　ローデス軍を完全に掌しよう握あくしている君が我々の一派に加われば、もはや枢機卿派は手も足も出まい。いざとなれば軍を派は遣けんし、枢機卿派の本ほん拠きよ地ちを制圧すればよい」

「正二位の位ですか……」

　ドーダイの言葉の端はしに潜ひそむ軽けい蔑べつの響ひびきに気づかぬように評議会議長は言葉を続けた。

「そうだ、正二位の位となれば、ローデス教徒としてこの世で二番目の地位だ。君にはそれだけの栄えい誉よを受ける理由がある！

　君は人類の英雄としてローデスの民たみから敬愛を受けている。かつて軍人でこれほどの民の支持を得た者はいない。この位はその支持と人気を追つい認にんしたようなものだ。君はローデスの歴史に名を残すのだよ、素す晴ばらしいことだろう？」

「興味ありませんな」

　冷たく言い放ったドーダイの言葉を、評議会議長は聞き逃のがしたようだった。いや、聞こえていたが、理解できなかったのかもしれない。

「な……何だと？」

　目を見開く評議会議長を冷たく見み据すえてドーダイは答えた。

「興味はないと申しております。ご用件は伺うかがいました、そしてお返事はいたしました、これで用件は終わりました、私は執務に戻もどらせていただきます」

「ちょっと、待ちたまえ！　君は私が何を言っていたのか聞いていなかったのかね？　正二位だぞ！　ローデスの聖職者として、世界で二番目の地位なのだ！　身分としてはこの私に次ぐ地位なのだぞ！　たかが軍人が受けることのできる地位ではないのだぞ！」

「そうです、たかが軍人には縁がない話です。ですから興味がないと申しておるのです」

　評議会議長は、自分が思わず口走った軍人に対する蔑べつ称しように気がついたのだろう、青くなった。

「あ、いや、今のは私の本心ではない、思わず心にもないことを言ったのだ。気を悪くしたのなら謝る！　我々には君が必要なのだ！　いや、はっきり言おう。君の持つ軍の力が必要なのだ！　枢すう機き卿きよう軍と教皇軍に分かれていたローデスの時代と違ちがい、今、わが国で軍と呼べるのは君が率いる黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たいだけだ。君が持つ権力は君が考えている以上に貴重なものなのだ！」

　ドーダイはゆっくりと、そして子供に言い聞かせるような口調で言った。

「いい加減に過去の夢から醒さめていただけませんか？　もはやローデスという国は無いのです。我々は、帝てい国こくもローデスも無い、同じ人類という一つの共同体なのです。

　私が指揮する黒色僧騎兵艦隊の正式名めい称しようは『人類統合軍第七軍艦隊』です。ローデス軍など今はもうどこにも存在していません……」

　そして、ドーダイは評議会議長を指差して言葉を続けた。

「私には軍を動かす権限はありません。それを持っているのは帝国評議会と帝国皇帝なのですぞ。いいですか？　我々は帝国の一部に過ぎんのです。ただ同じ宗教と風習によって区分けされた自治政府を持たされているだけのいわば帝国の属領の住民なのです。

　そして……今、その帝国ですら大きく変革を始めようとしているのです。

　近い将来、帝国内では身分制が廃はい止しされるでしょう。もはや貴族も平民も無い、同じ人間として扱あつかわれる時代がすぐそこまで来ているのです。

　あのザナックス戦争は、人々の間に感応端たん末まつによる一つのネットワークを作り上げました。

　人々は、身分や地位やそんなものとは全く無む縁えんの基準を知る術すべを見つけたのです。

　いかに計算能力が高く、先を読む洞どう察さつ力に優すぐれ、知識があり、学術的分ぶん析せき能力が高く、知能に優れ、テストで高い点を取っていても、社会性がなく狭きよう量りようで独善的で傲ごう慢まんで冷血な人間ならば、その人間は人の上に立つべきではないし絶対に立たせてはならない。

　他人を受け入れることができる度量の広さや寛かん容ようさという基準。いわば魂たましいの大きさこそが他人を幸福にできる能力であり、その見分け方を人々は感応端末によって知ったのです……。

　この変化は、もはや止めることはできません。人類の社会は大きく変わっていくでしょう。このローデスとて例外ではありません……わかりませんか？　あなたの時代はもう終わりつつあるのです。この変化の前に、あなたの言う正二位の位だの、権力争いだの、そんなものが何の意味を持つとお思いですか？　私が興味が無いと言ったのはそういう理由です。ではこれで失礼します」

　ドーダイは小さく一礼して感応端末を切った。




　執しつ務む机の前で小さくため息をついたドーダイを見て、メリーダウンは同情するように言った。

『ご苦労様でした』

「ああ、まったくご苦労だよ。それにしてもあいつらは本当に目の前にあるものが見えていないのだな……見えていても見えない振ふりをしているのかもしれんが……」

　バックサポートのついた椅い子すに背中をもたれかけさせて、そうつぶやいたドーダイを見て、メリーダウンが言った。

「あの……差し出がましいようですが、こちらで閣下の私信管理ファイルを確認させていただきましたところ、メール未処理欄らんに、宛あて先さき不明で返送になったものが何千通とございました。内容を確認いたしましたところすべて閣下が戦死者のご家族に宛あててお書きになったものばかりなのですが、もしかするとこれは閣下が個人でお出しになっている私信でございますか？」

「……ああ、そうだ。公式の戦死公報とは別に私が個人的に書いているものだ。執務時間が終わった後でな」

　メリーダウンは目を見開いた。

「それではお休みになる時間が全くないではありませんか！」

「誰だれになんと言われようとも私は手紙を書き続けるつもりだ……文案は自動書記プログラムが私の意志を読み取って打ってくれる。私は署名をするだけだ。人類のためにザナックスと戦って死んでいった者たちの成し遂とげたことに比べれば、私の背負う労務など実に小さな雑用に過ぎんのだ」

「しかし、その、お出しになったお手紙の四割が、宛先不明、つまり家族が所在不明ということなのですよ？……ローデスがザナックスの攻こう撃げきを受けたときに、ローデス軍に所属していた旧ローデス軍人の多くは、家族と離はなれ離ばなれになったまま戦せん闘とうを続行し、避ひ難なん民みんとなった家族がどこにいるのかわからぬまま、あのザナックス決戦に赴おもむいたものと思われます。

　志願兵の中にも、家族と死別し、たった一人で志願して戦死したものも少なくありません……閣下は貴重な自分の時間を削けずり、受け取るもののいない手紙を書いていらっしゃるのです。そのお仕事、私が代わりにやらせていただくわけには参りませんでしょうか？」

　ドーダイは小さく首を振った。

「戦死者の家族に宛てた手紙の中には、誰一人受け取るものがいないものが数多くある、ということは、私も知っている。だが、それは書かねばならないし、そして送り出さねばならんのだ。たとえ宛先に受け取るものが誰一人いなくとも、その手紙は一度この世に送り出されねばならんのだ。送り出され、世の人々に問われ、そして返ってきて初めて戦死者の記録として登録できるのだ。

　それが、死んでいった者たちに対する礼れい儀ぎであり、必要な手続きなのだ。

　我々は彼らに負ふ債さいを負っているのだ。より正しくより公平にこの世を動かし、より多くの人々を幸福にするという負債を……それは我々、生きて帰ってきた人間がやらねばならぬ義務なのだよ」

　メリーダウンはうなずいた。

「閣下のおっしゃることはよくわかります……でも、世の中にはそれをすべて無む駄だなことだと冷れい笑しようする人もいます。死んでしまった人間のことに予算を使うべきではない、と声こわ高だかに言う人も数多く存在します……さきほど閣下がお会いになった評議会議長はその筆頭ですわ」

　ドーダイは皮肉な微笑ほほえみを浮うかべた。

「やつらは、国家予算とは国民のために使うものではなく、国民のために働く自分たちが使うものだと思っている。問題は、自分たちが使うのと、自分たちのために使うのと、実に似通っていて傍はたで見ていると区別がつきにくいというところにあるのだがな」

　……官かん僚りようとか、政治家という連中には、予算は他人の金であるという感覚が無いのかもしれんな。

　予算とて無限ではない、もはやこのローデスに好き勝手に使えるほどの金は無い。戦死者の弔ちよう慰い金きんに補助金を乗せることすら難しいというのに……。

　そう考えたとき、ドーダイの脳のう裏りに一つの疑問が浮かんだ。

　……そういえば、戦死公報を受け取るものがいない戦死者の遺族年金や弔慰金はどうなっているのだ？　広報を受け取るものがいないということは、それらの金を受け取る人間すらいないということではないのか？

　ドーダイは顔を上げた。

「メリーダウン！　調べてくれんか？　受け取り手のいない戦死者の弔慰金や遺族年金は誰が管理しているのだ？　以前ならば、その金は国庫に戻もどり、一いつ般ぱん会計の雑収入として処理されていたはずだが、自治政府となってから、そのシステムがどうなったのか、私は把は握あくしていなかった……かなりの額になっているはずだが……」

「かしこまりました、至急確かく認にんいたします」

　メリーダウンはそう答えると、両手の指先を情報管理用の感応端たん末まつに触ふれて、データベース処理を開始した。




　五分後、メリーダウンが示したデータを見たドーダイは絶句した。

　それは「ローデス軍人遺族聖職者連合」という聞いたことも無い組織の存在だった。

　この組織はローデス教の上層部が名を連ねる法人団体の一種で、縁えん者じやのいない、要するに無む縁えん仏ぼとけとなった戦死者の死後の祭さい祀しを行うことを目的に作られたものだった。

　年に数回、身寄りの無い戦死者の霊れいを慰なぐさめる慰い霊れいの祭祀を行っているが、その行事は実に簡素で形式的なものだった。

　しかし、この団体は、その祭祀と引き換かえに、縁者のいない戦死者の弔慰金や遺族年金を全額受け取るということになっていた。

　ザナックス決戦の戦死者の数から想定されるその額は、途と方ほうも無い数字になると思われる。

　この団体の幹部が、権力闘とう争そうに明け暮れる評議会のメンバーであることを知ったドーダイは、思わず人前ではまず使わない実に下品な呪じゆ詛その言葉を口にした。

　その言葉を横で聞いていたメリーダウンが思わず息を吞のんだのに気がついたドーダイはあわてて頭を下げた。

「あ、いや、女性の前で口にするような言葉ではなかった、悪かった」

　メリーダウンは笑った。

「あ、いえ、気になさらないで下さい。私だって同じような言葉を言いたくなりましたわ。これを知ったとき……」

　そして、メリーダウンは真面目まじめな顔になって頭を下げた。

「……私を人間の女性と同じように扱あつかって戴いただけて、光栄です、閣下」

「人間も電子人格も変わらんよ、君は女性だ。そして私は女性を尊敬しておる。それだけのことだよ……」

　ドーダイはそう言うと、メリーダウンの前にある入力画面を指差した。

「帝てい国こく評議会に向けて大至急文書を作成してもらいたい。すべての軍人……旧帝国軍、旧ローデス軍という分類をなくし、人類統合軍として戦う軍人の年金および弔慰金の取り扱いを、人類統合軍総務部に一本化して移管する、という起案文書だ。

　このローデスの弔慰金と遺族年金の管理のデタラメさを広くアピールし、弔慰金と遺族年金の管理権をローデス自治政府から取り上げねばならん。

　そうでなければ、死んでいった者、そして後に残された家族の双そう方ほうが不幸になるばかりだ。

　……抵てい抗こうは激しいだろう。既き得とく権……特に金を取り上げられることに対する抵抗は想像を絶するものがあるだろう。だが、それはやらねばならん！　それが私が背負った負債の一つだ」

　メリーダウンはにっこり笑った。

「かしこまりました。全力をあげてお手伝いします」

　それは、いわば余分な仕事だった。

　本来処理しなければならない決裁事じ項こうが山のように持ち込まれている現状に、さらにその仕事を抱かかえ込むことは、ドーダイの睡すい眠みん時間や休きゆう憩けい時間がさらに減るということを意味していた。

　ただ黙もく々もくと執しつ務むを続けるドーダイを見てメリーダウンは想おもった。

　……電子人格の私は寝ねることも休むことも無く働くことができる。だから、この人が寝ているときでも私は働ける。

　私は一いつ介かいの事務処理用電子人格に過ぎないけれど、でも、できることは何でもやろう。

　この人がやろうとしていることはそれだけの価値があるんだ。

　そしてそれをやろうとしているこの人にも同じだけの価値がある。




　新たな仕事を処理している間にも次々に案件や決裁がドーダイの下もとに飛び込んできた。

　目の回るような忙いそがしさの中で、ドーダイと秘書官とそしてメリーダウンはそれらの事務処理を確実にこなしていった。

　そして、執務時間が終わろうとしたときドーダイは大きく背せ伸のびをして言った。

「やれやれ、長い一日がやっと終わるな……」

「ええ、そうですね」

　メリーダウンは、そう言ってドーダイの横顔を眺ながめた。

　……執務時間は終わるけれど、閣下の仕事は終わらないのですね。

　また、あの狭せまい仮か眠みん室しつでレトルトの戦せん闘とう食を食べて、狭いベッドで眠ねむるという夜が待っているのですね。

「私の顔に何かついてるかね？」

　怪け訝げんそうな顔をして聞いたドーダイを見て、メリーダウンはあわてて首を振ふった。

「あ、いえ、何でもありません。ただ、閣下もたまには家に帰ってのんびりした方がよろしいのではないかと考えていただけですわ」

　ドーダイは笑った。

「立ち入ったことをお聞きするようですけど……ご結けつ婚こんなさろうとは思わなかったのですか？」

「まあ別に立ち入られても困るものではないが……そうだな、この歳としまで生きてきたのだから、好きになったり、結婚を考えた女性の一人や二人はいたことは事実だ。

　だが……仕事に追われているうちにいつの間にか疎そ遠えんになったり……私なんかにはとうてい手の届かぬ才さい媛えんで高たか嶺ねの花だったり……まあそういうわけだ、要するに縁えんがなかったのだろう。この歳になると、一人暮らしもそう捨てたものでは無いという気になるな……」

「だれかいい人がいらっしゃればいいのですけど」

「電子人格の君に心配されるというのも、なんとなく妙みような気分だな」

　メリーダウンはあわてて頭を下げた。

「差し出がましい口を利きいて申し訳ありませんでした！」

「いや、別にかまわんよ。慣れている」

　もう一度済まなそうに頭を下げた後で、メリーダウンは汎はん用よう端たん末まつに向き直った。

　そして一日の仕事の締しめくくりである事務処理記録を作り、それを週間の処理済案件一覧表に入力しようとしたとき、彼女はその中にある一つの未処理メッセージに気がついた。

　それは本日の受理項こう目もくの中ではなく、昨日の処理項目の中に入っていた案件だった。

「閣下……昨晩の当直勤務員からの引ひき継つぎ事項が一件未処理のようです」

「うん？　どの案件だ？」

「こちらです……閣下に面会者が来ているという件ですが……」

　ドーダイは、全身から冷ひや汗あせが噴ふき出すのがわかった。

「しまった！　執務時間前だったから今日の予定に入っていなかったのか！　大至急連れん絡らくを取ってくれ！」

「かしこまりました！」

　あわてて通信端末に飛びついたメリーダウンと机の上の時計を見て、ドーダイは歯は嚙がみするように言った。

「ああ、くそ！　すっかり忘れていた。取り返しのつかぬことをしてしまった……これほど長い間放置されたのでは、さぞかし怒おこって帰られてしまっただろう……こちらから謝罪したい、連絡先はわかるかね？」

　通信端末で事務管理部門と連絡を取っていたメリーダウンが顔を上げた。

「閣下……その件ですが……」

「おお、連絡先がわかったのか？」

　メリーダウンは首を振った。

「いえ……面会の方は……まだお待ちのようです……」

「なんだと？」

　ドーダイは、もう一度時計を見た。

　朝、面会の客が来てから、十時間が経過しようとしていた。




　……きっとさぞかし怒っているに違ちがいない。

　私の不実さを糾きゆう弾だんし、軽かろんじられた怒いかりを私にぶつけるために、今まで残っていたのだろう。

　だが、全責任は私にある。たとえ何と言われても私はその言葉を甘んじて受け取ろう。

　私にできることは心から謝罪することだけだ。

　ドーダイはそう心に念じながら、面会者が待っている控ひかえ室のドアを開けた。

「失礼します！　誠に申し訳ない！」

　ドアを開け、そう言って頭を下げたドーダイの耳に飛び込んできたのは、落ち着いた大人の女性の声だった。

「提てい督とく。頭をお上げになって下さい」

　……この声は？

　あわてて頭を上げたドーダイの前に立っていたのは、微笑ほほえむステラ博士だった。

　長い間待たされ放置されていたことを怒るどころか、仕事場に押しかけ、邪じや魔まをしたことを恥はじるかのようにその長いまつげを伏ふせてステラは静かに言った。

「謝らねばならないのは私の方です。思い立ったが吉きち日じつでご予定も何も伺うかがわずに、いきなり押しかけてしまいました……私の中にこれほどまでの想おもいがあったことに我ながら驚おどろいております」

　恥ずかしげに頰ほおを染めるステラの色白で美しく整った鼻先と、薄うす桃もも色いろの唇くちびるは、少女のようにも見えた。

　……いつ見ても美しい方だ。

　闘たたかいに明け暮れた日々の中で、この人を見ることだけが楽しみで、そして幸せだった。

　生きて還かえったことを……そしてこの方を生きて帰すことができたことを私は神に感謝したい。

　ドーダイは大きく息を吐はくと、静かに聞いた。

「ステラ博士殿、私にどのようなご用件が？」

　ステラは少し上気したような顔のまま微笑んだ。

「あなたにお話があります……それと、私を呼ぶときに、博士とか、殿などという肩かた書がきをつけるのはおやめになっていただけませんか？」




　ドーダイの一日は、まだ終わってはいなかった。
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「料理対決だって？」

　マシューからその言葉を聞いたマイドは、訓練用水中作業艇ていの中で思わず大声を上げてしまった。

『りょうりたいけつだってぇ？　たいけつだってぇだってぇってぇえぇぇぇ！』

　聴ちよう音おんレベルを越こえた自分の音声が、耳の中に挿そう入にゆうされているフィードバックスピーカーの中でハウリングを起こし、何重にも重なって響ひびいた。

「バカだなあ、水中作業艇の中で大声出すヤツがいるもんか」

「それはわかってるけど……あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない話だから、びっくりしたんだ」

　マイドは隣となりに浮うかんでいる訓練用作業服に乗ったマシューに向かって弁解するように答えると、自分の背中に取り付けられている推進機のスイッチを入れた。

　ハイドロジェットモーターが稼か動どうし、作業艇はすべるように海の中を進み始めた。

　後方に長ちよう距きよ離り移動用の大型推進機を取り付けた作業艇のシルエットは、作業艇と言うよりも、小型の潜せん水すい艦かんを連想させる。

　マイドの作業艇の後流を避よけるように右みぎ斜ななめ後ろについて進み始めた作業艇の中で、マシューが半分笑いながら言った。

「さっきマイドが情報途と絶ぜつ環かん境きようの個人訓練課程をやっているときにケルプから隊内通信が入ったんだ」

　……料理対決って何のことだろう？

　そう考えて海面を見上げたマイドの上を、群れをなして泳ぐ銀色の無数の魚が横切っていく。

　……あの魚は、確かギンイロセナガマグロとかいう種類の回遊魚だな。

　ここから見ると小さく見えるけど、あいつは確か体長二メートルぐらいあるんだよな。

　流星のような速度でマイドの頭の上を通り過ぎていく銀色の流線型の集団は、マイドに帝てい星せいの衛星軌き道どうに配置された親衛隊の艦隊を思い起こさせた。

　ぼんやりと魚の群れを見ていたマイドのインカムの中でマシューが話していた。

「そういえばこの水中訓練課程のスケジュール表の最終日に、惑わく星せいアクアスの住民と交流を深めるパーティが開かい催さいされるって書いてあったけどそれかな？」

「さあ？　なんかよくわかんないけど、この訓練が終わって基地に帰ったら、教官から話があるんじゃないかな？」

　マイドたち帝てい国こく士官学校の士官候補生は、今、練習巡じゆん航こう艦かん「ライムティン」に乗り込んで様々なタイプの惑星を巡めぐり、そこで訓練を行う練習航海プログラムの真っ最中だった。

　この惑星アクアスは惑星表面の九十パーセントが海という海洋惑星であり、マイドたちはこの惑星で水中活動に関しての基本的知識と各種機器の操作を習得することになっていた。

　この惑星の海底には重水素の生産プラントがいくつも建設されており、そのプラントに勤務する幹部が住むための住宅や、海洋レジャーを楽しむ人が宿しゆく泊はくするホテルなどが、海洋上に浮かぶ巨きよ大だいな人工島の上に作られている。

　もっとも、その島に暮らせるのはホテルの宿泊代並みの家賃を支し払はらうことのできる裕ゆう福ふくな人間だけであり、惑星の総人口二千万の住民の八割は、海底に作られた生産プラントに隣りん接せつするこの水中ドームシティに暮らしている。

　マイドたちの宿舎となっている帝国軍の訓練施し設せつもまた、その海底のドームの中にあった。

「違ちがいないや……早く帰って教官から教えてもらうとするか」

　そう言ってマシューが笑ったとき、マイドの目の前がぼんやりと明るくなってきた。

　無数の白いプランクトンが漂ただよう白く濁にごった海水の中に、いくつもの作業灯の輝かがやきが見えてきた。

　海底に灯ともるその無数の灯あかりは霧きりの中に浮かぶ街灯のように見えた。

　作業艇が近づくにつれて、その街灯の後ろにある濁りの中から、巨大な銀色の半球形のドームがいくつも浮き出るように姿を現して来た。

「やっとドームが見えてきたな」

「ああ、水中って宇宙空間に似ているけど、前進するのに抵てい抗こうがあるってのは、どうにも慣れないな」




　軍用施設のドックに接岸した水中作業艇から降り立ったマイドとマシューは出で迎むかえていた二人の教官の前に立つと敬礼した。

「申告します！　帝国士官学校士官候補生マイド・ガーナッシュ及およびマシュー・ティザーの二名は単独水中作業、及び情報途絶環境の個人訓練課程を終しゆう了りよういたしました」

　教官は答礼すると小さくうなずいた。

「訓練状じよう況きよう、及び作業進しん捗ちよく状況についてはこちらでモニターしていたが……二人とも致ち命めい的なミスを犯おかすこともなく無事に訓練課程を終了した。今のところ諸君らの分隊に対する罰ばつ直ちよくポイントは皆かい無むである……実に珍めずらしいことに」

　そして教官は、にやっと笑って付け足した。

「つまり諸君らに居残りの作業を命じる理由はない。作業艇の基本整備及び船内の清せい掃そうが終わり次し第だい、各自宿舎に戻もどってよろしい……消灯時間までは自由時間である」

　マイドとマシューがほっとしたように顔を見合わせたのを見て、小さくうなずいた後で教官が言った。

「訓練課程中の時間が自由時間になるようなことはめったに無い。堂々と羽根を伸のばしていいぞ……それと、帝国軍の教養課から珍しい指示が来ている。

　諸君らも知ってのとおり、このアクアスにおける訓練最終日に、士官学校主しゆ催さいによる親しん睦ぼくパーティが行われる。

　このパーティは海上の人工島に作られたセレモニーホールのバンケットルームで開かれる立食パーティ形式で行われる公式のレセプションである。

　この惑星アクアスの総そう督とくをはじめとする要人と惑星住民の代表者約二百名を招き、士官学校の生徒がホスト役を演ずるのだ……」

　教官はそこで言葉を切ると、マイドの顔を見て、面おも白しろそうに言った。

「士官学校の生徒がやるのはホスト役だけではない。この親睦パーティの企き画かくと運営もまた士官学校の生徒が行うのだ。

　この練習航海における訓練成績優ゆう秀しゆうなる分隊が選出され、その分隊がすべてを取り仕切る。会計課に対する予算要求、見積もりの作成、関係各機関への事前の根回し。料理と飲み物の手配。出席する来らい賓ひんの送そう迎げいの準備と手配。いわゆるイベント業者がやるようなことを全部自分たちでやらねばならんのだ……実に大変な仕事だが、これは士官学校の歴史に残る名めい誉よでもある。そしてその名誉ある分隊にマイド候補生以下の第二十八分隊が選ばれた」

　マイドとマシューが顔を見合わせて笑うのを見て、満足そうにうなずいた教官は、ちょっと怪け訝げんな顔になって付け加えた。

「……ところがだ、今年はなぜか教養課の方から違う通達が来ている。このパーティを取り仕切る分隊としてアリクレスト候補生の分隊を追加せよ、というものだ。つまり諸君らの分隊とアリクレストの分隊とで、同じ会場を二分して別々に来賓をもてなすということらしい……異例と言うかなんと言うか。こんなことは士官学校の記録にはないことなのだが、まあ上からの指示には従うしかないのだが……」

　マイドが小さく手を挙げた。

「質問があります……よろしいでしょうか？」

「何かね？　マイド候補生」

「その……パーティの件ですが、どちらのもてなしが良いか、という採点基準のようなものはあるのでしょうか？」

　教官は目を見開いた。

「採点？　いや、特にそのような指示はないが……言われてみれば確かにこれは二つの分隊を競きそわせているようにも思える命令だな……だが、そう気にすることはない。要は親睦パーティの来賓に楽しんでもらうことを考えればいいだけのことだ。

　なお、パーティは一週間後の土曜日の夕刻に開かれる。従って諸君らの分隊は前日の金曜日の訓練を免めん除じよする。要するに準備に専念しろと言うことだ。パーティに関する諸費用は会計に聞くように……以上だ！」

　マイドとマシューはあわてて敬礼した。




　訓練用水中作業艇ていの運航記録簿ぼと、運航後点検チェックリストを作成し、船内をクリーナーで掃そう除じし終わったマイドたちが宿舎に戻ると、そこではケルプやワンタ、アレフといった「でたまか分隊」の他ほかのメンバーたちが、わいわい騒さわいでいる真っ最中だった。

「パーティってどんなことやればいいんだ？　公式パーティなんか出たこともないぜ」

「みんなでお菓か子しとか持ち寄って輪になって騒ぐのはパーティじゃないのか？」

「それは宴えん会かいとか打ち上げだ馬ば鹿か。思いっきり譲じよう歩ほしてホームパーティというところだな」

「そういえば、子供の頃ころ、誕生日に友達集めてケーキ食ってゲームやって遊んだことがあるけど、パーティって聞いてもそれしか思い浮うかばないぞ、俺」

「うわ、まいった、誰だれも公式パーティってものを知らないのかよ。いやだなあ貧びん乏ぼう人にんは。俺を含ふくめて」

「……例のパーティの話かい？」

　そう言って部屋に入ったマイドは制服の上着だけを脱ぬいでクローゼットにかけると、ズボンとシャツだけになって、分隊の供用スペースにある小さな事務机の前にある椅い子すに後ろ向きに座って分隊の仲間たちを見回した。

　わいわい騒いでいた仲間たちが静かになる。

「僕は、さっき、基地の端たん末まつからこの親睦パーティの詳しよう細さいな記録を照会してみた……こういった行事ってのは毎年恒こう例れいで開かれているから、とりあえず前例を調べれば、何をやればいいのかおおよその見当はつくんだ。

　前例踏とう襲しゆうってのは、諸悪の根源みたいに言う人もいるけど、前例踏襲から一歩も出ないことが悪いんであって、先人の知ち恵えに学ぶのは別に悪いことじゃない。

　パーティの会場のセッティングや飾かざりつけ、招待状の印刷、その一いつ切さい合がつ財さいはいわゆるイベント業者に委い託たくしても構わない。と言うか今まで過去の先せん輩ぱいたちは全部そうしている。

　僕たちがやるのは、名めい簿ぼの作成と、そして料理の選定だ。料理もプロに任せればいい。僕たちが包丁持って調理をするわけじゃないから安心してくれ」

　マイドの言葉を聞いた仲間たちがほっとしたように互たがいの顔を見合わせた。

「いやあ、良かった、パーティを仕切ると聞いたから、何から何まで全部やらなくちゃいけないのかと思ってた」

「考えてみればド素人しろうとにそんなことさせるわけがないよな」

　がやがやと言い合う仲間たちを見回して、マイドは言葉を継ついだ。

「……そして、一連の段取りの記録を見ていて気がついたことがある。

　これは、れっきとした審しん査さなんだ。これをきちんとやれるかどうかで、その人間の基本能力が試ためされる。いくら訓練をそつなくこなしても、それはいわば言われたことをきちんとやっただけに過ぎない。

　でもこれは、自分で今、何をすればいいのかを考えることのできる人間じゃなけりゃ務まらない。誰かから指示されるのを待って、ぼんやりしているような指示待ち人間には到とう底ていこなせる仕事じゃない。

　教官は採点などしないと言ったが、あれはウソだ。

　確かに僕たちとアリクレストのパーティの優ゆう劣れつを採点することは無いだろう、でもパーティを仕切ることができるかどうか、それはきっと人物査定に大きく関かかわってくるに違ちがいない。

　……ってことは、つまり。失敗は許されないってことなんだ」

　マイドがそう言ってうなずいたその頃。




　マイドたちのいる宿舎とは別べつ棟むねのアリクレスト分隊の宿舎では、アリクレストの一の子分であるマハラニが、自分の仲間たちに向かって熱弁を振ふるっていた。

「……つまり失敗は許されないってことなんだ！　問題は、この練習航海の訓練課程の成績じゃない、そういった点数の数字はいくらでも後から細工ができる。問題は総合査定の結果、つまり教官どもの印象なんだ！

　この査定レポートには手が出せない。そしてこのレポートの内容は軍人として帝てい国こく軍に籍せきを置いている限りついて回るんだ」

　門もん閥ばつ貴族の息子むすこの一人が、そのにきび面づらを歪ゆがめて言った。

「でもよマハラニ、それなら俺たちだけでパーティ仕切ればいいじゃんか、なんであのマイドたちにもパーティ仕切らせるんだ？」

「パーティを仕切るのは、この練習航海の訓練課程で最も成績優ゆう秀しゆうな分隊と決まっているからだよ！　俺たちのやるべき仕事にあいつらを入れるんじゃない、あいつらのやるべき仕事に俺たちが割り込んだようなものなんだ……忌いま々いましいことに。

　俺たちがやった訓練課程のミスは本来なら減点だが、それを無かったことにすることはできる。そう考えれば、俺たちもやつらも同じ位置にいる。

　問題は加点部分だ。いわゆる点数に表れない素行や善行などを評価する査定部分で我々はやつらに……特にあのマイドに大きく引き離はなされているんだ」

　マハラニの言葉を黙だまって聞いていたアリクレストが言葉を挟はさんだ。

「ここに来る前に遭そう遇ぐうしたあの宇宙海かい賊ぞくとの戦せん闘とうのときに、背を向けて逃にげろと主張した軍人と、独断専行で艦かんを救うために動いた軍人と、評価が違うのは当たり前だからな」

　アリクレストの仲間たちは互いにばつが悪そうな顔を見合わせたが、その中の一人が不満そうに言った。

「でもよ、アリクレスト。あのマイドが艦を救ったってことは公式記録には残ってないんだぜ。公式に認められてない事実が評価の対象になるのかよ」

「公式に認められないからこそ、教官どもは査定という部分でマイドに加点するのだ。表ひよう彰しようも褒ほう章しようも与あたえられないその代だい償しようとしてな……」

　アリクレストの言葉をマハラニが引き取った。

「つまり、我々がこの帝国士官学校の首席分隊として栄えい誉よの殿でん堂どうに記録されるためには、やつらと、あらゆる面で対決し、優劣を際きわ立だたせねばならないということだ。

　このパーティで俺たちに好印象を持たせる。それは必要かつ重要なことなんだ！　だから失敗は許されないんだ……」

　そしてマハラニは、にやっと笑った。

「俺たちは、物心ついた頃ころから、一流の店で、一流の料理人の作った料理を味わってきたんだ。貧びん乏ぼう貴族と平民の小こ倅せがれどもがいくら背せ伸のびをしても我々の足元にも及およぶものか。食材だって料理人だって、いくらでも呼び寄せることができる。この惑わく星せいアクアスの田舎いなか総そう督とく連中が、あっと驚おどろくような山海の珍ちん味みをパーティに並べてやるぜ！」

　その言葉を聞いたアリクレストの仲間の一人が面おも白しろそうに笑って言った。

「マハラニが選んだ料理を公表して、やつらに揺ゆさぶりをかけるってのはどうだ？　自分たちには絶対手が出ない、見たことも無いような豪ごう華かな料理の名前とかを並べられたら、やつら戦意喪そう失しつして、メインディッシュをあきらめちまうかもしれないぞ」

　まわりにいた連中が笑いながらうなずいた。

「メインディッシュをあきらめたらどうなるんだ？」

「そりゃあお前、ポテトチップとコーラだけしか並べないってことさ、あいつら貧乏人どもにはそれくらいのことしかできないからな」

「そうそう、あとはその辺の安スーパーで買ってきた、バターピーナツとか乾ひ物ものとか」

「イブニングドレス着た淑しゆく女じよとタキシードの紳しん士しが皿の上のバターピーナッツを神しん妙みような顔で食っているパーティって見てみたいぜ」

　声を上げて笑う仲間たちを、冷ややかな目で見つめてアリクレストが言った。

「まあ、適当にやっておけ、だが、私に恥はじをかかせるなよ」

「安心しろよアリクレスト、俺に作戦があるんだ。君は大船に乗ったつもりで、どんと構えてくれればいい」

　マハラニはそう言って狡こう猾かつそうな微笑ほほえみを浮うかべた。




　パーティメニューを公開する、というマハラニたちの作戦は、それなりに効果があった。

「アジローネフォアグラとアストラギウスビーフのミルフィーユ仕立てソテー、レギソロールソースがけ……って、どんな料理か知ってるか？」

　手に持ったメモをハリーが読み上げると、汎はん用よう端たん末まつで食材の仕入先を調べていたリュウホウが答えた。

「ああ、あれか。アジローネフォアグラってのは、とろけるくらいの脂肪あぶらののったフォアグラで、アストラギウスビーフってのは、脂肪はあまり無いが、肉のうまみが凝ぎよう縮しゆくされたような赤身をもっている牛肉だな。ミルフィーユ仕立てってのはそのフォアグラとビーフを薄うす切ぎりにして何枚も重ねてソテーしたヤツだな。レギソロールってのは、ちょっとネギっぽい上品なハーブだ。それを使ったソースが、かかっているんだろうな」

　さらっと答えたリュウホウを見てハリーは目を丸くした。

「すげえ！　リュウホウ、お前食ったことあるのか？」

「いや、食ったことも見たこともない。ただ、俺の家はチャイナタウンの食料品店やってたからね、食材に関しての知識だけはあるのさ。今のは俺が食材の名前から想像した料理さ……それにしてもマハラニの野や郎ろう、得意げにパーティメニューなんか公表しやがって、よほど自信があるんだろうな」

　来らい賓ひんのリストを作成していたケルプがぼやいた。

「あいつらは、食材も料理人も全部呼び寄せて自腹でやるつもりらしいな。予算なんか使わないのなら、全部こっちに回してくれればいいのによ。それに、こういった雑用なんかも全部侍じ従じゆうとかが作業して、お坊ぼつちゃまにお届けしているみたいだし……やつら、ヒマをもてあましているんじゃねえのか？」

「まあまあ、ケルプ、そうぼやくなよ。僕だって、士官学校の宿舎にリンクしてヴァルゲインに色々な雑用を頼たのんでいるわけだし、なんだかんだ言っても君がやっている招待客リストとかはあいつらと折半で処理してるわけで、その分僕たちの仕事も少なくなっているんだから感謝しなくっちゃ」

　マイドの言葉を聞いたケルプは口をへの字に曲げてつぶやいた。

「感謝ねえ……あいつらに感謝する気分になるには、ずいぶんと広い心が必要だな」

「それはそれ、これはこれ、ってことさ。目的を達成することが一番大事なことであって、個人的な感情は後回しってことだよ……難しいことだけどね、それができないと結局は大物にはなれないって言うぜ」

「大物かあ……俺、そんな大物になんかならなくたっていいや、大物になるのはマイド、お前に任せた」

「任せられてもなあ……」

　マイドがそう言って困ったように右手の人差し指で耳の上を搔かいたとき、部屋のドアを開けて、アレフが帰ってきた。

「ほい、ただいま。市場の下調べやってきましたでぇ」

「ああ、おかえり。どうだった？」

「ええ、それでんがな。ちょいと街で面おも白しろいもの見つけましたんで買こうて来ました」

　アレフがそう言いながら机の上に置いた買い物袋ぶくろをガサガサ開け始めると、部屋の中に揚あげ物もの特有の実に香こうばしい匂においが漂ただよい始めた。

　二段ベッドの上や自習室の机の上で雑用をやっていたでたまか分隊のメンバーがわらわらとアレフの周りに集まってきた。

「なんだよおい、ずいぶんと美味うまそうな匂いさせているじゃないか、一体何を買ってきたんだ？」

「こいつは……コロッケ、でもないなメンチカツでもない。どっちかというとフィッシュ＆チップスみたいな感じだな」

「さすがはリュウホウさんでんな、ニアピン賞でっせ。まあ食べて当ててみなはれ」

　アレフはそう言うと、買い物袋の中から、細長い唐から揚あげが一いつ杯ぱい入っているパックを取り出して、仲間に差し出した。

　アレフを取り囲んだ分隊員……マイドやケルプたちは我先に手を出してそのパックの中に入っている揚げ物をつまんで口に放ほうり込んだ。

　マイドの口に最初に広がったのは、周りについている唐揚げ粉特有の香こう辛しん料りようの香かおりと香ばしい揚げ油の風味だった。そしてその中に混じる魚の風味。

　二、三回嚙かむと、実に弾だん力りよくのある歯ごたえが返って来る。そしてそれと同時に中から魚の旨うまみを凝縮したような味が広がり、口の中で唐揚げの衣ころものサクサク感と一いつ緒しよに細かく砕くだけていくのがわかる。

　それは、白身魚のフライによく似ていた。しかし、風味も歯ごたえも魚肉の数倍の濃こさがある。その濃さが、唐揚げ粉の中に含ふくまれている香辛料と調味料に負けていないのだ。

　口の中で互ご角かくに殴なぐり合って勝負し、そして最後に仲良くなって口というリングを降りて喉のどからお腹なかの中に降りていく。そんなイメージがマイドの脳内に浮うかんだ。

「うめえ！　なんだこれ？」

「あ、ホントだ、めちゃくちゃ美味い！　ポテトチップなんか目じゃないぞ！」

「俺、魚ってあんまり好きじゃなかったけどこれなら好きになれるぜ！」

　寡か黙もくでめったに口を開かなかったラインアートも、珍めずらしく興奮したように言った。

「これは美味い！」

　マイドは小さくうなずいてアレフに聞いた。

「これは……魚の皮だね、それを唐揚げにしたものだ。そうだろう？」

「さすがはマイドや、そのとおり。ギンイロセナガマグロっちゅう名前の魚の皮を細長く切って唐揚げにしたものや」

「へえ、魚の皮って、もっと生なま臭ぐさいシロモノかと思ってたぜ」

　感心するように言ったケルプに、リュウホウがうなずいた。

「うん、魚の中にはもっと生臭くて、とても食べられない皮をもった魚もいるんだ。これだけ皮が美味おいしい魚って珍しいね。それにきっと材料が新しん鮮せんなんだ。魚の脂あぶらって古くなると特有の匂いがするけどこれにはそういった匂いがない」

　分ぶん析せきしてみせたリュウホウにハリーが言った。

「お前さあ、いつも宿舎の備え付けの自動調理器にちょこちょこレシピ入力して、いろんなもの作ってるじゃん、これのレシピ聞いてきて作ってくれよ」

　リュウホウはうなずいた。

「うーん、たしかにこれなら俺のレシピ集に入れるだけの価値はあるけど……問題は材料だ。あの自動調理器ってのは、作りたいものを入力すれば冷蔵庫にあるものを使ってその料理を作ってくれる優すぐれものだけど、それに合った材料が手に入らなければ無理なんだ。それでも作れと命令すれば、似たようなものは作るけど、結果は悲ひ惨さんなことになる。

　この魚の皮の唐揚げだって、そのギンイロセナガマグロとかいう魚の皮だから、これだけの味が出せるんだ。他ほかの魚の皮使って作っても、きっとこれほど美味しくないと思うな」

　ハリーは残念そうにつぶやいた。

「そうか、やっぱり素材がなけりゃうまくいかないんだな」

　マシューが笑いながら言った。

「そりゃそうだ、自動調理器は魔ま法ほうの箱じゃない。さっきハリーが読み上げていたナントカフォアグラのミルフィーユ仕立てのなんたらかんたら、ってのが食べたいと入力しても、材料がなけりゃ無理に決まってる……」

　わいのわいの言いながら魚の皮の唐揚げをつまんで盛り上がっている仲間を見て満足そうに笑った後で、アレフが眉まゆをひそめてマイドに言った。

「そう言えばマイドはん。市場の品物を見てきましたけどな、やっぱり海洋惑わく星せいだけあって海産物は豊富でんな。ただ問題は肉と果物くだものでんね、肉も果物も培ばい養ようされたもの以外は全部輸入にたよっとるそうで、特に果物は目が飛び出るくらいの値段がついとります。手が出せるのは、みんなバイオ培養したものばかりでっせ」

　マイドは考え込んだ。

「そうか、見積もりの中のデザートとかが馬ば鹿か高いのは、別に出入りのレストラン業者のせいじゃなかったんだ」

「ええ、あの市場の値段から見たら、あの見積もりの値段は結構良心的な方でっせ……まあそれでも結構利益分乗せとるように見えますけどな」

「利益分か……」

　マイドは考え込んだ。

　今回マイドたちが任された親しん睦ぼくパーティは、イベント専門業者に予算の見積もりを出させて、条件をつき合わせて検討し、決定した後は、すべてその業者に丸投げして予算から代金を支し払はらって終わり、となるのが恒こう例れいだった。

　しかし、マイドたちの場合、二つの分隊がパーティを担当するということから予算が減らされており、出せる料理の内容がかなり貧ひん相そうになってしまうのだ。

　考え込んでいるマイドをよそに、「でたまか分隊」の面々は魚の皮の唐から揚あげを話題にして盛り上がっていた。

「やっぱり美味うまいものってのは、外見とかイメージとかがあるんじゃないの？　ほら、目とかブランドでごまかされるってあるじゃん」

「いやいや、やっぱり、こう外見というか、ケレン味というか、見み栄ばえで納なつ得とくさせるのも料理のうちじゃないかなあ？

　この魚の皮の唐揚げだって、こんなパックに入れないでちゃんと皿に盛って、ライムでも搾しぼって付け合わせの野菜と一いつ緒しよに出てみろよ、それなりの一品に見えるぜ」

「そりゃあ、こいつが元々美味いからだよ。俺が言いたいのは、不味まずいものの見てくれだけカッコ良くしたものでも、見た目と値段にごまかされて。これは高価だから美味いと思い込むって部分があるんじゃないかってことさ。人間って意外とイメージと値段で味を決めているぜ。アレフ、この唐揚げいくらだった？」

　アレフが口にした値段を聞いたとき、その場にいた全員が感かん嘆たんの声を上げた。

「そりゃあ安いなあ、アレフが買ってくる物だから高くはないと思ったけど……」

　アレフは自じ慢まんげに胸を張った。

「へへへ、いい買い物でっしゃろ？　これは市場の端はじっこにある小さな惣そう菜ざい屋やで買こうたんやけどな。見とったら、お客さんが引きも切れへんのですわ、次から次に来よる。

　店は小さいけど活気があって、なんちゅうても店のオヤジさんが生き生きしとる。なんというかこう、自信に満ち溢あふれて正々堂々と実直な商売しとる顔やったんで、ここの店の品物ならいけるやろう、と思ってお勧すすめ聞いたら、店の人やのうてお客さんのおばはんが教えてくれた。兄ちゃん、よそ者か？　だったらこれ買うてみい、安くて美味いでぇ！　って言うんで買うてきたんや、どうでっか？　実直な美味さがあるでっしゃろ？」

　アレフの話を聞いていたケルプが笑った。

「実直な美味さか……そう言われて見ると、なんとなくわかるような気がするな。ケレン味とか見てくれとかを気にしないで作られた美味いものって、食ったときになんというか、こう……しみじみ美味いんだよな」

　汎はん用よう端たん末まつの前で仲間たちの会話を聞いていたマイドは、はっと何かに思い当たったような顔になると、パーティの料理を請うけ負った業者が出してきた見積もりの詳しよう細さいを画面に呼び出した。

　そして、その中にある料理の献こん立だてを見て、マイドは小さくうなずいた。

　……ここに並んでいる料理は、その、味じゃなくて見てくれと値段だけで勝負している料理たちだ。

　いわゆる出来合いの、どこにでも並んでいる素材を使って、見てくれを飾かざったようなものばかりだ。

　この惑星で手に入る新しん鮮せんな材料なんか一つもない。きっと肉もバターも、どこか遠くの星系で作られて輸入されている大量生産品を使っているのだろう。

　マイドはアレフに聞いた。

「ねえ、アレフ。市場では魚ぎよ介かい類が安くて豊富に売られているって言ったよね」

「ああ、さすがは海洋惑星や、なんや、こう、見たこともない魚やらカニやらエビやらが、ほんま、ぎょうさん山のように売られとりました。それがまた飛び切り安いねん。重水プラントだけやなしに、水産物加工会社作って他ほかの星系に輸出したらきっと儲もうかるやろうなあ、って市場で話したら、それはわかっとるねん、そやけどタンホイザーゲートの容量が小そうて、ギリギリの運用をやっとるさかい、他の星系に品を送り出せんのや、という返事でおました。

　この惑星のタンホイザーゲートは、通常型より一回り小さい鉱物資源用のゲートを使っとるそうで……プラントで生産された重水素を輸出することだけしか考えてなかったんでっしゃろな。観光客とか従業員とかの家族が増えることを考えずに、インフラに初期投資するのをケチったツケが回って来とるんですわ」

「そうなのか……」

　マイドは小さくうなずいた後でそこにいる仲間たちに向かって言った。

「今度のパーティの料理のメインはシーフードでいこうと思うんだが、どうかな？」

「シーフードぉ？」

　ケルプがきょとんとした顔で言った。

「だって、マイド、来らい賓ひんは全部この星の人だぜ？　シーフードなんか食べ飽あきてるだろう」

「いや、来賓の経歴を調べてみたんだ。主賓の総そう督とく以下、プラントの責任者とかの主だった人はみんな帝てい星せいとか他の星の出身者ばかりなんだ。この星で生まれて育った人はほとんどいない。

　……このパーティは、もしかしたら、政府の中央とか会社の本社とかのある場所に舞まい戻もどりたい人間が、士官学校との親しん睦ぼくにかこつけて、コネを売り込むためのものかもしれない。

　パーティに来る人間が帝国の中央にしか顔を向けていない人間だとしたら、きっとこの星の名産とか、この星の美味おいしいものとか、そんなものには興味はないだろうね。

　そういった人々にしてみれば、この星を憎にくむことはあってもこの星を好きになることはない。好きになりたくないんだ」

「じゃあ、逆効果じゃないか。好きじゃないものを食わされるんだから……」

　マイドはうなずいた。

「かもしれない……でも、さっき、みんなが食べていたあの魚の皮の唐揚げで気がついたんだ。本当に美味しいものってのは、どんなときでも美味しいんだ。

　値段や見てくれじゃない。だから、ちゃんとしたシーフードをちゃんと料理すれば、ちゃんとしたものが出せると思うんだ……業者にシーフードの料理を作れないかどうか聞いてみよう。今日は月曜日だし、あと五日あれば、段取りをつけることができると思うんだ」

　マイドはそう言って微笑ほほえむと、小声で付け足した。

「それに……シーフードならきっと安く上がるだろうしね」




「シーフードだと？　貧びん乏ぼう人にんめ、値段の安さに目がくらんだか。ここをどこだと思っている。魚料理やエビ料理など、誰だれもが食い飽きているというのに！」

　マイドたちのパーティ料理を請け負うことになっているレストランのオーナーシェフから連れん絡らくを受けたマハラニは、声を上げて笑った後で、目に陰いん険けんな光を浮うかべて言った。

「パーティ前日に、お前の店で料理が作れなくなる、という件。用意はできているのだろうな？」

　レストランのオーナーシェフは小さくうなずいた後で不安そうに上うわ目め遣づかいで聞いた。

『……こちらの店を畳たたんで、帝星のフュージリアグループが経営しているホテルに再就職できる、というお約束は間ま違ちがいないのでしょうね？　そちらのご要望どおりこちらはそれなりに繁はん盛じようしている店を潰つぶすのですぞ。これで再就職先がないというのでは、冗じよう談だんではありませんからな』

　マハラニはうなずいて見せた。

「安心しろ、兄の縁えん故こで、一流ビジネスホテルチェーンの食堂部の店てん舗ぽ責任者の席を用意してある。我が一族の力を以もつてすれば、他にもいくらでも再就職口はある。安心して店を潰して構わん」

『それを聞いて安心しました……では、金曜日をお楽しみに……』

　シェフは下げ卑びた微び笑しようを浮かべて頭を下げると通信を切った。

「妨ぼう害がい工作か？　そんなことをしないでも奴やつらに負けるわけがないだろう。やつらの妨害にやっきになっているようだが、我々の方のパーティの準備は進んでいるんだろうな？」

　後ろで会話を聞いていたアリクレストが笑って言うと、マハラニは半分怒おこったように答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、うちの……フュージリアグループのインペリアルホテルチェーンの料理主任以下十五名と、選えりすぐった食材を載のせた専用船が、ここに向かうことになっている。金曜日には着くはずだ」

「……金曜日だと？」

　アリクレストは眉まゆをひそめた。

「今日は月曜日だ、あと五日しかないではないか。そんなギリギリで大丈夫なのか？　土曜日が本番なのだぞ」

「なに、大丈夫さ。こんな辺境の惑わく星せいではまず手に入らない新鮮な食材で勝負するんだ。新鮮さを第一に考えると、やはりギリギリの時間に持ち込んだ方がいいんだ」

　アリクレストは半分あきれたように答えた。

「ずいぶん入れ込んでいるようだな、たかが士官学校の生徒が主しゆ催さいするパーティだというのに……」

「何を言う、別に俺はむきになっているわけじゃない。あんなヤツなど歯し牙がにもかけていないさ。でも、ほら。言うじゃないかライオンは一匹ぴきのネズミを倒たおすときでも本気になるって、それと同じことさ」

　アリクレストは小さく肩かたをすくめた。

「それを言うなら獅し子しはウサギを倒すときでも全力を……だ。ネズミではないぞ……」

　マハラニは真っ赤な顔になって言い返した。

「それくらい知っている！　あんなヤツはネズミで充じゆう分ぶんだと思っただけだ！」

「まあいい……」

　アリクレストは笑った。

「パーティ当日は、おそらく我がマルス家にご機き嫌げん伺うかがいに来る連中ばかりで、とても料理などに気を配っているヒマは無さそうだ。この件はお前に任せる。きっちり仕切ってみせろ」

　アリクレストは、唇くちびるの端はしに冷笑を浮かべて言葉を付け足した。

「……このような辺境の惑星にくすぶっているような連中とお近づきになっても、何の利益もないが、素行点稼かせぎのボランティアだと思えば腹もたたん。どっちが主賓かわからないパーティになりそうだ」




　そして、二日が過ぎた水曜日の夕方。

　訓練を終え、自室に戻もどってレポートを書いていたマイドたちのところに、ワンタが大声で叫さけびながら飛び込んできた。

「やっべー！　やっべー！　とんでもないことになったぜ！　どうすりゃいいんだ？」

「なんだよ、うるさいな。お前の『やっべー』は聞き飽あきた」

　顔をしかめたケルプに向かってワンタは両手を振ふり回した。

「落ち着いている場合かよ！　例のあの店！　俺たちがパーティの料理の仕出しを頼たのんでたレストラン『ビブリオ』が食中毒を出して営業停止だって！」

「食中毒だって？」

　驚おどろくマイドたちに向かってワンタは手に持っていたネットニュース画面のプリントアウトを見せた。

「ああ、間違いない。ムーンライト三丁目のレストラン『ビブリオ』というのは、俺たちのパーティを請うけ負っていた店だろ？　ここに出てるけど、一週間の営業停止だって！」

「うわ！　マジかよ！」

「なんだよそれぇ！」

　驚き騒さわぐ仲間の声を聞きながら、マイドは通信端たん末まつから、そのレストランを呼び出した。

　しかし、いつもなら表示されるはずの店の名前が大きく描えがかれたトップページの代わりに、そこに表示されたのは『本日より保健衛生局の指示により当分の間、臨時休業致いたします』というメッセージだけだった。

　その画面を後ろから覗のぞき込んでいたケルプが聞いた。

「……どうするマイド？」

「どうするって……」

　マイドは目の前に張りだしてあるカレンダーを見た。

　……今は水曜日の夕方だ。パーティが開かれるのが土曜日の夕方。

　つまり、あと三日のうちに、パーティの料理を請け負って作ってくれる料理店を探し出して、打ち合わせを行い、そして仕込までやらねばならないということだ。

　こんな土ど壇たん場ばになってから探しても請け負ってくれる店が見つかるだろうか？　パーティの主しゆ賓ひんはこの惑星の総そう督とく、つまり国家元首だ。中ちゆう途と半はん端ぱなもてなしはできない。

　……どうする？　いっそのこと白旗を揚あげるか？　今回のアクシデントは僕のミスが原因じゃない、ここで降参しても別に僕の責任になるわけじゃない。

　……でも。

　マイドは目の前に集まっている自分の分隊の仲間を見た。

　これは僕だけの問題じゃない。この仲間たちの問題でもあるんだ。

　このパーティをうまくやり遂とげることができるかどうか。それは僕たちでたまか分隊全員に与あたえられた課題だ。

　これには、士官学校の首席分隊としての意地と誇ほこりがかかっているんだ。

　不ふ可か抗こう力りよくだ、タイミングが悪かったんだ、運が無かったんだと言ってあきらめてしまうのは簡単だ。でも、ここで投げ出したら、僕はきっと後こう悔かいする。

　あきらめるのは、すべてのことをやりつくしたその後でいい！

　あきらめちゃいけない。僕はまだすべてのことをやりつくしちゃいない！

　マイドは、自分の仲間たちを見回して言った。

「レストランが営業停止になった以上、このままでは僕たちはパーティを開くことができない。僕たちに負わされた責任を果たせなくなってしまったわけだ。

　でも、それを嘆なげいている場合じゃない。今、僕たちがやらなくちゃいけないことは『ならば、どうすればいいか？』ということなんだ！　さあ、考えよう！　動こう！　まだ時間はある。何ができるのか何がやれるのか、その可能性を考え出して、そして行動に移ろう！」

　ケルプが、その言葉を追いかけるように言った。

「そうだな、考えてみれば、この惑わく星せいにあるレストランはあれ一いつ軒けんだけじゃないんだ。出入り業者の指定なんか無視して、片かたっ端ぱしから頼み込んでみようぜ。緊きん急きゆう事態なんだからよ」

　ワンタが笑いながら言った。

「俺はネットのグルメ情報とか裏情報とかそっちを探してみる。出物があるかもしれない」

　リュウホウがうなずいた。

「食材調達のネットワークをたどってみるよ、食材の選び方の上手なシェフは腕うでもいいことが多いからね」

　アレフが笑った。

「今からだとちょっと遅おそいかもしれまへんが、市場に行って直接聞き込みしてきまっさ。ネットに載のらん色々な話も聞けると思います」

　マイドは笑いながらうなずいた。

「よし、じゃあ残りのハリーやマシューとかは、手伝いについてくれ。とにかく店を探すんだ！　動こう！」

「わかった！」

　でたまか分隊のメンバーはそれぞれに動き出した。

　部屋を出て行く仲間の背中を見てマイドは悔くやしそうに唇くちびるをかんだ。

　……僕は、まだまだだな。

　この件は、まだ時間があるからリカバリイできる可能性があったけど、これがもしパーティ前日だったら手も足も出なかったに違ちがいない。

　何か計画を立てて動くときは、かならず代案を立てて、もしもの場合に備える。

　僕は、計画立案の基本を忘れていた。

　わかっているつもりでも、一つのことに手て一いつ杯ぱいになると、なかなかそこまで気が回らないものだけど、そこまで考えるのが指揮官の仕事なんだ。

　僕は指揮官失格だな、もっともっと考えて万ばん全ぜんを期することができるようにならなくちゃ……。




　レストラン『ビブリオ』が営業停止に追い込まれたことを知って驚おどろいたのはマイドたちだけではなかった。

「食中毒で営業停止だと？　一体何をやっているんだあの店は！　予定より二日も早いではないか！」

　驚くマハラニを見てアリクレストは皮肉な微び笑しようを浮うかべた。

「お前が、わざわざ妨ぼう害がい工作を行わなくともマイドたちのパーティはめちゃくちゃになったかもしれんな……もっとも士官学校のパーティで食中毒を出したとあれば、責任はマイドたちだけでは済まない。連座させられたのではたまったものではない。そう考えると早めに発覚して正解だったのかもしれんぞ……で？　どうする？　このままにしておけばマイドたちは新しいレストランを探し出して契けい約やくを結んでしまうかもしれない。そうなれば当初の計画どおりにはいかないぞ」

　マハラニは底意地の悪い微笑を浮かべた。

「安心しろよアリクレスト、親父おやじに頼たのんでこの惑星の料理店組合に、帝てい国こくの中央保健衛生局の方から圧力をかけてもらった。マイドたちのパーティのオファーが受けられないように、木曜の夜から土曜日の夜まで組合員全員で慰い安あん旅行に行くように、この指示に従わぬ者は営業許可を取り消す……とね」

　アリクレストは声を立てて笑った。

「はははは、それはすごい理由だな。週末といえばかき入れどきなのに。それを放ほうり出して金曜日と土曜日に休業して旅行に行かせるというのか！　それも、この惑星のレストランすべてが一軒残らず！　実に強ごう引いんな理由だな。面おも白しろい！　まさに我がマルス家一族でなければできぬ力ちから業わざだな！」

　マハラニは自じ慢まんげに笑った。

「そうだ、権力ってのは、無理を通して道理を引っ込こめるためにあるんだからな。

　木曜の夜からすべての料理店が休業し、そしてマイドたちが契約したあの店が金曜日に営業停止になる……それが俺の計画だったんだ。

　あわてて他ほかに店を探そうとしても、開いている店は一軒もない。マイドたちにできることは、ごめんなさい、パーティの運営はできません、と俺たちに頭を下げることだけだ。

　あいつらを会場の掃そう除じや後片付けにこき使ってやろうと思っていたのに……くそ、仕し掛かけは完かん璧ぺきだったのにあの馬ば鹿かなシェフのために台なしだぜ」

　マハラニは、顔をしかめてレストラン『ビブリオ』のシェフを罵ののしったが、このとき彼は食中毒を出した理由が、自分のその工作が原因であったことに気づいてはいなかった。

　レストラン『ビブリオ』のオーナーシェフは、店を畳たたむということを決めてから、まともに商品の仕入れなどをやっていなかったのである。

　どうせ潰つぶす店に投資などするつもりはなかった彼は、余った食材の使い回しをやっていた。

　そしてその古くなった食材が今回の食中毒の原因だったのだ。

「ふん、まあいい、どちらにせよ、マイドたちがどうあがこうとも、もはやこの惑わく星せい上に料理を引き受ける料理屋は一いつ軒けんもない。今いま頃ごろ代わりの店を探そうと必死になっているだろうが、すべて無む駄だな努力だ」

　マハラニは、不満げに鼻を鳴らした後でつぶやいた、その頃ころ。




「お願いします、土ど壇たん場ばでこんなことを頼むのは虫がいいということはわかっています。でも、頼みにしていたレストランが食中毒を出すとは思ってもいなかったんです。時間がない、予算が少ないという悪条件で、こんな仕事など請うけたくないという気持ちは重々承知です。そこをなんとかできませんでしょうか？　え？　慰安旅行に行くから無理だ……ですって？　さっきの店にもそう言って断られましたけど……はい、わかりました、ご無理を言って申し訳ありませんでした」

　通信端たん末まつに向かって必死に依い頼らいしているケルプの声を聞きながら、マイドは思った。

　……おかしいな。確かに悪条件であることは間ま違ちがいない。だけど、帝国軍の仕事で、ましてや公式のレセプションの料理を提供できるとなれば、店のステータスだって上がるはずだ。

　一軒や二軒ぐらい食指を動かす店があってもいいはずだ。

　これほどまでに断られる……それも電話する店電話する店全部休業というのは、何か僕たちの知らないところで誰だれかの意向が動いているとしか考えられない……。

　そのとき、マイドの汎はん用よう端末に、街に出て情報を集めていたアレフから連れん絡らくが入った。

　画面に映るなり、アレフが言った。

『マイドはん！　えらいこっちゃ！　この惑星の料理店組合はマハラニの一族から圧力をかけられているらしい。今週の金曜日と土曜日は無理やり休業にさせられたと言うとった！　どの店のシェフもオーナーもみんな、心底済まなそうに断るのを見とったら、なんやこう、ハラワタが煮にえくり返るような気分になってきたで……それとな、例の食中毒を出した店あるやろ？　あそこもどうやら、マハラニと色々裏で繫つながっとったみたいやで！　そういうウワサを聞いた』

　マイドの横でアレフの言葉を聞いていたケルプは、右手の握にぎりこぶしを左手の手のひらに激しく打ち付けて、呪じゆ詛その言葉を吐はいた。

「くそ！　屑くず野や郎ろうめ！　意い趣しゆ返がえしに、この惑星にある全部の料理店を巻き込むなんて、傲ごう慢まんにもほどがある！　自分を何様だと思ってるんだあいつらは！

　この週末に外食を楽しみにしていた人が何人いるか……その中には、誕生日パーティとか結けつ婚こん式しきとかそういった人生の節目を迎むかえようとしていた人もいるかもしれないんだぞ！

　それをあいつらは自分たちがパーティでいいところを見せる、それだけの理由で奪うばいやがったんだ！

　マイド、こうなれば意地でも負けられないぞ！　勝ち負けは関係ないなんて、キレイゴトを言っている場合じゃない！」

　ケルプの言葉を聞いていたアレフが通信端末の中でうなずいた。

『そうや！　ケルプの言うとおりでっせ！　このまま引き下がって、あいつらに頭下げるのだけは勘かん弁べんや！』

　マイドは苦く渋じゆうのつぶやきを漏もらした。

「君たちの言っていることもよくわかる……でも、実際問題として、パーティを運営したくとも来らい賓ひんをもてなす料理を作ってくれる料理人が一人もいないというのが現状だ……いくらなんでもパーティ会場のテーブルにポテトチップとピーナッツだけを並べるわけにはいかないだろう？」

　ケルプは首を振ふった。

「いや……最悪の場合、俺はそれでもいいと思う。そのポテトチップとピーナッツは、俺たちが最後まであきらめなかったという証しよう拠こだ。たとえ、士官学校の歴史に残ったとしても、俺は後こう悔かいしない。あきらめて降参した方がはるかに後悔すると思う」

　ケルプの言葉を聞いていたアレフが、ぽん、と手を打って言った。

『料理を作ってくれる料理人がいないんでしたら、自分で作ればええんとちゃいますか？　パーティが開かれるセレモニーホールに自動調理器を持ち込んで、リュウホウに作らせるんですわ！　ポテトチップとピーナッツよりはマシとちゃいますやろか？』

　ケルプが笑った。

「おいおい、それじゃあホームパーティだ。俺たちが運営するのは公式行事として扱あつかわれるれっきとしたパーティなんだぞ。中ちゆう途と半はん端ぱな素人しろうと料理並べるよりも、ポテトチップとピーナッツで玉ぎよく砕さいした方がいさぎよくてカッコいいだろうが……」

『そんなところに美意識持ってると早死にしまっせ。どんなときでもしぶとく生き延びたほうが勝ちでんがな！』

　ケルプとアレフの会話を聞いていたマイドの脳のう裏りに、以前アレフが買ってきた魚の皮の唐から揚あげのイメージが浮うかんだ。

　……あれなら……あれは確かに美味おいしかったけど……。

　でも……待てよ、料理を作るのは別にレストランばかりじゃない……店で売ってる惣そう菜ざいも立派な料理だ……。

　店を構えて客に料理を出すシェフだけじゃなく、そういったデリカテッセンの料理を作っている料理人なら、料理店組合には入っていないかもしれないぞ！

　マイドは顔を上げると、通信端末の中に映ったアレフに向かって叫さけんだ。

「そうだ！　それだ！　ホームパーティじゃないけど、料理を出せる望みはある！　アレフ！　君がこの間買ってきた魚の皮の唐揚げを売っていた惣菜屋さんは、まだ開いているかい？」

『惣菜屋？　あ、ああ、まだ開いとるやろうけど……あの店がどないしました？』

「その店のご主人に頼たのめないかな？　料理店組合に入っていなければ、もしかしたら料理の仕出しを引き受けてくれるかもしれない！」

　アレフは目を丸くした。

『あの店は市場の片かた隅すみの惣菜屋で華はな々ばなしさのカケラもないような店でっせ？　とてもパーティに出せるような料理を作れるとは思えまへん！』

「かまうもんか！　ポテトチップとピーナッツに比べれば、はるかにマシだ！　見てくれなんか飾かざりつけと盛り付けでどうにでもなる！　料理そのものの味さえ良ければね！」

　マイドの言葉を聞いたアレフは、何かに気がついたような顔でうなずいた。

『そうでんな、マイドはんの言う通りかもしれまへん……店のオヤジさんにちょいと当たってみます』

「頼む！　君だけが頼たよりだアレフ！　なんとか説得してくれ！」

　通信を終えたマイドの後ろに立って、アレフとの会話を聞いていたケルプが、悔くやしそうに言った。

「あきらめないで、なんとかしようと考えるところから、道ってのは開けるものかもしれないが……でも、俺たちが精せい一いつ杯ぱい努力しても、マハラニが連れてくる料理人と持ち込む高級食材で作った豪ごう華かな料理の前には霞かすんじまうだろうな……」

「その、料理人と食材が届かなかったら……あいつらどうなると思う？」

「え？」

　目を見開いたケルプに向かってマイドは、にやっと笑った。

「この惑わく星せいアクアスには、今、料理を作ってくれる店と料理人がいない。マハラニはそういう状態にしておいて、自分たちのために他ほかの惑星から料理人と材料を運び込もうとしている。その料理人と材料が運び込めなければ、条件は僕たちと同じになる……違ちがうかい？」

　……顔に出てないけど……こいつも本気で怒おこってやがったのか。

　マイドの微笑ほほえみを見たケルプはそんなことを考えながら答えた。

「そりゃあ確かに条件は同じだ……でも、どうやったらそんなことができるんだ？　俺たちにはそんな権限はないぞ？」

「確かに僕たちには権限はない。でも権限を持っている人間や機関を動かすことはできる。投書メールとかそういった訴うつたえかけでね」

「投書？　どこにするんだ？　それにメールで投書したって、確実に効果が出るとは限らないだろう？」

「普ふ通つうならね。でも、安全管理部門なら、即そく座ざに動くと思うんだ。通報の内容の危険性が高ければ高いほどね……」

　そして、マイドはもう一度にやっと笑った。

「一番大事なのは、僕たちと同じ境きよう遇ぐうになったとしたら、マハラニやアリクレストはどうするだろう？　と想像することなんだ。憎にくたらしいヤツを落とし穴に落とすとき、きみならどこに落とし穴を掘ほる？」

　いきなり聞かれたケルプはあわてたように答えた。

「落とし穴？　そりゃあ当然、その憎たらしいヤツが通りそうな場所だな」

「そうだよね、でも、いつ通るかわからないとしたら、やっぱり確実じゃない。せっかく掘った落とし穴なんだから、確実に落ちてもらわないとね。そのためにはその落とし穴に向かって後ろから追い立てて、イヤでもその上を通るようにすればいい」

　実にあっさりと言ったマイドを見て、ケルプは思った。

　……大声を上げて怒ど鳴なるとかわめくとか、そんなわかりやすい表面的な怒いかりだけが怒りだと思ったら大間違いだ。

　世の中には、声や表情をコントロールできて、怒りを外に出さないヤツもいる……そして、そっちの方が、大声出したりわめいたりするヤツよりはるかに怖こわいんだ。




　次の日の昼休み、昼食を終えて豪華な門もん閥ばつ貴族専用の娯ご楽らく室しつで寛くつろいでいるマハラニのところにアリクレストがやってきて、怪け訝げんな顔で聞いた。

「マイドどもは降参して来なかったのか？　昨日の貴様の話では、マイドたちのパーティの段取りは頓とん挫ざして、我々に頭を下げに来る予定ではなかったのか？」

　マハラニは困こん惑わくした表情を浮うかべて答えた。

「それが……やつら、どうやら料理を自分たちで作るつもりらしい。会場に自動調理器を搬はん送そうする許可願いを出したそうだ」

　アリクレストは目を見開いた後で、声を上げて笑った。

「なんだと？　パーティの料理を自分で作るだと？　わはははは！　貧びん乏ぼう人にんどもめ常識というものを知らんのか！　このパーティは学園祭の模も擬ぎ店ではないのだぞ！　公式のレセプションに、素人しろうとの、それも士官学校生が作った料理を並べようなどと、よくもまあ考え付くものだな。身の程ほどを知らんとかうぬぼれとかそういった次元の話ではないな。馬ば鹿か馬ば鹿かしさを通り越こして寒気がするくらいだ……」

　笑いを抑おさえきれぬままアリクレストはマハラニに聞いた。

「……で？　当然教官どもはマイドの馬鹿を止めたのだろうな？」

「いや、それが……教官は、このパーティはあくまでも士官学校の生徒が運営するものであって、学校当局が口を出すものではないということで静観するらしい」

「馬鹿な！　このパーティで大おお恥はじをかくのは、あの馬鹿な貧乏人どもだけではないのだぞ！　帝てい国こく士官学校が！　ひいてはこの私が恥をかくことになるのだ！　それをわかっとらんのか！　あの教官どもは！」

　吐はき捨てるように言った後で、アリクレストは馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「ふん！　まあいい。素人料理など、我々の引き立て役にもならんが、やつらが勝手に恥をかきたければかかせておけばよい！　我々は我々の帝国トップクラスの料理でこの惑星の田舎いなか紳しん士しどもを感かん嘆たんさせてやればいいだけのことだ……マハラニ！　準備の方は間違いなく進んでいるのだろうな？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ、今朝帝てい星せいを発たったという連れん絡らくがあった。今いま頃ごろフュージリアグループの専用快速船でこっちに向かっているはずだ。明日の金曜の昼過ぎにはここに着く。仕込みと調理に二十四時間あれば大丈夫さ」

　マハラニがそう言って自信たっぷりにうなずいたとき、アリクレストの取り巻きの一人が血相を変えて飛び込んで来た。

「おい！　大変だぞ！」

「なんだ、騒さわがしい。選ばれた人間というのは、そう軽々しく騒ぐものではないぞ」

　顔をしかめたアリクレストを見て、その取り巻きは両手を振ふり回した。

「落ちついている場合じゃないぞアリクレスト！　マハラニが呼んだインペリアルホテルから来るはずの料理人が間に合わないかもしれないんだ！」

「なんだと？　一体どういうわけだ！」

　目を見開いたアリクレストの端たん整せいな顔は、血の気を失っていた。

「たった今、飛び込んできたニュースなんだけど、この惑わく星せいアクアスのタンホイザーゲートが、安全性を無視した運用をやっていたのが、帝国運輸監かん査さ局きよくにバレたらしい！　アクアスのタンホイザーゲートの運営権が帝国運輸監査局に取り上げられちまったそうだ。

　運輸監査局は、安全調査が終わるまでの三日間、ゲートを使う船せん舶ぱくの数を最低限度航行数まで落とすって言ってる。ゲートを使える船舶の数が今までの半分近くに減らされて、優先度の低い私用船舶は後回しにされちまうって言っているぞ！」

「馬鹿な！」

　アリクレストは吐き捨てるように言った。

「今回のパーティには、マハラニだけではなくこのアリクレスト・マルスの名めい誉よがかかっているのだぞ！　大至急帝星に連絡を入れろ！　運輸監査局にねじ込んで、マハラニの船に優先権を取らせるんだ！」

　マハラニたちはあわてて通信端たん末まつに飛びついた。




　そして、その日の夕方。

　アリクレストたちの宿舎の娯楽室に並べられた豪ごう華かな刺し繡しゆうの施ほどこされたソファの上には、放心したように身体からだを投げ出したマハラニたちの姿があった。

「……だめだ。もう終わりだ……なすすべがない」

「くそ……なんで運輸監査局の連中はあの船に乗ってるのが料理人と食材だって知ってたんだよ！　緊きん急きゆう輸送中の医師と医い療りよう品ひんを積んでいるって偽にせ物もののデータまで用意したってのに！」

「それよりも、なんでよりによって運輸監査局にマルス家の息がかかった人間がひとりもいないんだよ……ディア家とマイア家の一族で固めちまってるなんて不公平だ！」

「明後日あさつてのパーティ……どうなるんだ？」

　その、やる気を失った仲間を見たアリクレストは、怒いかりに燃えた声で叫さけんだ。

「腑ふ抜ぬけている場合か！　まさかこのアリクレスト・マルスたるものが、あの貧乏貴族に白旗を揚あげるわけにはいかんのだ！　どうすればいいのか貴様らも考えろ！」

　取り巻き連中は互たがいの顔を見合わせた。

「そんなこと言われたって……なあ」

「ああ、マハラニが親父おやじに頼たのんで圧力をかけて、この惑星の料理屋を全部休みにしちまったから、代わりの料理を頼むこともできないし……」

「いくらなんでも、コンビニで買ってきたポテトチップとピーナッツとチーズ並べて、なにもかもここに来てダメになりました、申し訳ありません、と頭を下げるわけにはいかないぜ」

「そりゃそうだ、メニューまで発表しておいて、すみません、できません、なんて言えるもんか！　こいつはとんでもない責任問題だ！」

「そうだ！　俺たちが悪いんじゃないぞ！　俺たちのせいじゃない！　俺たちには責任はない！」

「マハラニ！　お前のせいだ、お前が何とかしろ！」

　門もん閥ばつ貴族の子し弟ていたちは、口々にマハラニを罵ののしり始めた。

　プロジェクトの進行中にアクシデントが生じたとき、事態をなんとかして収拾する手段を考えるより先に、まず、そのアクシデントの責任を誰だれが負うのか、ということしか言わない人間というのはどこにでもいる。

　責任を追つい及きゆうする側、批判する側に立つことにより、自分の責任が回かい避ひできると思い込んでいるタイプの人間である。

　彼らにとって大事なのは自分の個人的な名誉であり面子メンツであり、経歴なのだ。だから、まずそっちを守ることを考える。『では、どうすればいいのか』とか『なんとかして事態を収拾しよう』とは考えない。

　ただ、ミスを犯おかした人間に向かって『お前の責任だ、お前がなんとかしろ』と言うだけの危機管理能力皆かい無む人間であり、一番上司になって欲しくないタイプの人間である。

　マハラニに責任を押し付けようとやっきになっている取り巻き連中を見て、アリクレストが顔に侮ぶ蔑べつの表情を浮うかべたとき。

　娯ご楽らく室しつの中で待機していたバイオノイドのメイドが、通信端末を持ってアリクレストのところにやってきて、一礼した。

『アリクレスト様、通信が入っておりますがお繫つなぎしますか？』

「誰からだ？」

『通信のお相手は、マイド・ガーナッシュ様でございます』

　アリクレストの顔に一いつ瞬しゆん赤みが差した。

「あんなヤツの話など……」

　……聞く耳は持たん！　と言おうとしてアリクレストは踏ふみとどまった。

　今回の窮きゆう地ちは、傲ごう慢まんで人を人とも思わないアリクレストをして、一歩引かせるだけの重大なものだったのだ。

「……何を言いに来たのか知らんが、まあ、話だけは聞いてやろう。もしかしたら白旗を揚げにきたのかもしれない……通信を繫げ」

　アリクレストがそう応こたえるのと、汎はん用よう端末のスクリーンにマイドが現われるのは同時だった。

　マイドは精せい一いつ杯ぱい殊しゆ勝しように見えるような表情を作って言った。

『やあ、アリクレスト候補生。ニュースは聞いたよ。タンホイザーゲートの都合で、明後日のパーティのために君の仲間が呼んだ料理人とか食材が届かなくなってしまったそうだね……』

「だからなんだ！　貴様はあざ笑いに来たのか！」

　思わず怒ど鳴なり声を上げたアリクレストに向かって、マイドは首を振ふった。

『とんでもない、僕たちも同じような境きよう遇ぐうにいるからさ。

　……どうだろうアリクレスト。パーティの運営を一いつ緒しよにやらないか？　アクシデントに対処するには、別々に動くより、一緒に動いた方がいい。君たちとは色々因いん縁ねんがあるみたいだけど、そんな確かく執しつよりも、明後日のパーティをちゃんとやり遂とげることの方が……来らい賓ひんの人たちと士官学校生と、そして地元の人たちに楽しんでもらうことの方が大事だと思うんだ』

　アリクレストは怪け訝げんな顔になった。

「共にパーティを運営するだと？　料理も何もない状態でどうするつもりだ！　まさかテーブルの上にポテトチップを並べて、これでパーティでございます。とでも言うつもりか！」

　マイドは再び首を振った。

『料理は出せるんだ、アリクレスト。僕たちは料理店じゃなくて街の惣そう菜ざい屋やさんに料理を依い頼らいしたんだ。完成品の一歩手前の状態の料理を仕入れて、パーティ会場の厨ちゆう房ぼうに全自動調理器を持ち込んで仕上げをするつもりだ。そうすれば揚あげたて、焼きたての料理をお客さんに出すことができる。ホームパーティと勘かん違ちがいしているんじゃないか？　と笑いものにするかもしれないけど、これはこれでなかなか馬ば鹿かにできない料理が仕上がるんだ……』

　マイドたちがパーティに料理を出せるとなれば、明後日あさつてのパーティは中止することも順延することもできない。となれば自分たちはマイドの軍門に下ることとなる。

　それに気が付いたアリクレストは、思わず呪じゆ詛その言葉を吐はいた。

「おのれ、屑くずどもめ！　小ざかしい真似まねを！　そのような下げ賤せんな料理でこの惑わく星せいの総そう督とくをもてなせば、帝てい国こく士官学校の名に傷がつくとは思わんのか！」

「……パーティが開けないよりマシかもしれないけど……」

　マイドとの会話を後ろで聞いて、ぼそっとつぶやくように言ったマハラニをにらみつけた後でアリクレストはマイドに向き直って宣言した。

「貴様らに頭を下げるつもりはない！　我々は自力で何とかしてみせる！」

　通話を打ち切ったアリクレストの周りに、取り巻き連中が集まってきた。

「アリクレスト！」

「本当に、なんとかできるのか？」

　アリクレストは取り巻き連中を見回して言った。

「何とかしてみせるのだ！　貧びん乏ぼう貴族と平民ですら、何とかしようとしているのだ！　選ばれし存在である我々が、何もできぬということはあるまい！」

　取り巻き連中は互たがいに顔を見合わせて困こん惑わくしたようにつぶやいた。

「料理人がいないのに、どうやって料理を用意するんだ？」

「召めし使つかいや侍じ従じゆうに命令することならできるけど……」

　アリクレストは、腹に据すえかねたように言った。

「貴様らも、もっと頭を使え！　やつらの真似をするのは癪しやくだが、背に腹は代えられん！　我々も食材と全自動調理器を手配し、パーティに間に合わせるのだ！　最高級の食材と最高級の全自動調理器を使えば、やつらが作る街の惣菜屋の料理などよりはるかに見み栄ばえの良い豪ごう華かな料理が用意できるはずだ！」




　アリクレストの姿が消えた通信端たん末まつの前に立ち尽つくしていたマイドに、ケルプが声をかけた。

「おい、マイド、いつまでそこにつっ立っているつもりだ？　明日の朝まで立っていても、アリクレストからの連れん絡らくはない。あいつらはお前の差し伸のべた手を自分で断ったんだ。お前が自分を責める理由はないんだぞ」

　マイドは小さくうなずいた。

「……そうなんだけどね、僕がパーティに出席するお客さんから、アリクレストたちが呼び寄せた料理人の作る超ちよう一いち流りゆうの料理を食べる機会を奪うばったことに代わりはない。それを考えるとどうにもすっきりできなくて……」

　ケルプは首を振った。

「そう考えれば確かに俺たちにも罪はある。でも、その罪の種を蒔まいたのはあいつらだ。俺たちの妨ぼう害がいをしよう、なんてあいつらが考えなければ、こんなことにはならなかったんだ。

　今のお前の申し出を断った時点で、あいつらの運命は決まった。ここで仏心を出すな！　徹てつ底てい的に追い立てて、落とし穴に落とせ！　せっかく掘ほったんだ、無む駄だにすることはねえぞ」

　マイドはしばらく黙だまっていたが、やがて静かにうなずいた。

「そうだね、お客さんに楽しんでもらうパーティを運営する。このテーマを勝手に捻ねじ曲げて、勝負事にしてしまったのはあいつらだ。ならば最後まで勝負としてお相手をするべきだものな……」

　ケルプは、マイドに一歩近づくと、その肩かたに、ぽん、と手を載のせた。

「アレフが頼たのみ込んだ惣菜屋の親父おやじさんは、一生懸けん命めい料理を考えてくれた。リュウホウも自動調理器にその仕上げを一生懸命覚えこませている。ワンタもマシューもハリーもラインアートも、パーティ会場で見せるパフォーマンスの材料の調達のために走り回っている。明後日のパーティは、きっと上手うまくいくさ」

　マイドは黙ってうなずいた。




　土曜日、パーティ当日の天候は快晴だった。

　日が傾かたむきかけた頃ころ、惑星アクアスの海面に建設された十二キロ四方の人工島にあるセレモニーホールには、イブニングドレス姿の淑しゆく女じよやタキシード姿の紳しん士しが続々と集まりつつあった。

　帝国の中心部から少し離はなれたところにあるこの惑星に住む人々にとって、年に一度訪おとずれる練習航海の士官学校生は、帝国中央の風を運んでくる貴重な使者だった。

　控ひかえ室に集まった人々は互いに期待に満ちた微び笑しようを浮うかべて、さまざまなウワサ話に興じていた。

「聞きましたか？　今年のパーティの料理を担当するのは、あのマルス宗そう家けのご子息のアリクレスト様と、その御ご学友だそうですぞ」

「アリクレスト様の御学友ということは、いずれも名門の貴族のご子息ですな」

「なんでも帝てい星せいから一流の料理人と食材を今日のために呼び寄せたとか……」

「さぞかし贅ぜい沢たくな料理が並ぶのでしょうなあ、実に楽しみです」

「いや、その話ですが今年はさらに興が乗る趣しゆ向こうがあるそうですぞ」

「ほう？　趣向とはどのような？」

「なんでも、二種類の料理で我々をもてなしていただけるそうですぞ……いわゆる料理対決という趣向らしいですな」

「料理対決といっても、一方があのアリクレスト様の用意した料理とあっては、とても勝負にならんでしょう」

　やがて、パーティの開場時間が近づいた。

　控え室の中で、何のかんのとウワサ話をしていた来らい賓ひんのところに、白い第一種軍装に身を包んだホスト役の士官学校生がやってきて、開場を告げた。

「ご来賓の皆みな様さま、長らくお待たせいたしました。会場の準備が調ととのいました、皆様どうぞバンケットルームにお進み下さい」

　その言葉と共に、扉とびらの脇わきに控えていた二人の士官学校生が大きく扉を開くと、招待客たちの群れが、バンケットルームの中に向かってゆっくりと進み始めた。

　大きなバンケットルームの中央には小さな円形のテーブルがいくつも置かれ、左右の壁へき面めんに沿って料理が並べられている。

　右側にはアリクレストと、その取り巻きが用意した高級食材と最高級自動調理器によって調理された豪華な肉料理などが並び、左側の壁面には、マイドたちが作ったこの海洋惑わく星せいで手に入る新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類を使ったシーフード料理が並んでいた。

　アリクレストは、向かいのブースに並んだマイドたちの料理を見て鼻で笑った。

「ふん、見ろ、あの貧ひん相そうな料理を。街の惣そう菜ざい屋やなどに頼んだだけあって、まるで安い弁当の中身を見るようではないか。それに比べて我々の用意した料理は目を瞠みはるものがある」

　マハラニが笑いながらうなずいた。

「俺たちが手に入れた自動調理器はプロ用だ。普ふ及きゆう品ひんと違ちがって、一流シェフのレシピデータが入力できるタイプだからな。その上、セッティングを外見重視にすれば、本当に目を瞠るような盛り付けと焼き色で仕上げてくれる……こんな便利なものがあるなら、最初からこれを使えば良かったな。

　やつらは自分たちの宿舎にある普及型で満足してしまった。このプロ用の自動調理器が、一流デパートで売られていたことに気がつかなかったのだ。我々は、この自動調理器がこの惑星にあった僥ぎよう倖こうを神に感謝すべきだな」

　アリクレストは、なぜ、その自動調理器が都合よく自分たちの手に入ったのか、と言う理由に気づかぬまま、重々しくうなずいた。

「神は常に正しいものの味方をするということだ……それはそうとマハラニよ。マイドどものブースにある、あの空間は何をするためのものだと思う？」

「空間？」

　マハラニは怪け訝げんな顔で向かいのマイドたちのブースを見た。

　アリクレストの言うとおり、様々な料理が並べられているその真ん中に、不自然な空間が空いている。

「後から何か特別料理を出して、客の気を惹ひこうという演出でも考えているんじゃないのか？　あいつらは小細工を弄ろうするのが好きだからな」

「正せい攻こう法ほうでは勝てないとなれば、奇きをてらうしかあるまい……しかし、そのような苦し紛まぎれの方法が通じるわけがない。最後に勝つのは正々堂々正面から攻せめた者だけだ」

　アリクレストがそう答えた頃、パーティの式しき次し第だいはプログラムどおりに進んでいた。

　練習航海の責任者である士官学校の教務主任の挨あい拶さつが終わり、招待客を代表して惑星アクアスの総そう督とくがそれに応こたえる挨拶を行い、やがて、練習巡じゆん航こう艦かんのキテン艦長による乾かん杯ぱいの辞に移った。

　マイドは後ろに控えていたマシューに小声で聞いた。

「もうすぐ会食が始まる。準備はいいか？」

「ああ、ラインアートは準備オッケーだ。いつでも出せるそうだ」

　マイドは会場の客の視線を読んでいた。

　……お客さんは、みんなアリクレストの料理に興味しんしんだ。きっと最初はあっちに集中するだろうけど、それは仕方ないな。

　勝ち負けよりも、いかに楽しんでもらえるかを優先して考えれば、会食が始まってしばらく過ぎた頃にイベントをやった方がいいな。そっちの方が演出効果は高いだろう。

「ラインアートに伝えてくれ、例のものをブースに出すのをちょっと遅おくらせる。予定より十分くらい過ぎてから出してくれ……と」

「わかった！」

　マシューはそう言うと奥に引っ込んだ。

　やがて、キテン艦長の乾杯の辞が終わり、自由歓かん談だんと会食が始まった。

　マイドの予想どおり、パーティの客の群れはアリクレストの料理ブースへと人波を作って移動した。

　満面の笑えみを浮うかべ、胸を張って立つアリクレストの前には、豪ごう華か絢けん爛らんな料理が並んでいた。

　見るからに豪勢で美味おいしそうな料理の前にやってきた人々は、それらの料理を小皿に取る前に、まずアリクレストとその取り巻き連中に深々と頭を下げた。

　先頭に立っていた小太りの役人風の紳しん士しは懐ふところから名めい刺しを取り出し、それをアリクレストたちに差し出すと自己紹しよう介かいを始めた。

「初めまして、アリクレスト・マルス様。私はこの惑星アクアスで産業通産省の出張所の所長をやっておりますジワリと申します。実は妻の兄が帝てい星せいの本局の方におりまして……」

　アリクレストは、儀ぎ礼れい的な微笑ほほえみを顔に浮かべて会え釈しやくした。

「お話は、また後でお伺うかがいします……ジワリさん。パーティは長いですからまず料理をお楽しみになって下さい。皆みなさん後ろで順番をお待ちですから」

「あ、ああどうも、これは失礼いたしました、では、また後で」

　ぺこぺこと頭を下げて、料理の方に向かったジワリという男を見送ってアリクレストは胸の中で毒づいた。

　……ふん、俗ぞく物ぶつの木こっ端ぱ役人め。こんな片かた田舎いなかの役所の出張所に籍せきを置いているような人間のことなど覚える気も無いというのに。

　しかし、アリクレストの前には、そのジワリと同じように、名刺を手に持ち、愛あい想そ笑わらいを浮かべた人々が行列を作っていた。

　彼らにしてみれば、アリクレストはこのマガザン帝てい国こくの中央に繫つながる太いパイプである。渡わたした名刺など、一いち瞥べつだにされずデータベースの肥やしになってしまうことは覚かく悟ごのうえで、それでもなお一いち縷るの望みを抱いだいていた。

　何かのきっかけがあれば、今の自分の境きよう遇ぐうよりより高い地位へと引き上げてもらえるかもしれない。

　パーティで一度会って名刺を渡しただけの繫がりでも、ただの一度も面識が無いよりははるかにマシなのだ。

　アリクレストに挨拶をし終わった人々は、料理の前に進み出ると大おお仰ぎように驚おどろきそしてその豪華さを誉ほめそやした。

「これはこれは、見事な料理の数々、とても生しよう涯がい味わうことなどありそうもなかったものばかりですな！」

「いや、まさに、山海の珍ちん味みのフェスティバル！　これほど見事な料理の数々を味わうことができるのはまさしくアリクレスト様のおかげでございますな」

「アリクレスト様は、女性の敵、ダイエットの天敵でございますわ！」

　集まった人々の言葉に噓うそはなかった。

　これほど見事な料理を見ることはまず無かっただろう。それは料理雑誌の立体グラビアか、グルメ番組などで放映される、豪華料理特集などの映像でしか見たことの無い料理だったのだ。

　牛肉とフォアグラの薄うす切ぎりを重ねて見事な焼き色に仕上げたミルフィーユ仕立て。

　鶏とり肉にくの中にトリュフや香こう味み野菜を練りこんだパテを詰つめた蒸し焼き。

　豚ぶた肉にくの三枚肉をフクロダケというキノコの入った茶色いソースで、とろとろになるまで煮に込こんだ煮込み肉。

　人々は期待に目を輝かがやかせて皿に料理を取り、それを口に運んだ。

　アリクレストのいるテーブルの周りからは、いくつもの感かん嘆たんのため息と、うなり声が漏もれた。

「おおお！　これはこれは、口の中でこのようにとろける肉と野菜があっただろうか？　これこそまさに絶品！」

「おいしゅうございます！　天にも昇のぼる心地ここちとはこのようなお味を言うのでございましょう！」

　口々に賛辞を並べる人々を見て、アリクレストが当然だ、と言わんばかりに胸をそらしたそのとき、何人かが、おや？　という顔になった。

　それは、明らかに期待外れという表情だった。

　そして、アリクレストの料理を食べた人々の間で、ひそひそ声で会話をする人の数が急に増えた。

「アリクレスト様の前では誉めてみたものの……この料理、思ったほどではないな」

「この肉料理の間に挟はさまっているキレイに焼き色のついた半はん透とう明めいな脂あぶら身み……かと思ったらこれ、ダイコンですわ。人を馬ば鹿かにしてるのかしら？」

「いや、もしかしたら帝星で流行はやってるダイエット食かもしれんぞ？」

「さっき会った交通局の局長の奥様が食べた揚あげ物ものは揚げ色は見事だったのに、中が生でしたそうよ」

「これが帝星の上流階級の味だとすると、がっかりだな」

　アリクレストのブースに集まった人々が、散り始めたそのとき、会場の中に大きな太たい鼓こを打ち鳴らすような、どーん！　どーん！　という腹に響ひびく音が聞こえてきた。

　驚いた人々が音の出所を探すように見回していると、マイドたちのブースの後ろの扉とびらが開き、そこから一匹ぴきの二メートルほどもある巨きよ大だいな銀色に輝く魚を担かついだ若者が現われた。

　背はそれほど高くはないが、がっちりとした全身を筋肉の鎧よろいで覆おおったような体格のその若者は、会場に向かって一礼すると、肩かたに担いでいた巨大魚を両手で持ち上げた。

　会場に感嘆の声が広がる中を、その男は巨大魚を両手で持ち上げたまま、ゆっくりと進み出ると、その魚を料理が並んでいるブースの中央にあった広いスペースの上に置いた。

　金色のカリフラワーのような髪かみの毛をもつ一人の青年が進み出た。

「この魚の名前は御ご存ぞんじの方も多いことでしょう。この惑わく星せいアクアスの特産、ギンイロセナガマグロでございます！　私たちは、この惑星で、本当の魚料理とはどんなものなのか、それを教えて戴いただきました！

　これより、この惑星の海の恵めぐみであるギンイロセナガマグロを捌さばき、皮から尾おの先まで余すところ無く料理して、皆みな様さまと共に味わい、今一度この惑星への感謝を捧ささげたいと存じます！」

　そして、筋骨隆りゆう々りゆうとした若者は、魚の脇わきにあった長い包丁を取り出すと、巨大魚を捌きにかかった。

　骨に当たらぬように見事に包丁を入れていく姿を見ていたマイドが、感心するように言った。

「ラインアートがあんなに上手うまく魚を捌けるとは思わなかったな」

　横で見ていたケルプがうなずいた。

「このパフォーマンスを考えついたのは水曜日だから……たった三日魚市場に通っただけなのに、たいしたものだな……」

　ラインアートが包丁を入れるたびに感嘆の声と小さな拍はく手しゆが起こる。

　人々の関心がマイドたちの方に集まったのを見ていたアリクレストが、苛いらついたように言った。

「ふん、下らんパフォーマンスなどをやりおって……マハラニ！　こっちも次の料理を出せ！　少し早いが、人の目を引く豪ごう華かなデザートで勝負をかけるんだ！」

「わ、わかった！　じゃあ予定どおりフローラストロベリーのラグランジュムースを作って出す！」

　そう言って引っ込んだマハラニを見送って、アリクレストはつぶやいた。

「見たところマイドどもの料理ブースにはろくなデザートは無いようだ……この会場にいる人間の半分は女性だ。女性の気を惹ひけば、男は女性に引っ張られる。これで優位に立てるぞ！」

　ラインアートの捌いたギンイロセナガマグロの身や皮はその場で調理器によって、様々な料理となってブースに並べられ始めた。

　皮の唐から揚あげは、最初見た目が悪いのと、魚の皮、という素材の見た目の悪さから手を出す客はほとんどいなかったが、好こう奇き心しんに駆かられて口に運んだ客が、あちこちで目を見開き、驚おどろきの声を上げるのを見て、他ほかの客も次々に手を伸のばし始めた。

「料理も人間も同じでっせ、見た目とか印象で判断したらあきまへん、貧びん乏ぼう臭くさいとかケチ臭いと馬鹿にしている生き方は結局損や」

　アレフが、にやっと笑ってつぶやいたとき、アリクレストのブースで、なにやら騒さわぎが持ち上がった。

　見ると、何人もの女性が口を押さえ青い顔をして会場から出て行く。

　アリクレストたちは、青い顔で必死に並べられたデザートを回収していた。

「何かあったのかな？　どうやらあのストロベリームースが原因だったみたいだぞ……アリクレストたち、調理器のセッティングを間ま違ちがえたのかな？」

　怪け訝げんそうな声でつぶやいたケルプに、マイドは表情も変えずに答えた。

「間違えたんじゃないよ。僕が変えたんだ……オンラインマニュアルに手を加えてね」

　ケルプが目を見開いた。

「オンラインマニュアルにって……どうやって？」

「ヴァルに頼たのんだのさ。僕たちが自動調理器を使うことを知ったら、きっとあいつらも使うだろうと読んでいたんだ。そして、きっとこの惑星で売られている自動調理器の最高級のプロ用を買うだろうということもね。だからあらかじめ、自動調理器のオンラインマニュアルをダウンロードして調べておいたんだ。

　プロ用の自動調理器というのは文字どおりプロ用で、いろいろな機能がついている。その中には外見だけを重視したディスプレイ用の料理を作るという機能があるんだ。いわゆる店の宣伝用の映像ファイルを作るときに使う機能なんだけどね。

　この機能を使うと、たとえば肉質とか関係無しに、ただ焼き色だけを重視して肉を焼いたりする。見た目はすごく美味おいしそうだけど、実際に食べて見ると、肉がパサパサだったり、逆に生焼けだったりするのさ。実際には食べられない材料を使って外見だけそっくりの料理を作ることもできる。本来の料理とは関係ないけど、プロ用には必要な機能なんだ」

「お前はその機能を使うように仕向けたってわけか……」

「そうさ。あいつらにとって、料理というのはお客さんに楽しんでもらうためのものじゃない。自分たちの体面とか外見を繕つくろうためのものだ。だから、自動調理器のパラメーターセッティングも当然外見重視に振ふると思っていた。僕はそのセッティングを『飲食』だけでなく『ディスプレイ』にまで振れるようにしておいたんだ……」

　そしてマイドはもう一度、にやっと笑った。

「でも、たとえ僕がそんな風に細工しても、実際にできた料理をお客さんに出す前に、ミスに気がつく方法があったんだ。それをやれば僕の仕し掛かけた落とし穴に落ちないですむ……しかしあいつらは、それをしなかったようだね」

「なんだ？　そのミスに気がつく方法って？」

　マイドは小さくうなずいて言った。

「味見だよ」

「味見？」

　目を見開いたケルプを見てマイドは小さく笑って答えた。

「そうさ、味見をする、ただそれだけのことさ。あいつらは、きっといままで自分で料理なんか作ったことはないだろう。誰だれかが作ったものを、これは美味うまい、これは不味まずいと、優位に立って、ただ切り捨ててきたんだろうね。でも、その姿勢は何かを作り出す側に立ったときには通用しない。そのやり方は自分に疑いを持たない自分中心の価値観だ。自分を疑わない……だから味見をしないってわけさ。案の定あいつらはひとかけらも味見することなく外見だけを重視した料理を作り、お客さんに出した……」

　マイドはアリクレストのテーブルの上に並んでいる料理に視線を投げてから肩かたをすくめて付け足した。

「あれが、一体どんなものなのか、僕にもわからない……少なくとも食材を使ってることだけが救いだね」

　ケルプが怪訝な顔でつぶやいた。

「食材って？」

「ディスプレイ用の食品の中には、見み栄ばえだけのためにペンキを使ったりラッカーを塗ぬったりするものもあるからさ。さすがにそういった材料は使っていないと思うんだ」

　そして、騒ぎの原因となったストロベリームースを見て、マイドは、あることに気づいた。

　……そういえば、この惑わく星せいでは、まともな果物くだものは手に入らない。ほとんどがバイオ組織培ばい養ようされた合成ものだ。安物を嫌きらうアリクレストがバイオ合成ものを使うとは思えない。

　かといって、今はタンホイザーゲートの通行量が抑おさえられているから、他の星系から輸入されるような高級フルーツはまず入って来ないはずだ。

　どう考えてもストロベリームースなんて品物を作るには、材料不足のはずだ。

　自動調理器はストックされた食材の中から、条件に該がい当とうするものを選び出す。そして出来上がりの外見重視を第一条件に入力された調理器は、とにかくある物を使って、指示された外見どおりの物を作ろうと努力したに違ちがいない。

　そして、ストロベリーの代わりになる赤いものを使って、あの見事なピンク色のムースを作り上げたのだ。

　アリクレストは肉料理をメインにしていた。ストックされていた食材の多くは肉だったはずだ。

　……ということは。

　想像した品物を思い浮うかべたマイドは、気分が悪くなった。

　自分たちがとんでもないデザートを出したことに気づいたアリクレストは、マハラニに詰つめ寄った。

「この私が、このような料理を出したとあっては、名めい誉よに関かかわる！　貴様が責任を取れ！」

「責任を取れって……どうやって？」

　アリクレストは、冷たい声でマハラニに告げた。

「これが今、帝てい星せいで流行のデザートだと言いながら、笑って食ってみせるんだ！　それ以外に我々の窮きゆう地ちを救うすべはない！」

　マハラニは泣きそうな顔になった。

「こ、この生なま臭ぐさいムースを食えというのか！」

「ああそうだ、食え！　食って笑え！　これが粋いきでカッコイイ帝星の最新のデザートです！　お口に合いませんなら仕方ありませんね、と言って笑うんだ！」

　マハラニは脂あぶら汗あせを流しながら目の前にある一見ストロベリームース風のデザートをスプーンで口に運んだが、一つ食べ終わる前に、ぐるっと白目を剝むいてその場に倒たおれ込んだ。

　何も知らない客の一人がアリクレストに聞いた。

「帝星で流行の最新のデザートだそうですが……どうして皆みなさん一口しかお食べにならないのでしょう？」

　アリクレストは、必死に笑ってみせた。

「優ゆう雅がに一口だけで終わらせる。そこが粋なのです」

　しかし、アリクレストたちの必死の努力にもかかわらず、もはや誰だれ一人ひとりとしてアリクレストたちの料理ブースに近寄ろうとはしなかった。




　マイドたちのブースで、ギンイロセナガマグロの料理を食べた惑星アクアスの総そう督とくは、感心したように言った。

「私がこの惑星に赴ふ任にんして三年になるが、これほど美味うまい魚を食べたことはない……と言うよりも、魚料理がこれほどまでに奥深いものだとは思ってもいなかった。

　皇こう帝てい陛下からこの惑星の総督として任ぜられ、この惑星のために努力して来たつもりだったが、その実私はこの惑星のことを理解していなかったのかもしれん……。

　練習航海の合間に立ち寄った君たちにそのことを教えられたような気がする……どうもありがとう、実に素す晴ばらしいパーティだった。私は今日のことを忘れない。そして残りの任期を心を込こめてこの惑星のために捧ささげよう」

　パーティ会場の中に小さな拍はく手しゆが起こった。

　やがて、その拍手は会場の中全体に広がっていった。




　このパーティが惑星アクアスにおける士官学校海洋訓練の最後のイベントだった。

　すべての後始末を終えて、宿舎に戻もどって来たマイドたちは、ささやかな打ち上げの宴えん会かいを開いていた。

「いやあ、大成功だったなあ。やっぱりあれだね、勝因はラインアートの包丁捌さばきの見事さだな、お前の腕うでに助けられた」

　ケルプがそう言うと、ラインアートは小さく首を振ふった。

「包丁が骨に当たってないようにすいすい動くように見えただろう？　あれは本当は当たっていたんだ。ただ、俺は力で無理やり切っていたのさ。骨に当たっても包丁を止めないでそのまま動かせたから、腕がいいように見えただけさ」

　ケルプは驚おどろいたように目を見開いた。

「腕は腕でも腕わん力りよくだったというわけか！　すげえな、全く気がつかなかった！」

「腕力でも腕に違いはない、間違っちゃいないってわけだな」

　マシューがそう言うと、みんなが笑った。

「そういえば、アリクレストたち、あの高い金出して手に入れた自動調理器どうするつもりなんだろう？　マハラニが、欠けつ陥かん品ひんをつかまされたとか言って騒さわいでいたみたいだけど」

「あの自動調理器は、士官学校の練習生宿舎に寄き贈ぞうするそうだ」

　マイドはそう答えた後で、小さく首を振った。

「アリクレストは、小さなことにはこだわらないタイプの人間だってことだな。ある意味本当の王者としての生き方を身につけている。

　今回のこの件で、僕たちは完全にあいつらを敵に回したと思っていいだろうね。

　あいつらは僕たちが何をしたのかを知らない。単に運が悪かったと思っている。いつまでそう思わせておくことができるかわからないけど……この先もいろいろありそうな予感がする」

　マイドの言葉が終わったあと、その場に沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　しかし、その沈黙はケルプの声で打ち破られた。

「なーに、気にすることはないって！　俺たちは何があっても切り抜ぬけることができる、臨機応変のでたまか分隊なんだ！　軍人に求められるのは危機管理能力！　危機が来ることを怖おそれていたんじゃ軍人は務まらねえ！　アリクレストだろーが門もん閥ばつ貴族だろうが、どんと来いってんだ！」

　声を上げて笑い合った後で、マイドが言った。

「ケルプの言うとおりだ。僕たちは一人じゃない。たとえどんな無理難題が降りかかっても、この仲間たちがいれば切り抜けることができる！　がんばろうぜ！」

　マイドたちでたまか分隊は、もう一度歓かん声せいをあげて、手に持ったコーラのカップを差し上げた。




　このとき、すでにマイドとアリクレストの運命を刻む大きな歯車は動き始めていた。しかし、マイドもアリクレストも、まだそのことを知らなかった。
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　光が舞まっていた。

　そこは、七階建ての建物の一階から天てん井じようまで吹ふき抜ぬけの大きなエントランスホールだった。

　この、惑わく星せいギランにある通つう称しよう「ギラン名店街」と呼ばれる中央ショッピングセンターを訪おとずれた人間は、誰だれもがここにくると天井を見上げる。

　そこにあるのは、抜けるような青空と、一年を通じて降りそそぐ明るい太陽の光だ。

　天頂に広がる透とう明めいな硬こう化かテクタイトの向こうに広がる、雲ひとつ無い底そこ抜ぬけの青空と太陽は、コンピューターグラフィックスではない。

　地上から宇宙空間にまで達している軌き道どうエレベーターのシャフトに取り付けられたスクリーンパネルから光ファイバーで送られて来る標高六千メートルのリアルタイムの青空である。

　有害な紫し外がい線せんや放射線などはフィルターでカットされ、ショッピングセンターに降りそそぐ光は、地表で浴びる春の日差しのレベルに抑おさえられている。

　エントランスホールの一階は、公園になっている。

　ベースボールの球場を三つ四つ作ることができるほどの広大なスペースには、本物の芝生しばふと花と、そして木こ陰かげをつくるための落葉樹が植えられており、建物の中を循じゆん環かんするそよ風が、ときおりその葉を揺ゆらして通り過ぎていく。

　惑星ギランには、帝てい国こく最大の軍の船せん舶ぱく工こう廠しようがあり、その船舶工廠に納品する各種部品製造の関連企き業ぎようや、新型艦かんの研究開発と実験を行う研究所などが集まっており、そこに勤める人々やその家族にとって、このエントランスホールにある全天候型公園は、まさしくリラックスと癒いやしのための空間だった。

　このショッピングセンターを訪れる人々の多くは、買い物のためだけにやってくるのではない。この空間と、ここに流れる時間を求めてやってくるのだ。




　日の光が踊おどる芝生の上を走り回る子犬と三歳くらいの子供、そしてそれを少し離はなれた場所で優やさしく見つめる若い夫婦。

　ゆっくりと孫まご娘むすめに手を引かれて散歩する老人。

　ベビーカーを押す母親と、その中で寝ねている自分の弟か妹を、嬉うれしそうに覗のぞき込む五歳ぐらいの男の子。

　誰もが微笑ほほえみ、降りそそぐ春の光の中とそよ風と、そして日常を享きよう受じゆしていた。

　この全天候型公園には、なだらかな丘おかのような盛り上がりがいくつか作られており、それぞれの丘のてっぺんには、大きく枝を広げたハルニレの大木が植えられている。

　枝の下に広がる涼すずしい木陰の下では、何人もの親子やカップルが思い思いの姿勢で芝生に寝ね転ころがったり座ったりして、草の匂においと木々の間から降り注ぐ木こ漏もれ日びを楽しんでいた。

　その木陰の中に、全長八十センチはある大きな茶色のむくむくとした毛をもつぬいぐるみのテディベアが転がっており、そのテディベアのお腹なかの上には、柔やわらかそうなフェイクファーの毛の中に顔をうずめて眠ねむる一歳くらいの男の子の姿があった。

　目を閉じて寝息を立てている男の子を見た人は、思わず微笑みを漏らして、その横を行き過ぎていく。

　しかし、その場にいるすべての人が、微笑んでいるわけではなかった。

　男の子とテディベアが寝ている木陰から、少し離れたところにあるベンチに座った二十代後半の男女は微笑むことすらせず、じっと黙だまったままだった。

　女の方は、やり手のキャリアウーマン風のスーツを着込み、顔の表情も輝かがやいているのに比べ、男の方は、どこか生活に疲つかれたような投げやりな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　テディベアに寄り添そって眠る小さな男の子に最初に気づいたのは女の方だった。

　目を見開いて微び笑しようを浮うかべた女の視線を追った男は、無感動な目で女に向かって言った。

「あの子供がどうかしたか？」

「どうかって……だって可愛かわいいと思わない？」

「別に……」

　男は肩かたをすくめた。

「関係ないだろう？　どっかの誰かの子供のことなんか知るもんか」

　女は、悲しそうな目で男を見た。

「あなた……変わっちゃったわね。五年前はそんな言い方する人じゃなかったのに……」

「五年前か……俺にはつい昨日の出来事だけどな……」

　男は唇くちびるの端はしに薄うす笑わらいを浮かべた。

「冬とう眠みん救命カプセルに乗って一年漂ひよう流りゆうしていた俺は、身体からだの機能の半分を失って、さらに二年間培ばい養よう槽そうの中で眠っていたからな……どうにもなじめない」

　そして男は顔の前で両手のひらを広げて、その白い端たん正せいな指先を女に見せ付けるように突つき出した。

「俺が変わったって言ったよな……そのとおり、俺は変わった。この手の指を見ろよ、この指し紋もんは俺のものじゃない……。マイクロコードでシリアルナンバーが打ち込んである汎はん用ようバイオノイド用の標準指紋だ……工業製品さ。ここにいる俺は、俺じゃないのかもしれないぜ」

「そんな意味じゃないわ！　五年前、ザナックスとの戦いに向かったときのあなたは、もっと前向きだった！　もっと他人ひとを信じていた！　このままじゃこの世界は滅ほろびるんだ、だから俺が何とかするんだ！　って言って目を輝かせていたあなたはどこに行ってしまったの？」

　男は肩をすくめた。

「変わったのは俺じゃないよ、世間の方だ。

　三年間眠って目が覚めてみれば、世間の連中はとっくにザナックスとの戦争なんか忘れてる。いや、誰だれも皆みなさっさと忘れたがっている。戦争のことなんか思い出したくもない、あんなものはなかったことにしてしまえと思っている。

　世間の連中は、俺にバイオノイドの義手と培養臓器と、金ぴかの勲くん章しよう一個と、雀すずめの涙なみだほどの弔ちよう慰い金きんをくれただけで、そのまま知らん振ぷりだ……ザナックスとの戦いは過去のことだ、そんなことに関かかわってる暇ひまはない、まるで、そう言いたいかのように振ふる舞まっている」

　女は小さく首を振って、諭さとすように答えた。

「知らん振りしているわけじゃないわ。あなたのように傷ついて戦場から帰って来た人たちのために、いろいろな社会制度があるわ。それは、そういう人に感謝して、そういう人に報むくいるための、世間の人々の感謝の意思よ」

「そりゃあ確かに、この身体だって、培養槽治ち療りようの費用だって馬ば鹿かにできる金額じゃない。傷しよう痍い軍ぐん人じん優ゆう遇ぐう税制とか、公共交通機関の優先パスとか、そういったものはある。それには感謝している。でも、俺は別に俺のことを褒ほめ称たたえろとか、英えい雄ゆうとして遊んで暮らせる身分を保証しろとか、そんな下らない物もの乞ごいのようなことを要求しているんじゃない！　俺は、忘れて欲しくないだけなんだ！　俺と一いつ緒しよに戦ってそして死んでいった連中が、どんな人間だったのか、あいつらが、何を考え何を思い、何を望んで死んでいったのか、それを忘れて欲しくないだけだ！」

　女は両手を広げて叫さけぶように言った。

「忘れてなんかいないわ！　あなたは、自分たちだけが戦っていたとでも言うつもり？　五年前、私だって戦っていたのよ！

　私も徴ちよう兵へいされて補給の責任者をやらされていたのよ、最前線で戦ったわけじゃないけど、私たち事務職の人間だって一生懸けん命めいだったわ！　兵士としての基本教育を受けたことのある軍人は全員前線に送られて、後に残ったのは未経験の半分素人しろうとのような動員軍属ばかりで、主計部の責任者が過労でばたばた倒たおれていく中で、誰もが必死だったわ。最前線で、あなたたちがちゃんと戦えるように、戦って人類の未来を勝ち取って帰ってこれるように願って、必死だったのよ！」

　男は小さく目を見開くと、そのまま済まなそうな顔になって頭を下げた。

「俺たちだけが戦っていたわけじゃない、ということは理解しているつもりだ……君を怒おこらせるつもりは無かった……そう取られたのなら謝る。悪かった」

「あ、いえ、いいのよ、私もちょっと大人気なかったかな、と思ってる」

　女は、あわてて顔の前で手を振った後で、男の顔を正面から見て言った。

「人は、当たり前のことに口に出して感謝したりしないけど……心の底に感謝の念を抱いだいているものなのよ。

　私たちは無人島でたった一人で暮らしているわけじゃないわ。たとえば私たちの生活を支えている電気や水道やエネルギーというライフライン。これがあるから、そしてそれを必死に維い持じし続けている人がいるから、無力な人でも弱い人でも生きていける。互たがいに信しん頼らいしあって助け合って、そういう社会を維持することが大事だとわかっているのよ」

　男は目を閉じて小さく首を振った。

「いや、違ちがうよ。誰もそんなこと思っちゃいない。誰もがそれを当たり前のことだと思っている。電気だって水道だってエネルギーだって、それは金を払はらっているんだから当然のことだと思っている。それがあるのは誰かの努力の結果だ、などと考えたこともないんだ。だから世の人々は日常に感謝しない。感謝するのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいことだと思っているんだ……」

　男は目の前に広がる公園と、そこでくつろぐ人々を見回して言葉を続けた。

「……君の言うことを俺は信じたい。人々は自分たちが今、享きよう受じゆしているこの平和に感謝している、ということをね。でも、ここにいる人の一体何人が本当に感謝しているんだろう？　本当に自分が今生きているこの世界が、誰かの努力の結果であり、自分はその誰かのおかげで、無事に暮らせているんだという意識があるんだろうか？　たとえ口に出さなくとも意識の隅すみっこにその概がい念ねんがあるんだろうか？……世の中の人々の行いや言葉に、その意識が感じ取れるなら、俺はこんなに苦しまない」

　女は小さくうなずいた。

「そうね、確かに世の人々はそんなことを考えたこともないでしょうね。だって、当たり前のことは、当たり前なんだもの。それが当たり前じゃなくなったときのことを考えろと言ってもそんなことを経験したこと無い人にそれは無理なのかもしれないわ」

　男は自じ嘲ちようするように言った。

「俺たちが何を言っても、世の中の人々には、それは、まじない師の詭き弁べんとしか受け取ってもらえないんだろうな」

　そう言ってもう一度肩かたをすくめた男を見て女は怪け訝げんな顔をした。

「まじない師の詭弁って？」

「嵐あらしが来そうなときに、まじない師が嵐よけのまじないを行った。しかし嵐は襲おそってきて、村の田畑が被ひ害がいを受けてしまった……そういうとき、まじない師はこう言うんだ『私が全力で嵐封ふうじのまじないを行ったから、この程度の被害で済んだ。もし私がまじないを行わなければ被害はこんなものでは済まなかっただろう』とね。

　つまり、俺たちがいくら『俺たちが命がけでザナックスと戦ったから、今の平和な世界があるんだ』と言っても、世の中の人々は、胡う散さん臭くさげな目で見るだけで、納なつ得とくしちゃくれないってことさ。襲い来る破は滅めつを未然に防ぐために死しに物もの狂ぐるいで戦って、仲間を失って、ボロボロになって帰ってみれば、世の人々は、お前らは別にたいしたことをしたわけじゃないだろう？　ぐらいにしか思っちゃいない。未然に防ぐというのは、無かったのと同じことだ。何かが起こって犠ぎ牲せい者しやが損害が山ほど出てからそれを食い止めた人間は英えい雄ゆうと呼ばれる。でも、何か起こる前にそれを防いだ人間は英雄でもなんでもない、当たり前のことをしているだけだと言われるんだ」

　女は黙だまったまま男の言葉を聞いていたが、やがて一歩進み出ると、男の左手をつかんだ。

「……温かい」

「そりゃそうだ、バイオノイド義手というのは生体組織だからな、血流も神経も通っている」

　女は握にぎっていた男の左手に、ぎゅっと力を込めて顔を上げた。その目に光るものがあった。

「だったら、これはあなたの手だわ。あなたはこだわってるみたいだけど私は気にしない。だって、私には見えるんだもの。あなたたちがザナックスと戦って、巣を叩たたき潰つぶして帰って来なかったら、私たちの上にどんな破滅が訪おとずれたのか。

　私には見えるわ！　だから、私はあなたに感謝しているの……他ほかの誰だれもが感謝しなくたって、世界中の人が感謝しなくたって、私は感謝するわ！　あなたと、そしてあなたを生きて帰してくれた神様に！」

　そして、女は目に涙をためたまま、男の目を正面から見み据すえて言った。

「……私は、あなたが培ばい養よう槽そう治ち療りようを受けていた二年間、ずっと待っていたわ。そしてその身体からだをもらって暮らし始めたあなたを、さらに二年待ち続けていたのよ……これ以上待たせたら、私お婆ばあちゃんになっちゃうわよ」

「俺は……」

　男は言葉に詰つまったまま女の手を振ふり解ほどこうとした。

　しかし、女はその手を離はなそうとはしなかった。

「嫌いやよ！　絶対に離さない！　だって、温かいんだもの！　これはあなたの手だもの！　その顔もその声もその目も、あなたのものだもの！　復元組織再生されたものだから何だって言うのよ！　そんなことにこだわってるのはあなただけよ！」

　男は、一いつ瞬しゆんためらった後で、自分の左手を握り締しめていた女を、ぐい、と引き寄せた。

「……あ！」

　小さく声をあげた女を右手で抱きしめて、男は小さく言った。

「……ごめん」

　女は、ぽろぽろと涙なみだをこぼしながら小さく首を振った。

「……気がつくのが遅おそいぞ……ばか」




　一組の男女の和解。

　それすらも風景の一部にしながら、この公園の日常が過ぎていく。




　次にテディベアと男の子の前を通りかかったのは、さっきの一組の男女よりもずっと若い、二十歳はたちになったかどうかという二人組みだった。

　彼女の買い物に付き合わされているのだろう、彼氏は、どこか諦てい観かんの漂ただよったような表情でブティックのブランドのロゴが入った大きな紙かみ袋ぶくろを提さげていた。

　最初にその男の子に気がついたのは、やはり彼女の方だった。

　ふと、足を止めた彼女に気がつかずに、一、二歩歩いた後で彼氏が怪訝な顔で振り返った。

「どうした？」

　彼女は微笑ほほえみながら、木こ陰かげで眠ねむる子供を指差した。

「ほら、あれ、可愛かわいいよね」

　彼女の指差した先にある光景を見た彼氏は、少し目を見開いた後で微笑んだ。

「なんか……どっかのポスターで見たことがあるような光景だな」

「そうだよね、なんて言うのかな、こう……見ただけで、平和だなって、言葉じゃなくて、心に直接届くメッセージっていうのかな？　そういうものがあるよね」

　彼氏は、その年ねん齢れいに似合わぬような、複雑な表情でつぶやいた。

「ああ、そうだな……平和って言葉には、いろんな意味があるんだろうけど……あのテディベアのお腹なかに顔をうずめて寝ねている子供の顔は、そのすべてを意味しているんだろうな……」

「すべてを意味しているって？」

　小さく首をかしげた彼女に向かって彼は答えた。

「かけがえの無いもの、たとえ命をかけてでも守り通すべきもの……そのすべてが、あそこにある。そんな気にさせる、ってことさ」

　そして、彼氏は、隣となりにいる彼女を見て静かに言葉を継ついだ。

「……今、俺が何を考えているかわかるかい？」

　彼女は、眠っている子供から彼氏に視線を移し、そして小さくうなずいた。

「見せてあげたいな……みんなに」

「そう……俺の仲間たちに……あの、眠る子供を見せてやりたい。

　もう帰って来れないあいつらに、お前らが命をかけて守ったものが、あそこにある……帰って来れなかったお前らも、生きて帰ってきた俺たちも、一いつ緒しよになって守ろうとしたものがあそこにある……俺たちは守りぬいたんだ、俺たちはやってのけたんだ！　って、言ってやりたい……」

　彼女は、メガネを外すと、ハンカチで涙を拭ぬぐった。

「……無む駄だじゃ……なかったんだよね。生きて帰れなかったみんなも、ちゃんと戦ったから、あの子がああやってお昼ひる寝ねできるんだよね……無駄じゃなかったんだよね」

「ああ、無駄じゃない」

　そして彼氏は何かに気づいたような顔になった。

「……そういえば、あの子の親はどこにいるんだろう？　無用心だよな」

　彼女はちょっと心配そうな顔であたりを見回した後で、何かに気がついたように公園のあちこちに立っている街灯のようなものを指差した。

「ご両親らしい人は見当たらないけど……防犯監かん視し用のセンサーモニターがあるから安心だと思うわ。誘ゆう拐かいとか連れ去りとか、そういったことのないように、このショッピングセンターのセキュリティシステムは常に複数の保安用の電子人格が監視しているって話だから」

　その言葉を聞いた彼氏は、安心したように小さくうなずいてから、彼女に微笑みかけた。

「そうか、それなら安心かもしれないな……さすがは委員長だ」

「その、委員長って呼び方……」

「嫌か？」

　彼女は小さくうなずいた。

「本当はあまり好きじゃない……あのときのことを思い出すと、胸の奥が苦しくなるから……でも、忘れちゃいけないんだよね……」

「確かに、今は、あのときのことを思い出すたびに、胸が苦しくなったり悲しくなったりするかもしれないけど……大だい丈じよう夫ぶ。時間が経たてば、その苦しみや悲しみから解放される」

「……それって忘れるってこと？」

　悲しそうな目で、そう答えた彼女に向かって、彼氏は首を振った。

「違ちがうよ、忘れるんじゃない。慣れるんだ。人間ってね、悲しみに慣れていくんだ……」

　そして、彼氏は彼女に向き直ると、真面目まじめな顔で言った。

「君は、忘れることができるかい？」

　彼女は、大きく首を振ふった。

「忘れることなんかできない！　それに……それは忘れちゃいけないことだと思う」

「そうさ……忘れるわけがない。だから、俺は死ぬまでワルガキで、君は……」

「委員長なのね」

「そういうことさ」

　彼氏は笑ってうなずくと、紙袋を持ったまま歩き始めた。

「さて、次は靴くつを買うんだろ？　ローデス自治政府の祝典行事に出るだけでも大変だよなあ、女の子って」

「そうよ、女の子は色々大変なの」

　そう言って、彼女は、彼氏の後を追いかけるように歩き出した。




　若い男女の二人連れが立ち去った後にやってきたのは、六歳ぐらいの女の子と四歳ぐらいの男の子の二人連れだった。

「ねえ、シルクお姉ちゃん、僕たちだけで遊んでてもいいの？」

　男の子が心配そうに聞くと、女の子は着ていたジーンズのオーバーオールの胸に手をあてて答えた。

「大丈夫よ、心配しないで私に任せなさいって！　お父さんとお母さんは、今日、このショッピングセンターで色々お買い物とか用事があるの……あんた、結けつ婚こん記念日って知ってる？」

「けっこんきねんび？」

　怪け訝げんな顔をする男の子に向かって、シルクと呼ばれた女の子は、お姉さんっぽく振ふる舞まえることが心底嬉うれしそうな顔で答えた。

「お父さんとお母さんが結婚した日のことよ」

「へえ……覚えてないや」

「あんたが覚えてるわけないでしょう！　あんたが生まれるずっと前のことなんだから」

「お姉ちゃんは覚えてるの？」

　シルクは、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった後で首を振った。

「私だって覚えてるわけないわ、だってお父さんとお母さんが結婚して、そして私が生まれたんだもの……とにかく、今日はその記念日で、お父さんとお母さん二人きりで、買い物したり、お茶を飲んでお話ししたり、いろいろすることがあるの」

「えー？　そんなのずるいよ。お父さんとお母さんだけ喫きつ茶さ店てん行くなんて！　僕もパフェとか食べたい！」

　思わず抗こう議ぎの声を上げた弟を見て、シルクは小さくため息をついた。

「そうはいかないのよ、あんたザナックス戦争って知ってるでしょ？」

「うん、お父さんが戦争に行って、悪いザナックスをやっつけたんだよね！」

　目を輝かがやかせて誇ほこらしげに言う弟を見て、シルクはたしなめるように言った。

「そうよ、お父さんも、生まれたばかりの私とお母さんを残して戦争に行ったのよ。そして私たちのお父さんはちゃんと帰ってきたわ、でもね、中には帰って来れなかった人も一いつ杯ぱいいるの……何百億って人が帰ってこれなかったの。そうやって、お父さんやお母さんを亡なくした人が、学校にもたくさんいるでしょう？　そういう人のことも考えなきゃだめよ」

「うん……」

　ちょっとしゅんとしたように下を向いた弟を見て、シルクは元気付けるように言った。

「だからお父さんとお母さんは、今でもらぶらぶなんだよ。お父さんとお母さんが仲がいいと、私たちも嬉しいよね？　だからさ、今日はお父さんとお母さんだけの日なんだ。私たちは協力してあげないといけないんだよ」

　弟は小さくため息をついた。

「……でも、やっぱり僕、パフェが食べたかったなあ……」

　シルクは左手を腰こしに当てて、右手の人差し指を立てて弟の顔の前で左右に振った。

「お母さんからもらったお小こ遣づかいで、私がアイスクリーム買ってあげるわ、それで我が慢まんしなさい！」

「うー」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうな顔をした後で、上うわ目め遣づかいに弟は聞いた。

「ダブルで？」

「いいわよ、でも、ゆっくり食べるのよ、歩き回って落としても知らないからね」

「うん！」

「じゃあ、アイスクリーム買ってあげる、ついてきなさい」

　あっさりと納なつ得とくして嬉しそうにうなずいた弟を見たシルクは、いささか良心の疼うずきを感じながら、公園の中に出ているアイスクリームの屋台に向かって歩き出した。

　……本当はお母さんから、二人でパフェを食べるぐらいのお小遣いをもらってるんだけど……別にいいわよね、それで納得しているんだもん。




　アイスクリームを食べている小さな姉弟きようだい。

　それもまた、この公園の日常の光景の一ピース。




　公園から二階に上がったところにあるギフトコーナーでも、一組の男女が、カタログを眺ながめながら品定めをしていた。

「あの方には、お世話になった、なんて言葉じゃ言い表せることができないくらいの恩があるからね……そう考えると、どんな品物を持って挨あい拶さつに行けばいいのか迷うね」

　背の高い軍人風の青年がそう言って首をひねると、その脇わきで同じようにカタログを覗のぞき込んでいた若い娘むすめが、笑いながらうなずいた。

「あの方から戴いただいた恩を返すなら、この世界全部を渡わたさなきゃいけないわ」

「そうだな……それだけの恩があるんだな、僕たちは……」

　そして青年は小さく首を振ふった。

「でも、あの方はそんなもの持って行っても笑って断るだろうな。そしてあの方はきっとこう言うに違ちがいない……幸せになれ、それが最大の恩返しだ……ってね」

　娘はうなずいた。

「うん、そういう方だものね……それにしても何年ぶりかな。お会いするの……娘さんも大きくなっただろうなあ……」

「公式の場所には一いつ切さい顔を出さないけど……僕たちの結婚式には出て欲しいな」

「ちゃんと挨拶して、そして頼たのめば大だい丈じよう夫ぶよ」

　青年は自分に喝かつを入れるようにうなずいた。

「そうだな、うん、素す直なおが一番だって、あの方に教わったんだ。小細工無しで堂々と正面からお願いすれば大丈夫だ」

「うん、そうだよ、幸せになります！　って約束すれば、きっと来てくれるよ。そういう方だもん」

　そして娘は悪戯いたずらっぽい目で青年を見つめて付け足した。

「本当に幸せにしてくれるよね？」

「え？　あ、ああ、もちろん！」

　娘の目に真しん剣けんな光が宿った。

「あなたは私たちを……二人を幸せにしなきゃいけないんだよ、あなたは……それが約束なんだよ？」

「二人？」

　一いつ瞬しゆん目を見開いた後で、青年はあわててうなずいた。

「あ、そうかそうか、てっきり別の意味に取っちゃった……ごめん」

　青年の言葉の意味を知った娘は赤くなった。

「……まだだよ、ばか！　でも……はやくそうなりたいな……」

　二人は視線を合わせた後で、照れたようにカタログの画面に向き直った。

「これなんかどうかな？　お酒の詰つめ合わせ……」

「ワイン造ってる人のところにお酒持っていってどうするのよ！」

「あ、そうか……なんか混乱してるな」

　赤い顔をしてぎこちなく笑う青年を見て、娘は小さく声を上げて。ふふふっ、と笑った。




　ギフトコーナーの中で一つの日常が過ぎていたその頃ころ。

　このショッピングセンターの最上階でも、一つの日常が動いていた。




　このショッピングセンターには、行政機関の出張所を兼かねたコミュニティセンターが併へい設せつされている。

　地域の住民の催もよおし物やカルチャースクールなどが開かれる小会議室や、大小のホールなどが設けられた、このコミュニティセンターは、いわゆる行政サービスを行う公共施し設せつであり、人々は買い物がてらに気軽に立ち寄ることができるようになっている。

　そのコミュニティセンターの一角にある応接室のソファに、二十代後半から三十歳くらいの、金きん髪ぱつの一人の女性が座っていた。

　身なりや、その物もの腰ごしから見て、帝てい国こくでも名家の出で、政府関係の要職にあるのだろう、脇に身辺警護員らしいがっちりした体格のダークスーツの男と、線の細い秘書官らしい男の二人が寄り添そって立っている。

　女性の向かいにあるソファに座っていたのは、この惑わく星せいギランの行政府の主席である五十代半ばに差し掛かかった灰色の髪かみをもつ中年の男だった。

　彼は、感かん慨がい深げにうなずいた。

「統合政府の内務省が進めていた対ザナックス戦争アーカイブの感応端たん末まつアクセスポイントの第一号が無事完成し、やっと一いつ般ぱん公開ができるようになりました……あれからもう五年になるのですな」

　女性は優やさしく微笑ほほえんだ。

「ええ、このギランのコミュニティセンターを皮切りに国内に二千五百箇か所しよ以上のアクセスポイントを建設する予定です。ここにあるのはそのパイロット的な施設です。

　ここに収められているデータは、マイド閣下が乗っていたあのカプセルに搭とう載さいされたサイコサーバーに記録された、攻こう撃げき艦かん隊たい千二百億人分の意識のログを、一個一個解かい析せきして個人情報に関かかわる部分にフィルターをかけ再構成したものです。公開できる状態にするのに、それだけ時間がかかったということです」

　主席はもう一度感慨深げにうなずいた。

「私も、試験運用中にあのアーカイブに感応端末でリンクしましたが、しばらく立ち上がることができませんでした……恥はずかしい話ですが、子供のように声を上げて泣いてしまいましたよ。あの戦いに赴おもむいた人々……将軍から末まつ端たんの兵士に至るまで、すべての人々の意識があそこにあるのですね。彼らがどんな想おもいで戦いに臨のぞみ、そして後に残った人類に何を託たくしたのか、それが直接意識の中に流れ込んでくるのですから……」

　そして主席はポケットからハンカチを取り出して目じりを拭ぬぐった。

「あ……いや、どうもお恥ずかしい。歳としを取ると、どうにも涙なみだもろくなりましてね……思わず思い出してしまったのですよ。あの、攻撃艦隊の兵士たちがマイド閣下に意識を投げ掛けてそして死んでいくときの思念の会話を……あのローデスの機関兵が、難民キャンプにいる弟のことを案じながら戦いの中で散っていくあの会話を感応端末で受け取ったとき、私は本当に自分が恥ずかしくなりました。

　あの戦いで死んでいった人々が、後に残った私たちに託した願いを、私たちは果たしているのだろうか？　とね……。

　あのアーカイブは、等しくすべての人々に……特に子供に一回リンクすることを義務付けるべきだと思いますね。自分が生きているこの世界が、どれほどの犠ぎ牲せいの上に成り立ち、どれほどの犠牲を払はらって維い持じされたのか、世界とは、社会とは、そうまでして守り維持するに足りるものである、ということを知らしめる最高の教育機関だと思います」

　女性は微び笑しようを浮うかべたまま言った。

「人類の歴史において、こういった人々の意思や情念を後の世代に伝えるという試みはずっと行われてきました。いわゆる書物や映像によって、戦争の悲ひ惨さんさや、平和の尊さや社会を維持するとはどういうことか、そういった情報や知識を伝えてきました。しかし、それは、人々の思念の中にある、ほんの一部分でしかありませんし、書物を書ける人間はもっと少なかったわけです。

　多くの人々は自分の思念の中にある想いや情熱を伝えることができぬまま死んでいくしかありませんでした。

　でも、人類は、その実に不完全な部分的な情報と知識を積み重ねそれを受け取ることによって少しずつ前に進んできたのだと思います」

　主席は感慨深げにうなずいた。

「先人の知ち恵えに学ぶというのはそういうことなのですね……しかし、人類は学んでも学んでも同じ過あやまちを繰くり返す生き物だったわけですよね」

「ええ、あのアーカイブを作るときに使ったツールは、ヴァルゲインと呼ばれる伝説的な電子人格が残したものですが、彼はこんなことを言っていました。

　……人は知識と経験を積み新たな思念の地平を開く頃に死んでいく。人は永遠に子供であり続けることを義務付けられているような生き物だ……と。そしてこうも言っています。

　……ゆえに電子人格はその人の意思を継つぎ、語り継ぎ、短い命を補完するために生まれたのだろう……と」

　主席は感心したように小さく首を振ふった。

「いやいや……実際、電子人格には助けられております。以前のように完全に黒子に徹てつしてこちらが聞くまで答えないという存在ではなく、こうしたらいかがですか？　とかこうすべきだと思います、という主張をするようになってから、実に頼たよれる存在になりましたからな……」

　そして、主席はつぶやくように付け足した。

「あの戦争から五年……何も変わってないように見えますけど……変わりつつあるのでしょうな、世の中が……」

　女性は、真面目まじめな表情でうなずいた。

「そうです……そうでなくてはいけないのですよ。人間一人一人が自分の中に自分だけが主人公の物語を描えがいていた時代は終わりました。これからはすべての人間が自分の中に自分と世界が共に描かれた物語を描かねばならない時代なのだと思います」

　主席が無言でうなずいたとき、女性の脇わきに立っていた秘書官が小声で告げた。

「……そろそろお時間でございます」

　その言葉を聞いた主席はあわてて立ち上がって頭を下げた。

「おお。これはこれは、お時間をとらせて申し訳ありませんでした。お父様にどうかよろしくお伝え下さい」

「かしこまりました」

　女性はそう言うとソファから立ち上がった。

　応接室からエレベーターに向かう通路を歩きながら、女性は、ふと足を止めて視線を真下に広がる公園に投げた。

　春の日差しの中をゆっくりと歩く米こめ粒つぶほどの人々の姿を見て、女性は静かに微笑ほほえんだ。

　……見える？　あなたが守ろうとしたものがあそこにあるのよ。

　でも、できることなら、私もあなたと、そしてあの子と親子三人で、あそこにいる人々の仲間に入りたかった。

　ローデスの領内にはいまだにザナックスの残存勢力が支配している区域もあるし、今でも人類統合軍は戦い続けている。でも、それはもう人類の生存域を脅おびやかすものにはならない。

　あなたと、そしてあなたの仲間の想おもいは、私が受け継いでそして人々に伝えます。あなたの想いは世界をいきなり大きく動かすような力はありません。でも、その想いを受け取った人々の心の奥底に沈しずみ込み、やがてゆっくりと、ゆっくりと人々の心と暮らしを変えていく……そんな力があるのだと思います。

　もしかしたら、私がこのアーカイブの総責任者になった本当の理由は、あの戦争がどんなものだったのか、それを人類の未来に語り継ぐのが目的ではなく、父であるあなたの顔を知らぬまま育ったあの子に、あなたの想いを伝えたかっただけなのかもしれない。

　そして女性は寂さびしそうな微笑を浮かべた。

　……そんな個人的な理由で働いていたって聞いたら、あなたは怒おこるかもしれないわね。個人の理由と貴族や王家の理由を混同することが、あなたにとって一番嫌きらいなことだったから。

　足を止めて、エントランスホールの公園を見下ろしていた女性を見て、秘書官が怪け訝げんそうに聞いた。

「どうかされましたか？」

「あ、いえ、なんでもありません」

　女性は、秘書官にそう答えると、通路を歩き始めた。




　仕事をする人々……だがそれもまた日常。

　しかし、公園には非日常もまた存在する。




　高級官かん僚りようらしい女性が、最上階にあるコミュニティセンターから立ち去ったその頃ころ。

　公園の木こ陰かげで、テディベアに寄り添そって眠ねむる小さな男の子のところにやってきたのは、灰色の薄うす汚よごれたブルゾン姿の一人の顔色の悪い中年の男だった。

　その男は、何かに怯おびえるような目つきで、左右を見回しながら小走りに公園の中にやってくると、そのまま歩道を抜ぬけて、芝生しばふ広場の中に入って来た。

　広場の中に立っている街灯の中に設置されている防犯センサーカメラが気になるのだろう、男は木の陰から木の陰へと、カメラの視界を避さけるように歩きながらやってくると、目の前にいる子供とテディベアに目を止めた。

　おそらく何かを思いついたのだろう。男は小さく目を見開いた後で、無ぶ精しようひげが伸のびた顔に下品な笑いを浮うかべ、もう一度念入りにあたりを見回した。

　それは、周辺に保護者らしい人ひと影かげがいないことを確かく認にんするためだった。

　保護者らしい人間がいないことを確かめた中年男は、少し気を緩ゆるめたような顔つきになって、そっと男の子に近づくと、着ていたブルゾンの右ポケットの中から手のひらに乗るくらいの小さな包みを取り出し、それをテディベアの下に入れようとした。

　そのとき、がさっ！　と木の枝が揺ゆれる音がして、男の目の前に、焦こげ茶色の毛皮の塊かたまりのようなものが落ちてきた。

「うひ！」

　半分悲鳴のような声を上げて飛びのいた中年男の前に、身長八十センチはあろうかという巨きよ大だいなテディベアのぬいぐるみが立っていた。

「な、なんだ、人形か、脅おどかしやがって！」

　大声を上げた中年男に向かって、そのテディベアは「しーっ、静かに！」と言うかのように右手を口の前に当てた。

　中年男はそれに構わず、子供の横に膝ひざをつくと、もう一度手に持った包みを寝ねている子供の下に隠かくそうとした。

　しかし、男の前に立ちはだかった色の濃こい方のテディベアが、すぐさまその腕うでをつかんだ。

「あ、このやろう！　何しやがる！　放せ！」

　その腕を振ふり払はらおうとした中年男の顔色が変わった。

　男の腕をつかんでいたテディベアの腕の力は、男の想像を超こえていた。

　テディベアは、ぎりぎりと男の腕を握にぎり締しめていた。

「く、くそ……」

　両りよう膝ひざをついた男の目の前に、焦げ茶色のテディベアの顔が迫せまる。

　白目を持たぬ真っ黒な瞳ひとみだけが男を見つめていた。

　テディベアの顔には表情が無い。笑いも怒いかりも涙なみだも浮かべることはない。

　そこにあるのは、いわば鏡である。

　テディベアが笑い、怒り、そして泣いたように見えるとき、それはすべて見る側の心情がそこに映し出されているのだ。

　男の顔に一いつ瞬しゆん、狼ろう狽ばいと恐きよう怖ふの色が走った。

「よせ！　やめろ！　こっちに来るな！」

　内心の恐怖に耐たえかねた男は、そう叫さけんで立ち上がった。しかしテディベアはその右手をしっかり握ったままだった。

　そのままテディベアを引きずるように二、三歩後ずさりした男の背中に一人の青年が声をかけた。

「どうしたんですか？」

「え？　あ、いや、なんでもない、ほっといてくれ！」

　そう言って振り返った男は、目を見開いたままその場に凍こおりついた。

　そこには、何十人という人の輪ができていた。

「なんだよお前ら！　この子の親か？　知り合いか？」

　左手を振り回す中年男に向かって、青年は首を振ってから言った。

「確かに親でも知り合いでもないけど、あんたこそ何なんだ？　その子に何の用があるんだ？」

「うるさい！　関係ないなら黙だまってろ！」

　その言葉を聞いた人の輪の中から声が飛んだ。

「関係ないなんてことあるもんか！」

「そうだ、他人ひとの子も自分の子も同じだ！」

「お前こそ、親でも知り合いでもないんだろうが！　その子に妙みような真似まねするんじゃない！」

　男は弁解するように両手を広げた。

「それは誤解だよ！　俺は別に妙な真似とかそんなことをするつもりはないぞ！」

「じゃあ、なんであんたは、あたりをきょろきょろ窺うかがってたんだ？　どう見ても様子がおかしかったじゃないか！」

「あ、いや、それは……」

　人の輪の中から飛んだ声に、男が言葉を詰つまらせたとき、人の輪の外から声がした。

「セキュリティの者です！　どうしました？　何かありましたか？」

　その言葉と共に人の輪を搔かき分けて姿を現した青色の制服を着た二人のセキュリティ係員を見て、中年男の顔から血の気が引いた。

　右手にテディベアをぶら下げたまま、男は弁解するように言った。

「俺は何もしていない！　ここで寝ている男の子があんまり可愛かわいかったので、近寄って顔を良く見ようと思っただけだ！　そうしたら、このテディベアの人形がいきなり飛び掛かかってきて、俺の腕をつかんだまま放さないんだ！」

　セキュリティ係員は、前に進み出ると、男の腕をつかんでいるテディベアに話しかけた。

「なぜこの人の手をつかんでいるのかね？　理由を教えてくれないか？」

　しかし、テディベアは何も言わずに、黙ってつかんでいる手を小さく振っただけだった。

「話せないのかな？」

　怪け訝げんな顔を見合わせた係員を見て、人の輪の中にいた青年が声をかけた。

「ああ、これはオートベアって種類の古いバイオノイドです。オートベアは話さないんですよ」

「そうか……となるとシステムのデータをダウンロードして解かい析せきするしかないな……」

　係員が腕を組んで考え込むようにつぶやいたとき、人の輪の中でキャリアウーマン風の女性と一いつ緒しよにいた二十代後半の男が、声をかけた。

「そいつ、何か手に持ってますよ。それをそこに寝ねているテディベアの下に隠かくそうとして、そっちのもう一匹ぴきにつかまったんです！　私……見てましたから」

　男の顔つきが明らかに変わった。

「何を言う！　お前なんかどこにもいなかったじゃないか！　どこで見ていたって言うんだ！」

「ちゃんと見ていたさ。その木の向こうからね」

「あんな遠くからか？　ウソつくな！」

　二十代後半の男は首を振った。

「ウソじゃない！　ここにいる人はみんな、この小さな子供が一人で寝ていることを気にかけていたんだ！　知り合いでも何でもなくたって、子供が一人でいたら、気になるのはあたりまえじゃないか！」

　セキュリティ係員は、さらにもう一歩近づいて、男の右手を見た。

　男は、その視線から右手を隠そうとしたが、テディベアはその手をがっちり握って離はなそうとはしなかった。

「本当だ……あなたは手に封ふう筒とうのようなものをお持ちだが……それは何かね？　差し支つかえなければ見せていただけないかな？」

「いや、これは別にたいしたものじゃない……」

　男がそう答えたとき、テディベアがつかんでいた手にさらに力を込こめた。

「あ、痛いててててて！」

　男の悲鳴と共に、封筒が地面に落ちた。

　男はあわてて拾おうとしたが、セキュリティ係員の方が早かった。

　すばやく拾った係員の手の中に、封筒から小さな四角いデータチップがこぼれ落ちた。

　それは、プリペイドキャッシュと呼ばれる電子マネーだった。

　いわば電子チップの形をした現金であり、クレジットカードのように口座を介かいした取引記録が残らないし、購こう入にゆうするときも振ふり出すときも身分確かく認にんを必要としない。

　高額紙し幣へいの束を持ち歩くよりも簡単であり、審しん査さやサインなどの認証を必要としないため、へそくり代わりにこれを持ち歩く人が多い。

「これは？」

「見てのとおりのプリペイドキャッシュだ」

「あなたのものかね？」

　男は一いつ瞬しゆんためらった後で、半分開き直ったようにうなずいた。

「ああ、俺のものだ、俺が持っていてどこが悪い、返してくれ！」

　その答えを聞いた係員は、確かめるように聞いた。

「あなたのものですね？　間ま違ちがいありませんね？」

「ああ、そうだって言っているだろう！　しつこいな」

「そうですか……実を言いますとね、三十分ほど前に、二階の宝ほう飾しよく品ひん売り場で置き引きがありましてね……防犯モニターに犯人が映っていたのですが、背せ恰かつ好こうも着ている服も、あなたそっくりなのですよ。その置き引き被ひ害がいの被害品の中にプリペイドキャッシュがありましてね……もしかすると、単なる偶ぐう然ぜんかもしれませんが、疑われたままではあなたも目覚めが良くないでしょう。これから事務所までご案内しますのでそこで、堂々と潔白であることをご証明下さい。なあに、館内のすべての防犯センサーとカメラが捉とらえた映像を確認すれば、あなたの潔白はすぐに証明できますよ」

「あ、いや……それは……その……」

　言い訳にもならない言葉の断だん片ぺんを口から漏もらす中年男の顔色は、紙のように真っ白だった。

　セキュリティ係員に連れられた男が去って行くのを見送った若い男が、そこに立っていたテディベアに向かって笑いかけた。

「小さな男の子だけをほったらかしにするなんて、なんてひどい親なんだと思っていたけど……なるほど、ちゃんと君のようなガードマンがついていたんだね」

　テディベアは、手を体の前で横にして、片かた膝ひざを引き深々とお辞じ儀ぎをした。

　その、時代がかった仕草を見ていた人たちから、笑い声と拍はく手しゆが起こった。

　人々は、互たがいに顔を見合わせて微笑ほほえむと、三々五々散っていった。




　そして、春の日差しが降りそそぐ平和な公園の光景が戻もどって来たとき、ショッピングセンターの方から、なにやら言い合いをしながら歩いてくる夫ふう婦ふの姿があった。

「ったくもう！　信じられない！　我が子をほったらかして、本屋に行くなんて、あんたそれでも父親なの？」

「あ、いや、ほったらかしていたわけじゃないよ、ウィルとティルが面めん倒どう見てるんだから……あいつらは俺が赤ん坊ぼうの頃ころも、ちゃんと俺の面倒見てくれていたんだから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　眉まゆを逆立てて早足で前を歩いていた母親らしい女性は、その場に立ち止まると、くるりと振り返って、後をついてくる、飄ひよう々ひようとした黒いクセ毛の父親らしい男に人差し指を突つきつけた。

「確かに、あの二匹ひきのクマっ子はベビーシッターの経験もしっかり積んでる！　ある意味私なんかよりベテランかもしんない……でも、あんたがうちの子ほったらかして遊んでたって事実は変わんないんだからね！」

「遊んでたわけじゃないよ、今月出た新刊の売れ行きが気になったから、見ていただけさ」

「だったら、なんで一時間もずっと本屋にいるのよ！」

「あ、いや、それはその……物書きの習性というかなんというか……」

　母親は両手を広げた。

「いい加減にしてちょうだい！　あんたはもう独身の風ふう来らい坊ぼうじゃないのよ！　もっと父親としての自覚を持ってよ！」

「いやあ、自覚してるつもりなんだけど……父親になった経験があればいいんだけどなあ……どっかで経験してくるってわけにもいかないし……」

「私の知らないところで父親になられてたまるもんですか！」

　母親は、あきれたように言うと、くるりと振り返り、ずんずんと歩き始めた。

　そして、ハルニレの大木の木こ陰かげで、二匹のテディベアに見守られている自分の子供を見つけると、小走りに駆かけ寄った。

　テディベアのお腹なかに顔をうずめて眠ねむる我が子を見たとき、母親の顔にあったとげとげしい表情がすうっと消え、そして、慈じ愛あいと幸福感に満ちた微笑みが浮うかんだ。

　後から追いついた父親が、同じように我が子の顔を覗のぞき込んで、ほっとしたように言った。

「よかった、ぐっすり寝ねてるね」

　傍かたわらに座っていた焦こげ茶色のテディベアがすっくと立ち上がって、父親の前にてちてちとやってきて、そこで敬礼した。

　父親はにっこり笑って敬礼を返して言った。

「ベビーシッター任務ご苦労！　異常ないな？」

　テディベアはこくんとうなずくと、回れ右をして、再びてちてちと歩いて寝ている子供の脇わきに座り込んだ。

　それを見ていた母親があわてて言った。

「あら、もういいのよ、ティル。家に帰るから、さあ帰るわよ」

　そして、母親はもう一匹ぴきのテディベアのお腹にしがみついて寝ている我が子をそっと揺ゆすり起こして持ち上げた。

　子供が離はなれて自由の身になったもう一匹のテディベアは、ゆっくりと身体からだを起こし、そこで、やれやれ、という風に大きく手足を伸のばした。

　その仕草を見て、母親は笑った。

「ご苦労様、ウィル。おかげでこの子もぐっすり眠れたみたい」

　ウィルと呼ばれたテディベアは、ぴょこんと頭を下げた。




　我が子を抱だき、公園の出口に向かって歩き始めた母親は、自分たちの後をてちてちとついてくる二匹のテディベアを振ふり返って、つぶやくように言った。

「この子も、あなたのようにウィルとティルを友達のようにして育つのかしら……」

「そうだね、きっとそうなると思う。僕は、人生において必要なものはすべて、あの二匹から教わったような気がする」

　母親は小さくため息をついた。

「この子も……きっと、風来坊で、飄々とした人間になりそうね……」

「嫌いやかい？」

　笑いながら聞いた父親に向かって母親は首を振った。

「それが嫌なら……この子を産んだりしないわ」

　父親はちょっと照れたような顔で、母親の胸に抱かれている我が子を覗き込んだ。

「こいつが、どんな人間になって、どんな人生を送るのか、それはわからない。でも、俺は親としてこいつが見たいと願うものを見せてやりたいと思うな……こいつは、俺には見えないものを見ることができる。俺が行けなかったところに行くことができる。立派な風来坊になって欲しいものだね」




　テディベアを従えた親子連れが通り過ぎていくその脇にあるコーヒーの自動販はん売ばい機きの前では、父親が息子むすこにココアを飲ませていた。

「ほら、温かいココアだぞ、ゆっくり飲んでお腹を温めなさい」

「うん……」

　横に立っていた姉らしい女の子が、馬ば鹿かにしたように言った。

「調子に乗ってアイスクリーム三つも食べるからよ、私が二つにしておきなさいって言ったのに……」

　母親が、怒おこったように言った。

「そもそもあなたがアイスクリームでごまかそうとしたのがいけないんでしょ？　パフェだったらこんな風にお腹が痛いとか言い出さずに済んだんだから！」

「それはそうなんだけど……」

　唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向いた姉は、自動販売機を操作している父親の手元を見て、話をそらすように聞いた。

「そういえば、お父さんは自動販売機でコーヒー買うときにいつも別のボタン押すのね？　それってなあに？」

　父親は、にっこり笑って言った。

「この自動販売機はね……お父さんのお友達なんだ。だから秘密のサインを送って、お父さんだけのコーヒーを作ってもらうのさ」

　娘むすめは目を丸くした。

「へえ！　すごい！　ねえ、お父さん！　私も自動販売機とお友達になれるかな？」

　コーヒーのカップを取り上げた父親は真面目まじめにうなずいた。

「うん、なれるよ。お父さんだってなれたんだ。このさきシルクが大人になる頃ころは、そういったお友達がいっぱいできるかもしれないよ」

「わあ！　いいなあ！　楽しそうだね！」

　夢見るように微笑ほほえんだ娘の顔を見て、父親は小さくうなずくと、コーヒーを満足そうに飲んだ。




　公園の中にいる人々は互たがいに凝ぎよう視しすることはなかった。しかし、誰だれもが他人を視野の中に置き、そして意識の中にとどめていた。

　そこにいる人々にとって、他人とは、自分とは無関係な存在ではなかった。

　共に生き、共に未来を作る同じ人類という意識が、誰の心の中にも存在していた。

　ザナックスとの戦いが終わって五年。

　人々の中で、何かが一つ確実に変わろうとしていた。







　あとがき







　どうも、鷹見一幸です。「でたまか　終しゆう劇げき追つい幕まく篇」いかがでしたでしょうか？　この短たん篇ぺん集は先日終しゆう了りようした「でたまか」シリーズの、文字通りカーテンコールとして皆みな様さまにお届けするものです。

　最終巻である「長ちよう嶺りよう来らい光こう篇」のあとがきで、私は「亀かめの甲こう羅らを背負った仙せん人にんが出てきて『もうちょびっとだけ続くんじゃな』なんて言う予定はないので安心して下さい」と書いたのですが、あの時は実際にこの本が出る予定は全くなかったのです。

　亀の甲羅を背負った仙人が本当に出てきてしまったのは、最終巻が出て一週間後の三月八日のことでした。

　この日は足あし掛かけ六年続いた「でたまか」の打ち上げの日でした。イラストレイターのＣｈｉｙｏｋｏさんや担当さんたちと、都内のチャイニーズレストランで昼食を取りながら、長いシリーズの途と中ちゆうにあった色々な出来事や、思い出話に興じながら、

「イラスト集みたいな同人誌作りたいねえ」「私が書き下ろしで短篇を二本ぐらい書きますから、今までのイラストの再録と一いつ緒しよにして、ちょっと大き目のサイズで」「どうせ売れそうにないから思い切り凝こった装そう丁ていで」

　なんて話をして、そのまま家に帰ったのです。

　そして仕事場のパソコンに電源を入れ、メールを確かく認にんすると、そこに亀の甲羅を背負った仙人からの「もう一冊だけ書きませんか？」というメールが届いていたというわけです。

　出る予定のない本が出ることになったその理由は、要するに反はん響きようの大きさでした。

　スニーカー文庫史上最大の厚さと値段、そしてアニメ化やコミック化というメディアミックスとは無む縁えんの作品が、なぜ売れるのかわかりませんが、とにかく「でたまか」最終巻は売れました。そしてそれと同時に「投げっぱなしにするな」「最後まできちんと書け」という声が山のように寄せられました。

　私は、「でたまか世界」という物語世界を一個創つくり上げて、それを最後に読者に向って投げて終らせました。この世界の未来や個々のキャラクターの未来はすべて読者の中にあると思ったからです。決してどこかに捨てたわけではありません。

　ケルプやコットン、ワタルやアーヤの未来、彼らがどうなったのか、それは読んだ方の想像力の中に答えがあるのです。

　それが、いわば物語の一番美味おいしい部分です、そこを読者に残すのが作者の仕事だと私は思います。書かないことで描えがく。それが小説です。

　私がここに描いたのは、私の描くでたまか世界のその後です。

　これと同じように読んだ皆さんに私と同じように、でたまか世界のその後を想像してもらえるものだと私は信じて、マイドとメイを暗示させる一組の男女を描いて物語を閉じました。

　たとえ誰だれも生き残らなくてもいい、最後に一組の男女が生き残れば、人類はザナックスに勝ったことになる。

　でたまか世界の人々はそう考え、そのために戦いました。ですから私は、その一組の男女を描くことで、この物語を終らせたのです。

　私の本を読んだ読者の方が、何を想像し何を思い浮うかべ何を感じるのか、それはわかりません、それは作者の領分ではありません。

　その読者の想像すべき部分にまで足を踏ふみ入れて、きっちりと作者の考える「正しい結末」を提示するのが求められているのだとすれば、それは私の考える小説とか物語とかそういったものとはかけ離はなれたものです。

　確かに隅すみから隅まできっちり作られた物語は、読むのが楽です。ただ座り込んで、送り手の示す物語を嚙かむことすらせずに飲み込めばいいのですから。

　でも、そんな窮きゆう屈くつな物語が本当に面おも白しろいのでしょうか？　考えて読む、想像しながら読む、描かれていない部分を想像し、そうやって物語の上に自分の物語を載のせて読む。

　そういう読み方もあるのです……というより、私は物語というのはそうやって読むことがデフォルトだと考えております。

　私は「世界」を描こうと思いました。そしてその世界というのは、そのとき、そこで何があったのか、という「局面」の積み重ねで出来上がっています。

　キャラクターというのはその「局面」を描くための絵筆でしかありません。局面が終れば絵筆に出番はないのです。

　さて、あとがきも残り少なくなりました。「でたまか」は第一部奮戦記の三冊で売行き不ふ振しんのために打ち切りになり、その後読者の声で復活し前十五巻まで続いた物語でした。

　そして、今、ここに一度終結したその後に再び読者の声で一冊カーテンコールが出るという、まさしく読者の皆様の声に支えられた物語だったと言えるでしょう。

　これほどまでに読者の皆様に支えられたことを深く感謝いたします。




　もしかすると、夏ごろから「ザ・スニーカー」で、この「でたまか」世界の百年くらい前を舞ぶ台たいにした別のキャラクターたちのスペオペを連れん載さいするかもしれません。

　でたまか第一部の気軽なノリで書きたいと思っておりますのでどうかお楽しみに。




　なお、この巻に収録されている「でたまか大辞典」は、読者の方が作っているでたまかのファンページ「アウトニア王国（偽）」http://tobecon.pinoko.jp/outniaoukoku.html の中にある「サージェント」氏が作成したデータコンテンツを基に私が加筆したものです。

　謹つつしんでお礼を申し上げます。

（旨いメシを食って旨い空気を吸える）


鷹見　一幸




※あとがきは二〇〇六年六月時点のものです。二〇一三年九月時点で記載されているウェブページは存在しておりません。
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アーケロン【人名】12　ローデス難民輸送船団の総指揮官。神聖ローデス連合軍退たい役えき大たい佐さ。

アーデント【軽巡じゆん航こう艦かん】12　マガザン帝てい国こく軍所属の艦かん艇てい。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。対ザナックス戦において、グスタフ星系中ちゆう継けい基地を要よう塞さい化するための固定砲ほう台だいとされ、アルファ第六三三砲台と名づけられる。ザナックスの突とつ撃げき艇てい通つう称しようブラック・コーン（Ｂ・Ｃ）の攻こう撃げきにより中破。

アーデント【駆く逐ちく艦かん】８　真マガザン帝てい国こく軍ディア艦隊所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で沈ちん没ぼつ。

アーヤ・アイビィ【人名】３、５、６、７、８、12、13、14、15　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの機動戦せん闘とう艇ていパイロット。通つう称しよう「メス猫ねこカルテット」と呼ばれる腕うで利きき四人娘むすめの中の最年少。海賊団付属保育園にいた頃ころからワタルと共に育ち、十歳のときに正式パイロットとして海賊団に登録され、以後ワタルと共に戦い続ける。負けん気が強く、コーリンとは恋こい敵がたきと書いて「とも」と読ませる間あいだ柄がらだった。

アイアン・デューク【戦せん艦かん】８　ディア艦隊所属の艦かん艇てい。浮ふ遊ゆう機き雷らいで損傷する。

アウトニア【国名】１、２、３、15　ユーランド星系の辺境国家群の中の一国。シザーズ王家が統治していた。星域・星系名でもある。ワイン醸じよう造ぞうが主要産業の一つで、毎年良質なワインを多く造り出す。このワインはアウトニアに産する良いブドウと良い水と良い空気、そして良い性格の人とイイ性格の人によって産み出されると言われている。３巻末で新皇こう帝ていアリクレストの威い信しんを帝国内に見せ付けるため、帝国軍に武力侵しん攻こうされ滅ほろぼされる。その後、辺境の開かい拓たく惑わく星せいネオ・アウトニアに国民の一部が強制移住させられ、大多数の国民は離り散さんを余よ儀ぎなくされるも、対ザナックス戦争後に復活を遂とげる。

アウトニア回かい廊ろう 【星域・星系】１、２、３、12　マガザン帝てい国こくのある銀河と神聖ローデス連合のある銀河の間にあって、跳ちよう空間航法が使えない重力障しよう壁へきに開いた航行可能な回廊の一つ。もう一つの桃もも星ぼし回廊が、百万隻せきの艦かん隊たい同士がぶつかり合うだけの大きさを持っているのに対し、このアウトニア回廊はＺ級戦艦一隻がぎりぎり通行できる程度の空間しかない。そのため戦略的価値はほとんどない。通称もぐら叩たたきの穴。

アカト【その他艦かん艇てい】15　超ちよう長ちよう距きよ離り射程レールガンを搭とう載さいした遠距離砲ほう撃げき艦かん。ザナックスの巣をめがけた直接攻こう撃げきの第一射を行った。通称宝くじブラザーズ。長弓の名前に由来。

アカネ【人名】14　ウェストウィックⅡの高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐための第二次動員令で迎げい撃げきシャトルのオペレーターとなる。シャトルパイロットから「元気印」と呼ばれていた。

アガメムノン【その他艦かん艇てい】８、12　Ｚ級戦艦を12隻せきはめ込んだ形をした巨大戦艦。それぞれの戦艦には古代神話の神将から取られた名前がつけられている。帝国軍の総旗艦だったが、内乱でマルス家の総旗艦とされ、第二次タカタツ戦せん役えき後ローデスに亡命。その後、惑わく星せい消去作戦の妨ぼう害がいのため各艦を分ぶん離りして人類統合軍の前に現れるが、すべて撃げき沈ちんされる。

アキツ【国名】12　神聖ローデス連合内の惑わく星せい国家。惑星名でもある。ザナックスの侵しん攻こうを抑おさえ込むための惑星破は壊かい作戦によって「消去」される。総人口二十三億人のうち、抽ちゆう選せんで選せん抜ばつされた三歳から十四歳までの子供達一億人を脱だつ出しゆつさせ、残りは惑星と運命を共にした。

アキヅキ【その他艦かん艇てい】11　マガザン帝てい国こく軍所属の艦艇。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。グスタフ星系中ちゆう継けい基地の要よう塞さい化のため固定砲ほう台だいとされるが、ザナックスの攻こう撃げきを受け大破。戦死者四名、負傷者十七名を出す。

アキラーニ【人名】10　サングリュー自治政府の国家主席。ザナックスの侵しん攻こうを受けた星と運命を共にする。

アクトレス【国名】４、５　帝てい国こくに従属する独立国。星系の名前でもある。同国の重巡じゆん航こう艦かんは艦かん載さい型のレールガンを搭とう載さいしており、第九次桃もも星ぼし戦せん役えきではネオ・アウトニア追つい討とう軍への艦隊の派は遣けんを要求され、星系軍を拠きよ出しゆつ、参戦する。が、Ｎフィールド航行システムの故障を理由に全艦かん艇ていがサボタージュをする。艦隊は、ネオ・アウトニア星系に到とう着ちやく後アウトニア軍に参加。

アゲイン【都市】４　ゼーロックの第二都市。トレーディングマーケットが発展した都市として有名。

アシャウ・バレー【その他地名】９　ネオ・アウトニアの地名。映画「ハンバーガー・ヒル」に出てくる地名とは偶ぐう然ぜんの一いつ致ち。

アスファ【惑わく星せい】15　スズケントス星域にあるリゾート惑星。

アズム【人名】12　シザーズ・クイーンⅡに乗り組む通信担当者か。

アスラム軍管区【軍管区】４　帝てい国こく軍の軍管区の一つ。守備艦かん隊たいが配置されている。

アッサム【惑わく星せい】13　帝てい国こくの勢力圏けん下にある惑星か。香こう茶ちやの名産地。

アテナ【人名】４　オピネルの船せん舶ぱく管理用電子人格。

アテナ・マルス【人名】６、８、13　ジュメイの養女。旧きゆう姓せいはプリシス。少年時代のアリクレストに気き紛まぐれで救われる。その後、ジュメイの操あやつるマルス家の密みつ偵ていの元もと締じめとなる。アリクレストの側そつ近きんで秘書、監かん視し役、愛人の三役をこなす。皇こう帝ていであることにこだわり続けたアリクレストの子を身ごもるが、その子を一人の人間として育てると決意。アリクレストが一人の男としての「自分」を持っていれば、幸せになれたかもしれない。

アデン【都市】14　ウェストウィックⅡの首都。

アトランタ【改造艦かん】12　防ぼう空くう巡じゆん航こう艦かん。マガザン帝てい国こく軍の艦かん艇てい。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。グスタフ星系中ちゆう継けい基地防衛のための遊ゆう撃げき担当艦とされる。

アポガスキー【人名】15　人類統合軍大たい佐さ。機動降下猟りよう兵へい第一師団の師団長。

アム【人名】15　マイドとメイの娘むすめと思われる少女の友達。

アラルゴン【軍管区】８　オーバーフロア司教率いる改革派に同調した教区。

アリクレスト・マルス【人名】１、２、３、４、５、６、８、12、13　マガザン帝てい国こくの帝位継けい承しよう権けんを持つ御ご三さん家けのうちの一つ、マルス家宗そう家けの嫡ちやく男なん。マガザン帝国軍士官学校第三六五期生時代、マイドのライバルであった。マガザン帝国軍士官候補生、少しよう尉い（１巻）、少しよう佐さ（２巻）、帝国宇宙軍親衛近衛このえ師団中央参さん謀ぼう本部主任参謀官少佐（２巻）、帝国軍作戦指導部参謀（３巻）を経て、皇帝となる。「子供の精神構造を持つ皇帝」と評される。基本的には優ゆう秀しゆうだが、血統を盲もう信しんし、自身を決して疑うことがない。神聖ローデス連合と結び銀河正統帝国皇帝を名乗ったため、全軍の信望を失い、帝国から追放され敵国であったローデスに亡命する。ローデスに侵しん攻こうした帝国軍が行ったザナックス封ふうじ込こめ作戦に乗じて復位を図はかるが、チャマーの命令によってカイン星系で座乗するバサラ諸もろ共とも宇宙の塵ちりとなる。人類史上最も少ない兵力で最も大きな損害を与あたえた男。

アリス【人名】８　ガーゴイルの船せん舶ぱく管理用電子人格。ザナックスの攻こう撃げきを受け船諸もろ共とも消しよう滅めつ。

アル・ツー【人名】１　ダイテツ王朝の懐ふところ刀がたなと呼ばれた名宰さい相しよう。歴史上の人物。

アルゼンチナ【民間船】12　客船。アキツから逃のがれた子供達を収容する船団に所属。ザナックスの攻こう撃げきを受け大破。

アルファ・カスタム【民間船】４　ユーマを追われたアウトニア国民が乗った移民船の一隻せき。ネオ・ユーマ着陸後はアルファドームとして使用される。

アルファキャット【軽巡じゆん航こう艦かん】５　マガザン帝てい国こく軍親衛近衛このえ師団所属の艦かん艇てい。シザーズ・クイーンを臨検する。

アルマー【その他艦かん艇てい】４　特務艦。サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦艇。鉄てつ壁ぺき艦隊を発展させた艦で通つう称しよう「ハンプティ・ダンプティ」。カスタムナイフメーカーに由来。

アレフ・Ｂ・チャーリー【人名】１、３、13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期、第二八分隊、通つう称しよう「でたまか分隊」の分隊員の一人。大だい企き業ぎようであるＡＢＣ商会の若わか旦だん那なながら親の反対を押し切って士官学校に入学。士官学校卒業後、同い年のミーヤと結けつ婚こんする。帝国軍務局装備調達班勤務（４巻）で、ザナックス決戦の際に、同期生のワンタと共に帝国各地に隠いん匿とくされていた「へそくり艦かん隊たい」の存在をつきとめ、人類統合軍の戦力拡大に多大の貢こう献けんをした。

アンクー【人名】６　エデッサ伯はく爵しやく領統治政府議会の議員。

アンタラス基地【軍事基地】13　マガザン帝てい国こく軍の基地。帝てい星せいブックスの衛星軌き道どう上にある。

アンティラ【戦せん艦かん】12　Ｚ級戦艦。アガメムノンから分ぶん離りした戦艦の一つ。惑わく星せい破は壊かい作戦の妨ぼう害がいのため消去予定惑星のある星系に現れるが、チャマーの攻こう撃げき命令により撃げき沈ちんされる。

イーサ・レイウッド【人名】６、７、11、15　トライトウに住む若いエンジニア。サンゴー一族の経営するオニヤインダストリアの社員。星ほし野の家の牛ぎゆう丼どんのファンだった。その後、船体更こう新しん改造したシザーズクイーンⅡに乗り込み、そこでミュールと知り合う。ザナックス決戦の際は大鴉コルヴイヌスに乗り込んで反はん応のう炉ろのコントロールを行っていた。生せい還かん後ミュールと結婚し、ニーモドライブの安定化技術を開発する。

イーチ【人名】７　マガザン帝てい国こく軍少将。帝国第三軍第二艦かん隊たい総司令官。アウトニア戦せん役えきにおいて、挟きよう撃げきのために指示された転移位置を独断で変へん更こうする。ギガントの攻こう撃げきを受け艦隊を壊かい滅めつさせられる。

イエジ・メイジ・オークランド【人名】15　第一機動降下猟りよう兵へい第一中隊第一小隊の臨時少しよう尉い。フリーライド作戦の実働部隊としてザナックスの勢力下にあるウエストウィックⅡに降下する。

イェロヒム【人名】９、13　この世界に人類が誕生した頃ころから、人類の歩みを見守ってきた「機構」と呼ばれる組織の上級管理官。普ふ段だんはこの世界の外側にある並へい行こう世界の回かい廊ろうにいるが、ときどき世界にやってきて、思わせぶりなことを言ったりやったりする。ユーマにやってきた移動遊園地内で、幼いメイに謎なぞめいた予言をしたり、昏こん睡すい状態にあったチャマーの夢に出てきたこともある。千年前、未熟だったヴァルゲインは、この爺じいさんに会い、人類を救う変数たる人間を養育するという使命を知った。

イオージマ【その他艦かん艇てい】15　強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん。人類統合軍第一揚陸母艦艦隊の旗艦。

イクサー・１号【民間船】９　旧式のコンテナ貨物船を改造した船。ロウェル・スターラインの恒こう星せい間連れん絡らく船せん。イクサー・１、となれば管理用電子人格は「ナギサ」となるのは当然である。

イサカ【人名】10　ドーダイの参さん謀ぼうのうちの一人で、惑わく星せいサングリューからの避ひ難なん民みんのための戦いに同どう伴はんした。銃じゆう器きメーカーに由来。

イノケンチウス三世【戦せん艦かん】12　神聖ローデス連合軍所属の艦かん艇てい。白色枢すう機き卿きよう艦隊の旗艦。純白に塗と装そうされている。ゴースティン星域の戦いで人類統合軍に撃げき沈ちんされる。

イリュージョン【軽巡じゆん航こう艦かん】６、７　帝てい国こく軍第三軍ネオ・アウトニア討とう伐ばつ艦隊第三三偵てい察さつ軽巡航艦隊旗艦。

インダストリア【惑わく星せい】６、７　工業惑星国家。三角塔とうが立ち、太陽エネルギーで都市のエネルギーをまかなう。

インディファティカブル【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　ディア艦隊所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で沈ちん没ぼつ。

インペリアルヴァイス【戦せん艦かん】11、12　マガザン帝てい国こく軍所属の艦かん艇てい。ローデスに派は遣けんされた帝国軍艦隊の総旗艦。

ヴァリノール【都市】10　惑わく星せいサングリューの第三の都市。

ヴァルゲイン【人名】１、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12、13、14、15　ガーナッシュ家に三百年以上仕えるテクノサーバント。通つう称しようヴァル。正式名はヴァルゲイン・ラクト・クローゲンシュニット・ＡＩＣ〇〇二八。タキシードを着た白はく髪はつの老人の姿を採ることを好む。その正体は、人類がまだ一つの惑わく星せい上で覇は権けんを争っていた時代に誕生した電子人格。その後千年の永きにわたって人類の歩みを見続けてきた人類の後見人でもある。人類を善き者として捉とらえ、その可能性により更さらなる存在となる可能性があるという「機構」と同じ価値観を持つ。ギンガーとは元々は同じプログラムであった。「人類の善き部分を多く持った人間が〈変数〉として人類を災さい厄やくから救う」という機構からの教示を受けて、長年にわたり善き者を育てようと努力してきた。マイドはその努力の結けつ晶しようである。ザナックス決戦においてもう一人の変数であるチャマーと共にザナックスの巣に体当たり攻こう撃げきをかけ、運命を共にする。

ウィゼル【人名】４、５　マガザン帝てい国こく国防総省情報局局長。マルス家の一族。

ウィリアム【人名】４　ジョスランの船せん舶ぱく管理電子人格。グランデルとは六十年来の付き合い。落ち着いた雰ふん囲い気きの中年男性の姿を採る。ジョスランと運命を共にする。

ウィンザーレット【星域・星系】４　マガザン帝てい国こく軍所属の方面軍を拠きよ出しゆつ。

ウィンダム【人名】５　マガザン帝てい国こく軍少しよう尉い。帝国軍情報部特とく捜そう課所属。どうやらミクラスといつも一いつ緒しよらしい、アギラという仲間もいるが登場しない。

ウィンドミル【その他艦かん艇てい】６　哨しよう戒かい艇てい。エルノリク男だん爵しやく領艦隊所属第三二哨戒艇。ネオ・アウトニア星系での戦いの序じよ盤ばんで爆ばく沈ちん。脱だつ出しゆつ者しや無し。

ウェストウィックⅡ【惑わく星せい】12、14、15　神聖ローデス連合の惑星。星系名でもある。ローデス中心星域に程ほど近く、中程度の開発が進んだ工業惑星。輸送用シャトルの生産で国内最大の工業設備が存在した。シャトル生産を優先したため、住民の自力脱だつ出しゆつが不可能になる。中ちゆう継けいステーションに避ひ難なん船が殺さつ到とうする中、ザナックスの侵しん攻こうを受ける。

ウェルチ【人名】10　カーケルの可愛かわいがっていた亜あ人のメイド。亜人に扮ふんした真しん人じんに惨ざん殺さつされる。

ウェンガー【軽巡じゆん航こう艦かん】４　サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。重雷装化をはじめ、色々便利な道具がついている。ナイフの名前に由来。

ウォーク【人名】14、15　探査船マナセン・スリーの乗組員。 

ウオースパイト【戦せん艦かん】８　ディア艦かん隊たい所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で大破。

ウォルフ【人名】13　マガザン帝てい国こく軍士官候補生で、マイド、アリクレストと同じ第三六五期生。門もん閥ばつ貴族の子し弟てい。

ウルスター【戦せん艦かん】８　真・帝てい国こく軍ディア艦隊の旗艦。ケルト神話から名付けられたらしい。

エグザイルフォー【民間船】12　鉱石運うん搬ぱん船。ウェストウィック星系中ちゆう継けいステーションでザナックスの転移反はん応のうを捉とらえ通報する。

エグザクト【軽巡じゆん航こう艦かん】４　帝てい国こく軍第七八五常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで沈ちん没ぼつ。

エクスバード【軽巡じゆん航こう艦かん】12　神聖ローデス連合軍所属の艦かん艇てい。ゴースティン星系の戦いで沈ちん没ぼつ。

エクセリオン【その他艦かん艇てい】７　機動戦せん闘とう艇てい母艦。ケルプワイン艦隊所属の艦艇。

エジンバラ【軽巡じゆん航こう艦かん】12　マガザン帝てい国こく軍所属の艦かん艇てい。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。グスタフ星系中ちゆう継けい基地の要よう塞さい化のため固定砲ほう台だい（ベータ一二砲台）とされる。ザナックスのＢ・Ｃの攻こう撃げきにより大破。

エデッサ【国名】４、５、６　帝てい国こくに従属する同名の辺境伯はくが統治する所領の総そう称しよう。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきには軍を拠きよ出しゆつし、領主であるグランデル・エデッサをはじめとする多くの軍人が戦死。ネオ・アウトニア戦役に際し、再度軍の拠出を迫せまられるが、これを一年会議でサボタージュする。その後、アウトニア義勇艦かん隊たいの中ちゆう核かく部隊となる艦かん艇ていと人員を義勇軍として派出。

エデッサ公【人名】６　約三百年前、帝てい国こく権力の中ちゆう枢すう部ぶで揺ゆるぎない地位を持ち、貴族院の総議長を務めたが、突とつ然ぜんそれまでの職と地位をすべて捨て、領地を部下だった者に分け与あたえると、以後一いつ切さいの官位を辞してルーザ星域の開かい拓たくに心血を注いだ。彼を無位無官の一市民とすることのできなかった当時の皇こう帝ていから、伯はく爵しやくの地位を贈おくられる。以後エデッサ家の歴代領主には「辺境伯」の称しよう号ごうが贈り名となった。

エヌエム【人名】11　神聖ローデス連合軍少しよう尉い。親が信しん託たく教区の大物らしい。ポータラカ教区常備軍中ちゆう継けい基地に配置。

エフタル【惑わく星せい】12　神聖ローデス連合の星域、星系、惑星。ザナックスの侵しん攻こうからの避ひ難なんが行われ、ネオ・アウトニアにその住民が避難した。

エリア二八【軍事基地】４、14、15　桃もも星ぼし星域近きん傍ぼうの帝てい国こく軍の前線基地。人類統合軍の防衛司令部がおかれる。タンホイザーゲートの数は総数二二四個。

エリカ【惑わく星せい】12　神聖ローデス連合の惑星。星域・星系の名前でもある。惑星破は壊かい作戦による消去予定惑星のうちの一つだったが、アリクレストの妨ぼう害がいにより破壊弾だんが発射されないまま、ザナックスの畑と化す。

エリス・トゥナイツ【人名】４、５、７、８、11、12、13　マガザン帝てい国こくの名門であるトゥナイツ家の令れい嬢じよう。暗殺された皇太子タツヨミの幼おさな馴な染じみで、妃きさき候補でもあった。その後チャマーと共に皇太子爆ばく殺さつ犯として手配されたマイドを追うが、暗殺がマルス家の仕し業わざであることを知り、先代の皇帝と共にマルス家に叛はん旗きを翻ひるがえす。内乱の中で暗殺されそうになるが、チャマーの捨て身によって守られ、彼への想おもいに気づく。ザナックスの侵しん攻こうを受けたローデスに派は遣けんされ、帝国難民支し援えん局輸送船団の指揮を執とる。ザナックス決戦の前夜、チャマーとの逢おう瀬せで彼の子を身ごもる。

エルウイン【国名】４　帝てい国こくの従属国の一つで独立惑わく星せい国家。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで所有艦かん隊たいが全ぜん滅めつ。

エルキュール侯こう爵しやく【人名】４　マルス家の一員。ケルプ曰いわくバカ殿との様さま。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで戦せん艦かん艦隊を指揮する。

エルサルク【星域・星系】４、９　エルキュール侯こう爵しやくが利権を持つロンジット鉱山がある。

エルノリク【星域・星系】４、５　二重太陽を持つ星系。同名の男だん爵しやく家が統治。

エルマー・クランシー【人名】14　ウェストウィックⅡに住む小学生。フィルマの弟。

エルモア大陸【その他地名】14　ウェストウィックⅡの大陸。原生林が覆おおっていた。

エルロイ【人名】５　エデッサ伯はく爵しやく領ヘーゼル地方選出の統治政府議会議員。歴史教師。先祖は探検家で様々な場所に出かけて「エルロイここに至る」という印を残した。

エンゲージ【その他艦かん艇てい】12　工作艦。第三二帝てい国こく軍工兵艦隊旗艦。ゴースティン星系の戦いでゴースティンの破は壊かいを担当した。

エンタール【都市】５、６　エデッサ統治領政府の首都。初代エデッサ公が最初に作った都市。ミスランディアの北半球に位置する。

エンデュリル・エデッサ【人名】６　ミストラルの妹。愛あい称しようはエンディ。破は天てん荒こうな兄を持って苦労する。肩かたまでの金きん髪ぱつのストレートヘアーの持ち主。

エンデローザ【軽巡じゆん航こう艦かん】８　アウトニア連合艦隊所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で沈ちん没ぼつ。

オーガスタ・マルス【人名】１、３、４、８　マルス家宗そう家けの当主で、アリクレストの父。マガザン帝てい国こく軍大将、同宇宙軍参さん謀ぼう長、同参謀本部参謀総長、同宇宙軍作戦指導部参謀長。息子むすこを皇帝位につけるため奔ほん走そうする。親おや馬ば鹿かだったのか馬鹿が親をやっていたのかは不明。

オーシェ【人名】14　人類統合軍少しよう佐さ。職務に対する熱意と、自身の職務が軍全体の中でどのように機能するかを理解し、先を洞どう察さつできる人物であるため、カンナが片かた腕うでの部下として一いつ緒しよに引き抜ぬいて、部長代理に据すえる。

オーテ【人名】11、12、15　枢すう密みつ院いん異い端たん審しん問もん官かんの司教。ローデスから護ご衛えい艦かん隊たいに派は遣けんされた異端審問官。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきでケルプが考案した聖せい獣じゆうの影えい像ぞうを掲かかげる「踏ふみ絵作戦」にひっかかって左さ遷せんされた。その後ケルプと共にザナックスと戦い、人生観を変えられる。医術の心得があるため、ケルプワイン艦隊の軍医的役割を担になう。ザナックス決戦の際は、アウトニアのミイ女医と共に病院船コノータンに乗る。

オーバーフロア【人名】１、５、６、８　神聖ローデス連合の司教。アウトニアと示し合わせ戦争のふりをしていたローデス辺境軍を保護し、失しつ脚きやく。追放されるが、その後、腐ふ敗はいするローデス教の改革を唱える派は閥ばつの中心人物として神聖ローデス連合を二分する勢力となる。

オーバーロード号【民間船】10、11、12、14　知的生命体探査機構に所属する外がい縁えん部専用大型調査船。元は帝てい国こく軍所属の情報収集艦かんとして建造されたが、軍ぐん籍せきに入ることなく、知的生命探査機構に譲じよう渡とされた。

オーレン基地【軍事基地】13、14　マガザン帝てい国こく軍の基地。

オットー・アオ【人名】11　神聖ローデス連合軍大たい佐さ。グスタフ星系防衛艦かん隊たい司令。

オノチ・アビス【人名】３、５、６、７、８、12、13、14、15　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの機動戦せん闘とう艇ていパイロットで、メス猫ねこカルテットの一員。年ねん齢れい的には三番目。ボーイッシュでさっぱりした性格の持ち主。体格もボーイッシュで、胸までさっぱりしていることを気にしているらしい。

オピネル【重巡じゆん航こう艦かん】４　ＷＣ級重巡航艦。サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで第五五六七巡航艦隊に編入された。コードナンバーＫＳＳ一九八七三四ＤＤ。サーモニア艦隊の旗艦。元はアウトニア王国軍の艦艇。ナイフの名前に由来。

オライオン【戦せん艦かん】８　ディア艦隊所属の艦かん艇てい。浮ふ遊ゆう機き雷らいにより損傷。

オリアス【人名】４、６、８、９、11、13、14、15　正式名「ＧＳ一二五Ｅ・オリアス」。マガザン帝てい国こくのメイン電子人格で、後に軍事部門を担当する。帝国軍情報局情報処理課課長。帝国軍情報部心理作戦参さん謀ぼう。ヴァルの四世代後に当たる電子人格。人類統合軍発ほつ足そく後情報処理部に所属する。

オルドバイ峡きよう谷こく【その他地名】13　チャマーが昏こん睡すい時に見た夢の中に現れた老人から「人類発はつ祥しようの地」として見せられる場所。アフリカに実在する。




　　　　■カ行■




カーケル【人名】10、14、15　生体工学の最高機関ともいえるエルママウザー研究所の研究員で、メイのクローン再生治ち療りようを担当した主治医。亜あ人の美人メイド四人と暮らしていたメイド大好き人間だったが、サングリュー脱だつ出しゆつ時じに人間の本質に目覚める。

ガーゴイル【民間船】８　知的生命体探査機構所属の外がい縁えん部専用探査船。ザナックスの攻こう撃げきで沈ちん没ぼつ。

カード・ラタンテール【人名】７、８　マガザン帝てい国こく軍大たい佐さ。テクニカル・ソングの四つの制空隊を指揮する機動司令だった。ラタンテール伯はく爵しやく家の当主で、帝国の貴族階級指揮官のある種のタイプを純じゆん粋すい培ばい養ようしたような男。ネオ・アウトニア戦せん役えき後、指揮下の乗組員の大量脱だつ走そうの責任を取らされ予備役となる。

ガーバー【軽巡じゆん航こう艦かん】４　サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。重雷装化している。ナイフの名前に由来。

カール・オブ・デューク【戦せん艦かん】15　人類統合軍攻こう撃げき艦隊第三軍旗艦。

カール・グスタフ【惑わく星せい】11　神聖ローデス連合の惑星。人口五億一千万。ヨルゲンセン教区の中で二番目の人口密度を持つ商業惑星。

カインド【国名】10　帝てい国こくに従属する独立国。一定以上の条件を満たせば好きな名前で住民登録ができるという制度を持つ。星系の名前でもある。

カウセ・Ｒ・チャイルド【人名】２　アウトニア王国軍大たい尉い。ビルドベース搭とう載さい型ガンシップの艦かん長ちよう。ビルドベース第三主しゆ砲ほう砲ほう塔とうの統とう括かつ責任者。

ガク【人名】３　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんシューティング艦かん隊たい司令。

カスタム【惑わく星せい】５　帝てい国こく領辺境にある鉱山惑星。

カスム【人名】15　人類統合軍少将、第二二三補給艦かん隊たい司令。

カズワ【人名】15　第一機動降下猟りよう兵第一中隊第一小隊の先任少しよう尉い。狙そ撃げきの名手でもある。

カターク・チアーキ【人名】２、３、４、５、６、７、９、12　アウトニア王国軍の将校。辺境惑わく星せい同盟軍第三高速駆く逐ちく艦かん隊たいなどに所属した後、撃うてルンです艦隊司令となる。真面目まじめで実直な軍人であるが、家で子供とゲームをやっていて負けるとリセットボタンを押すような一面もあった。帝てい国こく軍第四軍所属アウトニア第三軽巡じゆん航こう艦隊司令のとき、アキツからの避ひ難なん児童を守るための盾たてとなり戦死。

カニズ【人名】１　神聖ローデス連合の異い端たん審しん問もん官かんで、司教。オーバーフロア司教の代わりにアウトニア付近の辺境に派は遣けんされた。

カノーネ【人名】９　グリフォラント中央警察署の捜そう査さ用電子人格。実務屋らしい風ふう貌ぼうの男の姿を採る。

カムデン【人名】11　マガザン帝てい国こく軍少将。近衛このえ師団団長。

カヤン【人名】11　神聖ローデス連合軍少しよう佐さ。ローデスからケルプ率いる護衛艦かん隊たいに派は遣けんされた観戦武官。ケルプの参戦要望に応こたえ、報告書を捏ねつ造ぞうする。

カリ・マーチャント【人名】３　ミリオン傭よう兵へい隊少しよう佐さ。ミリオン艦かん隊たいの精せい鋭えいであるＧＮ艦隊の補給担当士官。

ガルシア【人名】13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生。マルス家の一族当直士官から権限を委い譲じようされたと詐さ称しようし、マイド達の私物検査を行う。

ガルシア【駆く逐ちく艦かん】14　装そう甲こう駆逐艦。人類統合軍第一救出艦隊の護衛艦隊令下にある第一二八駆逐隊の艦かん艇てい。

カルニウム【その他艦かん艇てい】15　超ちよう長ちよう距きよ離り射程レールガンを搭とう載さいした遠距離砲ほう撃げき艦かん。ザナックスの巣目め掛がけた直接攻こう撃げきの第一射を行った。通つう称しよう宝くじブラザーズ。長弓の名前に由来。

カワカミ【人名】12、15　大型移民船テンシャンスリーの船長。

カントリー・ギフト【人名】３、７、８　ケルプワイン海かい賊ぞく団だん大たい佐さ、同少将（７巻）、同機動戦せん闘とう艇てい部隊司令。

カンナ・サイファ・リモージュ【人名】７、11、13、14　リモージュ男だん爵しやく家けの長女にしてマガザン帝てい国こく軍の女性士官。第三軍兵へい站たん部所属の補給担当だった頃ころは歩く輸送規則、生きている輸送細則、鉄の令れい嬢じよう（アイアンレディ）などと呼ばれていた。有能で、とんとん拍びよう子しに出世し、かつての上司を追い抜ぬいて人類統合軍主計部部長に大抜ばつ擢てきされるが、そのために、かつてのダメオヤジ上司どもの攻こう撃げきに晒さらされる。プライベートでも恋こい人びとが軍を捨てて海かい賊ぞくに走ったりと苦労が絶えない。きっと眉み間けんの縦ジワが消えなくて悩なやんでいたに違ちがいない。

カンビュセス【惑わく星せい】９　帝てい国こく軍士官学校の監かん視し衛星運用訓練とサバイバルシチュエーションテストの舞ぶ台たいとなった拠きよ点てん監視衛星。試験官兼けん監視役兼管理用の電子人格にオリアス。最後に一人を生き残らせるという過か酷こくなくじ引きを行わせるのにふさわしい名前である。

キエノ・ランバート【人名】１、４　マガザン帝てい国こく軍の叩たたき上げの老士官。マイド達が士官学校の生徒だった頃ころは実戦戦せん闘とう教程の教官だった。その後下士官出身者としては最高位の少しよう佐さに昇しよう任にんし、第七八五常じよう駐ちゆう艦かん隊たい旗艦艦長となる。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきにてアリクレストの失敗の後始末をするために立てたマイドの作戦を支持し、老兵をかき集めて「爺じじ捨て艦隊」を編制、ローデスの黒色僧そう騎き兵へい艦隊と戦い戦死する。本シリーズに多く登場する渋しぶいジイさんの代表格。

ギガント【その他艦かん艇てい】７　二百年程ほど前、バブル期にあった帝てい国こくで、対要よう塞さい用として計画され建造されたが途と中ちゆうで破は棄きされた巨きよ大だい戦艦。これと大鴉コルヴイヌスを造ろうとしたために、当時の帝国は国力を疲ひ弊へいさせ、桃もも星ぼし回かい廊ろうを失しつ陥かんする。長い間ジャンクスターの衛星軌き道どうで廃はい棄きコロニーの中に埋うまっていたが、パワービームを搭とう載さいした超ちよう長ちよう距きよ離り撃うてルンですとして甦よみがえる。帝国軍第三軍第二艦隊を壊かい滅めつさせた後、爆ばく沈ちん。

キテン【人名】13　マガザン帝てい国こく軍大たい佐さ。ライムティンの艦かん長ちよう。実戦経験豊富で熱い魂たましいを持つオヤジである。

キューブ【人名】１、３　辺境惑わく星せい同盟軍第三駆く逐ちく艦かん隊たい司令（１巻）。アウトニア王国軍大たい佐さ、同軽巡じゆん航こう艦隊司令（３巻）。

ギラン【惑わく星せい】13、14、15　マガザン帝てい国こくの惑星。星域・星系の名前でもある。衛星軌き道どう上に帝国最大の船せん舶ぱく工こう廠しようが置かれている軍事技術の中ちゆう枢すう。総人口の七割が軍人と、軍の関連企き業ぎようの従業員とその家族で構成される。極地にある軌道エレベーターのあるメインドームシティには、ギラン名店街と呼ばれる巨きよ大だいなショッピングセンターがある。

ギラン南市【都市】13、14　ギランの南極にあるドーム都市。

キルシュヴァッサー【人名】８　マガザン帝てい国こく軍武装親衛隊 少将、同艦かん隊たい司令。酒の名前に由来。

キルスト【人名】15　第一降下猟りよう兵へい師団第一中隊第一小隊の兵士。

ギンガー【人名】１、３、８、12　神聖ローデス連合のメイン電子人格で、実質的な統治者。長い白はく髪はつをオールバックにした老人の姿を採る。ギンガー四世とも。最初の電子人格の一人で「人類は悪あしき心に捉とらわれた者であり、戒かい律りつと強制と恐きよう怖ふによって導かねば堕だ落らくするばかりである」という考えの持ち主。ヴァルゲインとは兄弟のような関係。組織の下もとで、価値観、社会、人間を学ぶ。ゴースティン星系の戦いの後、チャマーに人類の未来を託たくし自ら消しよう滅めつ。

キンダーハイム【星域・星系】11　神聖ローデス連合の星系。北域に残された拠きよ点てんの一つ。

キンバー【人名】12　神聖ローデス連合軍大たい尉い。エクスバード艦かん長ちよう。ケルテックとは士官学校時代からの親友同士。惑わく星せい破は壊かい作戦で消しよう滅めつ予定惑星ゴースティンの出身だったため、軍を脱だつ走そうしローデス愛国戦線に加わる。同星系の戦いで戦死。名は銃じゆう器きメーカーに由来。

クイーン・メアリー【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　ディア艦隊所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で沈ちん没ぼつ。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

クー・フーリン【戦せん艦かん】８　トゥナイツ艦隊旗艦。ケルト神話の英えい雄ゆうに由来。

グーゲ【人名】15　人類統合軍少しよう佐さ、パリーリン艦かん長ちよう。

グェナヴィア【その他艦かん艇てい】６、７　マガザン帝てい国こく軍所属の新しん鋭えい補給艦。アーサー王伝説に由来。

グスタフ【星域・星系】11、12　ヨルゲンセン教区の星系。第五惑わく星せい軌き道どう上に五基のタンホイザーゲートを持つ大型商業中ちゆう継けいステーション。また、第六惑星軌道上にも二基のタンホイザーゲートを持つ鉱物資源採集用の小型中継ステーションが設置されている。ケルプ麾き下かの護衛艦かん隊たいが取り残される。居住惑星一、鉱山惑星三が存在。

クズミ【人名】15　人類統合軍中ちゆう佐さ。

クメルージュ伯はく爵しやく【人名】８　人間を人間ではなく「数字」としてしか見ない価値観と恐きよう怖ふ政治で所領を統治する。同名の艦かん隊たいは帝てい国こく軍総務部艦隊とも称しようされる。帝国軍の最弱艦隊であるが、効率的に負けることを目的として運用される。負けろと命令する方は気が楽だろうが、命令される方はたまったものではない。

クラウサ【戦せん艦かん】８　マガザン帝てい国こく軍ルドベク方面軍艦隊旗艦。

グラナーテ【人名】９　グリフォラント中央警察署の刑けい事じ。榴りゆう弾だんに由来。

クラナッハ【軍管区】11　神聖ローデス辺境域にある教区統治領の一つ。ザナックスの侵しん攻こうを受ける。

グラフトン【人名】11　マガザン帝てい国こく軍の将官。第二方面軍参さん謀ぼう。

クララ【人名】10　十二歳くらいの容姿を持つ愛あい玩がん用亜あ人。娘むすめを亡なくした老夫ふう婦ふの娘代わりとして作られた。

クラン【人名】10　ドラッグストア兼けん固形水素のスタンドで店番をしていた亜あ人。緑の髪かみの三十歳前後の男。ザナックスの侵しん略りやくで死亡。

クラン・パッショネー基地【軍事基地】14　ウェストウィックⅡにある迎げい撃げきシャトルの発進基地。

グランデル・エデッサ【人名】４　エデッサ辺境伯はく。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで戦死。享きよう年ねん七二歳。マイドに後を託たくすと遺ゆい言ごん。

グリーンオーク【軽巡じゆん航こう艦かん】14　人類統合軍第一救出艦隊の護衛艦隊旗艦。

クリス【人名】２、11、13　百年ほど前の帝てい国こく皇帝の息子むすこ。聡そう明めいで人望が厚かったが、次男であることから皇位継けい承しよう権けんは兄皇子のタクマにあった。本人には謀む反ほんの意志などなく、常に兄を立て、彼のために働くことを望んでいたが、勢力争いの道具として「伏ふく龍りゆう皇こうクリス」と呼ばれ担かつぎ上げられ、疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられた兄に謀ぼう殺さつされる。その血筋はシザーズ王家に受け継つがれる。

グリフォラント【星域・星系】９　ドラゴニア、マーメディアなどと基幹通信回線が共通の星系。グリフォンは住んでいないので念のため。

グルーディン【星域・星系】13　第四方面軍が駐ちゆう留りゆうするポルテ基地がある。

クレセント・バリアリーフ【戦せん艦かん】６、７　マガザン帝てい国こく軍第三軍ネオ・アウトニア討とう伐ばつ艦隊旗艦。三日月珊さん瑚ご礁しよう。

クレペニノ【その他艦かん艇てい】11　ピケット艦。神聖ローデス連合軍所属の艦艇。ヨルゲンセン教区教皇軍防衛艦隊の所属。ザナックスの第一三波との戦せん闘とうで沈ちん没ぼつか。

グレム【人名】６、９、15　ジャンクスターの管理電子人格。老人の姿を採る。

ケイ・イトモ【人名】６　ＯＬ。オーバーフロア司教の下もとでノースと結けつ婚こんする。

ゲイボルグ【惑わく星せい】７　ディア家とトゥナイツ家を中心に、反マルス家を掲かかげ帝てい国こくを二分した軍勢である「真・帝国軍」の主星。ケルト神話に由来。

ケリン・リモージュ【人名】７　カンナの一番下の弟。

ケリング【人名】12、14　ローデス軍地方警備隊大たい佐さ。ウェストウィックⅡの警備責任者。ウェストウィックⅡ防衛軍総司令。

ケルテック【人名】12　神聖ローデス連合軍大たい尉い。タモシャンカーの艦かん長ちよう。キンバーとは士官学校時代からの親友同士だった。ユナートル出身。

ケルプ・Ｓ・ワインガー【人名】１、２、３、４、５、６、７、８、９、11、12、13、14、15　ケルプワイン海かい賊ぞく団だん頭領の長男にしてワインガー男だん爵しやく家け嫡ちやく男なん。マガザン帝てい国こく軍士官候補生として士官学校に入学した際にマイドと同じ分隊員になる。出自が海賊であることを誇ほこりとする、べらんめえ言葉どおりの一本気でさっぱりとした性格の持ち主である。士官学校卒業後、ケルプワイン海賊団を率いてマイド達アウトニア軍の援えん軍ぐんとして参加し、アウトニア滅めつ亡ぼう後にアウトニア軍艦かん隊たいを海賊団に吸収する。実戦経験が豊富で、艦隊の指揮運用技能に秀ひいでていることからローデス派は遣けん軍護衛艦隊司令に抜ばつ擢てきされ、その後人類統合軍ザナックス決戦部隊攻こう撃げき艦隊司令となる。幼おさな馴な染じみのコットンとは紆う余よ曲きよく折せつの果てに結婚し、夫婦でザナックス決戦に臨のぞむ。その後一男一女の父となる。

ケント【人名】11　ローデスからの避ひ難なん民みんの少女の兄弟の名。

ケンバシ【人名】15　人類統合軍少将。第六三三防衛艦かん隊たい司令。

ゴースティン【惑わく星せい】12　神聖ローデス連合の惑星。星域・星系の名前でもある。ローデス愛国戦線と帝てい国こく軍の戦せん闘とうが行われたが、惑星破は壊かい作戦によって住民もろとも破壊される。

コーリン・プラチナム【人名】６、７、８、10、12、14、15　ローデスのギンガーによって生み出された殉じゆん教きようミサイルコントロール用電子人格で、少女の性格を持つ。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきでタカハジ艦かん隊たいの「金魚救い」で助けられ、人間とほぼ変わらぬ十二歳の少女のバイオドールにインストールされる。人間を知るためにマイドに引き取られ、後にマリリン姉あね御ご、ワタルなどとも一いつ緒しよに暮らす。ワタルに恋こいする。人間としてのタブーを知らないことから、きわどいことを言ってはワタルを困らせたが、やがて人間としての常識を身につけていく。ザナックス決戦において身体からだに損傷を負った恋こい敵がたきのアーヤに身体を与あたえ、自ら電子人格を率いてザナックスに攻こう撃げきを挑いどみ、ワタルの、ひいては人類の危機を救う。

ゴッドフェニックス【戦せん艦かん】２、３、５、６、７、８　Ｄ級戦艦。ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの旗艦。

コノータン【その他艦かん艇てい】15　病院船。人類統合軍に所属。

コノシロ【軽巡じゆん航こう艦かん】７、８　ケルプワイン艦隊の艦かん艇てい。他ほかにも寿す司しネタの名前を冠かんした艦があるらしい。

コマキン三世【人名】１、10、11、12　神聖ローデス連合の法王（＝国家元首）８巻で教皇とあるのは誤記。ローデスの国家の実権はすべて電子人格であるギンガーが握にぎっており、実質上傀かい儡らいでしかなかった。気弱で善良なだけの人間だったが、ローデスの国民の敬愛が向けられていたのはギンガーではなく、人としての自分であったことに気づく。11巻で無条件降こう伏ふく文書に調印し、実質上ローデス最後の法王となる。

コロネ【人名】14　ウェストウィックⅡの高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐための第二次動員令で迎げい撃げきシャトルのオペレーターとなる。シャトルパイロットから「きゃぴ」と呼ばれていた。

コンカラー【軽巡じゆん航こう艦かん】12　マガザン帝てい国こく軍の艦かん艇てい。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。もしくは駆く逐ちく艦かんか。グスタフ星系中ちゆう継けい基地の要よう塞さい化のため固定砲ほう台だい（アルファ第二一砲台）とされる。ザナックスのＢ・Ｃの攻こう撃げきにより戦せん闘とう不能になる。

コンゴウ【軽巡じゆん航こう艦かん】12　マガザン帝てい国こく軍の艦かん艇てい。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。グスタフ星系中ちゆう継けい基地の要よう塞さい化のため固定砲ほう台だい（アルファ第一三砲台）とされる。ザナックスのＢ・Ｃの攻こう撃げきにより右う舷げん砲ほう塔とうが使用不能になる。

コンラッド【駆く逐ちく艦かん】11　神聖ローデス連合軍所属の艦かん艇てい。ヨルゲンセン教区教皇軍防衛艦隊の所属。ザナックスの第十四波攻こう撃げきで大破。




　　　　■サ行■




サーモニア【国名】４　帝てい国こくの従属国の一つで恒こう星せい系連れん邦ぽう国家。星系、方面軍の名前でもある。ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの根こん拠きよ地ち。一つの恒星系に惑わく星せいナーカムと惑星フージョワの二つの居住可能惑星を持つ。この二つの惑星は伝統的に仲が悪く、その間にある小惑星帯にはナショナリズムから逃のがれた自由民が居住する第三勢力が自治政府を作っている。ケルプやコットンなどの出身地。

サーランド・Ｍ・フカンジュ【人名】12、14　探査船オーバーロード号の医い療りよう局長。白はく髪はつ交じりの初老の男性。日誌にでたまかについて記録を残す。三次元チェスのネット対戦でトーダと帝てい国こく皇帝杯はいを巡めぐって何度も対戦している。

サイザリー【駆く逐ちく艦かん】14　装そう甲こう駆逐艦。人類統合軍第一救出艦隊の護衛艦隊令下にある第一二八駆逐隊の艦かん艇てい。

ザイダベック【戦せん艦かん】１　Ｚ級戦艦。辺境惑わく星せい同盟軍所属の艦かん艇てい。辺境惑星同盟軍旗艦。アウトニア回かい廊ろうを封ふう鎖さするための封鎖船として設計されている。通常のＺ級戦艦の倍の密度の防ぼう御ぎよスクリーンを持つ。第三次パロス戦せん役えきの最終局面でアウトニア回廊へ突とつ撃げき。回廊を封鎖し沈ちん没ぼつ。

サイトウ【人名】４、５、６　マガザン帝てい国こく軍中ちゆう佐さ。帝国軍作戦指導本部参さん謀ぼうであったが、帝国軍側に不利なシミュレーションを作成したことでマルス家の不興を買い、エデッサ伯はく方面軍司令部参謀に左さ遷せんされる。さらに第九次桃もも星ぼし戦せん役えきでの混乱の責任を押し付けられ、予備役準備室という究極の窓まど際ぎわに回されるが、突とつ然ぜんのネオ・アウトニア侵しん攻こう命令による人員不足のため指揮参謀要員としてシードクロス基地に派は遣けんされる。組織の論理に翻ほん弄ろうされる個人の悲ひ哀あいを象しよう徴ちようするような人物だったが、組織に依い存ぞんすることをやめ個人の力を信じて歩き出すことに目覚めた。

ザイドリッツ【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　Ｃ級巡航戦艦。第五巡航戦艦艦隊の艦かん艇てい。

サイファイ【人名】10　神聖ローデス連合軍少将。黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たい第三艦隊司令。

サウロニア【都市】10　サングリューの第二都市。

サカイ【駆く逐ちく艦かん】４　装そう甲こう駆逐艦。サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊に所属。

サクリファイス【軽巡じゆん航こう艦かん】12　マガザン帝てい国こく軍の艦かん艇てい。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。グスタフ星系中ちゆう継けい基地の要よう塞さい化のため固定砲ほう台だい（ベータ第三四砲台）とされる。ザナックスのＢ・Ｃの攻こう撃げきを受け大破。

サザンカ【民間船】３　快速艇てい。皇こう帝てい直属の船。猫の細さい胞ぼうから培ばい養ようした生体脳が航法ナビゲーションを行う。

サタニコントロールセンター【軍事基地】14　ウェストウィックⅡにある迎げい撃げきシャトル部隊を管制する基地。

サタニシティ【都市】14　ウェストウィックⅡの都市。

ザビータ【人名】１　アウトニア軍所属の衛生兵。

サメシロ【惑わく星せい】７　バリアン星系の主星。冷めた白飯を意味する牛ぎゆう丼どん店の隠いん語ごではない。

サモン軍管区【軍管区】４　帝てい国こく軍の軍管区の一つ。サーモニア星域を中心とする。

サライ・エルノリク【人名】５、６、７、８　エルノリク男だん爵しやくの次男。エルノリク男爵領艦かん隊たい総司令官として帝てい国こく第三軍と戦ったとき、弱じやつ冠かん十五歳だった。その後アウトニア義勇艦隊では主にミストラルの副官を務める。いわゆる早熟な天才だが、マイドやケルプ、ミストラルなどの傑けつ物ぶつの背中を見て育ったため、増長することなく、名君として名を残した。いい先せん輩ぱいはいい後輩を作るという見本のような人物。

サラトガ【星域・星系】４　第七八五常じよう駐ちゆう艦かん隊たいの駐留する星域。

サリッサ【人名】14　惑わく星せいギランの入港管制を行う電子人格。

サングリュー【国名】８、10　ローデス連合に従属する独立惑わく星せい国家。惑星名でもある。宗教的倫りん理り観を捨て去ることによって、生命工学、遺伝子工学の分野を著いちじるしく発達させた国であり、遺伝子操作によって亜あ人と呼ばれるさまざまな外見の人類を生み出しているが、かれらは人ではなく物として扱あつかわれ基本的人権を認められていない。各種のクローン技術に秀ひいでているために、帝てい国こく軍情報部の毒物による暗殺攻こう撃げきを受けたメイ王女は、この惑星でクローン再生治ち療りようを受けていた。対ザナックス戦争初期に侵しん攻こうを受け滅めつ亡ぼう。

サンドラ【人名】10　アキラーニの亡なくなった妻に似せられて作られた亜あ人。ザナックスの侵しん攻こうで死亡。

シーケンパルス基地【軍事基地】14　ウェストウィックⅡにある迎げい撃げきシャトルの発進基地。

シードクロス【星域・星系】５、６、７　北辺銀河の中心地の星系。ネオ・アウトニア星系に最も近い帝てい国こく軍の軍事基地がある。タンホイザーゲートは当初二つ設置されていた。

シードクロス基地【軍事基地】５、６、７　マガザン帝てい国こく軍の基地。ネオ・アウトニア討とう伐ばつ軍の総司令部が置かれた。

シービュー【駆く逐ちく艦かん】２、８　装そう甲こう駆逐艦。辺境惑わく星せい同盟軍所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で大破。

シーレン【星域・星系】13　マガザン帝てい国こくの星系。同星系内の小惑わく星せい帯の八割をフュージリアグループが所有しており、その一つにエレダイト鉱山がある。酷こく使しされた債さい務む労働者が脱だつ走そうし、海かい賊ぞくと化す。

シェーラ【人名】14　人類統合軍総力戦研究所に出向している内務官かん僚りよう。

シェルバーン【人名】11　マガザン帝てい国こく軍の将官。第一方面軍の司令長官か。

ジクハルト【惑わく星せい】12　神聖ローデス連合の惑星。星域・星系の名前でもある。チャマーによる惑星破は壊かい作戦による消去予定惑星のうちの一つだったが、アリクレストの妨ぼう害がいにより破壊弾だんが発射できぬまま、ザナックスの畑と化す。ローデス愛国戦線と帝てい国こく軍の戦せん闘とうが行われた。

シコウ王国【国名】８　帝てい国こくの従属国の一つで独立星系国家。アウトニア・フランチャイズの加盟国。

シザーズ・クイーン号【民間船】１、２、５、６、８、10　二百年前に生産された救国型戦せん艦かんを改造して大量生産されたＮタイプの汎はん用ようコンテナ貨物船の一隻せきである。使い勝手が良く廉れん価かであったため、一時帝てい国こく国内だけでなく中立国を介かいしてローデスにも輸出された。生産終しゆう了りよう後も廃はい船せんとなった他ほかの船の部品などを流用して使用し続けたため、シザーズ・クイーンには三百隻以上のＮタイプ貨物船の部品が使われている。ローデスでは推進機や出力炉ろを強化したものをサーモン級貨物船と呼んでいた。

シザーズ・クイーンⅡ【民間船】11、12、15　サンゴー一族の開発したニーモドライブエンジンと、シザーズ・クイーン、民生用の高速外航型コンテナ船、軽巡じゆん航こう艦かん、高速重巡航艦を混ぜ合わせてルサが設計した船。辺境航路を航行する武装商船の概がい念ねんで建造された。

シザーズ・ナイツ【戦せん艦かん】６、７、８　Ｓ級戦艦。アウトニア正規軍旗艦、アウトニア連合軍艦隊総旗艦。元は沈ちん没ぼつしたＦ級戦艦ジョスランの代だい替たい船としてエデッサ伯はく爵しやく領艦隊に供きよう与よされた。辺境諸しよ侯こう艦隊を指揮する司令官専用に作られた艦かん艇てい。

シムスン【人名】10　探査船オーバーロード号の船長。

シモーヌ・レナウン【人名】10　ソード・レナウンの妻。惑わく星せいサングリューから脱だつ出しゆつする際に暴徒に襲おそわれ、取り残される。

シャークス【巡じゆん航こう戦せん艦かん】14　人類統合軍第一救出艦隊第五突とつ撃げき艦隊の三番艦。ウェストウィックⅡ救出作戦でのザナックスとの戦せん闘とうで爆ばく沈ちん。

シャイダ【惑わく星せい】６、９、11、15　四、五代前の帝てい星せいだった惑星。帝星として開発した惑星のインフラ設備などが老ろう朽きゆう化かすると、惑星規模のスクラップビルドを行うより、帝星を移転させ新設したほうが安上がりな場合が多いこと、また新しいもの好きな皇帝が多かったために、帝国は何度も帝星を移転させている。旧帝星には使用可能なリサイクル品が山のように残っていることから、解体リサイクル業者が集まるようになり、その結果ジャンクパーツの宝庫としてマガザン帝国中の解体業者が集まるジャンクスターと呼ばれるようになった。

シャイニング【その他艦かん艇てい】15　超ちよう長ちよう距きよ離り射程レールガンを搭とう載さいした遠距離砲ほう撃げき艦かん。ザナックスの巣目め掛がけた直接攻こう撃げきの第一射を行った。通つう称しよう宝くじブラザーズ。長弓の名に由来。

シャスポー【人名】11、12　シャテル・ローの船長。

シャテル・ロー【民間船】11　輸送船。難民支し援えん局輸送船団の旗き艦かん。フランスの兵へい器き廠しようが由来。

ジャマー・ココーネ【人名】７、８、14　マガザン帝てい国こく軍少しよう尉い。機動戦せん闘とう艇ていパイロット。テクニカル・ソングの第三四制空隊ラムダ編隊三番機のパイロット。ネオ・アウトニア戦せん役えき後アウトニアに亡命する。

ジャミー【人名】５　マガザン帝てい国こく軍少しよう尉い。ネオ・アウトニアに対する拠きよ点てん監かん視し衛星に配置されていた。

シャルル【人名】４　アウトニア産の銘めい醸じようワイン「シャルル・ドリューネ」を作っていた醸造元の老人。祖父の代から良質なワインを造り続けることだけを考え、宣伝や大資本に売ることをせず、こつこつと独力で販はん路ろを開いて今日の名声を勝ち取った。アウトニアが帝てい国こくの武力侵しん攻こうを受けて滅めつ亡ぼうし、帝星ユーマを追われたために「シャルル・ドリューネ三八二二」が最後の年のワインとなった。その後、同ブランドは帝国の大メーカーに売ばい却きやくされ、その名前でワインが造られたことはない。

シャントール【惑わく星せい】10　サングリューから撤てつ退たいしたローデス軍の前線基地となった惑星。

シュウ・ワカマツ【人名】３　ＧＮ艦かん隊たいの軍医長。

ジューン・ミナモト【人名】６、７、８、11、12、15　ゴッドフェニックスの新人通信オペレーターとして登場し、帰投中のモトを担当する。その後、結けつ婚こん退職をしたメグの代わりにケルプ達の旗き艦かんソウリュウに通信オペレーターとして乗り込む。色気よりも食い気という女の子で、ザナックスに包囲された絶体絶命の状じよう況きよう下かでも明日のご飯を心配することで将兵を元気付けた。水耕栽さい培ばいのレタスばかり食べていたのでレタスが嫌きらいになったが、わずか一ヶ月で元に戻もどって元気に食べるように。色気は皆かい無むだが明るく健康な人気者である。

シュドー【星域・星系】８　高重力惑わく星せいを持つ星系。ラインアートの出身星系。

シュミット【人名】12　ローデス教の司祭。ソロターン教区、惑わく星せいエフタルの副教区長を務めていたが、ザナックスの攻こう撃げきにより避ひ難なん民みんと共にネオ・アウトニアにやってくる。宗教的権けん威い者としてではなくエフタルの国民と共に歩むことを選ぶ。温厚な人格者であり、彼が指導者であったことは、ネオ・アウトニア、エフタル双そう方ほうの人々にとっての幸運だった。

ジュメイ・マルス【人名】５、８　マガザン帝てい国こくの侯こう爵しやくの一人でアリクレストの叔父おじ。あまり表に出ることはないが、その裏でマルス家のすべてを実質的に取り仕切る。密みつ偵ていを使って他人の弱みを探さぐり出し、それを使って自分の思い通りに人を動かそうとするという、いわば根っからの陰いん謀ぼう家であり。髪かみの毛から足の爪つめに至るまで真っ黒だと噂うわさされている。二十年前の皇位継けい承しよう権争いの際にもっとも皇位に近い場所にいたが、ひとかけらも人望がなかったために議会と軍の支持を得うることができずに皇帝になれなかった。このときの議会と軍の判断を「帝国が最後に見せた良識」と呼ぶ人は多い。

ショウホウ【民間船】12　輸送船。アキツから逃のがれた子供達が収容されている船団に所属。ザナックスの攻こう撃げきで推進機が大破する。

ジョー【人名】10　肉体労働用の亜あ人。薄うす緑みどり色の皮ひ膚ふと四本の腕うでを持つ大男。加か齢れいで体力が落ち、余よ剰じよう資材として市場に出されたところでレナウン家に引き取られる。ザナックスの侵しん略りやくで死亡。

ショートスリーブ【戦せん艦かん】15　人類統合軍攻こう撃げき艦隊第七軍黒色僧そう騎き兵へい艦隊に所属する戦列艦。乗員全員が暑がりで半はん袖そでを着用しているという事実はない。

ジョスラン【戦せん艦かん】４　Ｆ級戦艦。エデッサ伯はく方面軍旗艦。第七八五常じよう駐ちゆう艦隊の臨時旗艦。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで沈ちん没ぼつ。

ジョリーロジャー【戦せん艦かん】15　人類統合軍攻こう撃げき艦隊第一軍旗艦。

シルク・イトモ【人名】15　名前のみ登場。ノースとケイの間に生まれた娘むすめ。

神聖ローデス連合【国名】１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11　銀河を二分する二大勢力の一つ。宗教独裁の祭政一いつ致ち国家。国教がローデス教。元首は世せ襲しゆう制の法王だが、実質的な元首は電子人格のギンガー。シンボルは太陽と星。ザナックスの侵しん攻こうと帝てい国こく軍のグランドスラム作戦の結果、滅めつ亡ぼう。

シンディ【人名】５　アウトニア王国軍の女性士官。

シンパソール【戦せん艦かん】６、７、８　Ｓ級戦艦。アウトニア義勇軍艦隊旗艦。

シンメルライター【戦せん艦かん】８　マガザン帝てい国こく軍武装親衛隊艦隊の旗艦。

ジンモ・スタルヒン【人名】４、５、８　マガザン帝てい国こく軍少将。帝国親衛隊近衛このえ師団長。前職は突とつ撃げき機動歩兵の中隊長で、実力もその程度の人間だが、マルス家に忠実な番犬として抜ばつ擢てきされた。公私混同がはなはだしく、軍の予算と自分の財布の区別がつかない人間だったためマルス家失しつ脚きやく後ご、軍から追われ以後行方ゆくえ不明。どこかのショッピングセンターで置き引きをして捕つかまったりしているかもしれない。

ジンライ【軽巡じゆん航こう艦かん】８　ハルカ艦隊の旗艦。

スイクゲント【戦せん艦かん】15　人類統合軍防衛艦隊の艦かん艇ていで、パリーリンの僚りよう艦かん。ザナックスの波状攻こう撃げきで大破する。

スオミランド基地【軍事基地】11　ヨルゲンセン教区にある神聖ローデス連合軍の基地。ヨルゲンセン防衛艦かん隊たいの本ほん拠きよ地ちか。

スカアサ【戦せん艦かん】８　トゥナイツ艦隊第三艦隊旗艦。第二次タカタツ星域会戦で損傷。ケルト神話に由来。

スカンデリューム【人名】12、14　ウェストウィックⅡの行政府の長。軽量合金ではない。

スズケントス【星域・星系】15　人類統合軍攻こう撃げき艦かん隊たい第一軍、第二軍の集結地として指定された星域。リゾート地として有名。

ススム【人名】12　アキツからの避ひ難なん民みん。ミユキの幼おさな馴な染じみ。

ステラ・スターウェイ【人名】10、11、12、14、15　ローデス教の地区神しん託たく者の位を持つローデスの高名な女性学者。ローデス教皇院直属情報部所属の中ちゆう佐さを兼けん務むし、知的生命体探査機構の生物学部門首席研究員として赴ふ任にんしていた。美女、才さい媛えん、見事なプロポーション、優やさしく温厚な性格、家事全ぜん般ぱんそつなくこなす、といういわば完かん璧ぺき超ちよう人じん女性であったために、世の男性から敬遠されて縁えんが薄うすかったが、ドーダイに出会い、恋こいする。

スリーディ【人名】７　ケルプワイン海かい賊ぞく団だん少しよう佐さ。ケルプワイン海賊団特とく殊しゆ部隊指揮官。

スリラム【人名】10　エルママウザー研究所の研究開発部長。銃じゆう器きメーカーではないので念のため。

ゼイムズ【人名】３、４、５、７、14　ＡＢＣ商会の経理担当のメイン電子人格。貫かん禄ろくの有る中年、いかにも実務者といった姿を採る。

セイント・ブリッジ【その他艦かん艇てい】３　病院船。アウトニア軍所属。御お茶ちやノ水みずにある橋の名前ではないので念のため。

ゼーロック【星域・星系】４、６、13　帝てい国こくの中心宙域を構成する星系。マガザン帝国一の商業惑わく星せい。星系名でもある。跳ちよう空間プラットフォームを多数持つ。「浪速なにわの贅ぜい六ろく」という意味ではないので念のため。

セストニア【星域・星系】11　神聖ローデス連合の星系。ザナックスの侵しん攻こうを受ける。

ＺＯＮ三五【惑わく星せい】３　小惑星の名前。アウトニア回かい廊ろうの監かん視し哨しようが置かれていた。

ゼルエル【人名】13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生。マルス一族。

セルガー【星域・星系】８　神聖ローデス連合の星系か。

セルゲイ【人名】８　帝てい国こく軍第一艦かん隊たい第四十二軽巡じゆん航こう艦艦隊のセンサーオペレーター。

セレナ・ディオン【人名】12、13、15　マガザン帝てい国こく軍技術少しよう佐さで防ぼう御ぎよ用兵器の開発運用の専門家。実じつ年ねん齢れいより十歳は若く見られるため、軍服を着ているとイベントの一日司令官をやっているアイドルに、私服を着ていると街の中学生に、よく間ま違ちがわれる。アウトニア軍の鉄てつ壁ぺき艦かん隊たい司令タカハジに憧あこがれており、後に恋こい人びととなる。対ザナックス戦用の強化型防御スクリーンを開発し、ザナックス決戦には人類統合軍少将、鉄壁艦隊第一次スクリーン展開艦隊司令として参戦する。積極的で気が強いように見えるが、それは一いち途ずな気持ちの表れ。恋する女の子は最強である。

セレン【人名】15　人類統合軍大たい佐さ、ショートスリーブ艦かん長ちよう。

センジュ【その他艦かん艇てい】３　工作艦。ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの持つ艦艇。複数の艦艇を同時に修理できるマニピュレーターを搭とう載さいしている。

セント・エルモス【星域・星系】15　帝てい国こく軍の射しや爆ばく訓練場として使用されていた星域。歴代内務大臣により隠いん匿とくされていた旧式艦かん艇ていの保管場所だった。

セントール【星域・星系】４　独立惑わく星せい群のある星系の名前。

セントール【戦せん艦かん】11　ローデス連合軍神衛艦隊所属の艦かん艇てい。ヨルゲンセン防衛艦隊本部艦隊の旗艦。旧式の戦艦で、セントール級のネームシップ。

ソウリュウ【軽巡じゆん航こう艦かん】11、12　ローデス派は遣けん軍護衛艦隊の旗艦。

ソート【人名】11　神聖ローデス連合軍軍ぐん曹そう。ポータラカ教区常備軍中ちゆう継けい基地の火器管制室に配置された分隊の分隊長。直属の上司・エヌエム少しよう尉いを負傷したことにして防衛行動を取る。

ソード・レナウン【人名】10　サングリューの第一期開かい拓たく民の四代目。妻と娘むすめ二人がいる。子供達の未来のために土地を棄すてることを決断。

ソービー【人名】８　マガザン帝てい国こく軍中将。ルドベク方面軍司令長官マイア家の一族。

ゾリンゲン【駆く逐ちく艦かん】４　装そう甲こう駆逐艦。サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。刃は物ものに由来する。

ソロターン【軍管区】12　ザナックスの侵しん攻こうを受ける、アキツを含ふくむ地域の名めい称しよう。

ゾンバ【人名】５　ロックアースの地方都市の名士。ゲームカフェと合法カジノの経営者。裏でマフィアと繫つながる。




　　　　■タ行■




ダイアポロン三世【戦せん艦かん】１　Ｚ級戦艦。ローデス辺境軍の旗艦。

タイガー【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　ディア艦隊の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で大破。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

第九三七高地【その他地名】９　ネオ・ユーマの中心アルファドームから南西に約七リーグのところにあるアシャウ・バレーを臨のぞむ高地を指して「アウトニア救国委員会」が呼んだ言葉。メイが初めて手作り弁当持参でマイドをデートに誘さそった場所。後にローストビーフ・ヒルと呼ばれる。

第三二二哨しよう戒かい艇てい【その他艦かん艇てい】１　ローデス辺境軍所属。

ダイスン・カワハヤ【人名】１、２、５、６、８、10、12、14、15　シザーズ・クイーンの航宙士。情報処理関連の才能があり、様々なガラクタをコレクションする趣しゆ味みがある。アウトニア出身ではなく、仕事を探して銀河を渡わたり歩くうちにルサと知り合い行動を共にする。脳内に、とっさの言い訳を思いつく「言いのがれ回路」を持ち、本人曰いわく「色々ヤバイ橋も渡ってきた」とのこと。

ダイテツ【人名】１　マガザン帝てい国こくを建国した覇は王おう。王朝名でもある。直系のディア家当主は代々ダイテツを名乗る。

ダイテツⅦ・ディア【人名】３、７、８、13、14、15　マガザン帝てい国こく皇帝ディア家の当主。皇太子であった息子むすこタツヨミを爆ばく弾だんテロで喪うしない、その犯人としてマイドが捕とらえられる。その後逃とう亡ぼうしたマイドから真犯人はマルス家であることを知り、皇帝に復位することを宣言してマルス家に叛はん旗きを翻ひるがえし内乱を起こす。マイド率いるアウトニア・フランチャイズ連合と同盟を結んでマルス家を滅ほろぼし、そのまま皇帝に復位。対ザナックス戦争を戦うマイドに全権を委い託たくし、皇帝を名めい誉よ職にして政務から手を引く。これ以降帝国の実権は国民議会へと移行していくこととなる。

タカタツ【星域・星系】８　真・帝てい国こく軍と帝国軍の会戦が行われた星域。

タカチホ【巡じゆん航こう戦せん艦かん】14　人類統合軍第一救出艦隊の総旗艦。

タクマ【人名】２、11　クリスの兄皇子。有能でそれなりに人望も厚く、父の死後皇位を継けい承しようするが、皇弟クリスの人望と優ゆう秀しゆうさを畏おそれて謀ぼう殺さつする。即そく位いして十二年の治世ののち事故死。世よ継つぎがいなかったため、血統途と絶ぜつとなった。

タケミカヅチ【駆く逐ちく艦かん】14、15　装そう甲こう駆逐艦。人類統合軍第一救出艦隊の護衛艦隊令下にある第一二八駆逐隊の旗艦。人類統合軍攻こう撃げき艦隊第三軍第四七一装甲駆逐艦隊旗艦。

ダジュー【人名】15　ネオ・アウトニアに避ひ難なんして来たエフタルの民たみの少年。父はマーチラビット中学校の数学教師。

タツヨミ・ディア【人名】１、３　マガザン帝てい国こく皇太子。マルス家の起こした爆ばく弾だんテロにより死亡（３巻）。画家（マンガ家？）を志望する穏おだやかな青年だった。ダイテツ七世の第七子でただ一人の男の子であり、父親から溺でき愛あいされていた。エリスとは幼おさな馴な染じみの間あいだ柄がら。

タマークランド【星域・星系】15　枯かれ草くさ菌きんの培ばい養ようが行われた農業プラントがある星系。

ダマスカス【駆く逐ちく艦かん】４　装そう甲こう駆逐艦。サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。刃は物ものに由来する。

ダムニンゲン【その他改造艦かん】１　重雷らい装そう巡じゆん航こう艦かん。第三次パロス戦せん役えきの最終局面で沈ちん没ぼつ。生存者八名。重雷装艦と表記されることも。ダメ人間ではないので念のため。

タモシャンカー【駆く逐ちく艦かん】12　神聖ローデス連合軍所属の艦かん艇てい。脱だつ走そうした僚りよう艦かんへの追つい撃げき艦隊の旗艦だった。

チェリィ・ダウンピロワ【人名】12、15　ネオ・アウトニアに避ひ難なんして来たエフタルの民たみの男の子。神聖エフタル小学校の教生徒代表。名作ＳＦ「ダウンビロウ・ステーション」に敬意を表して名付けられたらしい。

チェリオ【人名】10　カーケルの可愛かわいがっていた亜あ人のメイド。亜人に扮ふんした真しん人じんに惨ざん殺さつされる。

チタ【人名】15　第一降下猟りよう兵へい師団第一中隊第一小隊の兵士。

チャマー・シザーズ【人名】１、４、５、８、９、11、12、13、14、15　アウトニアのシザーズ王家第一王子、のちに同国王。士官学校における艦かん隊たい運用シミュレーションゲーム上では「水みず星ぼし」というハンドルネームを使っていた。アウトニア滅めつ亡ぼう後ロンダール侯こう爵しやく家の末すえ娘むすめと婚こん約やくさせられ、一時ロンダール姓せいを名乗ることになる。アリクレストからエリスの拉ら致ちを命じられるが、彼女の涙なみだを見て直前に翻ほん意い。武装親衛隊の攻こう撃げきからエリスを庇かばい重態に。その昏こん睡すいの中で、イェロヒムと名乗る不思議な老人から、ザナックスとの戦いにおける自分の役割を教えられる。その後、マガザン帝てい国こく軍参さん謀ぼう総長副官、マガザン帝国軍ローデス派は遣けん軍総司令官となり、グランドスラム作戦を指揮し神聖ローデス連合を滅亡させるという作戦を採る。が、アリクレストの妨ぼう害がいによりザナックス封ふうじ込こめ作戦に失敗、三二〇億を超こえるローデスの人命を無む為いに失わせ、ザナックスにローデス領すべてを奪うばわれることとなる。ザナックス決戦では人類統合軍司令官として大鴉コルヴイヌスに乗り込み、その最後にザナックスの巣に特とつ攻こうをかける。

チヨマティ【人名】15　ネオ・アウトニアに避ひ難なんしたエフタルの少年。

ツムラ【人名】６　エデッサ伯はく爵しやく領統治政府の議会の議員。正義漢として名高い地方領主。

デアフリンガー【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　Ｃ級巡航戦艦。第五巡航戦艦艦隊旗艦。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

ディアフューラー【戦せん艦かん】11　神聖ローデス連合軍所属の艦かん艇てい。ヨルゲンセン教区教皇軍グスタフ星系防衛艦隊旗艦。

ティアリング【駆く逐ちく艦かん】４　装そう甲こう駆逐艦。ウィンザーレット方面軍ユトナ星域所属の艦かん艇てい。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきで第三三四九駆逐艦隊に編入された。コードナンバーＡＳ九八三四六五ＳＧ。

ティー・トワイニング【人名】６、７、９　ジャンクスターの有力者リムジンの孫まご娘むすめで、宇宙船や各種機械の解体再生の腕うでは一流。ネオ・アウトニア戦せん役えきの際にギガントの臨時整備士として雇こ用ようされ、ギガント艦かん長ちようのユーと共に脱だつ出しゆつ後漂ひよう流りゆうし、恋こいに落ちる。そののち生体サイボーグの整備士免めん許きよを取りユー専属の整備士（おそらく妻）となる。

ティウォーター湾わん【その他地名】14　ウェストウィックⅡの首都アデン市に面した湾。御お茶ちやノ水みずとは関係ない。

ディハルト【人名】14　ウェストウィックⅡに住む高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐため、発せられた動員令でウェストウィックⅡ防衛軍の臨時少しよう尉いとして徴ちよう兵へいされシャトルパイロットとなる。迎げい撃げきシャトルの一部隊であるブルー分隊のリーダー。オペレーター達から「ワルガキ」と呼ばれていた。対ザナックス迎撃戦の最終局面で、体当たりでザナックスを弾はじき飛ばし首都を救うが、そのまま墜つい落らく。戦死したものと思われていたが、奇き跡せき的に生せい還かんしたらしい。フィルマが流れ星に託たくした必死の願いが叶かなったのだろう。

ディブラン【重巡じゆん航こう艦かん】４、５　バリアン星系軍の旗艦。

ティルスペッシャー【その他改造艦かん】15　防空巡じゆん航こう艦かん。船体外部に対ザナックス用の小口径の防ぼう御ぎよ火器を多数搭とう載さいしており、その様がまるで所ところ狭せましと部品を並べた部品屋のようだとの意で「部品屋（ティルスペッシャー）」と名付けられる。防衛艦隊に所属し、最後のザナックス決戦時に攻こう撃げき艦隊への編入を志願する艦の一隻せき。

テオン【星域・星系】12　神聖ローデス連合の星域、星系。惑わく星せいの名でもある。ローデス愛国戦線と帝てい国こく軍の戦せん闘とうが行われた。その後、惑星破は壊かい作戦によって住民諸もろ共もろ破壊される。

テクニカル・ソング【その他艦かん艇てい】７　機動戦せん闘とう艇てい母艦。帝てい国こく軍第三軍ネオ・アウトニア討とう伐ばつ艦隊に所属する。ネオ・アウトニア星系からの撤てつ退たい中に大量の脱だつ走そう者しやを出す。

デストカー【駆く逐ちく艦かん】14　装そう甲こう駆逐艦。人類統合軍第一救出艦隊の護衛艦隊令下にある第一二八護衛隊の艦かん艇てい。

テツヤ・タカハジ【人名】３、４、６、７、11、12、13、15　ケルプワイン海かい賊ぞく団だん拠きよ点てん防護艦かん隊たい司令。ケルプワイン海賊団大たい佐さ。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきでサーモニア艦隊のハンプティ・ダンプティを指揮。がっちりとした体格と落ち着いた風ふう貌ぼうから三十台半ばに見られるが、実じつ年ねん齢れいは二十歳代。ネオ・アウトニア戦役でケルプワイン艦隊の参さん謀ぼうを務めたのち、ローデス派は遣けん軍護衛艦隊参謀となり、ザナックスとの戦いの中で強化防護スクリーンのアイディアを得うる。ザナックス決戦において人類統合軍中将となり、鉄てつ壁ぺき艦隊司令官としてセレナと共に戦う。人間はだれかを守るときこそ一番強くなれるという信念を抱いだいており、その信念によってセレナという恋こい人びとを手に入れた。世の不器用な男性諸君にとって希望の星のような男。

テディ・ドラグナー【人名】５、７、８、11、14　マガザン帝てい国こく軍の士官として内務局治安維い持じ部隊情報処理部に勤務中、情報局の自作自演テロ工作をそうとは知らずに未然に防いだことで、地方へ栄転の形で帝星を追い出される。その後、拠きよ点てん監かん視し衛星司令（５巻）、帝国軍第三艦かん隊たい輸送船団護衛艦隊司令（７巻）となり、そこでカンナと知り合う。内戦時はマルス家側の帝国軍臨時追つい撃げき艦隊司令（８巻）となり、ネオ・アウトニア軍のやまんば作戦を受けひどいめに遭あう。その後第三方面軍艦隊参さん謀ぼう（11巻）としてコットンの部下となり、ケルプ達派は遣けん艦隊を助けに行こうとするコットンに同調して、共に辞職。ザナックス決戦時は人類統合軍参謀本部参謀として実戦部隊の指揮を執とる。

デリック【人名】11　神聖ローデス連合軍宗教憲兵少しよう佐さ。宗教憲兵隊近衛このえ師団に所属。

テンシャンスリー【民間船】12　大型移民船。難民の輸送のため帝てい国こくからローデスへ供きよう与よされた。アーケロンが率いた難民輸送船団の旗き艦かん。アキツから逃のがれた二二○○万人の子供を収容する。

テンタクル【人名】４　マガザン帝てい国こく軍中将。マガザン帝国軍第三軍司令官。

テンネンベルク要よう塞さい【軍事基地】12　首都惑わく星せいの静止衛星軌き道どう上に浮うかぶ神聖ローデス連合軍の要塞。直径数キロの巨きよ大だいな環わの中心に巨大な球形が浮かんだ形をしている。神聖ローデス連合軍の実戦部隊の指揮運用を行う中心基地として使用。ローデス滅めつ亡ぼう後は人類統合軍作戦本部として使用される。

トーダ・ガーナッシュ【人名】10、11、12、13、14、15　マイドの叔父おじ。自じ称しよう「探険家」以外にも、様々な名前と肩かた書がきを持っている。三次元チェスの帝てい国こく皇帝杯はいで四回優勝していたりジュヴナイル小説を書いたり、論文を書いたり、マリリンをナンパしたりと、いわば有り余る才能の無む駄だ遣づかいをすることが生きがいのような人物。二匹ひきの巨きよ大だいなテディベア、ウィルとティルを従えて色々な場所で色々なことをしており、その「色々なこと」は作者自身も知らないほど。探険家は探険家でも人生の探険家と言うべきか。ザナックスの発見者にして命名者であり、人類との種の命運を賭かけた決戦の舞ぶ台たいとなるザナックスの巣を発見した人物でもある。位置情報を知らせる通信カプセルと共に船の炉ろを暴走させ亜あ空間に脱だつ出しゆつするが、そこでマリリン姉あね御ごの「結けつ婚こん式のブーケ」として拾われる。結婚し子供が生まれても風ふう来らい坊ぼうを続けているらしい。

ドーダイ・ゲーマスタ【人名】10、11、12、15　神聖ローデス連合軍大たい佐さとしてローデス銀河北域辺境で人類として最初にザナックスと戦った正規軍の指揮官。現実主義者であるためにローデス教の異い端たん審しん問もん官かんたちに忌いみ嫌きらわれているが、基本的に人間の善き部分を信じ、それの由来を神に求めるという点では彼らと変わらない。その結論に至るまでに経験と実証を重ねて真理にたどり着いたものと、権けん威いの維い持じのためにその論理を振ふり回す者との違ちがいは明らかである。ローデス軍史上もっとも上役に嫌われ、部下に好かれた中間管理職と呼ばれる。ローデス滅めつ亡ぼう後人類統合軍攻こう撃げき艦かん隊たい第七軍・通つう称しよう黒色僧そう騎き兵へい艦隊司令官となって獅し子し奮ふん迅じんの働きをする。決戦から生還した後も、ただひたすらに戦死した部下の家族のために働きまくるという、ストイックにして不器用な生き方しかできない男。こういった背中で何かを語ることができる男の魅み力りよくがわかるのは、やはり若い女の子では無理だったらしい。

トーマ【人名】２　名前のみ。マイドの通っていた寄宿制の小学校の管理用電子人格。ヴァルと懇こん意いにしている。

トーンタウン【都市】10　サングリューの田舎いなか町。

ドキア・カッパー【人名】２、３、４、５、６、８、９　アウトニア王国軍少将。辺境惑わく星せい同盟軍第二艦かん隊たい司令。

トバ【人名】12　オーバーロード号に乗り組む知的生命体探査機構の研究者。好こう々こう爺や然とした、生物社会学を専せん攻こうする博士。トーダと長年の付き合いがあるらしく、一ひと筋すじ縄なわではいかない老人。先祖ははるか昔第七艦かん隊たいを率いていたらしい。

トハチェフスキー【人名】８　マガザン帝てい国こく軍少将。帝国軍第一艦かん隊たい司令。

ドビアンヌ【戦せん艦かん】12　Ｚ級戦艦。マガザン帝てい国こく軍の艦かん艇てい。第三二帝国軍工兵艦隊を護衛する艦隊の旗艦。

トライトウ【都市】６、７　インダストリアの首都。太陽エネルギーを受信する巨きよ大だいなパラボラがついた三角の塔とうが立っているらしい。

ドライラウンド【人名】６　エデッサ伯はく爵しやく領統治政府の議会の議員。

ドラゴニア【星域・星系】９　グリフォラントと基幹通信回線が共通の星系。ドラゴンは住んでいないので念のため。

ドリームブック【軽巡じゆん航こう艦かん】７　帝てい国こく第三軍輸送船団〇一一四の護衛艦隊旗艦。




　　　　■ナ行■




ナーカム【惑わく星せい】２　サーモニア星系の可住惑星。元々は独立国のためナショナリズムが強い。コットンの出身惑星であり、彼女は神童としてエリート扱あつかいされていたらしい。

ナイル・ラックス【人名】12　ネオ・アウトニア行政府難民支し援えん局の責任者。

ナカタキ【民間船】12　輸送船。アキツから逃のがれた子供達が収容されている船団に所属。ザナックスの攻こう撃げきで爆ばく沈ちん。

ナギサ【人名】９　イクサー・１号の船客接待用電子人格。薄うすい水色の航空会社の制服を着た若い女性の姿を採る。

ナギサメ【人名】12　テンシャンスリーの一等航海士。異い端たん審しん問もんによって軍ぐん籍せきを剝はく奪だつされた。神聖ローデス連合軍の元大たい尉い。

ナグモ【人名】15　ギラン船せん舶ぱく工こう廠しようの工場長。

南方回かい廊ろう【星域・星系】11　アウトニア回廊のローデス側での呼こ称しよう。

ニコレ・ニール【巡じゆん航こう戦せん艦かん】14　人類統合軍第一救出艦隊第十二突とつ撃げき艦隊の旗艦。ウェストウィックⅡ救出作戦で操艦不能となり、戦線を離り脱だつする。

ニシガミ【人名】15　第一機動降下猟りよう兵へい師団第一中隊第一小隊の軍ぐん曹そう。

ニック・カターク【人名】４、７、12、15　カターク少しよう佐さの息子むすこ。ネオ・ユーマのマーチラビット小学校に通う小学生。

ニュー・ニューヨーク【都市】９　エルサルク星系でフュージリアグループの私有する鉱山コロニー。元は小惑わく星せいで、ビザニウムを含ふくむロンジット鉱山がある。ヤミ投とう棄きされていたビザニウムの核かく分ぶん裂れつ反応で、住む住人はすべて死に絶える。事故を隠いん蔽ぺいするためフュージリアグループは住人の個人データを使い、仮想空間にニュー・ニューヨークを作り上げる。

ネーベルランド【国名】７　トゥナイツ家の所領。一億二千万の人口と三百万の常備軍を擁ようする。ディア家と共に真帝てい国こく軍の中ちゆう核かくを担になう。

ネオ・アウトニア【国名】４、５、６、７、８、９、12、15　アウトニア国民の一部が強制移住させられた惑わく星せいに建てた国。星系、惑星の名前でもある。アウトニア国民の入植までは帝てい国こくの中ちゆう枢すう部から遥はるかに離はなれた辺境に位置する無人の星系だった。ネオ・アウトニア星系の第四惑星。気候は寒冷で、土地は瘦やせている。五つの移民船を基にした都市がある。人口一○万三三二八人。アウトニアから移植したブドウの苗なえが根付き、後にアウトニアと並ぶワインの名産地となるが、それを支えるのはローデスのエフタルから移住した避ひ難なん民みん達である。

ネオ・ユーマ【都市】４、５、６、７、12　ネオ・アウトニアの首都。移民船を利用した中央ドームの中に都市がある。

ネカン・グリーングレービー【人名】３、５、６、７、８、12、13、14、15　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの機動戦せん闘とう艇ていパイロットで、メス猫ねこカルテットの一員。四人組の最年長でリーダー役。小さい頃ころからケルプが好きだったが、その想おもいは胸に秘ひめ、コットンの登場と共に諦あきらめる。良りよう妻さい賢けん母ぼタイプで、他ほかの三人やコーリンを仕切って言うことを聞かせる術すべに長たける。年長者や上司から頼たよりにされていることが嬉うれしい反面、ちょっぴり不満なお年とし頃ごろ。

ネコガミ【人名】15　人類統合軍大たい佐さ。ティルスペッシャー艦かん長ちよう。

ネムノ・マクリー【人名】３　マガザン帝てい国こく軍中ちゆう尉い。マイドを迎むかえにきた軍務局職員。マイドをヴァルと再会させる。

ノエル・カーマイン【人名】12、15　ネオ・アウトニアに避ひ難なんして来たエフタルの少女。チェリィの「赤毛の従妹いとこ」。

ノース・イトモ【人名】６、15　元アウトニア国民。ワインのセールスマン。オーバーフロア司教の下もとでケイと結けつ婚こんする。パリーリンの火器管制士官として動員される。

ノーズ・スタウト【人名】３　バブルボールの艦かん長ちよう。

ノラーナ【駆く逐ちく艦かん】14　装そう甲こう駆逐艦。人類統合軍第一救出艦隊の護衛艦隊令下にある第一二八護衛隊の艦かん艇てい。




　　　　■ハ行■




バーツ【惑わく星せい】12　神聖ローデス連合の星域、星系。惑星の名前でもある。チャマーによる惑星破は壊かい作戦による消去予定惑星のうちの一つだったが、アリクレストの妨ぼう害がいにより破壊弾だんが発射できぬまま、ザナックスの畑と化す。

バート【人名】７、12　マーチラビット小学校の小学生。ニックのクラスメート。クラスのお調子者。

パイカル【人名】２、３　アウトニア王国軍少しよう佐さ。情報分ぶん析せき参さん謀ぼう。

ハイネス【星域・星系】13　タカハジの家族が仕事をする星系（グスタフ星系脱だつ出しゆつ後ごの時点で）。

ハイペリオン【戦せん艦かん】13　Ｚ級戦艦。正統帝てい国こく軍の旗艦。アガメムノンから分ぶん離りした戦艦の一つ。チャマーの攻こう撃げき命令により現れた星系で撃げき沈ちんされる。

パインテール【人名】１　ローデス辺境軍大たい尉い。第三二二哨しよう戒かい艇ていの艇長。第三次パロス戦せん役えきで辺境惑わく星せい同盟軍に個人的休戦を申し込み、ローデス辺境軍のサボタージュのきっかけを作る。

ハザウェイ【人名】９　ニュー・ニューヨークのデータ管理用電子人格。仮想空間でニュー・ニューヨークを動かし続けている。ヴァルとは古い友人同士。

バサラ【戦せん艦かん】12　Ｚ級戦艦。アガメムノンから分ぶん離りした戦艦の一つ。惑わく星せい破は壊かい作戦の妨ぼう害がいのため消去予定惑星のあるカイン星系に現れるが、チャマーの攻こう撃げき命令により撃げき沈ちんされる。

バスリム【人名】８　マガザン帝てい国こく軍大たい佐さ。クラウサ艦かん長ちよう。マイア家の一族。

パトラ【人名】１、９　王星ユーマの行政補助電子人格。アウトニア王国の建国当初から守ってきた。三十代前後の女性の姿を採る。

パナシー【駆く逐ちく艦かん】３　装そう甲こう駆逐艦。辺境惑わく星せい同盟軍所属の艦かん艇てい。第三次パロス戦せん役えきの最終局面でザイダベックの護衛につき沈ちん没ぼつ。

バニュー【人名】15　ネオ・アウトニアに避ひ難なんして来たエフタルの民たみの少年。

バブルボール【軽巡じゆん航こう艦かん】３　ミリオン傭よう兵へい隊ＧＮ艦隊所属の艦かん艇てい。

パヨメ【人名】３　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの経理担当者。

パラス・シラキィ【人名】14　帝てい国こく外食産業組合の組合長にしてセンチネルグループの会長。信用評価額が少なく、補給ができなかった第一救出艦かん隊たいについて「アウトニアは必ず約束を守る。これが信用でなくて何が信用ですか」と述べ、信用は国家資産で計るものではなく、その国の国民の信用程度で決まると断じ、金きん融ゆう信用評価限度を超こえる糧りよう食しよく補給に協力する。約束を守るという最も簡単なことこそが最も難しいと知っている人間の言葉である。

バリアン【国名】４、５、６、７　帝てい国こくの従属国の一つで独立星系国家。星域の名前でもある。所有艦かん隊たいを第九次桃もも星ぼし戦せん役えきに参加させる。ネオ・アウトニア討とう伐ばつ軍を拠きよ出しゆつするが、政変により帝国に反旗を翻ひるがえす。

バリアン【星域・星系】４、５、６、７　マガザン帝てい国こくの勢力圏けん内ないにある星系。

ハリー【人名】４、８、９、13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生で、第二八分隊、通つう称しよう「でたまか分隊」の分隊員の一人。あまり動じない性格の持ち主。タカハジと共に鉄てつ壁ぺき艦かん隊たいの指揮官としてザナックス決戦を戦う。大損害を受けた旗艦のブリッジで最後まで動こうとはせず、指揮を執とり続け、彼が退艦したとき、彼の足そく跡せきだけが残っていたと伝えられる。

パリーリン【戦せん艦かん】15　旧式Ｃ級戦艦を改造した防空戦艦。艦長にグーゲ。

ハルク【人名】１　マガザン帝てい国こく軍士官学校のメインコントロールを担当する電子人格。

バルク・キタジマ【人名】６、７、８、14、15　マガザン帝てい国こく軍中将。ネオ・アウトニア討とう伐ばつ艦かん隊たい総司令官。慎しん重ちよう居こ士じ、石橋叩たたきのバルク、分ぶん析せきオヤジと呼ばれる。帝国一の智ち将しようと評され、座右の銘めいは「備えよ常に」。どうやらボーイスカウト出身らしい。ネオ・アウトニア戦せん役えき後、敗戦の責任を取って予備役になる。その後復職し、人類統合軍第一救出艦隊総司令官を経てザナックス決戦時は人類統合軍攻こう撃げき艦隊第三軍司令官となる。思いつめたチャマーに「人間は人間として戦わねばならん」と説教し、エリスの待つ宿舎に帰した粋いきなオヤジである。

ハルマ【人名】４、６　ネオ・アウトニア、アルファドームの管理用電子人格。女性の姿を採る。

パワープッシュ・サンゴー【人名】12、14　サンゴー一族の族長。一族の間では大おお法ぼ螺ら吹ふきとして通っているらしい。

ピーチ・ゲイツ【人名】３　アウトニア王国軍兵へい曹そう。パナシー機関部のヒューズ交こう換かん士。ミリオン傭よう兵へい隊の捕ほ虜りよとなっていた。

ヒカワ【民間船】12　貨客船。アキツから逃のがれた子供達が収容されている船団に所属。ザナックスの攻こう撃げきで爆ばく沈ちん。

ピクス・パアグリオ・オーク【人名】12　リオナで唯ゆい一いつ生き残った人物。人付き合いをとことん嫌きらう生物化学の研究者。ローデス科学アカデミーの主しゆ宰さいする生物化学に関する論文で最高賞を受賞しながら、授賞式をキャンセルしたことがある。ザナックスの作物を回収し、データをマイド達に転送した後、死亡。

ピクセル【人名】10、11　サングリューの生命工こう房ぼうで生み出された愛あい玩がん用の亜あ人。体長六十センチくらいで、低重力の中ちゆう継けいステーション内を背中に背負ったオーニソプターで飛び回る姿から、アド・フェアリーと呼ばれている。軌き道どうステーション内で逃にげ遅おくれているところをマリリンに救われる。考えなしで口が悪いというまさに妖よう精せいのようなトラブルメーカーである。

ビクトリノス【その他艦かん艇てい】４　特務艦。サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦艇。鉄てつ壁ぺき艦隊を発展させた艦でハンプティ・ダンプティと呼ばれる。名前はナイフに由来。

ピクネクトネス【都市】３、４、５、６、11、13、14　マガザン帝てい国こくの帝都。行政関連の各種機関が集中しており、その上部にはいかなる攻こう撃げきも跳はね返す巨きよ大だいな白い反物質スクリーンが張られている。

ビジュー・シザーズ【人名】１、３、９　アウトニア王国王おう妃ひ。メイとチャマーの母。帝てい国こく軍の特とく殊しゆ部隊に射殺される。

ビジル【人名】10、12、14、15　探険船リバティ・ベル号の管理用電子人格。元はトーダのハイスクール時代の家庭教師で電子人格。ヴァルの直系の妹に当たる。ザナックスの巣を発見したトーダとデータを脱だつ出しゆつさせるために反はん応のう炉ろを暴走させ、船と運命を共にする。

ビスト・シザーズ【人名】１、３、９、13　アウトニア王国国王。メイとチャマーの父。「王家は国民のために存在する」と公言し、王家の生活を全国民に公開するという清せい廉れんな治世を行った。アリクレストの策さく謀ぼうにより侵しん攻こうしてきた帝てい国こく軍の特とく殊しゆ部隊に射殺される。

ヒデ【人名】６　ジャンクスターの解体業者の社長の一人。

ヒナタ【人名】15　人類統合軍少将。第二二一防衛艦かん隊たい司令。

ヒパイストス【駆く逐ちく艦かん】２、８　装そう甲こう駆逐艦。辺境惑わく星せい同盟軍所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で沈ちん没ぼつ。

一三三駆く逐ちく艇てい【その他艦かん艇てい】１　駆逐艇。ローデス辺境軍所属の艦艇。第三次パロス戦せん役えきの戦せん闘とう開始直前に辺境惑わく星せい同盟軍に緊きん急きゆう伝を送ってくる。

ビューノ・アイカワ【人名】３、６、７、11　アウトニア国こく債さいのＣＭ製作のためゼイムズがスカウトしてきた若手の映像作家。アウトニア滅めつ亡ぼうの後、マイドと共に帝てい国こく軍の暴ぼう虐ぎやくを訴うつたえるイメージファイル「アウトニアファイル」を作成、ネットに流し、帝国の国民の心理の中にアウトニアのイメージを刻み込む。帝国難民支し援えん局広報担当官となった後はローデスの滅亡に伴ともなって帝国内に流入する難民をどう受け入れるべきかを訴えるファイルを、そしてその後対ザナックス戦争について、人々を啓けい蒙もうする映像ファイルを数多く作成した。

ビル・ディジェ【人名】15　ギラン船せん舶ぱく工こう廠しようの増加装そう甲こうシステム設計主任を務める技術者。

ビルドベース【戦せん艦かん】１、２　Ｂ級戦艦。辺境惑わく星せい同盟軍第二艦隊旗艦。アウトニアの開かい拓たく時代に帝てい国こくから払はらい下げられたと言われる。磁気位相転移方式で推進力を得ている（＝磁気フィールド推進システム）。磁場展開による防護スクリーンを持つ（＝ビルドアップスクリーン）。外見は『古代遺い跡せきから出土した壺つぼ』に見える。

ファイヤーワークス【重巡じゆん航こう艦かん】６、７　撃うてルンです部隊の指揮艦。

ファンタ【人名】10　カーケルの可愛かわいがっていた亜あ人のメイド。亜人に扮ふんした真しん人じんに惨ざん殺さつされる。

フィルマ・クランシー【人名】14　ウェストウィックⅡに住む高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐための第二次動員令で迎げい撃げきシャトルのオペレーターとなる。シャトルパイロットから「委員長」と呼ばれていた。

フェイガン【人名】14　メイの侍じ医いだった老医師。

フェニクルス【星域・星系】９　グリフォラントと基幹通信回線が共通の星系。フェニックスは住んでいないので念のため。

フェルトザッツ【星域・星系】９　マイドが逃とう亡ぼう時代に潜せん伏ぷくしていた星系か。

フカン【国名】10　惑わく星せい名でもある。神聖ローデス連合の勢力圏けん内ないの独立惑星国家。

フカン・テン【惑わく星せい】10　ローデス辺境星域にある開かい拓たく惑星。フカンからの開拓民が入植している。ザナックスの攻こう撃げきで全ぜん滅めつ。

フカン・ナイン【惑わく星せい】10　ローデス辺境星域にある開かい拓たく惑星。フカンからの開拓民が入植している。ザナックスの攻こう撃げきで全ぜん滅めつ。

フシミノ【駆く逐ちく艦かん】14　装そう甲こう駆逐艦。人類統合軍第一救出艦隊の護ご衛えい艦隊令下にある第一二八護衛隊の艦かん艇てい。

ブックス【惑わく星せい】１、３、４、５、６、７、11、13、14　マガザン帝てい国こくの帝星（＝首都星）。首都はピクネクトネス。通つう称しよう貴族の星。人口の七十％以上が貴族称号を持つ。司法、立法、行政を司つかさどる機関が集中。

ブラザーシュガー【民間船】13　貨客船。シーレン星系でマフム海かい賊ぞく団だんに襲おそわれ、乗員乗客が全ぜん滅めつする。

ブラック・プリンス【戦せん艦かん】15　人類統合軍攻こう撃げき艦隊第七軍旗艦。

ブラック・プリンス【その他改造艦かん】８　装そう甲こう巡じゆん航こう艦かん。ディア艦隊所属。第二次タカタツ星域会戦で沈ちん没ぼつ。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

フリードリッヒ・ディア・グロッセ【戦せん艦かん】７　帝てい国こく軍第三軍第二艦隊旗艦。ユトランド沖海戦の戦艦名が由来。

プリンシヴェ・ド・アウディエンシア【人名】４、８、11、12　神聖ローデス連合の枢すう機き卿きようであり、ローデス軍神衛艦かん隊たいの精せい鋭えい部隊・白色枢機卿艦隊の司令官でもある。ガチガチのローデス原理主義者で、聖せい獣じゆうの絵を誤って踏ふんだ三歳の子供に死罪を言い渡わたし、公衆の面前で処しよ刑けいを行ったことがある。ザナックスの侵しん略りやくを受け崩ほう壊かい寸前となったローデスが帝てい国こくによって制圧されたグランドスラム作戦中の混乱に乗じて逃とう亡ぼうし、保身を図はかってローデス愛国戦線を組織するが、利用しようとしたギンガーに逆に利用されゴースティン星系の戦いで敗死。白色枢機卿というわりには腹黒い男。

プリンス・ロイヤル【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　ディア艦隊所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で損傷。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

ブルー【人名】10　オーバーロード号の管理用電子人格。

フルヤ【人名】12　惑わく星せい消去作戦の対象惑星となったアキツの国家主席。脱だつ出しゆつできる人数が限られていたことから、子供達だけとすると決定。全宇宙に放映された生番組内で全人類に悲痛な訴うつたえを残し、惑星と運命を共にした。

プローヴァ【人名】13　ローデス教の大司教。アウディエンシア枢すう機き卿きようの側近。四十歳過ぎの浅黒く精せい悍かんな顔立ちの持ち主。

ブローニング【人名】10　神聖ローデス連合軍中ちゆう佐さ。第八八雷らい撃げき艦かん隊たい司令。ドーダイにより近接防衛艦隊司令に指名される。銃じゆう器きメーカーが由来。

ヘーゼル【都市】５　エデッサ伯はく爵しやく領の一地方。

ベルチェー【惑わく星せい】11　マガザン帝てい国こくの惑星。ブックスに程ほど近い場所にある学術惑星。知的生命体探査機構の本部が置かれている。

ベルナルト【星域・星系】６、９、15　ジャンクスターのある星系。

ペレロフォン【戦せん艦かん】８　ディア艦隊所属の艦かん艇てい。浮ふ遊ゆう機き雷らいで損傷する。

ヘンケル【駆く逐ちく艦かん】４　装そう甲こう駆逐艦。サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。刃は物ものに由来する。

ホーカム【人名】４、８、11　帝てい国こく軍作戦指導参さん謀ぼう本部参謀室長。帝国軍最後の良心と呼ばれる。マガザン帝国軍参謀総長（11巻）。

ホーク・アティーブ【人名】10、12、14　人類外知的生命体の探査を目的とする「知的生命体探査機構」に所属する学者。帝てい国こくにおける人類文化学の権けん威いであり、頭が固く権威主義的だったが、探査船オーバーロード号に乗船した際にトーダと知り合い、その影えい響きようで脳年ねん齢れいが十歳は若返ったらしく、柔じゆう軟なんな考え方をするようになる。

ホークス【国名】８　帝てい国こくの従属国の一つで独立星系国家。アウトニア・フランチャイズの加盟国。

ポータラカ【星域・星系】８、11、12　神聖ローデス連合の辺境星域に当たる星系。教区と惑わく星せいの名前でもある。ザナックスの迎げい撃げきに成功した数少ない教区で、アウトニア回かい廊ろう（＝南方回廊）を挟はさんで帝てい国こく勢力圏けんと隣りん接せつする。七つの可住惑星を持つ教区。同名の星系の第五惑星軌き道どう上に中ちゆう継けいステーションが設置されている。

ポートラ【惑わく星せい】８　神聖ローデス連合の聖地。

ホーワ【人名】10　ドーダイの参さん謀ぼうの一人。銃じゆう器きメーカーに由来。

ポチョムキン【戦せん艦かん】８　帝てい国こく軍所属の艦かん艇てい。アリクレストの宣言に激げき怒どした兵士が反乱を起こす。有名な映画に由来。

ポナラ【都市】５　カスタムの地方都市。逃とう亡ぼう中のマイドが潜せん伏ぷくしていた。

ポルテ基地【軍事基地】11、13、14　マガザン帝てい国こく軍の基地。マガザン帝国軍第三方面軍の主力が駐ちゆう屯とんしている。

ポンズ【人名】11　神聖ローデス連合軍中ちゆう佐さ。ワイバーン艦かん長ちよう。部下の砲ほう術じゆつ長が発案した主しゆ砲ほうの改造を会議で提案する。

ポンメルン【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　Ｃ級巡航戦艦。第五巡航戦艦艦隊の艦かん艇てい。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。




　　　　■マ行■




マーメディア【星域・星系】９　グリフォラントと基幹通信回線が共通の星系。人魚は住んでいないので念のため。

マール・テンベック【人名】２、３　アウトニア王国軍少しよう佐さ（２巻）、秘書課に所属する。ドキア提てい督とくの秘書官。

マイド・Ｂ・ガーナッシュ【人名】１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12、13、14、15　御ご存ぞんじでたまかシリーズの主人公。ガーナッシュ男だん爵しやく家け当主。第三六五期生の第二八訓練分隊（通つう称しようでたまか分隊）の分隊長にして、ネットゲーム上では「無敵艦隊アルマダ提督リーダー」と異名をとる。アウトニア入国に際しての偽ぎ装そうでメイ・シザーズの家庭教師となり、傍はたで見ていてむずがゆい日々をすごした後に恋こい人びと同士となるが、その後マルス家の謀ぼう略りやくにより皇太子爆ばく殺さつ犯に仕立て上げられ、逃とう亡ぼう。ローデス国内にて逃亡生活を送った後、帝てい国こくに舞まい戻もどり、牛ぎゆう丼どん屋やのアルバイトをはじめ、様々な職業を転々としつつ、アウトニア再興のための計画を練ることとなる。頭が良い悪人や、馬ば鹿かで善人は多いが、頭が良くて善人という実に珍めずらしい人間。彼がそういう人物になったのは、実は人類の未来を変える能力を持つ「変数」と呼ばれる存在としてヴァルゲインによって育てられたためである。マイドの持つ「自分を含ふくむ人間はすべて道具である。誰だれかのために、そして人類がより高みに上るために必要な道具である」という価値観はここから来ている。帝国の内戦で第三勢力であるアウトニア連合艦かん隊たいの司令長官となりアリクレスト率いるマルス家の艦隊を破るが、その功績から帝国軍の首脳部に煙けむたがられ、知的生命体探査機構に出向させられ、人類統合軍総力戦研究所所長を経て、ザナックスの脅きよう威いを目前に最高位の軍人として復帰。人類の代表として人類統合軍最高総司令官、コーリンいわく「人類皇こう帝てい」となる。ザナックス決戦においてメイと共に強制脱だつ出しゆつさせられた後、すべての肩かた書がきを捨てて、普ふ通つうの人々の一人として暮らし、ごく普通のどこにでもある日常という名前の、そして、それがゆえにかけがえの無い最高の幸せを得うることとなる。

マガザン帝てい国こく【国名】１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12、13、14、15　銀河を二分する二大勢力の一つで、主に「帝国」とのみ呼ばれている。血統による身分制度と封ほう建けん領主による地方自治で維い持じされている。元首は皇帝。立憲君主制をとりつつも、内実は皇帝の権力が強く、専制的な政治を送っている。

マキシム【人名】４　マガザン帝てい国こく軍少しよう佐さ。帝国軍作戦指導参さん謀ぼう本部筆頭参謀。マルス一族。第九次桃もも星ぼし星域会戦に先立つ会議で、サイトウがオーガスタの不興を買って更こう迭てつされた後あと釜がまとして昇しよう進しん。第九次桃星戦せん役えきで錯さく乱らんし主力艦かん隊たい逃とう走そうのきっかけを作る。

マグダラン【戦せん艦かん】４　ＳＸ級戦艦。帝てい国こく親衛近衛このえ師団艦隊旗艦。

マグデプルグ【星域・星系】11　マガザン帝てい国こく軍第三方面軍の主力が駐ちゆう屯とんしている星系の名前。

マクローイ【人名】８　エリスの伯父おじ。トゥナイツ艦かん隊たい第三艦隊司令。

マサ・クラウン【人名】13　マガザン帝てい国こく軍中ちゆう尉い。士官学校時代のチャマーの同期。情報管理部に所属。

マシュー・ティザー【人名】４、８、９、13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生で、第二八分隊の分隊員。辺境巡じゆん視し艦かん隊たいの駆く逐ちく艦かん乗組員（５巻）。

マスクワード【人名】１、３、４、７、８、９、11、12、13、14、15　アウトニア王国軍の大たい尉い、ダムニンゲン艦かん長ちようとして登場し、第三次パロス戦せん役えきの主演士官だった。もともとの名前が卑ひ猥わいな意味になるため「伏ふせ字じ之の守かみ」という渾あだ名なをつけられたことからこの名で呼ばれる。アウトニア軍の通信オペレーターだったメグとは恋こい人びと同士で、結けつ婚こんし娘むすめがいる。アウトニア滅めつ亡ぼう後ケルプワイン海かい賊ぞく団だん少しよう佐さ、オピネル艦長（４巻）、ゴッドフェニックス艦長。マガザン帝てい国こく軍武装親衛隊中佐、ソウリュウ艦長（11巻）、大佐（13巻）と出世し、ザナックス決戦時はケルプの乗る人類統合軍攻こう撃げき艦隊旗艦ジョリーロジャーの艦長に。

マックス【人名】６、８　オーバーフロア司教の付き人。

マツシマ中ちゆう継けいステーション【軍事基地】15　中央と辺境星域を繫つなぐ中継ステーションの一つ。

マドセン【軍管区】11　教区長は枢すう密みつ院いん派の有力者。ローデス軍の枢密軍が防衛を担当。銃じゆう器きメーカーが由来。

マナセン・スリー【民間船】14、15　ザナックスの巣を捜そう索さくするために出しゆつ撃げきした探査船。情報転送を行った際にザナックスに沈しずめられる。

マハラニ【人名】13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生。門もん閥ばつ貴族の子息でアリクレストの取り巻きの一人。マイドを貶おとしめようとして自分の汎はん用よう端たん末まつをマイド達でたまか分隊の使用する部屋に置き、窃せつ盗とうの濡ぬれ衣ぎぬを着せようとするが、マイドにあっさり見破られる。執しゆう念ねん深い性格で、その後も何かと分隊を目の仇かたきにして、ちょっかいを出してはひどい目に遭あい、なおさら憎ぞう悪おを燃やすという行動を取る。もっとも分隊側から攻こう撃げきすることはまったくないのですべて自じ爆ばくなのだが、そのことには気づかない。

マリア・シザーズ【人名】９　シザーズ王家第一王女で、メイの姉。１巻の時点で嫁とついでいる。

マリーダウン【人名】９、15　ジャンクスターの総合データベース司書の電子人格。

マリリン・Ｈ・コイズミ【人名】１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12、13、14、15　シリーズの要所を締しめる姉あね御ご役。シザーズ・クイーン号の船長として登場。アウトニア王国軍中ちゆう佐さにして王国営業士官の肩かた書がきを持つ。元敏びん腕わんの金きん融ゆうトレーダーだが、恋こい人びとだと思っていた男に裏切られた上に投資に失敗し、死を考えたところでトーダにナンパされたことで、アウトニアにやってくることに。アウトニア王国とアウトニア軍の経済的基き盤ばんを支え、国家運営においてもアウトニア・フランチャイズなどの画期的な策を用いて、アウトニアとマイドをサポートした。ザナックス決戦の最さ中なかに、救命ポッドで転移してきたトーダを回収するため、すべての任務をカワハヤに押し付けてシザーズクイーンⅡから降りてしまう。最後に女を通したところが、ある意味実に姉御らしい。

マルク・ド・カッツ【人名】１　アウトニア王国軍大将、同最高司令官。第三次パロス戦せん役えきの最終局面で、ザイダベックでアウトニア回かい廊ろうへ特とつ攻こうし戦死。

マレーヤ【戦せん艦かん】８　ディア艦隊所属の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で損傷。

ミイ・アンダーノース【人名】３、５、６、７、８、10、15　アウトニア軍の病院船セイント・ブリッジの医師長。メイの主治医。小こ柄がらな美女であるが、酒が異様に強く、マリリンと飲み交かわしたことも。ザナックスとの決戦に際しコノータンに乗り組み、オーテと共に負傷兵の治ち療りようにあたる。

ミーヤ・Ｂ・チャーリー【人名】３　アレフの妻。コスプレイヤー。メイのマネジメントを買って出る。マイドの目には十六、七歳に見え、マリリンの目には二十歳はたち前後に見えるが、実はアレフとは同年の二六歳。二女の母親ながら外見はそのままで、あと五年したら我が子に自分を「お姉さま」と呼ばせることを計画しているらしい。

三日月形の小惑わく星せい【軍事基地】15　ルウン星域にある初等軍事訓練施し設せつの置かれた惑星級の大きさを持つ小惑星基地。別名「辞令の関門」。

ミクラス【人名】５　マガザン帝てい国こく軍中ちゆう尉い。帝国軍情報部特とく捜そう課所属。ウィンダムとは同どう僚りよう同士。カプセルベッドが好きらしい。

ミコト【人名】14　ウェストウィックⅡの高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐための第二次動員令で迎げい撃げきシャトルのオペレーターとなる。シャトルパイロットから「お嬢じよう様さま」と呼ばれていた。

ミストラル・エデッサ【人名】５、６、７、８、12、13、14、15　グランデル亡なき後エデッサ伯はく爵しやくとなる。士官学校時代マイドの訓練分隊の指揮官をやったことがあり、そのときから一目置いていた。その後、辺境惑わく星せい連合アウトニア義勇艦かん隊たい司令となって共に戦うこととなる。対ザナックス戦争ではチャマーの副官として、その働きを補ほ佐さしていた。

ミスランディア【惑わく星せい】５、６　エデッサ伯はく爵しやく領の首都惑星。

ミゾチ【人名】15　惑わく星せいアキツの少年。

ミツコ【人名】15　強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かんイオージマの通信士官。

ミナズキ【人名】11　神聖ローデス連合軍中ちゆう佐さ。セントール艦かん長ちよう。

ミナス湾わん【その他地名】10　サングリューの第二都市サウロニアの南に面する湾の名前。

ミヒャイル・エンデロ【人名】８、11、12、15　神聖ローデス連合の教皇院長にして教皇。ローデス軍黒色僧そう騎き兵へい艦かん隊たいの総司令官でもある。ローデスの宗教指導者の中ではまともな人物で、ステラやドーダイなどの後ろ盾だてとなって彼らの働きをサポートしていた。

ミブロー【人名】11　神聖ローデス連合軍大たい佐さ。神衛軍ロゼーヌ要よう塞さい守備艦かん隊たい司令。

ミュール【人名】10、11、14　惑わく星せいサングリューでガイドとしてマイド達が雇やとった、ピンク色のネコ耳と長い尻尾しつぽを持つ猫ねこ型亜あ人の女の子。サングリュー脱だつ出しゆつ後、知的生命体探査機構で働き、後にシザーズ・クイーンⅡの医い療りよう班員となって乗り込んだ。最初の患かん者じやであるイーサとその後結婚する。

ミユキ【人名】12　アキツからの避ひ難なん民みん。ススムの幼おさな馴な染じみ。

ミョートカ【駆く逐ちく艦かん】12　マガザン帝てい国こく軍の艦かん艇てい。ローデス派は遣けん軍護衛艦隊に所属。グスタフ星系中ちゆう継けい基地の要よう塞さい化のため固定砲ほう台だい（シグマ二三砲台）とされる。

ミリア・シザーズ【人名】９　シザーズ王家第二王女で、メイの姉。１巻の時点で嫁とついでいる。

ミリオネラ【重巡じゆん航こう艦かん】１、２、３　重巡航艦。ＧＮ艦隊の旗艦。

ミリンダ【人名】10　カーケルの可愛かわいがっていた亜あ人のメイド。亜人に扮ふんした真しん人じんに惨ざん殺さつされる。

ミロク【人名】10　ドーダイの参さん謀ぼう。銃じゆう器きメーカーが由来。

ムスリク【人名】13　マガザン帝てい国こく軍少しよう佐さ。ライムティンの右う舷げん戦せん闘とう指揮室の責任者として、アリクレストをはじめとする門もん閥ばつ貴族の候補生を指揮する。

ムロメッツ【戦せん艦かん】８　帝てい国こく軍第一艦隊旗艦。

メイ・シザーズ【人名】１、２、３、４、５、６、９、14、15　アウトニアのシザーズ王家第三王女。駐ちゆう在ざい武官兼けん家庭教師としてアウトニアに赴ふ任にんしてきた貧びん乏ぼう貴族の孤こ児じマイド・ガーナッシュと恋こいに落ち、戦争、両親の殺害、国家の滅めつ亡ぼう、国民の離り散さんと強制移住、帝てい国こくに対する反はん抗こうと実の兄との敵味方、という波は乱らん万ばん丈じような運命に翻ほん弄ろうされる。恋人であるマイドと共にネオ・アウトニアで暮らしたのはほんの数ヶ月で、マイドを狙ねらったテロから庇かばい、昏こん睡すい状態に陥おちいる。その後バイオノイド看護師の身体からだを得て一時的に甦よみがえった後、人類の命運をかけたザナックス決戦にサイコサーバー補助員として参加し、マイドの心理的な負担を減らすため、彼の意識に付き添そいながら共に戦いに臨のぞむ。その後チャマーによりマイドと共に強制脱だつ出しゆつさせられ、生せい還かん。メイとマイドとの幸せな生活は「でたまか」が終わったときから始まったわけである。

メータ・マイア【人名】８　マイア家の当主。

メギラ【戦せん艦かん】12　Ｚ級戦艦。アガメムノンから分ぶん離りした戦艦の一つ。惑わく星せい破は壊かい作戦の妨ぼう害がいのため消去予定惑星のある星系に現れる。チャマーの攻こう撃げき命令により現れた星系で撃げき沈ちんされる。

メグ・アクター【人名】２、３、４、８、９、13、14　アウトニア王国軍少しよう尉いとして登場（２巻）。ビルドベースのシステム通信管理官。マスクワードの恋こい人びとで、後に妻となる。マスクワード、モトとは幼少時代からの付き合い。妊にん娠しんのため産休中（11巻）であったが、その後女の子に恵めぐまれる。「どうやって子供を作ったのだ？」というコーリンの質問に対し「子供は作るものではなく授さずかるもの」と答えた。

メック【惑わく星せい】８、11、12、13　神聖ローデス連合の主星。聖都（＝首都）の名でもある。

メトクサ【星域・星系】５　ネオ・アウトニア星系の隣となりの星系。

メリーセレスト号【民間船】12　避ひ難なん船。十二万人の避難民を収容していた。ウェストウィック星系で制止を無視しゲートへ向かったため、ピケット艦かんの砲ほう撃げきを受け沈しずむ。

メルダース・ポイント【都市】９　帝てい国こく北辺に程ほど近い宇宙港。人工天体。

メルツァー【人名】９、15　グリフォラント中央警察署の警部。ルウン星系有形ステーションの保安局課長補佐。刑けい事じ総務課国際捜そう査さ手配係。逃とう亡ぼう時代のマイドを唯ゆい一いつ確かく認にんした人物。

メルティーユ【人名】14　人類統合軍総力戦研究所に出向している公安二部の課長。二十代後半のぽっちゃりとした温和な顔つきの女性官かん僚りよう。帝てい国こく国内の利権とそれに関かかわる門もん閥ばつ貴族の動向を調査している。

モコト【惑わく星せい】11　神聖ローデス辺境域クラナッハ教区統治領の自治惑星。

モト・フルーム【人名】１、２、３、７、９　アウトニア王国軍中ちゆう尉いであり、ローデス側の軍隊と出来レースを行うためのシナリオ担当士官だった（１巻）。アウトニアが滅めつ亡ぼうした後ケルプワイン海かい賊ぞく団だんに入団し大たい尉いとなる。ケルプワイン海賊団の攻こう撃げき機部隊の指揮官として帝てい国こく軍第三軍の中ちゆう枢すう艦かん隊たいに光子魚ぎよ雷らい攻こう撃げきを敢かん行こうするも、機体損傷のため意識を失いかける。しかしメグ・アクターの感応端たん末まつリンクにより生せい還かん。この戦いで四し肢しを失い、退たい役えきしてビューノアイカワの下もとで映像関係の仕事に就つく。

桃もも星ぼし星域【星域・星系】１、３、４、10、11、12　マガザン帝てい国こくと神聖ローデス連合が二百年以上にわたって係争中の暗あん礁しよう空域。帝国とローデスの間にある二つの航行可能宙域の一つ。桃星回かい廊ろうとも呼ばれ、白色矮わい星せい群によって隔へだてられている帝国とローデスの勢力圏けんを繫つなぐトンネルのような宙域であるため、軍事的要よう衝しようとなっている。通つう称しよう「ピーチスター」。二百年以上にわたって帝国軍とローデス軍の戦せん闘とうが行われてきたため、無数に敷ふ設せつされた機き雷らいや、破は壊かいされた戦せん艦かん等の残ざん骸がいが漂ただよっている。

モリー・ヌーダル【人名】５、６、７、８、11、15　マガザン帝てい国こく軍士官として内務局治安維い持じ部隊情報処理部に勤務中、テディと共に地方に追いやられる。その後、帝国軍第三軍第三三偵てい察さつ軽巡じゆん航こう艦かん隊たい司令（６巻）。武装親衛艦隊第五巡航戦艦艦隊司令（８巻）。マガザン帝国軍参さん謀ぼう本部付参謀（11巻）を経て、人類統合軍参謀本部参謀としてドーダイの黒色僧そう騎き兵へい艦隊復活のために尽じん力りよくする。

モルトケ【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　Ｃ級巡航戦艦。第五巡航戦艦艦隊の艦かん艇てい。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

モロー・ナヴァリン【人名】５、８　マガザン帝てい国こく軍大たい尉い（８巻）。帝国の若手官かん僚りよう。チャマーの補ほ佐さ役兼けん監かん視し役。武装親衛隊の攻こう撃げきで重傷を負う。

モンイェ【人名】13　マガザン帝てい国こく軍士官候補生（第三六五期生）。門もん閥ばつ貴族の子し弟てい。
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ヤーナ【人名】15　マイドとメイの娘むすめと思われる少女の友達。

ヤヅチ【人名】15　ネオ・アウトニアに避ひ難なんして来たエフタルの少年。

ヤハギ【軽巡じゆん航こう艦かん】11　神聖ローデス連合軍所属の艦かん艇てい。ヨルゲンセン教区教皇軍防衛艦隊の所属。・ザナックスの第一四波の攻こう撃げきで船体後部が切断。

ヤンギー【人名】４、５　マガザン帝てい国こく軍少しよう佐さ。エリスの護衛兼けんお目付け役であり、父親のロッホから悪い虫が付かないように見張りを命じられているらしい。

ヤンダル・ゾック【巡じゆん航こう戦せん艦かん】14　人類統合軍第一救出艦隊第七突とつ撃げき艦隊の旗艦。ウェストウィックⅡ救出作戦で大破し戦線を離り脱だつする。

ユイ・コットン【人名】１、２、３、４、５、７、８、11、12、13、15　ミリオン傭よう兵へい隊准じゆん将しよう、ＧＮ艦かん隊たい司令。ネット上で行われていた艦隊運用シミュレーションでは、損害を出さないことによって最終的に勝利ポイントを得うる戦い方を採り、ソロバン元げん帥すいのユイと呼ばれた。ケルプの幼おさな馴な染じみであり、ケルプに惹ひかれている自分を認めたくないために敵対していたが、アウトニア戦せん役えきでマイドに敗北を喫きつしたことを契けい機きに考え方が変わる。その後、ネオ・アウトニア戦役にバリアン星系軍司令官となって参戦し、マイドの敵に回るが、降こう伏ふくし、そのとき初めてケルプに想おもいを告白。この戦役ののちに勃ぼつ発ぱつした帝てい国こく内乱では、ダイテツ七世とエリスの懇こん請せいを受け、真・帝国軍総司令官に就任する。その後マガザン帝国軍第三方面軍司令長官、同中将となるが、ローデス占せん領りようを目的としたグランドスラム作戦に際しケルプを見捨てるという決定に反発し辞職。最終的に人類統合軍ザナックス決戦部隊攻こう撃げき艦隊第二軍司令官としてケルプと共にザナックス決戦に参加。その後一男一女の母となる。「百万の艦隊を指揮するより子供二人を育てる方が大変」と日々ぼやいているらしい。

ユージィ【人名】３　ケルプワイン海かい賊ぞく団だん軽巡じゆん航こう艦かんローリングストーンの船長。

ユータケ・ランクス【人名】14　ウェストウィックⅡに住む高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐため、発せられた動員令でウェストウィックⅡ防衛軍の臨時少しよう尉い、シャトルパイロットとなる。迎げい撃げき戦で戦死。オペレーター達から「ヘタレ」と呼ばれていた。

ユー・トワイニング【人名】３、７、９　ミリオン傭よう兵へい隊の傭兵。両手両足が義手義足の生体サイボーグ。マイカル戦せん役えきでは「青き閃せん光こう」と呼ばれたらしい。アウトニア王国軍大たい尉い、ギガント艦かん長ちよう（７巻）。十四歳のとき、両親と、妹と共に乗っていたロイヤル・ハウスホールド号が海賊の襲しゆう撃げきに遭あい、ただ一人生き残る。その後、ティーと恋こいに落ち、トワイニング家に迎むかえられる。

ユーボー【人名】１　『でたまか』を考案したと言われる人物。ロト連れん邦ぽうの総司令官。（「でたまか」という言葉を考案し最初に使ったのは、ドラクエの生みの親である堀ほり井い雄ゆう二じさんである）。

ユーマ・アウトニア【惑わく星せい】１、２、３、12、15　アウトニア王国の王星（＝首都星）。単にユーマとも言う。ワインの名産地だったが、帝てい国こく軍の攻こう撃げきを受け要よう塞さい化され、アルファ三六九と呼ばれる軍事施し設せつだけがある惑星基地になっていた。内乱の終結後、アウトニア王国に返へん還かんされ、対ザナックス決戦の後、離り散さんしていた国民が帰き還かんして、再びワインの名産地となる。

ユーマシティ【都市】１、３　アウトニア王国王星ユーマの首都。

ユーランド【星域・星系】１　アウトニア王国をはじめとする辺境国家群の存在する星系へとつながる星系。

ユーロ・ＫＩＭ・カニャータ【人名】15　パリーリンの防衛火器管理電子人格。カニャータ社製。対ザナックス決戦時にコーリンに従い特とつ攻こう、消しよう滅めつ。

ユキ・エンデルング【人名】４　名前のみ。「帝てい国こく興亡史」の著者として登場。その第十二巻第三章に「衰すい亡ぼうのきざし」に「でたまか」についての記述がある。同じような歴史を記録した書物を書いた人物として他ほかに「ユイ・アフテングリ」や「ワイ・キモデングリ」という人物もいる。

ユトナ【星域・星系】４　ウィンザーレット方面軍の管かん轄かつする星域。

ユナートル【惑わく星せい】12　神聖ローデス連合の惑星。星域、星系の名前でもある。ゴースティンに隣りん接せつ。

ユニコニア【星域・星系】９　グリフォラントと基幹通信回線が共通の星系。ユニコーンは住んでいないので念のため。

ユリウス【軍管区】11　ザナックスの侵しん攻こうを受ける。

ヨーヨー【駆く逐ちく艦かん】14　装そう甲こう駆逐艦。人類統合軍第一救出艦隊の護衛艦隊令下にある第一二八護衛隊の艦かん艇てい。

ヨツヤ【人名】13　マルス家の一族。当直士官から権限を委い譲じようされたと詐さ称しようし、マイド達の私物検査を行う。

ヨニ・ローパー【人名】３、５、６、７、12、13、14、15　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんの機動戦せん闘とう艇ていパイロットで、メス猫ねこカルテットの一員。ぽっちゃりした体格と顔つきで、喋しやべり方もまったりふわふわとしており、一見すると癒いやし系だが、実はメス猫カルテットの中で最強の腕うで前まえであり、それはつまり史上最強の撃げき墜つい王おうだったりする。「撃墜のコツは？」と聞かれて「敵機に照準を合わせて引き金を引くことですわん」と答えたことがある。

ヨルゲンセン【軍管区】11　ドーダイが守備を担当していた。十八の恒こう星せい系を持ち、十五の居住惑わく星せい、二八の鉱業惑星がある。避ひ難なん民みん数十億が流入した。
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ライオン【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　ディア艦隊の艦かん艇てい。第二次タカタツ星域会戦で損傷。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

ライタン【人名】３　マガザン帝てい国こく外務局の要員。アウトニア戦せん役えき後のマイド一行のユーマ─ブックス間の旅の総そう括かつ責任者。マイドの逃とう亡ぼうに協力する。

ライムティン【その他改造艦かん】13　重巡じゆん航こう艦かんから改造された練習重巡航艦。練習艦に改装された際に副ふく砲ほう等の本来搭とう載さいされていた武装の一部が取り外され、演習用の装備が搭載されている。艦上勤務のない士官候補生に経験を積ませるため正規乗員は少ない。

ラインアート【人名】１、４、８、９、13、15　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生で、第二八分隊の分隊員。マガザン帝国軍士官候補生、少しよう尉い（１巻）、中尉（４巻）。高重力惑わく星せい出身の白兵戦のプロ。対たい艦かん用装そう甲こう機動服中隊の隊長としてタカタツ星域会戦で敵艦をぶった切り、敵の将兵の多くにトラウマを負わせた。対ザナックス戦において、ザナックスの支配下の惑星に降下し幼生の胚はいにトレーサーを打ち込むフリーライド作戦に参加し、作戦を成功させたものの多大な犠ぎ牲せいを出し、本人も未み帰き還かんとなる。

ラウリル【軍管区】11　神聖ローデス連合内の教区の一つ。ザナックスの侵しん攻こうを受ける。

ラヴレス【軽巡じゆん航こう艦かん】４　サモン軍管区サーモニア常じよう駐ちゆう艦隊所属の艦かん艇てい。重雷装化している。刃は物ものの名前が由来。

ラオコーン【軍管区】11　神聖ローデス連合内の教区の一つ。ザナックスの侵しん攻こうを受ける。

ラクシッド軍管区【軍管区】４　帝てい国こく軍の軍管区の一つ。同名の伯はく爵しやく家けが統治している星域を中心とした区域。神聖ローデス連合の教区。

ラストグリッツ・スリー【民間船】11　輸送船。難民輸送中、セストニア星系で護衛艦かんに見捨てられザナックスの攻こう撃げきに遭あい、三十万の避ひ難なん民みん諸もろ共とも沈しずむ。

ラフイルレンジ【惑わく星せい】15　イエジとミツコの出身惑星。

ラミレス・エンデリュート【人名】８　伯はく爵しやく。行政長官。父親の権けん威いを笠かさに着る息子むすこによってちらつかせられる名前。

ラルク【人名】７　マガザン帝てい国こく軍大たい尉い。テクニカル・ソングの運用参さん謀ぼう。ネオ・アウトニア戦せん役えき後、同どう僚りようの通信参謀と共にアウトニアに亡命。貴族。

ラレス【都市】６　ゼーロックの北半球にある地方都市。

ランデヴー【重巡じゆん航こう艦かん】４　第七八五常じよう駐ちゆう艦隊の旗艦。第九次桃もも星ぼし戦せん役えきにて沈ちん没ぼつ。

ランデス・シュッツェン【人名】９　ラファッテ・ハイスクールの教師。妻にアリス、娘むすめマーゲット、スーザン、息子むすこジョンがいた。現実では既すでに死亡しているが、仮想空間で存在し続ける。

リオット【人名】15　第一機動降下猟りよう兵へい師団第一中隊第一小隊長。

リコッテ【人名】14　ウェストウィックⅡ防衛軍中ちゆう尉い。サタニコントロールセンターに勤務するシャトルオペレーターの監かん督とく官。

リッキィ【人名】２、３、４、11　ザイダベックのシステム管理用電子人格。ヴァル不在時のマイドのテクノサーバントになる（２、３巻）。その後、メイのテクノサーバントに（４巻）。生まれて六十年ほどのため、電子人格としては若造の部類。難民支し援えん局輸送船団でローデスの避ひ難なん民みんの支援を行う。

リッチモンド【人名】11　マガザン帝てい国こく軍の将官。マガザン帝国国防総省主計部の長。

リッパー・ザイケン【人名】７、14、15　マガザン帝てい国こく軍大たい尉いであり機動戦せん闘とう艇ていパイロットのエース。ネオ・アウトニア戦せん役えき時に、空母テクニカル・ソングに搭とう載さいされている第三四制空隊三番編隊隊長であったが、その後アウトニアに亡命し、アウトニア軍の機動戦闘艇パイロットとなる。腕うで前まえはメス猫ねこカルテットの連中も一目置いており、暴走しがちなカルテットを大人の男として御ぎよすることのできる貴重な人材でもある。人類統合軍防衛艦かん隊たい機動戦闘艇隊司令としてザナックス決戦に参加。

リドル【人名】１、５、９　シザーズ王家の侍じ従じゆう長。

リバティ・ベル号【民間船】10、12　トーダの所有する私有探険船。民間船でありながらステルス性を持つというとんでもない性能の船。浮うき輪の中にひょうたんを突つっ込んだような形をしている。ザナックスの調査の為ためにステラ博士とアティーブ博士を乗せてローデス辺境に赴おもむき、そこでザナックスの習性を確かく認にんする。その後マイドとトーダが乗り込み、すでにザナックスに占せん領りようされた惑わく星せいリオナまで近づき、そこで取り残されていた生物学者のピクスから、ザナックスの幼生を腐くさらせる病原菌きんが枯かれ草くさ菌きんであることを知るが、その帰路で攻こう撃げきを受け大破する。

リバティ・ベル二世号【民間船】15　大破した残りの船体を利用して再組み立てしたトーダの所有するステルス性を強化した辺境星域探査船。この船によりローデス銀河の最深部まで赴おもむき、ザナックスの巣を発見したトーダは、反はん応のう炉ろを暴走させて情報転送用エネルギーを作り出し脱だつ出しゆつ。その後自じ沈ちんする。

リムジン・トワイニング【人名】６、９、10、11、15　ジャンクスターの解体業者の社長の一人で長老格。

リューゼン【惑わく星せい】11、12　神聖ローデス連合の惑星。星域・星系の名前でもある。ローデス銀河の北部地区の北都とされている惑星で、転移ステーションに北辺域防衛艦かん隊たい司令部が置かれる。

リュウホウ【人名】13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生で、第二八分隊の分隊員。推理小説マニア。

リュクティ【人名】14　ウェストウィックⅡに住む高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐため、発せられた動員令でウェストウィックⅡ防衛軍の臨時少しよう尉い、シャトルパイロットとなる。他ほかの男子高校生に比べて適性が抜ばつ群ぐんであったため数少ない女性パイロットとなる。迎げい撃げき戦で戦死。オペレーター達から「クイーン」と呼ばれていた。

リュッツオウ【巡じゆん航こう戦せん艦かん】８　Ｃ級巡航戦艦。第五巡航戦艦艦隊の艦かん艇てい。ユトランド沖おき海戦の戦艦名が由来。

リュングマン【星域・星系】11　神聖ローデス連合の星域。

リョータ・オルファン【人名】15　人類統合軍大たい尉い。ティルスペッシャーの左さ舷げん近接防衛火器管制官。

リンガム中ちゆう継けい基地【軍事基地】11　マドセン教区の中心地に存在するローデス軍の基地。

リング【人名】７　マガザン帝てい国こく軍少将。第三軍第一艦かん隊たい戦列艦隊司令。平時は有能な官かん僚りようではあるが非常時には不向きな人物。基本に忠実に、すべてを規則に従って動かせば、組織は滑なめらかに動くという考えの持ち主。

リンツ・ミュールス【人名】４　チャマーの士官学校時代の同期生。マルス家の血筋であることを自じ慢まんする門もん閥ばつ貴族。

ルー【人名】10　サービス用の女性亜あ人。会社の受付をしていた。加か齢れいで容姿が衰おとろえ、処分されそうになったところをレナウン家に引き取られる。ザナックスの侵しん攻こうで死亡。

ルーザ【星域・星系】５、６　辺境伯はくと呼ばれるエデッサ伯はく爵しやく家けが統治する星域。

ルウン【星域・星系】４、10、15　エリア二八のある帝てい国こくの星系。

ルサ・マース【人名】１、２、５、６、７、８、10、12、15　シザーズ・クイーン、シザーズ・クイーンⅡという宇宙船の形をした盆ぼん栽さいの製作者にして機関長。生産中止になった船のジャンクパーツを集めるのが趣しゆ味み。Ｎタイプのコンテナ貨物船がアウトニア王家の専船として現げん役えきで使われていることを知り、大手貨物船整備会社の主任の地位を投げ捨てアウトニアにやってきた、根っからのメカオヤジ。シザーズクイーンに使われている三百隻せき以上のパーツのほとんどはルサが捜さがしてきて交こう換かんしたものである。

ルスラン・アキラーニ【人名】10　サングリュー国家主席官かん邸ていの要員。アキラーニの息子むすこ。

ルビン【人名】12　エフタル行政府の局長。

レアナ・トールキン【人名】12　オーバーロード号に乗り組む知的生命体探査機構の研究者。ステラの後こう輩はい。

レイダー【人名】14、15　探査船マナセン・スリーの船長。

レイヤー【人名】７　マーチラビット小学校の若い女性教師。

レゲント・ルイトボルト【人名】８　トゥナイツ艦かん隊たい参さん謀ぼう長。武装親衛隊の攻こう撃げきで重傷を負う。

レバイアサン【重巡じゆん航こう艦かん】５　エルノリク男だん爵しやく領所属の艦かん艇てい。偽ぎ装そうしたゴッドフェニックス。

レミントン【人名】10　ドーダイの参さん謀ぼうの一人。銃じゆう器きメーカーに由来。

ロイヤル・オーク【戦せん艦かん】８　真・帝てい国こく軍総旗艦。ダイテツ七世が座乗する。

ロイヤル・ハウスホールド号【民間船】９　Ｒ級客船。ユーが十四歳のときに家族と乗っていた。豪ごう華か客船としての処女航海で海かい賊ぞくの襲しゆう撃げきに遭あい、乗員乗客が全ぜん滅めつする。有名なウィスキーに由来。

ローイ・ファルク【人名】14　ウェストウィックⅡに住む高校生。ザナックスの侵しん攻こうを防ぐため、発せられた動員令でウェストウィックⅡ防衛軍の臨時少しよう尉い、シャトルパイロットとなる。迎げい撃げき戦で戦死。オペレーター達から「実直」と呼ばれていた。

ロージザルト【星域・星系】12　神聖ローデス連合の星域、星系。ローデス中央星域の近きん郊こう。

ローリングストーン【軽巡じゆん航こう艦かん】３　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんシューティング艦隊所属の艦かん艇てい。

ロールレイ【その他艦かん艇てい】11　ピケット艦。神聖ローデス連合軍所属の艦艇。ヨルゲンセン教区教皇軍防衛艦隊の所属。ザナックスの第一四波攻こう撃げきで爆ばく沈ちん。脱だつ出しゆつ者しや〇。

ロゼーヌ要よう塞さい【軍事基地】11　桃もも星ぼし回かい廊ろうのローデス側にある要塞。

ロックアース【惑わく星せい】５　帝てい国こく中心星域の一角にある惑星。マフィアが支配する快楽惑星である。

ロッホ・トゥナイツ【人名】８、10、11、13、14　マガザン帝てい国こくの名門貴族の一つトゥナイツ家当主でエリスの父。トゥナイツ家は名門だが、勢力が弱小であるために、常に帝国内の情勢を読みキャスティングボートを握にぎることで発言権を確保してきた。権けん謀ぼう術じゆつ数すうの名手ながら、他人から憎にくまれたり敵視されないのはその性格と人望のためであり、同じ陰いん謀ぼう好きでもマルス家のジェメイとは正反対である。口の悪い者はジェメイを「黒くろ狐ぎつね」ロッホを「白タヌキ」と呼んでいた。内乱後に内務大臣に就任し皇こう帝ていを補ほ佐さしてマイドに人類の命運を預ける。「我々は彼に賭かけたのではない、彼を信じたのだ」というのはそのときのロッホの言葉である。

ロト連れん邦ぽう【国名】１

ロリエント【都市】10　サングリューの首都。




　　　　■ワ行■




ワーク【駆く逐ちく艦かん】８　アウトニア連合艦隊所属の艦かん艇てい。

ワイバーン【戦せん艦かん】11　ローデス連合軍神衛艦隊所属の艦かん艇てい。セントール級戦艦。

ワタル・ロングウェイ【人名】２、３、６、７、８、10、14、15　ケルプワイン海かい賊ぞく団だんに属するハルカ一族の族長代理として半ズボンをはいて登場。ハルカ艦かん隊たいの指揮官としてミリオン傭よう兵へい隊艦隊に向かい正々堂々と戦いを挑いどんだ。その後ケルプとマイドの下もとで実戦経験以外にも様々な薫くん陶とうを受け、立派な青年に育ったためか、コーリンとアーヤとの三角関係で苦労する。ザナックス決戦では窮きゆう地ちをコーリンによって救われる。

ワンタ・ミヤツマ【人名】１、４、８、９、13　マガザン帝てい国こく軍士官学校第三六五期生で、第二八分隊の分隊員。ハッキングが得意。帝国軍通信職中ちゆう尉いとなり（４巻）その後ルドベク方面軍分ぶん遣けん艦かん隊たい司令となる。
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